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令和６年度　事業報告の概要

中央公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 5 4 2 2 0 0 0 0 5 0 3 0 5 0

延べ
参加人数

1477 381 398 23989 0 0 0 0 20641 0 972 0 1885 0

【方針・地域課題】
「公民館の学びを通じた地域づくり」

　超少子高齢型人口減少社会に対応したまちづくりに向け、主役である市民が身近な地域で学び、
考え、具体的に実践する機会が必要となっています。
　また地域では、地域連帯意識の希薄化や価値観の多様化、家庭機能の低下など、課題の増大化や
複雑化に伴い、行政だけの解決、また地域だけで解決することが困難な状況となっています。
　このような現状の中で、本市の公民館は松本市教育振興基本計画のもと、市民一人ひとりの幅広
い学習や活動を支援し、「総合的な地域づくりの拠点」としての役割を担う体制づくりを進めると
ともに、学習活動などを通じて地域課題と向き合い、市民自らが地域課題の解決に向けた学習機会
を充実させ実践していく、「松本らしい地域づくり」をめざした公民館活動を展開しています。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　松本らしい地域づくりの創造に向け、住民自
　治と地域連帯を育む学習機能の充実を図りま
　す。
２　人権尊重のための学習活動を進めます。
３　男女共同参画社会をめざして、女性問題等解
　決のための啓発学習を進めます。
４　少子高齢・国際・情報化社会に対応する学習
　活動の推進を図ります。
５　町内公民館の振興と活動支援を図ります。
６　住民主体の公民館活動推進のリーダーとなる
　公民館委員の組織強化を図ります。
７　ふるさとづくり、まちづくりのため、地域の
　歴史の掘り起こしと伝承文化の振興を図りま
　す。
８　住民の自治能力を高めるための学習活動を進
　めます。
９　市民のニーズに合わせた生涯学習活動の推進
　のための支援体制の整備を行います。
10　次代を担う青年の学習・相談、クラブ活動等
　の場の提供と講座・行事を開催します。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第24回松本手まり時計
まつり

5月25日
5月26日

1回
地域事業
（文化）

その他 3,000人

中心市街地の活性化を図るととも
に、Мウイングに集う人たちの新た
な出会い・交流を促進する。

公民館利用団体の展示部門発表、
ステージ部門発表、Мウイング公
益施設関係（松本市女性団体連絡
協議会／Ｍウイング管理組合／公
民館活動発表実行委員会）、公共
施設関係（人権共生課、ジェン
ダー平等センター、第一地区地域
づくりセンター、第一地区公民
館、中央保健センター、中央公民
館）、利用団体、市民から構成さ
れた実行委員会及び運営委員によ
り運営

例年の催しに加えて、実行委員会企画
として、台湾高雄市の小学校と鎌田中
学校の吹奏楽部の合同演奏会や、屋外
にステージを設置してのライブイベン
トなどを実施した。次年度の実施に当
たって、参加団体同士の交流や更なる
参加団体の掘り起こしを行う工夫が必
要。手まり時計まつりの母体であった
伊勢町振興組合がすでに解散している
ので、今後の開催目的等を実行委員会
で再確認しつつ、今後の開催を含めて
内容を検討していく。

第46回松本市公民館活
動発表会展示部門

5月25日
5月26日

1回
地域事業
（文化）

その他 422人

市内公民館で活動するサークル、団
体等の活動発表および交流の場。参
加団体同士の交流、来場者にサーク
ル活動に興味を持ってもらう。

発表団体の構成員で公民館活動発
表会実行委員会を組織。実行委員
会は書面にて開催。当日の運営も
当番役回りで主体的に行った。

参加団体の高齢化や日程が合わない等
により、例年参加団体数が減少してい
る。スタンプラリーの効果もあって
か、作品を見てくださる方が多くいた
ため、来場者にサークル活動へ興味を
持ってもらうきっかけになった。次年
度の開催にあたり、参加団体を多く募
り、活気ある発表会にできるよう工夫
していく。

第46回松本市公民館活
動発表会ステージ部門

5月26日 1回
地域事業
（文化）

成人 400人

市内公民館とあがたの森文化会館で
活動する団体等の活動発表および交
流の場とする。

発表団体の構成員で公民館活動発
表会実行委員会を組織。実行委員
会を３回実施。当日の運営も当番
役回りで主体的に行った。

出演団体それぞれが日頃の活動成果を
披露し、互いに鑑賞することで、文化
や芸術の多様性を感じる機会となっ
た。

第14回こいこい松本
―松本国際ふるさと祭
り―

6月23日 1回
地域事業
（文化）

その他 550人

・松本市及びその周辺に住む外国
人・外国由来の人たちを中心とした
交流、ネットワークづくりの場とし
て、お互いの文化に触れ、理解を深
め、親睦を図るきっかけづくりとし
て開催。
・Ｍウイングホールにて各国のブー
スを開設（イタリア・アルゼンチ
ン・インドネシア・英語圏・エジプ
ト・マレーシア・オランダ・ベル
ギー・韓国・タイ・台湾・中央アジ
ア・スリランカ・中国・ドイツ・フ
ランス・ベトナム・モンゴル）

主催：こいこい松本実行委員会
（在住の外国由来の人たち、ＮＰ
Ｏ法人中信多文化共生ネットワー
ク、信州大学生、松本大学生、一
般市民など）

共催：中央公民館
実行委員会を組織し企画運営。公
民館は実行委員会のサポート役と
して参画

各国のブースを開設して、中央の空間
で踊りや演奏などを実施。ホワイエで
物販や民族衣装の試着等を行った。

中学・高校生向け手話
教室

8月6日
8月7日
8月8日

3回 福祉健康 青少年 32人

令和４年度から開催している高校生
教室を中学生も受講対象として開
催。手話を通じて人間関係を深め、
将来に結び付けることを目的に開
催。安全性を考慮して昼のみの開催
とする。

主催の松本市聴覚障害者協会、市
障がい福祉課の手話通訳者コー
ディネーターと話合いを行った。
通訳者は講師が障がい福祉課を通
して依頼

市内の中学・高校にチラシを配布した
ところ、中学生の参加者が多かった。
中学生と高校生では理解力に差がある
が、今後も教え方を工夫することで、
中学生と高校生の両方を対象に実施し
ていく。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第76回「お城盆踊り」

8月14日
8月15日
8月16日

3回
地域事業
（文化）

成人 963人

国宝松本城での盆踊りを通じて、市
民と観光客がひと夏の思い出をつく
るとともに、郷土に伝わる民踊を市
民が知って郷土に愛着と誇りをもっ
てもらえるよう開催。また、踊り手
の高齢化もあり、地域に伝わる民踊
の保全を図る一助とする。踊りをと
おして心身ともにリフレッシュを図
り、健康寿命の延伸につなげる。

当日、実演する松本レクリエー
ション協会と、年間をとおして踊
りの講習を行うとともに、ゆかた
キャンペーン実行委員会と連携
し、エクセラン高校の生徒への踊
り指導や、広報活動を行った。ま
た８月14日当日の踊り開始前に
は、エクセラン高校の生徒による
生歌と盆踊りを披露する「夕暮れ
ステージ」を実施した。

８月14日のお城盆踊り自体は荒天によ
り中止となったものの、平均来場者数
は上昇傾向にある。他課と連携して
行ったＳＮＳを活用した広報などは、
一定の成果につながったため、引き続
き多くの方に来場していただける取り
組みを検討していく。

絵本のなかのお菓子を
つくろう！（図書委員
会企画）

11月4日 1回 子育て 家庭教育 34人

絵本のなかに出てくるお菓子作り、
絵本の読み聞かせを行う。お菓子作
りと読み聞かせを通し、子ども達に
絵本に触れる機会を設け、図書への
興味を持ってもらう。

図書委員会で試作（１回） 申込開始30分程度で定員に達してしま
うほど、人気の企画だった。参加した
親子からは、お菓子作り・読み聞かせ
ともに楽しかったとの声が多数あり、
お菓子作りとともに読み聞かせを行っ
たことで絵本への興味が広がったと感
じる。来年度も図書の普及に向け、イ
ベントの開催を行いたい。

景観から地域づくりを
考えるプロジェクト
「看板学講座」

11月19日
11月26日
12月 3日

3回 その他 成人 52人

平成25年から２年間、文部科学省委
託事業「公民館等を中心とした社会
教育活性化支援プログラム」の一環
として開催されたものから始まり、
「松本看板学会」として組織したプ
ロジェクトチームにより、看板を切
り口にまちの景観を考える講座を展
開している。

コーディネーターに倉澤聡氏（都
市計画家）、コメンテーターに長
谷川繁幸氏（建築士）・高田美果
氏（イラストレーター）を迎え、
都市計画課と連携するなかで複数
回講座の内容等について検討す
る。

令和６年度では、「看板そうぞう学」
と題し、「看板を創るプロ」であるミ
ミー商店店主・表札看板デザイナーの
吉江大紀氏を話題提供者に迎えて、
「看板の発注」について考え「看板創
造」の奥深さに迫った。４つのグルー
プに分かれ、実在する店舗・空想の店
舗に設置したい看板について考えるグ
ループワークを行い、アウトプットと
して、グループごとにＡ３用紙１枚の
「看板注文書」を作成した。

聴覚障害者と学ぶ成人
学校「ボッチャで身体
を動かそう！」

1月23日 1回 人権平和 成人 18人

昭和47年の開講当初に掲げた聴覚障
がい者の学習権の保障に加え、ろう
者と聴者の相互理解を深める場、地
域社会の一員として尊重し合える関
係づくりに寄与する場として開講。
「ボッチャで身体を動かそう」を
テーマに実施。令和７年に日本で初
めてデフリンピックが開催されるこ
とや、パリパラリンピックが開催さ
れたことを踏まえ、松本市聴覚障害
者協会による、スポーツに関する手
話を学んだり、日本ボッチャ協会公
認コーチの指導の下、ろう者と聴者
が一緒にボッチャを通じて交流し
た。

講師は中央公民館から、通訳者及
び要約筆記者は障がい福祉課を通
して依頼

参加者に占める、ろう者の割合が少な
く、学習権の保障や、相互理解の場と
いう目的が十分に達成できているとは
言えないため、開催日時を増やすだけ
でなく、今後は、日頃仕事をしている
ろう者も参加ができるように休日の開
催も検討していく。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

未来へつなぐ私たちの
まちづくりの集い～第
40回公民館研究集会
令和６年度地域づくり
市民活動研究集会～

2月16日 1回
地域事業

（その他）
成人 330人

「学び」を大切にする松本市の公民
館の理念を柱に、住民、市民活動団
体、行政職員等の様々な主体が一堂
に会し、身近な課題への理解を深
め、幅広い議論を通して、気づき、
学び合いながら、自分にできること
を発見し、実践することを生み出す
場として開催
＜全体会＞
開会式、パネルディスカッション
演題「地域が動き出す～自治を紡ぐ
語り合いの実践から～」
進行：向井 健 氏（松本大学総合経
営学部観光ホスピタリティ学科准教
授）
パネリスト：山岸 勝子 氏（元松本
市社会福祉協議会四賀地区センター
課長）／髙山 拓郎 氏（島内島高松
町会長）／相馬 蕗子 氏（大野川小
中学校コミュニティ・スクールコー
ディネーター）
＜分科会＞６つの分科会を設定
①いざって時、どう動く？～地域で
取り組むお互い様の防災対策と行政
との連携～
②地域は子育て応援団～地域にある
子どもの居場所を知ろう～
③共生社会～違いを力に、共に生き
る未来へ～
④みんなが「集う」場所をつくるに
は？
⑤身近な資源を活用した地域づくり
⑥町会のシンカ

市民実行委員及び公民館・関係課
職員による実行委員会を組織
・実行委員会２回（オンライン形
式、書面開催）
・準備会 １回
・分科会世話人会 １回
・その他、各分科会運営委員会を
順次開催

４月～２月に市民・職員で企画準
備

各地域づくりセンター経由で地区関係
職員（公民館、福祉ひろば等）へ各地
区で取り組む地域課題の解決や地域の
活性化に取り組む活動実践事例調査を
実施し、その結果を参照し、分科会
テーマを選定した。また、会場につい
ては各分科会のテーマに即した会場を
選定し、中央公民館会場のほかに、第
三地区公民館（②子育て）や笹賀地区
にあるＪＡＺＺ喫茶（⑤地域資源）と
いった別会場でも開催することでより
効果的な分科会の運営を試みた。集会
終了後、各地域づくりセンターを介
し、集会内容を還元する流れを構築し
た。

学びの森いんふぉめー
しょん

 5月1日
 8月1日
11月1日
 2月1日

4回 その他 成人

生涯学習支援登録制度に登録してい
る団体のイベントや会員募集情報を
掲載している生涯学習情報誌。年４
回（５月、８月、11月、２月）、１
回につき13,000部発行。市民に生涯
学習関連情報（生涯学習支援登録制
度党則団体等の活動情報など）を提
供し、市民の多様化した生涯学習活
動を補助・促進する。

年４回発行ができ、市民の生涯学習活
動を支援するための情報提供ができ
た。学校施設・市関連施設等への情報
提供は、今年度からデータでの送付に
変更し、紙媒体の発行数削減に努め
た。なお、完全にデジタル化してしま
うと、高齢者等インターネット環境が
ない方には情報が届きにくく、生涯学
習の理念から外れてしまうため、今後
も紙媒体での発行を続けたい。合わせ
てデジタルも含め効果的な情報発信を
模索していく。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

地域に伝わる民踊講習
会

4月5日
～12月6日

14回 地域文化 成人 137人

「お城盆踊り」の踊りの実演者の育
成と、地域に伝わる民踊の周知と保
存のために開催。地区に地元の民踊
が広まるようにしたい。

講師は、松本レクリエーション協
会民踊部の会員による。

新規で受講する市民は少ないながらも
関心を持って参加している。より多く
の市民に受講してもらえるよう、周知
方法なども工夫したい。「お城盆踊
り」での踊りの実演者の育成という観
点では踊りの継承につながる講習会に
なっている。若者に興味を持ってもら
えるよう、広報にも力を入れたい。開
催回数を１回増やしたので、今後も継
続していきたい。

中級者向け手話教室
「手話で学ぶ手話教
室」

5月29日
～9月18日

20回 福祉健康 成人 275人

ろう者と聴者の橋渡しとなる通訳者
の育成を視野に、手話奉仕員養成講
座と県の通訳者養成講座の中間的な
位置づけで開催。手話奉仕員養成講
座修了程度を対象に、手話通訳を配
置せずにろう者２名の講師体制で、
手話表現及び読み取りの技術向上を
目指した。朝・夜の２部制（10回×
２部）

主催の松本市聴覚障害者協会、市
障がい福祉課の手話通訳者コー
ディネーターと話合いを行った。

受講者と講師（ろう者）が通訳者を介
さずに講義をする形式となっているた
め、受講者には比較的高いレベルの手
話技術が必要となった。途中で離脱す
る受講者もいたが、全体的には出席率
も高く、おおむね満足をいただけた。

初心者向け手話教室

10月16日
～ 2月19日

20回 福祉健康 その他 309人

ろう者の生活文化に理解を深めるこ
と、手話を学び続けたいという意欲
を高めて手話奉仕員養成講座等の次
の学習ステップにつなげることを目
的に開催。初心者を対象に日常生活
に関する基礎的な手話の習得を目指
した。朝・夜の２部制（10回×２
部）

主催の松本市聴覚障害者協会、市
障がい福祉課の手話通訳者コー
ディネーターと話し合いを行っ
た。通訳者は講師が障がい福祉課
を通して依頼

今後手話を生かして仕事に臨むことや
ろう者との交流に積極的に携わるよう
にしていきたいという前向きな声も多
かったため、今後も継続をしていきた
い。
障がい福祉課が開催する手話奉仕員養
成講座との接続を考慮して、年度の後
半に開催した。

松本みんなのにほんご
教室（共催事業）

4月～2月 70回 人権平和 その他 541人

学齢期を過ぎた外国由来の青少年や
就学および就労希望でありながらも
日本語が不十分という理由で希望が
かなわない外国籍住民を対象に、日
本語習得の場として開催
●毎週月・木曜日　９：30～12：30

ＮＰＯ法人中信多文化共生ネット
ワークが運営

４つの日本語教室の中で唯一教室形式
での日本語支援につとめており、週１
回スタッフの勉強会やミーティングを
行っている。受講者のニーズが多様化
している中、対応できる支援員不足が
課題である。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

日本老民考

通年 4回 福祉健康 高齢者 40人

世界情勢から日本の政治、戦中・戦
後の日本社会、福祉などを切り口に
日本の歩みを検証し、老後の生活
（生き方）について意見交換する中
で、それぞれの生き方を考える。毎
月１回第４金曜日に開催する。

手塚英男氏（社会教育実践者／
『日本老民考ーさまざまな老い
それぞれの終い』著者）が設定し
たテーマ、参加者から提供される
話題を切り口に、議論を展開

新聞の社説欄等から日々目まぐるしく
変わる国内外の情勢ついて意見を交わ
すことも多々あり、混乱した世の中で
も前向きに暮らすことのきっかけに
なっている。
また、参加者が各々取り組んでいる活
動を話題として取り上げ、情報交換を
行った。
会は参加者同士が自由に意見を交換で
きる空気であり、参加者の生きがいの
場にもなっている。
講師の体調不良等により、８月以降は
中止となった。来年度の開催について
は、講師と調整していく。

第65回松本市芸術文化
祭

通年 1回 地域文化 その他 23,852人

和・洋・玄人・素人を問わず、市民
が参画する実行委員会へ「芸術文化
祭」を委託。様々な分野での展示
会・上演会等を実施する。多くの市
民が気軽に楽しく文化芸術に触れあ
う機会を創出し、市民による主体
的、継続的な文化芸術活動の推進を
図るもの

松本市芸術文化祭実行委員会によ
り運営。中央公民館は事務局を務
める。

コロナウイルスの制限のない開催がで
きるようになり、参加者数は回復して
いる。一方、コロナ禍で実施できない
まま再開できない団体や、団体構成員
の高齢化により、休会する団体も出て
きた。新しい分野での加盟団体の募集
や、後継者の育成に努める必要があ
る。

松本市の公民館
（事務報告書）

冊子作成
発行12月

1回 その他 その他

各公民館より事務報告書を提出して
もらい、公民館の基礎データ、年
表、教育要覧掲載情報を１冊にまと
め発刊する。松本市の公民館等に関
する情報を発信

各地区公民館 冊子の発行が例年より遅れてしまった
が、公民館等に関する情報を発信でき
た。掲載内容を毎年精査し、次年度以
降も継続して発刊していく。

松本市ヤングにほんご
教室（共催事業）

通年 38回 人権平和 青少年 108人

日本語を母語としない外国由来の子
ども達を対象に、日本語指導及び教
科指導、居場所づくりを行う。
●毎週木曜日　18：00～20：00

ＮＰＯ法人中信多文化共生ネット
ワークが運営

学習時間の間に休憩時間を設け、生徒
間のコミュニケーションを図ってい
る。高校生や大学生らによるボラン
ティアもあったが、中心となるスタッ
フの高齢化や、利用者数の減少により
令和６年度をもって閉鎖

日本語講座

通年 46回 人権平和 その他 636人

外国籍住民を対象に日本語習得の機
会を提供することで、受講者とボラ
ンティアスタッフが学習を通じて相
互理解を深めることを目的に開催。
多文化共生社会の実現を目指す。
受講者のニーズや日本語能力にあわ
せたクラス設定を行い、きめ細かい
学習を行っている。スタッフ会議等
を開催し、スタッフ間の意思疎通を
図っている。
●毎週火曜日　19：00～20：30

ボランティアスタッフによる運営 夜間の講座であるため、十分なミー
ティングの時間が取れないことや教室
運営の体制に苦慮している。令和３年
度から代表を決めず各クラスの世話人
及び連絡係を通じて受付をしていた
が、来年度より新規申込の受付および
各クラスへの割り振りを中央公民館が
行う。
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令和６年度　事業報告

中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

木曜午前ボランティア
日本語教室

通年 44回 人権平和 その他 192人

外国籍住民を対象に日本語習得の機
会を提供することで、受講者とボラ
ンティアスタッフが学習を通じて相
互理解を深めることを目的に開催。
多文化共生社会の実現を目指す。
受講者のニーズや日本語能力にあわ
せたクラス設定を行い、きめ細かい
学習を行っている。スタッフ会議等
を開催し、スタッフ間の意思疎通を
図っている。
●毎週木曜日　10：00～11：30

ボランティアスタッフによる運営
共催：多文化共生プラザ

スタッフ会議、グループミーティング
を行い、受講者およびスタッフの交
流・連携を図っている。新博物館見学
を行い、松本市の歴史や文化について
学習した。
　

３歳児検診時の絵本読
み聞かせ

通年
第3火曜日

12回 子育て その他 364人

中央保健センターへ３歳児検診に訪
れた親子を対象に、絵本の読み聞か
せを実施。検診時の読み聞かせを通
し、図書委員会の活動を周知、図書
室の利用促進につなげる。

中央公民館図書委員会
中央保健センター

図書室で親子連れの姿を見かけるよう
になった。本の貸出も増えているよう
で、図書室の利用促進につながってい
ると感じる。今後も続けていきたい。

生涯学習支援登録制度

通年 その他 成人

地域に在住する専門分野の知識を有
する指導者及び自発的な学習活動を
行っているグループ等の情報を登録
するもの。多様化する市民の生涯学
習に関するニーズに対応するため、
情報を登録・提供をすることで、市
民の生涯学習活動を補助・促進す
る。
○令和７年度３月31日現在
グループ 361団体
指導者 130人

ホームページを見た方や地域団体に参
加したい方からの問合せも多く、市民
の生涯学習活動の支援ができた。特に
グループの登録状況は、『学びの森い
んふぉめーしょん』に記事を掲載する
ための条件であることから、登録が比
較的活発であった。また、指導者登録
については、新規登録者のみが『学び
の森いんふぉめーしょん』に掲載され
るため、指導者情報の活用方法を検討
したい。引き続き、ホームページで掲
載する情報の更なる改善を進めるとと
もに、市民団体等と連携し情報発信媒
体の多様化を進める。

松本市出前講座 「いい
街つくろう！パート
ナーシップまつもと」

通年 497回 その他 成人 20,589人

市役所やその他の行政機関などが
行っている施策について市民から要
望のあった講座を開講する学びの講
座。毎年、出前講座のメニューを更
新している。市民と職員がパート
ナーとなり、学びを通して顔の見え
る関係をつくりながら、共にいい街
づくりを図るもの

ホームページで人気の講座やおすすめ
講座を紹介するなどして、周知の工夫
を図った。防災やよみきかせの講座は
特に人気があり、参加者からは、勉強
になったとの声が多くあった。ホーム
ページのさらなる充実を図り、市民へ
の周知を工夫していく。
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中央公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

中央公民館図書委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 97人

３歳児検診の読み聞かせ、絵本のな
かのお菓子をつくろう、ちいさなよ
みきかせなどの開催。手まり時計ま
つりへの参加。図書室への入れる本
の選書。委員５名。委員長を置く。
中央公民館図書室を主な活動拠点と
して子どもから高齢者までを対象
に、地域の特性を生かしながら、イ
ベントや選書を行い、図書の普及を
図る。
月１回開催

図書委員会で企画した「絵本のなかの
お菓子をつくろう」は、ただお菓子を
つくるだけでなく、間に絵本の読み聞
かせを行ったことで、子どもたちが本
に触れる機会を作ることができた。さ
まざまなイベントや読み聞かせの機会
を設けたことで、中央公民館の図書室
の存在を知らせ、利用者の増加へつな
がっていると感じる。来年度以降もイ
ベントの開催や図書室の書架整理等を
行い、図書の普及に努めたい。

公民館報全市版編集委
員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 354人

住民自らが編集する公民館の機関誌
として、地域住民と公民館を結びつ
け、地域課題・生活課題の学習素材
を提供するとともに、将来への足跡
として公民館活動を記録するもの。

各地区、信州大学、松本大学から
１名ずつ編集委員を選出。編集長
１名、副委員長４名を置く。

各地区の地名の由来について深掘りす
る新シリーズ「まつもと地名がたり」
は、読者の方から好評をいただいてお
り、地域や生活・暮らしについて幅広
く話し合うことができた。山間部に限
らず全市的に各地区からの委員選出が
困難になってきており、編集委員会の
実施形態なども含めて今後の編集委員
会のあり方について検討していく必要
がある。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

松本市町内公民館館長
会

通年 －
公民館委員会・
各種会議等

その他 283人

各町内公民館の振興及び町内公民館
相互の連絡を図るために必要な研修
等を行う。

★各種会議
・総会
・理事会５回、三役会５回、広報部
５回、研修部１回
★研修及び学習会
〈企画部〉
・新旧理事歓送迎会
・理事視察研修会「須坂市生涯学習
センター」、「蔵のまち須坂（まち
歩き）」
〈広報部〉
・町内公民館長会だよりの編集、封
入作業
〈研修部〉
・新任町内公民館長研修会、ブロッ
ク別研修会
〈女性部〉
・くるまざトーク
・女性部視察研修会「高山市散
策」、「高山陣屋視察」
★広報
・町内公民館長会だより　85号～87
号の発行

各地区町内公民館館長会からの代
表者を理事として１名選出し、特
任理事３名を加えて計38名で理事
会を運営。会長１名、副会長３
名、会計１名、事務局長１名、４
つの専門部（企画・広報・研修・
女性）を必要に応じて開催

理事会ではＺｏｏｍでのオンライン参
加に対応し、参加者の確保を目指し
た。
ブロック別研修会では、主事にも参加
を依頼して、町内公民館と地区公民館
の連携について話し合いを行った。女
性部の仕組みや制度、あり方について
検討していく必要がある。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

公民館主事会
・公民館主事研修会
・主事会プロジェクト

通年
月2回

22回
公民館委員会・
各種会議等

その他 609人

公民館主事の資質向上を図り、公民
館活動の推進に寄与する。

①公民館主事研修会
　（毎月第２第４木曜日）
②幹事会（毎月第１月曜日）
③主事会プロジェクト（不定期）

・公民館主事としての知識・理解を深
めるため、公民館の理念や実務的な内
容を研修テーマに設定した。また、地
域の実践者等、住民との研修を行うこ
とで、常に住民の声に寄り添う態度を
養うことに努めた。本市の公民館活動
や地域づくりの動向を相対的に捉えな
おす機会となった。
・令和４年度に設置したチームを改組
し、公民館主事会プロジェクトとして
４チームを設置し、貸館課題検討チー
ムはさらに５つのグループに細分化し
て活動した。
⑴ＩＣＴチーム
⑵町内公民館振興・支援チーム
⑶他部局連携チーム
⑷貸館課題検討チーム
　①有料団体ＩＤ付与グループ
　②許可減免判断グループ
　③各館独自運用グループ
　④予約システムグループ
　⑤事務統一化グループ

公民館館長会
・定例会
・理事会

通年
各月1回

24回
公民館委員会・
各種会議等

その他 542人

館長相互の研修を図り、公民館活動
の促進に寄与する。

・定例公民館長会
毎月第３水曜日、午後１時30分か
ら開催、研修内容は理事会で検討
し、定例会議で正式に決定

・理事会
必要に応じて開催（原則として第
２火曜日、午後１時30分～）

・各館の公民館活動に取り入れやすい
よう、体験型研修会を多く取り入れる
と共に、定例会で各地区の情報発信･共
有に力を入れ、有意義な取り組みを進
めた。
・11月の県外研修は、過去５年間研修
会テーマとして取組んだ｢防災｣を軸
に、そなエリア東京を視察。現状の社
会教育の政策を学ぶために、社会教育
センターを訪問した。
・12月には、数年ぶりに公民館主事会
と合同研修会を行う。長野県生涯学習
センター指導員を講師に、子ども・防
災・貸館などをテーマに研修後、居酒
屋公民館で親睦を図った。
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令和６年度　事業報告の概要

第一地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 3 4 2 2 5 0 0 1 2 2 1 3 0

延べ
参加人数

33 126 31 32 30 95 0 0 21 49 95 22 85 0

【方針・地域課題】
第一地区公民館は、町会連合会、地域づくりセンター、福祉ひろばおよび地区関係諸団体と共に、
地域住民による主体的な生涯学習の場を提供し、またその成果を地域課題の解決等に活かすことが
できる活動の場とする。
（１）　子どもと共に育つ地域づくり事業の推進
（２）　地区の歴史の掘り起こしと伝統文化の継承
（３）　スポーツや食育を通した健康づくり事業の推進
（４）　地区住民交流の支援
（５）　人権尊重のための学習活動

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・令和６年度は新規事業こそ少なかったものの、
既存の講座は前年度までの振り返りや反省を生か
し、講師の選定や内容のブラッシュアップなどの
観点から見直しを行った。結果として、今まで第
一地区公民館に来たことがなかった方にも講座に
参加していただくことができ、多くの方に公民館
活動を知っていただくきっかけとなった。

・松本大学の実習生の受け入れや、蟻ケ崎高校探
究活動の一環として行われた「地域探訪フィール
ドワーク」への参画など、地域の若者（学生）と
多くのつながりを作ることができた。これらのつ
ながりをその場限りとするのではなく、今後も若
者と地域をつなぐ場としての公民館の役割を果た
していきたい。

・一つ一つの講座の参加者数はなかなか増えず、
声掛けをして何とか参加者を集めているような講
座もあった。引き続き講座内容の見直しや地域住
民のニーズの把握、周知方法の検討など、より多
くの方に公民館へ足を運んでいただけるよう取り
組んでいきたい。
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令和６年度　事業報告

第一地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

県立美術館と城山公園
散策

4月30日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
県立美術館の見学及び城山公園や善
光寺周辺のウォーキング、散策

【ねらい】
・美術作品の鑑賞を通して文化教養
を養う。
・ウォーキングにより参加者の健康
づくりに資する。

【準備過程】
地区内広報で周知

【評価と反省】
・美術館の見学時間は90分を予定して
いたが、若干時間が短かった。しか
し、参加者は展示されている美術作品
を興味深く鑑賞しており、文化教養に
資することができた。

【今後の方針】
・今後も芸術鑑賞の機会や、健康づく
りのためのウォーキング講座は定期的
に企画していきたい。

布引観音ウォーク＆ハ
ローアニマル視察

5月30日 1回 福祉健康 成人 9人

【内容】
布引観音へのウォーキング及び県動
物愛護センター「ハローアニマル」
の視察

【ねらい】
・ウォーキングにより参加者の健康
づくりに資する。
・動物愛護に関する講義や保護動物
とのふれあいを通して、動物愛護や
命の大切さを学ぶ機会とする。

【準備過程】
福祉ひろばと企画を検討し、地区
内広報で周知

【協力】
第一地区福祉ひろば

【評価と反省】
・ウォーキングの行程が想像以上の山
道であり、途中で引き返す参加者もい
たため、参加者への事前の情報共有を
徹底したい。

【今後の方針】
・ウォーキング講座を企画する際は、
参加者の年齢層等を考慮した行程を検
討したい。
・動物愛護に関する講座も、今後は継
続して企画していきたい。

乗鞍ウォーキング事前
学習講座「乗鞍高原の
自然を知る」

6月17日 1回 環境 成人 12人

【内容】
後日実施する乗鞍高原ウォーキング
に向け、乗鞍高原の自然などについ
て事前に学習する。

【ねらい】
・参加者が地域の豊かな自然を知
り、興味を持つきっかけとする。

【準備過程】
視聴覚委員会にて企画を検討し、
地区内広報で周知

【協力】
視聴覚委員会

【評価と反省】
・ウォーキング当日の行程等につい
て、参加者からも意見や要望を聞きな
がら企画をしていこうと考えていた
が、なかなか意見がまとまらなかっ
た。

【今後の方針】
・バス事業はどうしても参加者が観光
旅行のように捉えてしまいがちなた
め、今回のような事前学習講座を実施
するなど、講座のねらいをしっかり参
加者に理解してもらえるよう努めた
い。
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令和６年度　事業報告

第一地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

女性の健康とエクオー
ル

7月3日 1回 福祉健康 女性 15人

【内容】
女性の健康と「エクオール」という
成分について、専門家から講義を行
う。

【ねらい】
・地域住民の健康増進
・普段公民館に来ないような若い女
性が、公民館に来るきっかけとす
る。

【準備過程】
松本市と連携協定を結んでいる大
塚製薬との共催事業であり、地区
担当保健師を通じて企画等を行っ
た。

【協力】
・大塚製薬ニュートラシューティ
カル事業部
・健康づくり課地区担当保健師

【評価と反省】
・仕事帰り等の比較的若年層の女性の
参加を見込んで企画したが、想定より
参加者が集まらなかった。また、開催
日時が平日夜間だから参加できたとい
う方もいれば、別の時間帯の方が参加
しやすかったという方もいた。

【今後の方針】
・参加を見込んでいる対象者に併せた
日時の設定を心がけていきたい。

乗鞍高原トレッキング

7月17日 1回 環境 成人 18人

【内容】
乗鞍高原でのトレッキング、自然観
察

【ねらい】
・参加者が地域の豊かな自然を知
り、興味を持つきっかけとする。
・ウォーキングにより参加者の健康
増進に資する。

【準備過程】
事前学習講座を開催し、参加者を
募った。また内容についても、事
前学習講座参加者から意見や要望
を聞き取った。

【評価と反省】
・当日はあいにくの雨天であったが、
自然ウォーキングは参加者が自然とふ
れあい、また健康づくりのための良い
機会となっている。

【今後の方針】
・参加者が安全に自然観察ができるよ
う、行程等をさらにブラッシュアップ
していきたい。

青山様ぼんぼん練り歩
き

8月1日 1回
地域事業
（文化）

青少年 45人

【内容】
・地区の小学生が中心となって、ぼ
んぼんと青山様の練り歩きを実施し
た。

【ねらい】
・古くから地域に伝わる伝統行事
「青山様」「ぼんぼん」を子ども達
へ伝承し、郷土の歴史・文化を学
ぶ。

【準備過程】
・実行委員会を組織し、企画運営
を行った。
・周知、参加者の取りまとめは子
ども会育成会に依頼

【共催団体等】
・公民館文化委員会、子ども会育
成会、民生主任児童委員

【評価と反省】
・伝統行事を伝承していくために地区
内をただ練り歩くだけでなく、行事の
歴史や由来等を学ぶ機会も必要

【今後の方針】
・少子化により町会単独での実施が困
難なため、今後も伝統行事の継承のた
め、関係団体と連携を取りながら実施
していきたい。

夏休み自由研究応援講
座
「結晶の科学」～ス
トームグラスづくり～

8月3日 1回 子育て 青少年 6人

【内容】
信州大学の出前講座を活用した、子
ども（小学生）向けの学習講座

【ねらい】
夏休み中の子ども達への学習支援

【準備過程】
信州大学出前講座を活用し、テー
マのみ公民館の希望を伝え、内容
については一任した。

【協力】
信州大学

【評価と反省】
・熱中症のリスクが年々高まっている
ため、屋外の史跡探索を取りやめ、屋
内で完結する講義形式の講座に変更し
た。また、開催時間も午前中のみと
し、昼食の調理と提供は無しとした。

【今後の方針】
・講義内容についてはテーマや難易度
設定については、今後慎重に検討して
いきたい。
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第一地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ＫＡＧＯＭＥ野菜生活
ファクトリーツアー

9月4日 1回 その他 成人 21人

【内容】
ＫＡＧＯＭＥ製品の製造工場を見学

【ねらい】
参加者の食育学習の一助とする。

【準備過程】
地区内広報で周知

【評価と反省】
・参加者の食育に対する関心を高める
ことができた。

【今後の方針】
・食育の視察研修は参加者の関心も高
いことから、継続して企画していきた
い。

おやこ料理教室

9月28日 1回 子育て 青少年 2人

【内容】
親子を対象とした料理教室

【ねらい】
子どもへの食育、及び親子の親睦を
深めるため。

【準備過程】
・食生活改善推進協議会と共催で
企画し、食改にはレシピの準備や
食材の購入、当日の調理指導を
担っていただいた。地区内広報で
周知した。

【共催団体等】
・食生活改善推進協議会

【評価と反省】
・食改との連携が上手く取れず、当日
の進行が滞ってしまう場面があった。
・参加者数が少ないこともあってか、
参加者同士の交流は盛んだった。

【今後の方針】
・参加してくれた子どもからの要望等
も取り入れつつ、今後も親子に向けた
料理教室を企画していきたい。

食改料理講座

10月17日 1回 趣味教養 成人 9人

【内容】
「よく噛む」をテーマにした献立に
ついて、その効果などを学習しなが
ら調理実習を行う。

【ねらい】
調理技術の向上
料理を通して健康への関心を高め
る。

【準備過程】
・食生活改善推進協議会と共催で
企画検討した。地区内広報で周知
した。

【共催団体等】
・食生活改善推進協議会

【評価と反省】
・進行等も問題なく、参加者同士の交
流も盛んに行われていた。参加者の食
育の一助になっていた。

【今後の方針】
・今後も参加者の健康づくりに資する
ような料理講座を開催していきたい
が、食改は来年度より一時休会となる
ため、開催形式は再検討

人権啓発推進協議会視
察研修「藤村記念館視
察研修」

11月13日 1回 人権平和 成人 13人

【内容】
「藤村記念館」を訪れ、同和問題を
題材とした作品である「破戒」など
を通して人権問題や文豪の生涯につ
いて学ぶ。

【ねらい】
・参加者の人権意識高揚に活かす。

【準備過程】
地区内広報で周知

【協力】
人権啓発推進協議会

【評価と反省】
・参加者は係員の説明に熱心に耳を傾
けており、人権学習の機会としてとて
も有意義であった。

【今後の方針】
・人権啓発委託料を活用した視察研修
は定期的に企画していきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

そば打ち講座

11月19日 1回 地域文化 成人 7人

【内容】
そば打ちを体験し、地域の名産品に
対する造詣を深める。

【ねらい】
そば打ちを体験しながら、地域住民
の交流を深める。

【準備過程】
地区内のそば打ち名人と打ち合わ
せを行い、地区内広報で周知を
行った。

【評価と反省】
・参加希望者の数に対して、道具や場
所などのキャパシティが追い付いてい
ない。
・参加者からの満足度は高い。

【今後の方針】
・今まで依頼していたそば打ち講師の
方が、講師を降りたいとの要望があっ
たため、今後も継続して開催できるよ
う、新しい講師の選定を含めて検討し
たい。

第一地区もちつき大会

12月14日 1回
地域事業
（文化）

青少年 50人

【内容】
餅つき体験と昔ながらのお正月遊び
やテーブルゲームなどを行った。

【ねらい】
昔ながらの杵と臼を用いた餅つきの
体験を通して、食文化の伝承を図
り、子どもから高齢者まで地域住民
同士の交流を深めるもの

【準備過程】
実行委員会を組織し、企画運営を
行った。

【協力】
文化委員会、子ども会育成会、食
生活改善推進協議会、民生主任児
童委員、日赤奉仕団

【評価と反省】
・定員50名に対し、参加者数は31名と
昨年度比べても減少したが、運営側の
役員も減少している中で、このくらい
の人数の方が無理なく運営できた。ま
た、保護者の方々にも餅つき等を手
伝っていただいた。
・お正月遊びは例年通り人気で、非常
に盛り上がった。

【今後の方針】
・役員の適切な人員配置や開催規模な
ど、検討を重ねながら、今後も実施し
ていきたい。

多文化料理教室「本
格！カレー作り講座」

1月26日 1回 人権平和 成人 20人

【内容】
地域のインドカレー店店主から、本
場のインドカレーの作り方を学ぶ。

【ねらい】
調理体験を通して異文化を学ぶこと
で、多文化共生の意識を養う。

【準備過程】
人権啓発推進協議会の委託料を活
用。講師はインド出身のアシシュ
氏。地区内広報で周知

【協力】
人権啓発推進協議会

【評価と反省】
・当初の定員を上回る申し込みがあ
り、関心の高さが伺えた。
・講師も講座の進行等に慣れており、
時折笑いを交えながら実施することが
できた。

【今後の方針】
・引き続き、多文化共生をテーマにし
た料理講座を実施していきたい。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

「まつもと日和２」上
映会

2月21日 1回 地域文化 成人 25人

【内容】
地域映画「まつもと日和２」の上映
会

【ねらい】
懐かしい地元の光景や出来事を振り
返ることで、自分の住む地域への関
心や愛着を醸成する。

【準備過程】
まつもとフィルムコモンズと連絡
調整を行い実施。地区内広報にて
周知

【協力】
まつもとフィルムコモンズ

【評価と反省】
・上映後には参加者が映画の感想をお
しゃべりしながら帰っていく姿が印象
的であった。

【今後の方針】
・見慣れた地域の過去に起きた懐かし
い映像に触れ、そこから現在や未来に
ついて考えることができる機会は、今
後も企画していきたい。

ふれあいまつり
こども縁日

3月1日 1回
地域事業

（その他）
青少年 22人

【内容】
地域の子どもを対象としたレクリ
エーション事業

【ねらい】
・住民同士の交流、親睦
・地区文化祭「ふれあいまつり」へ
の、若者の参加促進

【準備過程】
地区役員を始め、松本大学の学生
に屋台の企画運営を依頼。地区内
広報の他、子ども会育成会で周知

【協力】
文化委員会、子ども会育成会、民
生主任児童委員、松本大学生有志

【評価と反省】
・協力を依頼した大学生は子どもへの
対応に慣れており、当日の運営も含め
て非常に頼りになった。
・縁日企画を楽しんでくださった子ど
もも多い一方、６階で行われていた
「ふれあいまつり」が見れなかったと
いう声も聞かれた。

【今後の方針】
・学生とのつながりは今後も深めてい
きたい。
・開催形式や内容は、今年度の反省を
生かしながらブラッシュアップしてい
く。

おやこ料理教室
～スコーンをつくろ
う！～

3月8日 1回 子育て 青少年 6人

【内容】
親子を対象とした料理（お菓子作
り）教室

【ねらい】
子どもへの食育、及び親子の親睦を
深めるため。

【準備過程】
以前講座に参加した子どもから
「お菓子作りをしてみたい」との
声があったため企画した。地区内
広報と子ども会育成会で周知

【評価と反省】
・参加者に未就学児が多かったため、
参加可能な年齢の下限を設けることも
検討したい。
・参加者同士の交流は盛んに行われて
いた。

【今後の方針】
・健康づくり課の食育メニューを扱う
など、内容のブラッシュアップを図り
たい。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

男の料理教室

 4月19日
 7月30日
10月24日
 1月23日

4回 趣味教養 成人 36人

【内容】
地域の男性を対象に、簡単に作れる
料理講座を行う。

【ねらい】
男性の料理技術向上や、食への理解
を深める。

【準備過程】
福祉ひろばと共催し、講師との打
ち合わせや当日の料理補助などを
分担して行った。

【協力】
福祉ひろば

【評価と反省】
・１回ごとに依頼する講師を変えたと
ころ、様々なジャンルの料理を幅広く
学べた一方、回ごとのテーマ決めや講
師の選定に苦慮した。
・参加者の料理技術の向上と同時に、
親睦を深めることができた。

【今後の方針】
・今後も福祉ひろばとの連携を密にし
ながら、継続して開催していきたい。

マレットゴルフ大会

6月24日
9月14日

2回
地域事業
（体育）

成人 23人

【内容】
マレットゴルフの大会を開催した。

【ねらい】
マレットゴルフを通じて地区住民の
健康増進と親睦を図る。

【準備過程】
体育事業実行委員会で企画検討
し、地区内広報で周知

【協力】
スポーツ協会

【評価と反省】
・６月開催の際は会場を普段のアルプ
ス公園から変更して実施したが、普段
参加されない方からも申し込みがあっ
た。
・事業名に「大会」とつくと、参加の
敷居が高く感じてしまう方もいるので
はないか。

【今後の方針】
・会場や事業名、内容について精査し
ながら、次年度以降も開催していきた
い。

親子生け花教室

 6月29日
 7月20日
10月26日
12月21日

4回 子育て 青少年 17人

【内容】
小学生以下の子どもを持つ親子を対
象に、季節の草花を使った生け花と
工作を楽しむ。

【ねらい】
・生け花などで花や植物に触れ合う
機会を通じて、子どもの情操教育の
一助とする。
・子育て世代の親子の居場所、仲間
づくりの場とする。

【準備過程】
地区周辺にお住いの講師をお招き
し、協働で講座の企画運営を行っ
た。

【共催団体等】
子ども会育成会（周知）

【評価と反省】
・講座の広報はチラシ、子ども会育成
会からのお知らせ、地域だより等まん
べんなく効果があった。
・毎回常連で参加してくださる方もい
れば、普段公民館に訪れない方からも
参加があり、講座として広がりを持つ
ことができている。

【今後の方針】
・開催内容等について、講師と連携を
密にしながら継続して開催していく。
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令和６年度　事業報告

第一地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ボウリング大会

7月27日
1月18日

2回
地域事業
（体育）

成人 26人

【内容】
地域住民の交流と健康増進のため、
ボウリング大会とミニ講座を併せて
計画した。
（講師：地区住民）

【ねらい】
多世代で楽しめるボウリングを通じ
て、地区住民の健康増進と親睦を図
る。

【準備過程】
体育事業実行委員会での企画検
討。地区内広報で周知した。

【共催団体等】
スポーツ協会

【評価と反省】
・普段公民館に訪れない方々の参加も
あり、またボウリングは参加者同士の
距離も近く、親睦を深める場として最
適であった。

【今後の方針】
・気温の変化で屋外スポーツの実施が
厳しい時期に、地区住民の健康増進の
ため、室内で出来るスポーツを企画し
ていきたい。
・スポーツ協会会員の参加が少ないた
め、積極的な参加勧奨を行いたい。

スマホの達人
（スマホ講座）

8月20日
8月26日
9月 3日

3回 趣味教養 成人 19人

【内容】
スマホ操作に不慣れな方を対象とし
たスマホ操作等に関する講義

【ねらい】
地域のデジタルディバイトの解消

【準備過程】
講師及び当日の指導補助として、
中央包括支援センターへ協力を依
頼

【協力】
中央包括支援センター

【評価と反省】
・ある程度スマホ講座のニーズは見込
めるものの、全体で一つのことを扱う
いわゆる講義形式では、細かな対応が
難しくスマホ講座には適さない部分が
多い。
・本事業終了後、希望者には職員が随
時スマホの操作等について相談を受け
ている。

【今後の方針】
・地区住民が相談しやすい開催形式や
会場等について、検討しながら進めて
いきたい。

デジカメ講座「はじめ
よう！お散歩写真」

10月21日
12月16日

2回 趣味教養 成人 15人

【内容】
デジタルカメラでの撮影方法等を学
ぶ講座を開催

【ねらい】
デジタルカメラでの撮影技術の向上
及び視聴覚委員の人材発掘と育成を
図る。

【準備過程】
視聴覚委員会で企画を検討。地区
内広報で周知

【共催団体等】
公民館視聴覚委員会

【評価と反省】
・長年地域の写真を撮り続けている市
館報編集委員の方に講師を依頼した。
撮影技術はもとより、地域の光景を写
真等の記録に残していく大切さなどを
講義していただいた。

【今後の方針】
・初心者向けの技術講座を望む声が
あった。
・視聴覚委員の活動と結びつくような
内容を検討したい。
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令和６年度　事業報告

第一地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

かんたんストレッチ

通年 12回 福祉健康 成人 102人

【内容】
健康運動指導士から転倒予防や筋力
維持のための正しいストレッチ方法
を学んだ。

【ねらい】
運動初心者向けの講座として開催
し、定期的に実施することで運動習
慣を身に付け、健康への意識向上を
図る。

【準備過程】
講師と職員で企画を検討した。地
区内広報で周知した。

【共催団体等】
福祉ひろば事業推進協議会

【評価と反省】
・筋力アップのための体操を中心に、
参加者の体力維持に役立った。

【今後の方針】
・体力維持ができるよう、講師にプロ
グラムの内容を相談しながら、実施し
ていきたい。

地域だよりの発行

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【内容】
地区内の情報や公民館と福祉ひろば
の講座案内等を掲載した「地域だよ
り」を、広報まつもとの配布に合せ
毎月発行した。

【ねらい】
町会連合会、地区団体、公民館、福
祉ひろば等の諸活動について周知を
図り、地域の活性化に向ける。

【準備過程】
町会連合会広報委員会で紙面の編
集と発行を行った。

【共催団体等】
町会連合会

【評価と反省】
・地区事業の周知報告や住民の生活に
かかわる情報など、地域に身近な情報
紙として発行することができた。

【今後の方針】
・より多くの地域住民に見てもらえる
ようにするため、広報委員会で検討を
していきたい。

館報の発行

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【内容】
「第一地区版」公民館報を２カ月毎
に編集発行した。

【ねらい】
地区の諸活動を記録、共有するた
め、地区住民から選出された委員に
よって編集を行う。

【準備過程】
・発行月毎に館報委員会を開催
し、内容等を検討した。
・視聴覚委員会は、地区の「今」
を写真として記録するため、季節
の写真や行事等の写真を撮影し掲
載した。

【共催団体等】
館報委員会、視聴覚委員会

【評価と反省】
・記事の感想などをいただく機会もな
く、本当に読んでもらえているのか疑
問視する委員もいる。読者の興味を惹
くような記事の作成や周知活動を検討
する。
・各委員とは、館報委員会以外でもコ
ミュニケーションを図り調整した。毎
号発刊日を厳守することができた。

【今後の方針】
・地区内の諸活動を幅広く掲載できる
よう、紙面の充実を図りたい。

公民館委員会

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

その他 85人

【内容】
運営、館報、文化、視聴覚など、事
業内容に応じた委員会を組織し、公
民館事業を企画、運営、評価等を
行った。

【ねらい】
住民主体の公民館活動を推進する

【準備過程】
委員会ごとに随時開催した。

【評価と反省】
・委員会を開催しても出席者は毎回決
まっており、人によっての地区に対す
る関心の高さの違いが浮き彫りになっ
ている。

【今後の方針】
・状況を見ながら、委員会活動の充実
を図っていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

第二地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 0 0 3 0 6 4 0 1 0 0 2 1 0

延べ
参加人数

0 0 0 33 0 57 0 0 0 0 0 0 84 0

【方針・地域課題】
　各種公民館事業の実施に際し、前年度事業をベースにして、それぞれの講座及び事業を継続実施
した。前年度の反省を踏まえて各種事業のより一層の充実と、新規講座等開設を重点目標として取
り組んだ。
　地区の体育事業として親しまれているマレットゴルフ大会・ボッチャ大会は参加者の熟度が上が
り、スポーツとしての楽しみがより増している。
　今年度で３回目の開催となった合同三九郎を伝統行事の体験と多世代交流の機会となる地区行事
と捉えており、今後も継続していきたい。
　新規事業として北インドの家庭料理を知る食育講座、趣味の仲間の掘起こしと仲間づくりを目的
とする「真空管で音楽を聴こう会」「写真講座　ポートレートの撮り方撮られ方」を実施した。ま
た、今年度から実施し、これらの講座を企画するきっかけとなった「居酒屋こうみんかん」のよう
に住民同士の交流・対話の機会をより多く設けていくことを意図して取り「わらび狩りウォーク」
等に取り組んだ。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

　通年実施している講座については、参加者と講
師の関係も良く、講座参加者からはとても楽しい
講座だから継続実施していって欲しいとの声があ
るが、新規講座を実施する財源を確保するために
も長年続く講座はサークル化を促す等で自立した
運営ができるよう働きかけていく必要があるた
め、今年度は「楽しいパソコン講習会」を自主講
座に移行した。また、来年度から「歌で健康力
アップ講座」を月２回の講座のうち１回を自主活
動として行うこととし、講座名を「第二地区歌の
会」とした。
　新型コロナウイルスの感染症の分類が５類に改
められ「アフターコロナ」を意識して地区を挙げ
て取り組むこととなった。盆踊り大会・文化祭の
二大行事は参加者が多いこともあり、安心して参
加できる公民館事業となるよう開催形態を改めて
検討した。
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令和６年度　事業報告

第二地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

体育委員会

4月26日 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 4人

【内容】
体育事業の企画・当日の運営等を行
う。

【ねらい】
地区住民の体育活動への参加促進

【準備過程】
体育委員は、館報編集委員・図書
視聴覚委員と同様に町会推薦に依
らず適任者に委嘱しており、今年
度は６人で委員会を構成してい
る。

【評価と反省】
地区内に町会対抗戦ができる体育施設
がないため、体育事業は個人参加のレ
クリエーション的なものが主体になっ
ている。
マレットゴルフとボッチャが好評だ
が、新しいものも提案したい。

【今後の方針】
モルック等の人気が出ている種目、ス
ポーツ吹矢のように人気が再燃してい
るものを取り入れて体育事業の参加者
を増やしていく。

わらび狩りウォーキン
グ

5月27日 1回 その他 成人 15人

【内容】
小谷村でわらび狩りを兼ねたウォー
キングを実施

【ねらい】
傾斜地を歩くことで通常よりも足腰
に負荷がかかるウォーキングがで
き、旬の山菜を探す季節感を感じな
がら参加者間の交流を図る。

【準備過程】
公民館だよりとともにわらび狩り
の募集チラシを回覧
受け入れ先との調整

【協力団体】
福祉ひろば

【評価と反省】
参加者の大半が70代以上の高齢者だっ
たが、事故なく事業を完了できた。参
加者はわらび狩りを楽しみながら交流
していた。安全対策・救護体制を整え
る必要性が増してきている。

【今後の方針】
高齢者にも人気の事業であり、安全の
確保に配慮しながら継続しきたい。

本格インドカレーを作
ろう

6月16日 1回 趣味教養 成人 17人

【内容】
北部インドの家庭料理・スパイスと
ともに煮込むチキンカレーの作り
方、付け合わせの食材を学ぶ。

【ねらい】
異文化の家庭料理を学ぶ食育講座と
して開催。グルテンフリーの食事の
一例として紹介する等、食と健康を
学ぶ機会とする。

【準備過程】
講師との日程調整、公民館だよ
り・館内掲示等で開催を周知

【協力】
北インド家庭料理「印度山」シン
プカー・アシシュ氏
第二地区福祉ひろば

【評価と反省】
スパイスで煮込むチキンカレーを通じ
て北インドの風土・食文化を学ぶ機会
を提供できた。
講師の食に対する考え方を語っていた
だき、食と健康のつながりを実感する
食育講座になった。

【今後の方針】
身近な食材や料理で実習を伴う食育講
座を通じて、食と健康・食の文化的側
面を学ぶ講座を開催していく。
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令和６年度　事業報告

第二地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

盆踊り大会実行委員会

7月11日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 47人

【内容】
盆踊り大会の開催に先立ち、実行委
員の役割分担・運営体制を周知す
る。

【ねらい】
盆踊り大会の円滑な運営及び参加者
の安全確保を図る。

【準備過程】
公民館運営委員会で実施内容を検
討し、開催要項を整えながら実行
委員個々の役割分担を決定

【協力】
第二地区町会連合会
第二地区地域づくり協議会
社会福祉協議会第二地区支会

【評価と反省】
公民館運営委員会での検討内容を伝達
する会議という色合いが強いが、参加
者の安全に配慮した運営ができるよう
実行委員の協力を求めることができ
た。

【今後の方針】
実行委員会でも開催要綱についての意
見が出るよう、提案型の会議にしてい
きたい。

盆踊り大会

8月12日 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 400人

【内容】
第二地区の恒例行事として毎年８月
12日に開催。令和６年度で23年目を
迎えた。

【ねらい】
子どもから大人まで、地域住民が集
える機会の提供。相互の親睦を深
め、地域の活性化と地域づくりの推
進を図る。

【準備過程】
「アフターコロナ」と言われるな
か、熱中症対策を含む参加者の安
全確保を最重点とした。
実行委員会及び資材の手配等に延
べ60人が参加して打ち合わせ、当
日までの準備を進めた。

【協力団体】
実行委員会を通じて地区内の事業
所等に協賛を依頼した。

【評価と反省】
「アフターコロナ」の盆踊り大会とし
て感染症対策と熱中症予防に配慮しな
がら事故なく開催できた。地区独自の
行事のノウハウが継承されていると評
価できる。

【今後の方針】
開催のノウハウ・情報収集の仕組みを
確実に継承しながら伝統行事として続
けていく。子どもも踊りやすい曲を取
り入れる、抽選会の実施方法を見直す
べきとの意見に応えられるよう運営体
制の見直しを重ねていく。

文化祭実行委員会

9月27日 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 47人

【内容】
第二地区の恒例行事として毎年11月
の第２週の週末に開催。令和６年度
で27年目を迎えた。

【ねらい】
公民館運営委員会での検討を経て昨
年に続き１日での開催となった文化
祭当日の運営方法と運営委員の役割
分担を確認する。

【準備過程】
公民館運営委員会で実施内容を検
討し、開催要項を整えながら実行
委員個々の役割分担を決定

【協力】
第二地区町会連合会
第二地区地域づくり協議会
社会福祉協議会第二地区支会

【評価と反省】
盆踊り大会実行委員会と同様、公民館
運営委員会での検討内容を伝達する会
議という色合いが強いが、役割分担が
より細分化されている文化祭を事故な
く円滑に開催する打ち合わせ会になっ
た。

【今後の方針】
実行委員からの意見を求めながら負担
感の軽減につながる役割分担を検討し
ていく。
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人権啓発推進協議会視
察研修

10月7日 1回 人権平和 その他 13人

【内容】
人権啓発推進協議会の事業として実
施。公民館は研修地の選定及び資料
づくり等で参画している。地域づく
り協議会、町内公民館長会との合同
研修

【ねらい】
地区内で指導的な立場を担っている
役員が主な対象となり、人権学習の
機会を提供することで円満な地域づ
くりの一助とする。

【準備過程】
人権啓発推進協議会三役を中心に
研修地の選定及び日程を設定す
る。
事前研修の資料作成を公民館が担
当

【協力団体】
第二地区地域づくり協議会
町内公民館長会

【評価と反省】
小諸市の懐古園内の島崎藤村記念館及
び上田市の無言館を研修地とし、バス
内で事前研修を行った。学習内容が新
鮮なうちの現地研修は効果的であっ
た。

【今後の方針】
公民館として人権学習の機会を広く提
供していけるよう、対象者と学習テー
マのマッチングを意識したテーマ設定
をしていく。

第二地区文化祭

11月9日 1回
地域事業
（文化）

その他 388人

【内容】
地区住民・公民館利用団体が作品展
示、ステージ発表で日頃の文化活動
の成果を発表し、互いに鑑賞しあっ
て交流を深める文化事業

【ねらい】
「アフターコロナ」の認識が定着す
るなか、１日での開催が３度目と
なった文化祭の今後のあり方、準備
から当日の運営方法を模索する契機
とする。
文化祭を継続していくにあたって、
見直すべき点の洗い出しもしてい
く。

【準備過程】
盆踊り大会同様、新型コロナウイ
ルス感染症の流行状況を注視しな
がら開催の可否を検討
→昨年同様１日での開催。場内の
飲食禁止等の感染防止策を講じて
開催

【協力】
第二地区町会連合会
第二地区地域づくり協議会
社会福祉協議会第二地区支会
第二地区内各種団体

【評価と反省】
ステージ発表は昨年よりも２団体減少
したが、子どもの出展が増える等、賑
やかさを感じる文化祭だったとの感想
が寄せられた。
１日の開催でよいとする声と展示期間
が１日では寂しいという声の両論が引
き続き上がっている。

【今後の方針】
次回以降の開催規模、役員体制の再検
討等、「ウイズコロナ」の開催形態を
検討する。

ボウリング大会

12月4日 1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
地区内へ広く参加者を募って実施す
るボウリング大会。４～５名で１
チームとすることでチーム内の交流
を図る。

【ねらい】
公民館から離れて実施することで日
頃、公民館を利用しない参加者にも
訴求し、参加者の裾野を広げる。

【準備過程】
12月第１日曜日を実施日として定
着させている。
公民館体育委員が会場手配、当日
の設営等を担当

【共催団体】
第二地区福祉ひろば
社協第二地区支会協賛

【評価と反省】
広く住民の参加を求めるうえでは会場
までの交通手段の確保、会場使用料の
発生はマイナス要因ではあるが、親
子・三世代での参加や公民館へ足を運
ぶ機会のない人の参加もあり、公民館
事業の一形態として積極的な評価をし
たい。

【今後の方針】
「12月の第１日曜日開催」を継続し、
第二地区の事業として周知し、より一
層の定着を図る。
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第二地区合同三九郎

1月12日 1回
地域事業

（その他）
その他 90人

【内容】
子ども会育成会が主体の合同三九
郎。子どもが少ない若しくはいない
町会が増え、第二地区内18町会のう
ち町会独自に三九郎を実施できるの
は３町会のみという現状があるた
め、第二地区公民館、町会連合会も
参画して地区合同の三九郎を実施

【ねらい】
伝統行事の体験と多世代交流を通じ
て地域への愛着を涵養する。

【準備過程】
子ども会育成会で役員の役割等、
分担を決定
公民館玄関に松飾の回収ボックス
を設置し、松飾の収集を受け入れ
る。
当日、松飾の解体、だるまの底抜
き、櫓の組み立て指導をしていた
だける方への依頼

【協力団体】
第二地区長会連合会
第二地区地域づくり協議会

【評価と反省】
４回目となる地区合同の三九郎に町会
連合会、地域づくり協議会、公民館が
参画した。
だるまの加工、櫓の組み立てに子ども
が手を出せるよう工夫している。安全
に配慮しながら町会長等が指導し、多
世代交流の要素もあり地区内の協力体
制が得られている。

【今後の方針】
独自に三九郎を開催できる町会が減っ
ていくなか、第二地区の地区行事とし
て定着するよう、第二地区子ども会育
成会の事務局である公民館も参画して
来年度以降も実施していく。

歴史文化継承講演会

1月25日 1回 地域文化 成人 27人

【内容】
松本文書館の窪田特別研究員を講師
にまつもと文化遺産認定記念講演
「描かれた天神さま、記された深志
神社」を開催した。

【ねらい】
まつもと文化遺産認定を契機に、第
二地区の歴史文化の継承への関心を
高める。

【準備過程】
講師依頼
チラシを作成し、地域住民へ周知

【評価と反省】
歴史文化講演会は令和２年度から開催
しており、毎回、テーマを変えて第二
地区の歴史を解説しており、地区の文
化財・歴史への関心を喚起している。

【今後の方針】
講演にとどまることなく、第二地区歴
史マップ・解説書の改訂版と合わせて
身近な文化財への関心を高める活動を
継続いていく。

写真講座
ポートレートの撮り方
撮られ方

1月29日 1回 趣味教養 成人 8人

【内容】
写真撮影の基本とポートレートの撮
り方、撮られるときのポーズの工夫
等を実技を交えて解説する方写真講
座

【ねらい】
写真撮影を趣味とする人の掘り起こ
しとサークル化を図る。

【準備過程】
講座のテーマ（写真の基礎の解説
とポートレート撮影）の決定
公民館だより、館内掲示で周知
会議室での撮影のセッティング

【評価と反省】
自然光の取り入れ方、ライティングの
工夫で写真の見栄えが大きく変わるこ
とを体験する講座になった。
周知が遅く８名の参加にとどまった。

【今後の方針】
写真撮影を趣味とする人に訴求する
テーマ設定等、講座の内容を検討して
提示・周知していく。
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第２回歩いて探そうお
宝探訪ウォークラリー

3月20日 1回 地域文化 その他 33人

【内容】
内の見過ごしがちな史跡をウォーク
ラリーで巡り、その後、講座で史跡
について学んだ。

【ねらい】
歩いて史跡をめぐって地域を再発見
することで、地域愛を醸成する。
参加した住民同士が交流すること
で、地域間交流を図る。

【準備過程】
市内６地区公民館主事を中心に、
公民館長の協力を得てチェックポ
イントの選定・コースの下見、当
日の日程の打ち合わせを行った。
各地区の公民館だより等で周知
し、各館の窓口及びネットで参加
申込を受け付けた。

【共催団体等】
第一、第三、東部、城東、大手公
民館及び第一、第二、第三、東
部、城東、中央地区地域づくりセ
ンター（福祉ひろばを含む）

【評価と反省】
６館合同企画として開催。各館協力し
合い参加者からも好評だった。
今回は主に中央地区の文化財チェック
ポイントとしてコースを設定。コンパ
クトなコース設定ができた。
当日は講座の時間を短縮していただく
等の工夫で概ね予定どおりの日程で実
施できた。

【今後の方針】
参加者から好評を得ており、ルールの
工夫をしながら合同開催をしていきた
い。

真空管で音楽を聴こう
会

10月12日
 1月24日

2回 趣味教養 成人 32人

【内容】
真空管アンプの製作・同アンプでの
音楽鑑賞を趣味とする住民グループ
の発表の場を兼ねて選曲と曲にまつ
わるエピソード、真空管アンプの魅
力を伝える講座として開催

【ねらい】
同じ趣味を持つ人の仲間づくり、新
たに興味を持つ人の掘り起こしを通
して参加者のつながりづくりをして
いく。

【準備過程】
手作りの真空管アンプを使ってい
る方の話を聴き、興味がありそう
な方への声掛けを仲介した。

【協力】
選曲・機材の持ち寄りをしていた
だいた地区住民４名

【評価と反省】
真空管アンプで再生した音の味わいを
知っていただくよう、クラシック、
イージーリスニング、映画のサントラ
盤等々、様々な曲を持ち寄ったレコー
ドコンサートのような展開になり、主
催者側も聴きに集まった方にも好評
だった。今後は周知方法を工夫してい
く。

【今後の方針】
趣味・興味でつながる住民の自主活動
として続けていく前提で、日程調整、
場所の提供、周知活動に公民館がかか
わりながら住民のつながりづくりを支
援していく。

居酒屋こうみんかん

5月～10月 5回
地域事業

（その他）
その他 143人

【内容】
地域のコミュニケーションの場とし
て、第二地区公民館視聴覚室他で開
催
住民の交流と、気楽な意見交換が自
主的な地域活動等につながっていく
よう語らいの場を提供する。

【ねらい】
会議や事業開催の場としてではなく
公民館に足を運び、居酒屋気分の気
軽な会話から地域活動のヒントを見
出せる場とする。

【準備段階】
昨年度から開催。令和２年度から
のする予定だったが新型コロナウ
イルス感染症の影響で開催を見合
わせていた。同ウイルスの感染症
の扱いが５類になったことを機に
開催に踏み切った。

【協力団体】
町会連合会・福祉ひろば・地区内
有志（飲物、ツマミの提供等）

【評価と反省】
ツマミは持ち寄りを想定。毎回、工夫
したものを提供している方もいて参加
者同士の会話も盛り上がる等、活気の
ある集まりになった。
飲食が主な目的になっていると思われ
る参加者も散見されるが、地区の話題
で活発なやり取りがされる場面も多
かった。

【今後の方針】
継続を望む声が多く、地域活動につな
がるコミュニケーションの場として継
続していく。
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ボッチャ大会

5～2月 4回 スポーツ 成人 111人

【内容】
パラスポーツとして注目されている
ボッチャの協議を体験するととも
に、参加者の交流、健康増進を図
る。

【ねらい】
公民館の大会議室にボッチャコート
を２面作り、公式ルールよりも小さ
なコートとすることで高齢者にも親
しみやすいスポーツであることを体
感してもらう。

【準備過程】
コートの補修（ラインの貼り直
し）
公民館だよりでの周知
参加者からの要望で開催回数を１
回増やした。

【共催団体】
公民館体育委員会の主管とし、福
祉ひろば、町会連合会、健康づく
り推進委員会と共催
社協第二地区支会協賛

【評価と反省】
ボッチャ大会に取り組んで４年目。
ボッチャに慣れた参加者が増え、戦略
的にゲームを進める等、スポーツとし
ての楽しみも増してチームを組んだ住
民同士の交流も深まっていると思われ
るが、参加者の固定化傾向は相変わら
ず。

【今後の方針】
気軽に取り組めるスポーツであること
等を周知し、新規の参加者を増やすと
ともに、それに応じて大会の回数を増
やしていく。

押し絵雛講習会

6～8月
 11月

9回 地域文化 成人 18人

【内容】
市内で唯一、押絵雛を扱うベラミ人
形店の三村隆彦氏の指導で松本押し
絵雛を作製する。

【ねらい】
松本に伝わる伝統工芸「松本押し絵
雛」を学び、その文化と技術を身近
に感ずるとともに、その楽しさを継
承していく。

【準備過程】
公民館だよりで地域住民へ周知
前年参加者へ声掛け。
６～８月は時間をかけて製作に取
り組む教材を選定
11月は新年を飾る干支押絵を１日
で製作できる教材とした。

【評価と反省】
受講経験者と初心者では技量の差があ
るため、参加者同士が助け合うなどし
て、全員が完成させることができた。
「同じ教材を作りながらも出来栄えは
それぞれ」という点も受講者相互の交
流の種になっている。

【今後の方針】
伝統文化伝承という意義を考慮し、今
後も継続実施していきたい。

マレットゴルフ大会

6～12月 4回 スポーツ 成人 41人

【内容】
マレットゴルフ

【ねらい】
地区住民の親睦を深め、健康増進を
図る。

【準備過程】
体育委員等と会場、当日の日程を
打ち合わせた。
公民館だよりと口コミで周知

【共催団体】
第二地区福祉ひろば

【評価と反省】
野外で体を動かす爽快感を楽しみに、
誘い合って参加するという仲間づくり
にもなっている。コースの選定等、バ
スでの移動に頼らない開催方法を検討
する。

【今後の方針】
参加者の声を参考にしながら今後も継
続実施し、市民体育大会への参加者の
掘り起こしも図っていく。
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図書視聴覚委員会

 5月
11月

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 13人

【内容】
年２回、図書コーナーの図書を入替
える際の選書、入替作業を行う。
盆踊り大会・文化祭での音響係を担
当する。

【ねらい】
公民館での図書利用の促進、地区の
二大行事の運営を支える音響係のノ
ウハウの継承

【準備過程】
町会推薦ではなく適任者に委嘱し
ているのは他の委員会と同様。今
年度は８人で構成

【評価と反省】
図書の入替と二大行事の音響は公民館
に欠かせない役割になっている。
活動内容がその二点になっているのが
現状

【今後の方針】
視聴覚分野（オーディオ、動画等）の
講座を企画することも委員会の活動に
取り入れていく。

公民館運営委員会

4月
7月
9月

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 24人

【内容】
第二地区公民館の年間事業計画の検
討、事業に対する提案
地区の二大行事（盆踊り大会・文化
祭）の要綱の検討

【ねらい】
地区の公民館運営審議会を兼ね、事
業計画・事業報告を受けて活動内容
を審議する。

【準備過程】
町会連合会長を委員長とし、地区
内の各種団体（町内公民館長会、
子ども会育成会長、民生児童委員
協議会等）の長で委員会を構成し
ている。

【評価と反省】
運営委員会は年度当初と二大行事の実
行委員会開催前に各１回開催してい
る。盆踊り大会に新機軸を盛り込む、
文化祭の開催形態の検討等の課題が増
えてきているのが現状

【今後の方針】
運営委員会に先立って諸懸案の予備検
討の機会を設ける等で課題の増加に対
応していく。

歌で健康力アップ講座

通年 20回 趣味教養 成人 458人

【内容】
声を前に出す発声を意識して行うこ
とで健康増進を図る。
懐かしい曲を中心に木次由美子先生
のオリジナル曲「第二地区讃歌」も
歌いながら第二地区文化祭での発表
曲も練習している。

【ねらい】
発声による健康増進と、合唱を通じ
て住民相互の親睦を図る。

【準備過程】
毎号の公民館だよりで講座日程・
講座への参加方法を地域住民へ周
知

【第二地区文化祭への出演】
ステージ発表午後の部のメインと
して認知され、好評を博してい
る。発表の場を持つことで受講者
の意欲が高まっている。

【評価と反省】
大人気講座。第二地区オリジナル曲
「第二地区讃歌（せせらぎに寄せて
…）」は、当講座から生まれ、地区行
事の定番になっている。
長年指導された講師の交代で転換期を
迎えている。

【今後の方針】
講師の交代に伴い、自主サークルへの
移行を促している。当面は月２回の講
座のうち１回を参加者の自主運営講座
とし、１回を公民館講座として継続し
ていく。
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第二地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

楽しいパソコン講習会

通年 24回 趣味教養 成人 216人

【内容】
高齢者を中心に、ゆっくりとした
ペースで繰り返し教えるパソコン講
座

【ねらい】
高齢者の生きがいづくりや認知症予
防、住民相互の親睦を図る。

【準備過程】
毎号の公民館だよりで講座日程・
講座への参加方法を地域住民へ周
知

【評価と反省】
ゆっくり丁寧に、一人ひとりにやさし
く指導していただいており、好評を得
ている反面、「自分が望むレベルの講
習会ではない」と離れていく受講者も
いた。

【今後の方針】
Ｒ６年度から受講者が講師謝礼を負担
する自主運営に移行した。高齢者主体
の講座が自主運営を続けられるよう所
要の支援をしていく。

にこにこ体操講座

通年 23回 スポーツ 成人 231人

【内容】
太極拳の動きを取り入れたストレッ
チを中心に、体力維持・健康増進を
目的とした体操教室

【ねらい】
高齢者の運動習慣の維持と健康増
進、住民相互の親睦を図る。

【準備過程】
毎号の公民館だよりで講座日程・
講座への参加方法を地域住民へ周
知。ビデオ体操を取り入れ、“特
別企画”として体力測定・フレイ
ル健診を実施し、健康維持への関
心を喚起している。

【評価と反省】
月２回の講座のうち１回は講師の指導
を受けながらの体操、１回はビデオ体
操（百歳体操等）を実施
ビデオ体操は講師が指導する回よりも
参加者が少ないが徐々に増えてきてい
る。

【今後の方針】
家でもできるビデオ体操を紹介しなが
ら、運動習慣の継続を呼びかけ、自主
サークルとして体操を続けられるよう
働きかけていく。

やさしい手話講座

通年 24回 趣味教養 成人 186人

【内容】
講師を招き、テキストを中心に手話
を学ぶ。

【ねらい】
日常会話ができるようになることは
もちろん、災害時等、有事の際にも
役立てるよう手話を習得することを
図る。

【準備過程】
毎号の公民館だよりで講座日程・
講座への参加方法を地域住民へ周
知

【第二地区文化祭への出演】
歌で健康力アップ講座とタイアッ
プして、合唱の歌詞を手話で表現
する等、手話講座のＰＲに務めて
いる。

【評価と反省】
手話を通じて聴覚障害者の方々とのコ
ミュニケーションが深められている。
また、継続実施してきていることによ
り、受講者の手話能力レベルが上がっ
てきており、日常会話等ができるよう
になってきている。

【今後の方針】
受講者の固定化が見られるため、今後
は、新しい受講者の確保を図りなが
ら、継続して実施したい。
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第二地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 60人

【内容】
「公民館報だいにちく」の企画、取
材、記事の依頼、記事の校正等

【ねらい】
住民参加による地区の広報誌づくり

【準備過程】
偶数月の委員会で記事の内容を決
定。奇数月は取材や寄稿された原
稿の校正と紙面構成を行う。

【評価と反省】
館報編集委員は現在、男性のみで５
名。委員の増員と女性委員の加入が課
題として浮上している。

【今後の方針】
委員の増員、女性委員の加入ともに適
任者の掘り起こしに取り組む。
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令和６年度　事業報告の概要

第三地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 0 4 3 12 0 5 0 1 3 1 3 2 6 4

延べ
参加人数

0 98 157 591 0 221 0 28 2557 52 1204 720 263 884

【方針・地域課題】
１　高齢者だけでなく子どもや若者も利用しやすい公民館を目標に、まずは公民館という存在を
　知ってもらうことから始め、講座への参加や地域活動への参加へとつなげていく。

２　第三地区公民館に併設していたトライあい・松本が令和６年３月31日付で閉館となり、トライ
　あい・松本で管理運営していた会議室が第三地区公民館の管理となった。文化施設としてのトラ
　イあい・松本と社会教育施設の公民館では利用条件なども異なるため、トライあい・松本を利用
　していた団体や新しく第三地区公民館を利用する団体など公民館利用者への対応を丁寧に行い、
　利用者全員が気持ちよく公民館を利用していただけるよう環境を整備する。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　あがた児童センターやこども育成会と協力し
　て小学生向けの講座を開催したり、地区公民館
　フリースペース開放事業で若者の居場所の提供
　を行なった。特にフリースペースは高校生の利
　用が多く、公民館の存在を認知している子ども
　が増えてきたと感じている。公民館に来てくれ
　る子どもたちをどうやって地域とつなげていく
　かが今後の課題である。

２　立地の良さや駐車場スペースがあることなど
　から令和５年度に比べ利用団体が大幅に増え
　た。また、利用者アンケートを実施するなどし
　て公民館についての意見を伺い、改善できる点
　は対応し、利用者に気持ちよく公民館を利用い
　ただけるような工夫をした。
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第三地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

～春のウォーキング講
座～プラネタリウムを
観に行こう

5月18日 1回 福祉健康 青少年 16人

【内容】
教育文化センターまでウォーキング
をした後、プラネタリウムで星空に
ついて解説を聞く。

【ねらい】
参加者同士の交流、ウォーキングに
よる健康増進と自然観察

【準備過程】
体育委員会で企画。公民館だより
（全戸配布）にて周知

体育委員が参加者へ積極的にコミュニ
ケーションをとっている姿が見られ
た。
子どもも参加できるよう休日に開催し
たが子どもの参加は２名であった。世
代間交流事業でもあるのでもっと子ど
もが参加できるように工夫が必要であ
る。

第三地区まちあるき講
座～あがたの森を歩こ
う～

6月4日 1回 地域文化 成人 9人

【内容】
オープンガーデンの見学とあがたの
森公園内の散策

【ねらい】
あがたの森周辺の自然・歴史文化に
ついての学習と地域の魅力の再発見

【準備過程】
文化委員会で企画。公民館だより
（全戸配布）にて周知

普段見落としてしまう植物や樹木など
も解説を聞きながら散策すると興味深
い。内容は良いのに一般参加者が少な
いのがもったいないとの声をいただい
たので、次回開催するならば周知方法
など工夫が必要

清水中学校まちあるき

6月6日 1回 地域文化 青少年 132人

【内容】
中学１年生を対象にまちめぐりを行
う。

【ねらい】
自分たちの住む地域について知り、
地域の歴史や文化に興味をもっても
らう。

【準備過程】
学校との日程調整、まちの案内を
してくださる講師の派遣

【協力】
第三地区まちづくり協議会

自分たちの住む地域について知り、地
域に興味を持ってもらうことは大切で
あるため、学校とも相談しながら今後
も継続していく。

○

第20回水無月コンサー
ト

6月16日 1回
地域事業
（文化）

成人 279人

【内容】
第三地区で活動する音楽団体が出演
する演奏会

【ねらい】
住民同士、また住民と児童生徒との
交流を図る。

【準備過程】
町内公民館長会で企画。公民館だ
より（全戸配布）にて周知、町内
掲示板にポスター掲示、児童セン
ター、近隣の市施設へチラシ設置

【協力】
町会連合会

20回目の節目のコンサートに第三地区
の子どもが通う清水小、源池小、清水
中の各校から演奏に参加いただけて良
いコンサートとなった。地域の方々が
子どもたちの演奏を聴く機会は少ない
ので、今後も継続していきたい。

８ｍｍフィルム上映会

6月27日 1回 地域文化 成人 37人

【内容】
昭和30年代、日活映画全盛期に活躍
した俳優たちによる映画を８ｍｍ
フィルム映写機で上映する。

【ねらい】
８ｍｍフィルムの歴史を感じながら
映画を鑑賞し参加者同士が語り合っ
たり、懐かしい映像を見る事による
認知症予防を図る。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

【協力】
務台秀夫さん

映像を見ながら懐かしさを感じている
声も聞こえ、大勢の方が昔の映画や８
ｍｍフィルムで撮った映像に興味があ
ることがわかった。今ではなかなか見
る機会のない貴重なものであるので今
後も講座等で８ｍｍフィルムに触れる
機会を作りたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ぼんぼんと青山様の由
来を知ろう

7月6日 1回 地域文化 青少年 29人

【内容】
青山様とぼんぼんの歴史や由来につ
いて学ぶ。

【ねらい】
松本の伝統文化である青山様ぼんぼ
んについて学び、次世代へ継承して
いく。

【準備過程】
まちづくり協議会主催で企画。チ
ラシを近隣施設・学校、こども育
成会へ配布。公民館だより（全戸
配布）にて周知

保護者世代でも青山様とぼんぼんにつ
いて由来を知らないまま地区行事とし
て参加している方が多い。講座に参加
することで意味を持って行事に参加す
ることができ、次世代へもつながって
いく。

夏のウォーキング講座
～上高地を散策しよう
～

7月23日 1回 福祉健康 成人 25人

【内容】
上高地の散策

【ねらい】
自然豊かな上高地をウォーキングす
ることで、住民同士の交流を深めな
がら健康増進を図る。

【準備過程】
体育委員会で企画し、公民館だよ
り（全戸配布）にて周知

人気で恒例のバスウォーキング講座。
申し込みが多いため参加者を抽選で決
めたが、昨年も今年も両方当選した方
が多くいて、当選しなかった方から不
満の声をいただいた。昨年参加した方
はご遠慮いただくなどして地区の皆さ
んが平等に参加できるような工夫が必
要である。

夏休みこども企画「公
民館で遊ぼう！」

7月31日 1回 子育て 青少年 60人

【内容】
あがた児童センターに通う児童を対
象に、公民館でカレー作りやバラン
スボール運動などを体験する。

【ねらい】
公民館を利用する機会の少ない子ど
もたちに公民館を知ってもらい、夏
休みの思い出の一つになるような交
流会を行う。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。あが
た児童センターで保護者の方へ案
内を配布

【協力】
あがた児童センター

子どもたちはとても満足していた様子
であった。児童センターの職員からも
好評をいただいた。今回は児童セン
ターに通う子どもを対象に実施した
が、今後はこども育成会とも協力をし
て地区の子どもたちを対象に公民館を
知ってもらえる講座を検討したい。

第22回あがたの森夏ま
つり

8月4日 1回
地域事業

（その他）
青少年 300人

【内容】
あがたの森正面通路で開催。地区の
子どもたちによる青山様ぼんぼんの
練り歩きと各町会による屋台の出店

【ねらい】
第三地区住民同士の親睦を図るとと
もに、松本の伝統を継承しながら子
どもたちに交流の場を提供する。

【準備過程】
あがたの森夏まつり実行委員会を
組織。公民館だより（全戸配布）
にて周知、町内掲示板にポスター
掲示、児童センター、近隣の市施
設へチラシ設置、イオンモール松
本のサイネージへ掲示

【協力】
あがたの森夏まつり実行委員会
（町会連合会、町内公民館長会、
育成会わかばの会）、イオンモー
ル松本

家族で参加されている方も多く、多世
代の参加が見られた。昨年の反省を踏
まえ改善できた部分もあったが、新た
な課題も出たので次回へつなげたい。
地区役員も楽しみにしている夏のイベ
ントのようなので、引き続き開催して
いきたい。
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第三地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ポーセラーツ体験講座
～オリジナルマグカッ
プを作ってみよう～

9月19日 1回 趣味教養 成人 13人

【内容】
11月の作品展に向けて、ポーセラー
ツでオリジナルデザインのマグカッ
プを制作

【ねらい】
作品展に向けた作品制作の機会を作
るとともに、住民同士の交流を図
る。

【準備過程】
町内公民館長会で企画。チラシを
作成し、各町会から参加者を募っ
た。

作品展に向けた講座ということで講師
のご厚意で様々な模様のシールを用意
していただいた。デザイン決めからレ
イアウトまで楽しみながら制作してい
た姿が印象的であった。

まちなか井戸めぐり講
座

9月25日 1回 地域文化 成人 15人

【内容】
第三地区周辺にある井戸をめぐる。

【ねらい】
井戸の由来や水質の違いなど解説を
聞き、地域住民の交流と教養の向上

【準備過程】
文化委員会で企画。公民館だより
（全戸配布）にて周知

歴史に興味のある方が多く、講師に質
問をしたり興味深く解説を聞いてい
た。井戸水の飲み比べも行なったが、
飲み比べると味や硬さの違いがわか
り、楽しんでいただけた。好評だった
ため今後も開催したい。

世代間交流スポーツ講
座～ニュースポーツを
楽しもう

10月19日 1回
地域事業
（体育）

その他 52人

【内容】
チームに分かれてニュースポーツ体
験

【ねらい】
世代を問わずみんなで遊べるレクリ
エーションを通して地域住民の健康
づくりと住民同士の交流を図る。

【準備過程】
体育委員会で企画。公民館だより
（全戸配布）にて周知

【協力】
あがた児童センター

子どもも大人も楽しそうにプレーして
いて、世代間交流の良い機会となっ
た。
昨年度と同じスポーツの体験だったの
で違うスポーツを取り入れたり、時間
配分などの見直しが必要

共に育つ子育て～三つ
子の魂百まで～

10月27日 1回 子育て 成人 35人

【内容】
心の育ちについて専門家から講演を
いただく。

【ねらい】
子育てに必要な考え方や心の育ち方
について学ぶ。

【準備過程】
まちづくり協議会共催で企画。チ
ラシを町内回覧

【協力】
子育て支援ねっこだっこ

子ども連れで大勢の子育て世代の方に
話を聞いてもらえた。子育てが終わっ
た方からも目から鱗な話があったとの
声をいただき、どの世代にも通じるお
話であった。子育てサークルの活動も
多い地区なので、今回のような講演会
も定期的に開催していきたい。

エコバッグに型染めし
てみよう

10月31日 2回 趣味教養 成人 12人

【内容】
型染めという技法を使い自分の好き
な色でデザインしたオリジナルエコ
バッグを製作

【ねらい】
作品展に向けた作品製作の機会を作
るとともに講座を通して住民同士の
交流を図る。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

同じ型を使っても色合いが違うだけで
全く違うイメージのエコバッグが出来
上がったため、作品展向けの講座とし
ては良い内容であった。
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第25回第三地区作品展

11月 9日
11月10日

1回
地域事業
（文化）

成人 321人

【内容】
各町会の作品、公民館の作品の展
示、地区に関係するＤＶＤの上映、
イオンモールの展示、抽選会

【ねらい】
地区住民の日頃の活動、学習の成果
の展示を行い、住民相互の親睦と交
流を図る。

【準備過程】
町内公民館長会で企画。公民館だ
より（全戸配布）にて周知、町内
掲示板にポスター掲示、児童セン
ター、近隣の市施設へチラシ設置

【協力】
町会連合会、イオンモール松本

勤労者福祉センターでの開催は会場が
明るくて広くて見やすい等で好評。町
会ごとに展示スペースを決めている
が、スペースと作品の数や大きさが合
わずバランスが悪いので改善が必要で
ある。子どもの作った作品をもっと展
示できるよう育成会と協力する。

山と天気のプロ 北アル
プス西穂山荘支配人が
語る「よも山話し」

11月14日 1回 地域文化 成人 31人

【内容】
西穂山荘の支配人による山と天気の
よもやま話

【ねらい】
身近な存在である山のことについ
て、山のプロから様々なお話を伺
い、山について教養を深める。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

山で起きた様々なお話を写真や映像も
交えながら分かりやすく説明いただけ
た。定員を超える申し込みもあり山に
興味のある方が大勢いることが分かっ
た。続編を希望する声もあったので今
後も開催を検討したい。

介護予防講座
介護予防に役立つコ
ミュニケーションゲー
ム

11月26日 1回 福祉健康 高齢者 41人

【内容】
認知症・介護の予防に効果があるコ
ミュニケーションゲームを体験す
る。

【ねらい】
認知症・介護の予防と住民同士の交
流を図る。

【準備過程】
まちづくり協議会共催で企画。チ
ラシを町内回覧。ひろば事業等で
参加者へ告知

【協力】
東部包括支援センター、地区生活
支援員

手と足を同時に動かしたり、ペアに
なって相手とコミュニケーションを取
りながら動かしてみたり、認知症予防
や介護予防は楽しく遊びながらできる
ことであると知れる良い機会になっ
た。認知症の方も増えてきているの
で、早いうちから予防できるよう企画
を考えていきたい。

押絵雛で来年の干支を
つくろう

12月9日 1回 地域文化 成人 12人

【内容】
押絵雛の技法を使って来年の干支で
ある「巳」を製作

【ねらい】
松本の伝統工芸である「押絵雛」に
親しみをもち、松本の文化を次世代
へ継承する。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

講師と参加者がコミュニケーションを
とりながら楽しい雰囲気の中で製作が
できた。毎年変わる干支をモチーフに
することで講座への継続参加にもつな
がる。

しめ縄お飾りづくり

12月15日 1回 地域文化 成人 17人

【内容】
年末年始に飾るしめ縄としめ飾りの
製作

【ねらい】
正月の伝統的な文化を地区住民に親
しんでいただき、次世代へ継承して
いく。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

毎年恒例の講座のため、ある程度参加
者が固定されてはいるが、初めて参加
される方もいた。しめ縄としめ飾りを
間違えて申し込まれた方もいたので募
集の際に写真などを示して誤りの無い
ように工夫が必要である。

51



令和６年度　事業報告

第三地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

まゆ玉づくり＆おもち
つき大会

12月22日 1回 地域文化 青少年 31人

【内容】
三九郎に向けた、まゆだま作りとお
もちつきの体験

【ねらい】
学校や町会での開催が減少している
正月の伝統文化の体験

【準備過程】
公民館とまちづくり協議会共催で
企画。公民館だより（全戸配布）
にて周知

【協力】
第三地区まちづくり協議会

毎年恒例のまゆ玉づくり講座に合わせ
てお餅つき大会を開催した。子どもた
ちや保護者からも好評であったため継
続したいが、今後はこども育成会と相
談をして育成会が主になっての開催も
検討していきたい。

人形劇団やまんば公演

1月9日 1回 子育て 家庭教育 62人

【内容】
人形劇団やまんばによる０歳から楽
しめる参加型人形劇の公演

【ねらい】
発達が未分化な乳幼児期から、他者
との関わりや人権感覚を育て人間形
成の基礎を培う。

【準備過程】
第三地区人権啓発推進協議会主催
で企画。公民館だより（全戸配
布）にて周知。公民館で活動する
子育てサークルへチラシ配布

【協力】
民生児童委員協議会、福祉ひろば

多くの親子に参加いただき、子どもも
大人も楽しんでいた。子育てに疲れた
お母さんたちもリラックスできたり癒
されたりできる場が必要なので、民生
児童委員や福祉ひろばとも連携して今
後について検討していきたい。

飾り巻き寿司講座

1月17日 1回 趣味教養 成人 14人

【内容】
節分に向けた鬼の柄の巻き寿司と絶
対に失敗しない恵方巻作り

【ねらい】
生活文化の振興と参加者同士の交流
を深める。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

昨年に引き続きの開催で今回も好評で
あった。次はクリスマスの柄を作りた
いという要望もあったが、大人向けだ
けでなく子ども向けの講座または親子
で参加できる講座の形も検討したい。

第１回第三地区文化祭

3月1日
3月2日

1回
地域事業
（文化）

成人 604人

【内容】
公民館および福祉ひろばで活動する
サークルの発表、作品展示など

【ねらい】
日頃の文化活動の成果を披露する機
会として、また、地域住民が気軽に
集い交流する機会として開催

【準備過程】
文化祭実行委員会を組織。公民館
だより（全戸配布）にて周知、町
内掲示板にポスター掲示、児童セ
ンター、近隣の市施設へチラシ設
置

【協力】
福祉ひろば事業推進協議会、文化
委員会

初めての開催。参加者や来場者からは
大変好評であった。公民館で活動して
いるサークルの発表の機会がなかった
ため今回多くの団体に活動の成果を発
表頂けて良かった。サークル同士の交
流もあり、他の団体の発表を見て刺激
をもらえたとの声もあった。初めての
開催だったため準備不足な点もあった
が、今回の反省点を活かし次回の開催
に向けて準備していきたい。

防災講座～地域の防災
力を高めよう～

3月5日 1回 防災 成人 28人

【内容】
災害に強い地域をつくるため地域と
してできることは何かなど講演をい
ただく。

【ねらい】
地域住民の防災意識を高める。

【準備過程】
まちづくり協議会主催で企画。公
民館だより（全戸配布）にて周
知、チラシを町内回覧

Ｒ６元日に起きた能登半島地震の現場
のお話や復興の状況、第三地区の災害
リスクなどお話をいただいた。Ｒ６は
各避難所ごとに避難所開設訓練を実施
したこともあり、地区としての防災意
識が高まってきていると感じる。災害
はいつ起こるかわからないので引き続
き講座や訓練で意識を高めていきた
い。
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暮らしの中で看取りを
考える

3月18日 1回 福祉健康 成人 16人

【内容】
在宅医療に携わる医師に実際の経験
談を交えた講演をしていただく。

【ねらい】
在宅における看取りや終活について
の理解を深める。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

在宅医療のリアルをお話しいただき、
参加者はとても興味深く話を聞いてい
た。高齢者も多くなっており、このよ
うな講座も需要があるため今後も開催
を検討したい。

第４回歩いて探そう！
お宝探訪ウォークラ
リー

3月20日 1回 地域文化 成人 33人

【内容】
中央地区周辺をウォークラリーで巡
る。

【ねらい】
地域の身近な魅力を再発見するとと
もに、地区の垣根をこえた参加者同
士の交流を深める。

【準備過程】
６地区の公民館で実行委員会を作
り、企画、準備、公民館だより
（全戸配布）にて周知

【協力】
第一地区、第二地区、第三地区、
東部地区、城東地区、中央地区の
地域づくりセンター、福祉ひろば

他の地区の参加者とチームを組み、コ
マ図を読み解いたりクイズに回答した
りと一緒に考えてゴールを目指すこと
で、普段会わない方同士で交流ができ
た。ウォークラリーのあとは座学で
通ってきた道にある歴史的ポイントの
解説もあり学びを深めることができ
た。

プロから学ぶおそうじ
講座

 8月29日
11月 7日
 2月13日

3回 趣味教養 成人 34人

【内容】
お掃除全般のポイントなどの紹介と
場所別の掃除方法をお掃除マイス
ターから学ぶ。

【ねらい】
地区住民が過ごしやすい住環境をつ
くることをサポートする。

【準備過程】
公民館主催講座として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

講座に参加してすぐ自宅で実践できる
という点で参加者から大変好評をいた
だいた。歴史講座やモノづくりの講座
が多いが、今回のような実生活に役立
つ講座も今後も企画していきたい。

源池小学校稲作体験

 5月15日
 5月22日
 9月24日
10月 9日

4回 地域文化 青少年 184人

【内容】
５年生を対象に学校内にある田んぼ
で代掻き、田植え、稲刈り、脱穀の
体験をする。

【ねらい】
農業・自然環境に対する関心を高め
る。

【準備過程】
講師、源池小学校と日程調整

最近は裸足で田んぼに入ったり鎌を扱
う体験をする機会がなく、稲作も初め
て体験する子どもが多かった。普段食
べているお米がどのように作られるの
か、自分たちで体験しながら学習する
というのはとても大切なことである。
今後も学校と相談しながら稲作体験の
機会を提供していきたい。

○

源池小学校放課後クラ
ブ活動支援  6月11日

 7月 8日
 9月 9日
10月 8日

4回 趣味教養 青少年 148人

【内容】
地区住民がクラブ活動（手芸や将棋
など）の指導を行う。

【ねらい】
地区住民と児童の交流を図る。

【準備過程】
源池小学校から依頼があり、地区
住民から講師を派遣

子どもたちは興味のあるクラブ活動を
楽しむことができ、地域住民には子ど
もたちに教えるやりがいを感じていた
だけた。 ○

53



令和６年度　事業報告

第三地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

「蚕業革新の中心地」
第三地区の歴史を知ろ
う！

1月18日
1月25日

2回 地域文化 成人 61人

【内容】
まつもと文化遺産登録に向けて、第
三地区の歴史について歴史的観点と
文化・建築の観点から解説をいただ
く。

【ねらい】
地域住民に第三地区の歴史について
興味をもっていただき、文化遺産の
保存活動に参加していただく。

【準備過程】
まちづくり協議会主催で企画。チ
ラシを町内回覧、公民館だより
（全戸配布）にて周知

各回30名程度の参加があり、地区の歴
史について興味のある方が大勢いるこ
とがわかった。現在建物がないものが
多いのでどのように後世に伝えていく
かが課題。若者向けの歴史講座も検討
していきたい。

地区公民館フリース
ペース開放事業

8月～3月 225回 その他 青少年 1,867人

【内容】
中学生～大学生を対象にフリース
ペースを開放

【ねらい】
新しい若者の居場所として公民館を
利用いただき、若者と地域とのつな
がりをつくる。

【準備過程】
チラシを近隣の学校へ配布、公民
館だより（全戸配布）にて周知

【協力】
生涯学習課・中央公民館
職員不在の時間帯の見守り人はシ
ルバー人材センターへ委託

昨年度は公民館単独で夏休みと春休み
に自習室を開放したが数名の利用しか
なかった。しかし、今年度は松本市全
体の事業としてフリースペースを開放
することになり、学校施設の多い第三
地区では数多くの学生の利用があっ
た。トライあい・松本から会議室が移
管されフリースペース専用の部屋を用
意できて毎日開放していることは利用
者が多い理由につながっている。来年
度も引き続き若者の居場所として多く
の学生に利用いただけるよう学生から
の声も聞きながら工夫をしていきた
い。

居酒屋公民館

通年 11回 その他 成人 287人

【内容】
料理と飲み物を持ち寄り、地域住民
のコミュニケーションの場とする。

【ねらい】
普段公民館を利用することの少ない
人にも気軽に立ち寄れる場所を提供
し、地域住民の交流を深める。

【準備過程】
公民館主催事業として企画。公民
館だより（全戸配布）にて周知

各回20名～25名程度の参加があり大変
盛り上がっているが、参加者が固定さ
れてきたので、新しい方に来ていただ
けるような工夫が必要。また内容につ
いても何か企画を考えたり参加者の声
を聞きながら内容を改善していくこと
も必要

みつばちかふぇ

通年 11回 その他 高齢者 403人

【内容】
誰もが気軽に集える場として地域住
民の交流の機会をつくる。

【ねらい】
地域住民の交流、認知症予防

【準備過程】
まちづくり協議会主催で企画。み
つばち隊（ボランティア）が各回
の内容を計画

【協力】
民生児童委員協議会、地区生活支
援員、福祉ひろば

月に１回開催していて各回35名程度の
参加をいただき楽しい交流会を実施し
ている。高齢者向けの事業として始
まったが、赤ちゃん連れの方の参加も
あり、参加された高齢者は赤ちゃんと
触れ合い癒されている。世代間交流の
機会にもなっていて、来年度も引き続
き開催していきたい。
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あいさつ運動（見守り
活動支援）

通年 40回
地域事業

（その他）
その他 420人

【内容】
地区ボランティアが毎週金曜日の朝
に各所に立ち、通学の見守りとあい
さつ運動を行う。

【ねらい】
通学中の児童生徒の見守り、地域住
民との交流

【協力】
各地点の町会の町会長、町内公民
館長、民生委員など

定期的に実施することで地域の方々と
子どもたちが顔見知りになり、子ども
たちからあいさつをしてくれることも
増えている。この活動が始まったきっ
かけの「あがたの森未来サミット」は
現在は開催されておらず当時のことを
知る学生や教員もいないため、当時の
ように子どもたちにあいさつ運動に参
加してもらうには、改めて学校や町会
と調整が必要になる。

○

館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 68人

【内容】
年６回の公民館報発行のための記事
取材、紙面構成、編集作業

地区の方に執筆していただく機会を
もっと増やせるよう検討したい。

図書委員会

通年 3回
公民館委員会・
各種会議等

成人 7人

【内容】
図書コーナーにある団体貸出図書の
入れ替え作業

今年度新設された委員会。今年度は図
書の入れ替え作業のみ行なったが、来
年度以降主催講座の企画や本の紹介、
図書新聞の作成など、活動内容を検討
していきたい。

体育委員会

通年 5回
公民館委員会・
各種会議等

成人 31人

【内容】
体育事業に関わる企画立案と実施

世代間交流事業にもっと子どもが参加
できるような工夫が必要。今年度は昨
年度とほぼ同様の内容で講座を行なっ
たため、来年度は各講座の内容につい
て再検討する。

文化委員会

通年 4回
公民館委員会・
各種会議等

成人 44人

【内容】
文化事業に関わる計画立案と実施

今年度から構成員の変更をし町内公民
館長に兼務いただくことになった。第
三地区町内公民館長会は活動が活発な
ことから文化委員としても講座の企画
提案を出したり、積極的に講座に参加
してくださっている。来年度も引き続
き委員の声を聞きながら講座などの計
画をしていきたい。

公民館運営委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 22人

【内容】
公民館の運営や事業計画について協
議し決定する。

公民館の利用状況や講座の実施状況の
みの報告となっているため、今後は活
発な意見がでるような仕組み作りが必
要

町内公民館長会

通年 8回
公民館委員会・
各種会議等

成人 91人

【内容】
町内公民館長会主催事業の計画立案
と実施

あがたの森水無月コンサート、第三地
区作品展を主催し、あがたの森夏まつ
り、第三地区文化祭では当日スタッフ
としてご協力いただいた。また歓送迎
会や忘年会、視察研修を計画するなど
会の活動も活発で、第三地区を盛り上
げるのに重要な役割を担っている。会
の雰囲気も良くやりがいを感じて活動
をしている。来年度も引き続きさまざ
まな活動をしていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

東部公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 4 2 6 1 8 1 3 6 2 2 3 1 3

延べ
参加人数

153 107 74 99 28 192 18 175 238 253 260 189 292 49

【方針・地域課題】
・住民の生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与する。
・だれもが安全・安心でいきいき暮らせる地域を目指す。
・公民館を知り・参加し・携わる人を増加し、自主的な活動を促す。
・できることで且つ継続していける事業に衣替えして行く。

【重点的に取り組んだ事項】
１　継続的に利用・参加状況をデジタルに把握する。
２　住民の声を吸収すると共に、事業成果を報告する。
３　全体講座・町内公民館出前講座での学ぶ講座の実施
４　周知徹底を図る仕組みを向上させる。
５　貸館事業の活性化

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・公民館事業全体講座は、計画した講座はすべて
計画通り実施した。また、年度中途においても、
住民のニーズに合わせた講座・事業の追加開催を
実施した。

・新規事業の立ち上げ、実施を行い、大勢の参加
者を呼び込むことができた半面、参加者の固定化
が目立つ結果にもなり、参加できない方、事業自
体を知らない方への周知方法など、課題も浮き彫
りとなった。
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令和６年度　事業報告

東部公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

北アルプスと松本盆地
の成り立ちから考える
防災講座

4月17日 1回 防災 成人 56人

【内容】
北アルプスと松本盆地の成立ちの観
点から見た松本の防災上の留意点を
学ぶ。

【ねらい】
・防災意識の向上
・知識の習得

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【協力】
共催　地区防災部

ただ巨大地震の可能性が高いから備え
ようという物ではなく、地形の成り立
ちから解説してもらうことで、意識を
もっと松本の地盤の危険が伴うことを
実感させることができた。

地域文化講座①文書館
と西善寺

5月1日 1回 地域文化 成人 25人

【内容】
文書館と西善寺を訪問し地区由来の
古文書や文化財に触れる。

【ねらい】
・教養の向上
・地域文化の継承

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
文書館、和田地区

東部地区由来の文化財を鑑賞、学習し
地区の歴史について興味を持ってもら
うことができた。

竹巻パンづくり

5月18日 1回 子育て 青少年 14人

【内容】
親子で竹巻パンをつくる。

【ねらい】
・食育意識の醸成
・地域学生との交流
・子育て支援

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催　女鳥羽川デザイン研究室

大学生と連携して実施したことによ
り、繋がりが希薄な学生と公民館との
接点を持つことができた。

高原でマレットゴルフ

6月10日 1回 福祉健康 成人 22人

【内容】
高原に出向きマレットゴルフを実施
する。

【ねらい】
・運動による健康増進
・地域住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】

自然を満喫しながらのマレットゴルフ
で健康増進に寄与した。来年度も目的
地を変更して開催予定

目からウロコのパック
クッキング講座

6月21日 1回 趣味教養 成人 15人

【内容】
講師：浅井由起子さん

【ねらい】
・食育
・防災意識の向上

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催　地区日赤奉仕団

防災時にも役立つパッククッキングを
普段の料理にも大いに活用できるとい
うことを普及できた。

古文書講座

6月30日 1回 趣味教養 成人 14人

【内容】
講師：文化財課

【ねらい】
・教養の向上
・参加者の交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
文化財課

東部地区由来の古文書を実際に読み解
き、学習し地区の歴史について興味を
持ってもらうことができた。
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令和６年度　事業報告

東部公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

自然観察ウォーク

7月19日 1回 福祉健康 成人 29人

【内容】
行先：上高地　講師:上條恒嗣さん

【ねらい】
・ウォーキングによる健康増進
・地域住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】

自然を満喫しながらのウォーキングで
健康増進に寄与した。来年度も目的地
を変更して開催予定

防災キャンプ

7月27日 1回 防災 青少年 53人

【内容】
防災にも活かせるライフハックをデ
イキャンプで学ぶ。

【ねらい】
防災意識向上　地域住民の交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：町会連

コンセプトを明確にできなかったこ
と、真夏に屋外で実施したことなどが
あり、参加者が想定よりかなり少な
かった。

楽しいラジオ体操

7月28日 1回
地域事業
（体育）

青少年 188人

【内容】
講師：公認１級ラジオ体操指導士

【ねらい】
・健康増進
・親睦と世代間交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：東部地区こども会育成会

例年通り大盛況であった。多くの住民
が集まるイベントであるため、ただ集
まるだけでなく、なにか他にも有効活
用できないか同時開催などを検討した
い。

交通安全教室

7月28日 1回
地域事業

（その他）
青少年 188人

【内容】
講師：松本警察署

【ねらい】
・交通安全意識の向上と事故防止
・親睦と世代間交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：東部地区連合町会

警察による安全講習を行ったが、屋外
であったため声が届かないなどの課題
も残った。

青山様・ぼんぼん補助

地域文化 青少年

【内容】
青山様・ぼんぼんの運営補助

【ねらい】
子どもの減少、担い手不足で存続が
難しくなりつつある地域文化の維持

【準備過程】

【協力】
共催：東部地区連合町会

地元小学校ＰＴＡが解散し、ますます
今後の厳しさが見込まれるため、引き
続き実施していく。

ボウリング大会

8月3日 1回
地域事業
（体育）

成人 65人

【内容】
ボウリング大会の実施

【ねらい】
健康増進・住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：東部地区体育協会

東部地区体育協会が中心となり実施
し、大盛況だった。健康増進に寄与し
た。来年度も開催予定

納涼祭

8月10日 1回
地域事業

（その他）
成人 165人

【内容】
納涼祭の実施、振舞屋台、盆踊り

【ねらい】
親睦と世代間交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：東部地区連合町会

初開催の事業であったが、夏の夕涼み
に集まれる機会を作り、住民同士の交
流ができた。次回、より内容を向上し
実施したい。
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令和６年度　事業報告

東部公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

東部地区街歩き

8月20日 1回 地域文化 青少年 30人

【内容】
地区内の文化財を実際に歩いて回
る。
講師：倉澤聡さん

【ねらい】
・青少年育成
・地域文化の継承

【準備過程】
清水小学校内にて周知

【協力】
清水小学校

初開催の事業であったが、清水小学校
全面協力の下実施することができた。
今後も学校連携を強化していきたい。

○

ブロック別バス講座

9月3日
9月5日

2回 趣味教養 成人 55人

【内容】
行先：高山市

【ねらい】
ブロックに分散させ、参加できる機
会を増加。参加者の教養、親睦を深
める。

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：東部地区連合町会

町会別に実施。視察先がマンネリ化し
てきているため、企画自体の組立を新
しい発想で行いたい。

電気が生まれる現場を
見てみよう

9月12日 1回 環境 成人 28人

【内容】
行先：奈川渡ダム、新信濃変電所
講師：東京電力パワーグリッド

【ねらい】
・環境意識の向上
・地域住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催:東部地区環境衛生協議会

参加者の環境意識を高めることができ
たと同時に、知識習得に寄与できた。

マレットゴルフ大会

9月22日 中止 趣味教養 成人 0人

【内容】
マレットゴルフ大会の実施

【ねらい】
・健康増進
・住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区体育協会

雨天中止

運試しウォークラリー

10月5日 1回
地域事業
（文化）

成人 78人

【内容】
ウォークラリーで地区内を巡る。

【ねらい】
・健康増進・親睦と世代間交流
・地域文化についての学習

【準備過程】
・地区内全戸配付チラシにて周知
・関係団体に個別通知

【協力】
町会連合会、東部福祉ひろば

多くの方に参加いただいた。子どもた
ちも楽しんでいた。健康増進、地域の
親睦、地域の文化理解に寄与したイベ
ントだった。

ベネチアンガラス講座

10月19日 1回 趣味教養 成人 18人

【内容】
講師：太田敏子
ベネチアンガラスペンダントの作成

【ねらい】
・知識の習得
・住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区福祉ひろば

今まで平日開催だったものを土曜開催
に変更。親子連れや初参加の人もお
り、新たなる公民館の関りのきっかけ
とできた。
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令和６年度　事業報告

東部公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

終活講座　人生 100年
時代をどう生きて逝き
ますか？

10月23日 1回 趣味教養 成人 19人

【内容】
講師：安曇野市社会福祉協議会　岡
村律子

【ねらい】
終活準備のきっかけづくり

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
安曇野市社協

避けて通りたい話題のため、開催の是
非が検討されたが、結果好評であり、
今後も様々な分野の終活を展開した
い。

町内公民館長会合同研
修

11月13日 1回 趣味教養 成人 21人

【内容】
行先：糸魚川フォッサマグナパー
ク、フォッサマグナミュージアム

【ねらい】
知識習得、防災意識向上、住民の親
睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区町内公民館長会

専門団体の研修を一般住民にも開放
し、知識習得を機会を設けることがで
きた。

東部文化祭

11月17日 1回
地域事業
（文化）

成人 182人

【内容】
サークルや地区住民が日ごろの活動
発表の場とするもの

【ねらい】
地区住民に発表の場を提供し文化向
上を目指すとともに住民親睦を図
る。

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区連合町会
東部地区文化・音楽祭実行委員会

サークルの展示減少により、音楽と講
演会のステージ中心のイベントとし
た。来年度は開催方法をあり方を含め
検討したい。

押絵雛講座

11月25日 1回 地域文化 成人 15人

【内容】
人形職人を招き、松本の伝統工芸で
ある松本押絵雛を作る。

【ねらい】
・伝統文化の継承
・地域住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】

恒例行事。地区内外からの参加希望の
連絡が来る。今後も続けたい。

防犯講座

11月27日 1回 その他 成人 46人

【内容】
講師：松本警察署
「街頭犯罪」や「特殊詐欺」の被害
防止対策など、身近な防犯について
学ぶ。

【ねらい】
地域住民の防犯意識の向上

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部防犯協会

東部交番所長と生活安全課の職員が講
師。参加者は「自分は大丈夫と思って
いる人が危ないと知った。気を引き締
めたい。」と話していた。

餅つき大会

12月7日 1回 子育て その他 60人

【内容】
臼と杵を使った餅つき大会

【ねらい】
親子で参加できる企画。子育て世代
の参加を公民館活動への参加を促
す。

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区連合町会、民児協
こども育成つぼみの会

子どもメインのイベント。楽しくおい
しくが重要。家族で楽しんでいただけ
た。来年度も引き続き開催したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

しめ縄作り講座

12月14日 1回 地域文化 成人 29人

【内容】
・講師：地区住民
・正月のしめ縄の作り方を学ぶ。

【ねらい】
・参加者の交流
・日本の伝統であるしめ縄作りを学
び、正月を彩る。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【協力】

当日は講師から教わるだけでなく、参
加者同士で教え合う雰囲気が自然に作
られ、交流が深められた。
講師から引退を示唆されているが、何
とか継続できる方法を模索したい。

年末大掃除会

12月27日 1回 その他 成人 30人

【内容】
公民館利用サークルにより公民館の
清掃を行うもの

【準備過程】
各利用団体宛に個別通知

【協力】

恒例行事。引き続き実施したいが、
サークル減少による参加者減が課題

三九郎マップ作成

1回 地域文化 成人

【内容】
女鳥羽川の河川敷で行われる三九郎
を紹介するマップの作成

【ねらい】
「女鳥羽川の魅力を伝えること」を
目的として発行

【準備過程】
つぼみの会、他地区町会、こども
育成課から情報を得、12月広報配
布日に間に合うように作成する。
【協力】

町会に全戸配布。地区内公民館、小中
学校にもお願いし、設置。好評を得て
いる。今後も続けたい。

○

清水小わくわく応援団

3回 その他 その他 19人

【内容】
ＣＳ事業の一環。地区のボランティ
アにご協力をいただき、調理実習や
しめ縄づくりなどを補助

【ねらい】
学校と地域のつながりを強める。

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて実
施状況を周知

【協力】

子どもたちとの世代間交流、学校と地
域のつながりを強めることができると
てもいい事業。今後も続けたい。

○

新春書初め大会

1月4日 1回 趣味教養 青少年 50人

【内容】
公民館書道サークルの指導により書
初めに取り組むもの

【ねらい】
学校の書初め宿題のフォローを行
い、子どもと公民館の結びつきを強
める。

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
(東部サークル)楽しい書道教室

子どもたちとの世代間交流、世代間の
つながりを強めることができるとても
いい事業。今後も続けたい。

人権講座　ルーキーさ
んの「多様性時代の歩
き方」

1月14日 1回 人権平和 成人 71人

【内容】
講師：社会派おネェ　ルーキーさん

【ねらい】
・人権啓発
・人権保護意識を高める

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区人権啓発推進協議会

地区内住民に講師をお願いすること
で、より身近に感じ問題意識を抱いて
もらうことができた。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

理学療法士による運動
教室

2月7日 1回 福祉健康 成人 24人

【内容】
講師：ＫＡＲＡＤＡＲＡＫＵ理学療
法士

【ねらい】
・健康増進
・住民の親睦

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】

専門家の運動指導により、セルフケア
の知識を身につけ、実践させる狙い。
継続性が必要である。

ニュースポーツ講座

2月13日 1回 スポーツ 成人 18人

【内容】
モルックの実施

【ねらい】
健康増進と地域住民の交流を図るも
の

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
東部地区体育協会

簡単で楽しく、盛り上がっていた。
チーム内での親睦も深まっているよう
だった。来年も種目を変えて開催した
い。

楽団ケ・セラ演奏会

3月8日 1回 人権平和 成人 82人

【内容】
楽団を招き、音楽を鑑賞する。

【ねらい】
・人権意識の向上
・地域住民の親睦

【準備過程】
・全戸配布のひろばニュースにて
周知
・関係団体を通じて周知

【協力】
・東部地区人権啓発推進協
・東部地区社協
・東部地区町会連合会

参加人数が多く大盛況だった。
人権啓発の推進のため次年度以降も行
いたい。

交通安全教室

3月9日 1回
地域事業

（その他）
青少年 24人

【内容】
講師：松本市安協東町支部

【ねらい】
・交通安全意識の向上と事故防止
・親睦と世代間交流

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
共催：松本市安協東町支部

地区安協による安全講習を行った。法
律改正の要素を取り入れるなど、各所
に工夫が凝らされた内容であった。

公民館喫茶（居酒屋）
 5月15日
 6月17日
 7月24日
 8月28日
 9月25日
10月23日
11月13日

7回 その他 成人 143人

【内容】
地区住民に飲食物を持ち寄ってもら
い、皆が集える場所を提供する。

【ねらい】
住民同士の交流

【準備過程】
・全戸配布のひろばニュースにて
周知
・各町内回覧

【協力】
共催：町会連、町内公民館長会

普段関わりが少ない近隣の住民同士が
集い、意見を交わすことができた。し
かし、カラオケに依存して会話が進ま
ない、一部の住民に過度な負担がか
かってしまうなど、今後の実施の仕方
に課題も残った。

防災緑地草刈り

5月25日
9月29日

2回 防災 成人 66人

【事業内容】
地区内防災緑地の草刈り

【ねらい】
・防災緑地の維持管理
・防災緑地の認知向上

【準備過程】
・地区内全戸配付チラシにて周知
・関係団体に個別通知

【共催団体等】
共催：町会連合会　町会連防災部

防災緑地の維持管理、防災緑地の認知
向上のため、引き続き実施したい。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

食育講座　減脂（ヘル
シー）教室

7月19日
9月24日

2回 福祉健康 成人 32人

【内容】
脂肪削減に注目した料理講座
講師：健康づくり課

【ねらい】
・食生活改善
・健康増進

【準備過程】
全戸配布のひろばニュースにて周
知

【協力】
健康づくり課
共催：食生活改善推進委員

地区健康課題である脂質異常症に着目
し、ただおいしいだけではなく健康に
もよい料理教室を実施した。継続して
健康課題解決のための講座を企画した
い。

東部ひろばニュースの
発行

通年 12回 その他 成人

【内容】
公民館情報の提供

【ねらい】

【準備過程】

【協力】
東部地区福祉ひろば

翌月の行事を周知することが目的。

松本市公民館報東部版
の発行

通年 6回 その他 成人

【内容】
公民館情報の提供
実施事業の周知、啓発

【ねらい】

【準備過程】

【協力】

公民館活動の報告および周知を行うの
がメイン

各種委員会

通年 29回
公民館委員会・
各種会議等

成人 292人

【内容】

【ねらい】

【準備過程】

【協力】
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令和６年度　事業報告の概要

城北公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 3 5 2 0 20 2 2 5 2 1 0 5 1

延べ
参加人数

44 76 173 30 0 414 52 51 171 73 641 0 139 641

【方針・地域課題】
１　ふれ愛の創出・発展
　　住民が大切にしてきた「ふれ愛」について、時代に合わせた見直し・発展を行う。

２　地域との連携
　　住民の豊かな生活づくり、地域づくりのよりどころとして、住民が地域や暮らしについて主体
　的に考え、行動できるよう、公民館委員会を始めとした各種団体と次のとおり協議、連携し、住
　民と共に講座づくりを行う。
　⑴　子どもを対象とした事業は、子ども会育成会や学校と連絡・協議して実施する。
　⑵　地区公民館が地区の南端に位置していることから、町内公民館と連携し、出張講座を実施す
　　る。

３　地域住民の要望を取り入れた事業実施
　　事業内容や参加者が固定化しないよう、常に新しい講座を取り入れていく。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　地区文化祭「ふれ愛まつり」を実行委員が主
　体的に進め実施することができた。新しく企画
　した取り組みもあり、住民のふれあいの場とな
　った。準備から当日までのスタッフの負担が大
　きく、実施内容や準備段階の見直しを行いた
  い。

２　他団体等の主催事業の実施に際して、事前の
　打ち合わせ等を行ったが、連絡の行き違い等が
　生じることもあった。事業内容によっては、電
　話等非対面のみに頼らない丁寧な打ち合わせを
　実施していきたい。

３　新しい講座を取り入れ、日頃公民館に来る機
　会のない住民の参加が見受けられた。住民の要
　望を聞きながら、楽しく学べる講座を柔軟に企
　画していきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ウォーキング大会

5月18日 1回
地域事業
（体育）

その他 35人

【事業内容】
距離別の４コースに分かれて地区内
をウォーキングする。

【ねらい】
・参加者の交流
・健康増進

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
共催：福祉ひろば・公民館体育
部・住みよい町づくり協議会健康
の部会

【評価と反省】
・例年好評の大会
・参加者の交流が促進された。

【今後の方針】
継続

丸の内病院健康教室

6月27日 1回 福祉健康 その他 16人

【事業内容】
丸の内病院と連携した健康や福祉に
関する講座

【ねらい】
健康、福祉の学習

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・福祉制度や自宅でできるストレッチ
など、将来役立つ知識向上になった。
・今を健康に生きる学習がしたいとの
意見があった。

【今後の方針】
その時の参加者の興味関心がある内容
を検討し継続

育成会バス視察研修

6月30日 1回 子育て 青少年 37人

【事業内容】
・行先：国営アルプスあづみの公園
・小学生を対象に、自然の中で外遊
びやネイチャークラフトといった経
験を通して学ぶ。

【ねらい】
・子どもの交流
・学校ではできない自然体験

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：子ども会育成会

【評価と反省】
グループに分かれ行動することで高学
年児童の自立心の向上につながった。

【今後の方針】
継続

防災講座：活断層大地
震に備える

7月12日 1回 防災 成人 31人

【事業内容】
・信州大学出前講座
・近年発生した活断層地震の被害や
明らかになった問題点に触れる。
・国内外の事例紹介

【ねらい】
・防災意識と知識向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・近年の災害の影響もあり町会役員の
参加が多く、防災への関心がみられ
た。
・地震のメカニズムや地域に求められ
る防災活動等を知る機会となった。

【今後の方針】
住民からの要望によって検討

文化部視察研修

7月18日 1回 趣味教養 成人 32人

【事業内容】
・公民館委員会文化部が企画する視
察研修
・行先：糸魚川市
・フォッサマグナや断層について学
ぶ。

【ねらい】
・教養の向上
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館委員会文化部

【評価と反省】
・視察先や内容の企画、資料の準備等
を主催者である公民館委員会文化部が
主体的に行った。
・多くの参加があり、地域住民の交流
につながった。

【今後の方針】
継続
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

からだの健康測定会

7月19日 1回 福祉健康 成人 40人

【事業内容】
明治安田生命から健康に関わる測定
器具を借用し、からだの健康測定を
行う。

【ねらい】
健康への意識向上

【準備過程】
・明治安田生命からの提案に基づ
いて企画
・地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・福祉ひろばで実施しているオレンジ
カフェ事業と同日に設定したことによ
り、多くの参加があった。
・血管年齢や脳年齢など、普段測定で
きない項目があり、参加者の意識向上
につながった。

【今後の方針】
日程により継続検討

平和を語る会

8月5日 1回 人権平和 その他 22人

【事業内容】
・多文化共生に関する講座
・講師：松本市人権共生課

【ねらい】
人権啓発

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：人権啓発推進協議会

【評価と反省】
松本市が行う外国人住民との交流や取
り組みを学び、共に地域で生きること
について学んだ。

【今後の方針】
継続

松本サリン事件30年を
振り返って語る会

8月22日 1回 その他 その他 37人

【事業内容】
事件から30年の節目に、地区住民が
当時の状況や今想うことを語り合
う。

【ねらい】
地区で起きた事件を風化させない。

【準備過程】
・地区内全戸配付チラシにて周知
・地区住民が報道関係者、当時の
養護教諭に出席を依頼

【評価と反省】
・報道ではみられない、当時の住民の
状況や心境を知る機会となった。
・宗教や冤罪について参加者が改めて
考え、事件を風化させてはならないこ
とを再認識した。

スマホで遊ぶ会

8月30日 1回 趣味教養 成人 3人

【事業内容】
・仕掛け人：デジタル活用支援人材
育成研修を受講した職員
・遊びながら慣れることを目的とし
たスマホ講座を行う。

【ねらい】
デジタルデバイド解消

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
参加者があまり利用しない機能にテー
マを置いてしまったため、その後の活
用につながらなかった。

【今後の方針】
身近で便利なテーマを検討しながら継
続

ファミリーコンサート

10月19日 1回 子育て その他 50人

【事業内容】
楽団ケ・セラによる親子向けのコン
サートを行う。

【ねらい】
・教養向上
・親子の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：子ども会育成会

【評価と反省】
・近年、親子での参加は減少傾向だ
が、地域の大人が音楽鑑賞をとおして
福祉施設と交流する機会となってい
る。
・障がい者の自立を目指す楽団を演奏
に招くことで、人権意識の高揚にもつ
ながっている。

【今後の方針】
継続

66



令和６年度　事業報告

城北公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ソーセージ作り体験

10月27日 1回 趣味教養 成人 9人

【事業内容】
ソーセージを腸詰めから手作りす
る。

【ねらい】
・趣味の幅を広げる。
・教養向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
日頃できない体験ができ、参加者から
好評の声が多かった。

【今後の方針】
調理内容を検討しながら継続

普通救命救急講習

11月11日 1回 防災 成人 20人

【事業内容】
・講師：丸の内消防署
・ＡＥＤの使い方等救命救急講習を
行う。

【ねらい】
救命救急技術の向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
共催：日赤奉仕団

【評価と反省】
例年開催しているが、少しずつ救命救
急の方法や講習の内容も変化してお
り、住民の満足度も高い。

【今後の方針】
継続

人権啓発推進協議会視
察研修

11月18日 1回 人権平和 成人 22人

【事業内容】
松代大本営地下壕と歴史観を視察す
る。

【ねらい】
戦争、平和、人権についての考察を
深める。

【準備過程】
・人権啓発推進協議会委員に通知
・地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：人権啓発推進協議会

【評価と反省】
・反戦の思いを新たにした。
・協議会委員に限らず、一般にも参加
者を募ることで広く学習機会を担保し
た。

【今後の方針】
継続

旧開智学校見学会

11月25日 1回 趣味教養 成人 22人

【事業内容】
耐震工事を終え再開館した旧開智学
校を見学する。

【ねらい】
・身近にある文化財を改めて認識す
る。
・教養向上
・郷土愛を育む。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・身近にある文化財を改めて学び、参
加者の知識向上につながった。
・文化財の保護について学ぶ機会と
なった。

料理教室

11月29日 1回 趣味教養 成人 16人

【事業内容】
・講師：食生活改善推進員
・食生活改善推進員による料理教室
を行う。

【ねらい】
・料理技術向上
・健康増進

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：城北公民館
共催：食生活改善推進員会

【評価と反省】
・フレイル予防のメニューが興味を引
き、参加者も多く食生活改善推進員の
活動の場となった。
・料理の丁寧なポイントや衛生管理の
説明があり、技術向上につながった。

【今後の方針】
食改と相談しながら継続を検討
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健康講座

11月30日 1回 福祉健康 その他 20人

【事業内容】
・健康に関する講話、簡単なスト
レッチなどを行う。

【ねらい】
・運動不足解消
・健康増進

【準備過程】
・地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館体育部、住みよい町
づくり協議会健康の部会、福祉ひ
ろば

【評価と反省】
・企画から運営まで、主催者である住
民が主体的に行った。

【今後の方針】
・継続

城北公民館年末大掃除

12月2日 1回 その他 その他 50人

【事業内容】
公民館を利用している約50の団体か
らなる「城北友の会」が年に一度公
民館の大掃除を行う。

【ねらい】
・公民館の美化、保全
・自ら利用する公共施設を大切にす
る意識を育む。

【共催団体等】
主催：城北友の会

【評価と反省】
約半日の日程の中で、団体の枠を超え
て協力し合い、大掃除を行うことがで
きた。

【今後の方針】
継続

地域めぐり

12月3日 1回 趣味教養 成人 15人

【事業内容】
・行先：第二・第三地区
・他地区を探訪し、歴史や文化財に
ついて学ぶ。

【ねらい】
教養向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館委員会文化部

【評価と反省】
文化部員である住民が主体的に企画・
運営している。

【今後の方針】
継続

クリスマスリース作り

12月10日 1回 趣味教養 成人 7人

【事業内容】
お正月飾りにも使えるクリスマス
リースを作る。

【ねらい】
・参加者の交流
・趣味の幅を広げる。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
参加者それぞれが作品を見せ合いなが
ら交流する機会となった。

【今後の方針】
講師と調整

そば打ち講座

12月15日 1回 趣味教養 その他 18人

【事業内容】
年越しそば文化を感じるため、子ど
もから大人までを対象としたそば打
ち体験を行う。

【ねらい】
・参加者の交流
・趣味の幅を広げる。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
休日に開催したことにより、家族での
参加が多く好評の声が多かった。

【今後の方針】
時間割りをし少人数で行う等実施方法
を検討し継続
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餅つき大会

12月26日 1回 地域文化 その他 30人

【事業内容】
地区内で募ったボランティアと職員
で餅をつき、来館者へ振舞う。

【ねらい】
・参加者の交流
・日本の文化に触れる機会とする。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・参加した子どもが地区ボランティア
と共に餅をついたり飲食をする等、交
流の場となった。
・飲食スペースを作る等検討が必要

【今後の方針】
実施方法を検討し継続

書初め大会

1月4日 1回 その他 青少年 22人

【事業内容】
・講師：書道サークル講師他
・書初め大会を行う。

【ねらい】
・正月行事に触れる。
・講師の添削を受けながら書道技術
を向上する。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：子ども会育成会

【評価と反省】
・毎年の恒例行事として実施した。
・４名の講師が連携し、丁寧に指導し
た。

【今後の方針】
継続

スキーツアー

1月19日 1回 スポーツ その他 22人

【事業内容】
市内のスキー場でスキーに親しむ。

【ねらい】
・冬場の運動不足解消
・参加者の交流
・健康増進

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：住みよい町づくり協議会健
康の部会

【評価と反省】
・昨年参加が少なく中止となったた
め、行先の検討をしたところ申込みが
増えた。
・家族での参加が多く楽しんでもらえ
たが、当日の手続きに時間がかかる場
面があり、詳細な計画が必要

【今後の方針】
行先等を主催者と相談しながら検討

軽スポーツ交流会

1月26日 1回 スポーツ その他 30人

【事業内容】
老若男女問わず楽しめる軽スポーツ
を行う。

【ねらい】
・冬場の運動不足解消
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館委員会体育部、住み
よい町づくり協議会健康の部会、
子ども会育成会

【評価と反省】
申し込みが少なかったが当日参加もあ
り、世代を超えて軽スポーツを楽しん
だ。

【今後の方針】
継続

珈琲焙煎講座

2月1日 1回 趣味教養 成人 16人

【事業内容】
珈琲焙煎の方法を学ぶ。

【ねらい】
・趣味の幅を広げ、掘り下げる。
・珈琲の健康に係る知識を深める。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・試飲の際には参加者同士で味の感想
を言い合いながら交流を深めた。
・講師が保健師のため健康に関する質
問が寄せられ健康意識向上につながっ
た。

【今後の方針】
講師と調整し継続

69



令和６年度　事業報告

城北公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

文化部主催講演会

2月14日 1回 その他 成人 26人

【事業内容】
演題「人々は疫病とどう向き合った
か」
各講師：地区住民

【ねらい】
・教養を深める
・地域の歴史や人物を振り返る

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館委員会文化部

【評価と反省】
講演会の企画や運営等について、文化
部員である住民が主体的に行った。

【今後の方針】
継続

ボウリング大会

2月23日 1回
地域事業
（体育）

その他 30人

【事業内容】
町会対抗のボウリング大会を行う。

【ねらい】
・冬場の運動不足解消
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
共催：城北公民館委員会体育部、
住みよい町づくり協議会健康の部
会

【評価と反省】
隣接レーン等、町会の枠を超えて交流
する機会となった。

【今後の方針】
継続

男衆のキッチン

2月20日 1回 趣味教養 その他 15人

【事業内容】
・講師：城北地区食生活改善推進委
員
・男性の料理教室を行う。

【ねらい】
・男性の料理技術向上
・男性の公民館活動参加促進

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体】
主催：城北地区社会福祉協議会

【評価と反省】
健康に関するアドバイスや調理方法の
ポイント説明があり、技術向上の機会
となった。

【今後の方針】
継続

ミステリーツアー

3月12日 1回 趣味教養 成人 20人

【事業内容】
行先をクイズ形式にし、当日まで明
かさない視察を行う。

【ねらい】
・参加者の自発的な事前学習
・教養向上

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて出題、
周知

【評価と反省】
事前に参加者が自ら学習したり、参加
者同士で推理しあったりする機会を設
けることができた。

【今後の方針】
バス利用縮減により未定

親子料理教室

3月15日 1回 子育て 家庭教育 15人

【事業内容】
・講師：地区住民
・親子で楽しみながら料理を学ぶ。

【ねらい】
親子の交流

【準備過程】
・主催者と講師とでメニューを検
討
・地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：子ども会育成会

【評価と反省】
料理をとおして親子の交流を深めた。

【今後の方針】
継続
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新・市立博物館に行こ
う

5月27日
2月27日

2回 趣味教養 成人 44人

【事業内容】
歴史文化に精通する地区住民に案内
を依頼し、市立博物館で開催する地
域に関わる特別展を視察

【ねらい】
・教養向上
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
・普段目にすることのない文化財を見
学し、参加者の教養向上となった。
・地域に関わる文化や展示を学び、郷
土愛を育むことにつながった。

【今後の方針】
継続

手作りパンとスイーツ
講座

5月29日
6月30日
7月 8日

3回 趣味教養 その他 36人

【事業内容】
パンと簡単なお菓子の作り方を学
ぶ。

【ねらい】
・参加者の交流
・親子や若者の参加につなげる。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
休日開催の回は、ほとんどが親子での
参加となり、ねらいを達成した。

【今後の方針】
継続

マレットゴルフ大会

 6月8日
11月9日

2回
地域事業
（体育）

その他 43人

【内容】
・会場：アルプス公園
・マレットゴルフを行う。

【ねらい】
・健康増進
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
主催：公民館体育部

【評価と反省】
準備、運営を体育部員の住民が全て主
体的に行った。

【今後の方針】
継続

歴史とロマン講座

6月24日
7月29日
8月26日

3回 趣味教養 成人 51人

【事業内容】
・歴史や文化に関する講座
・講師：松本市文化財審議委員

【ねらい】
・歴史学習
・教養向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・講師の話術等で参加者の満足度が高
い。
・地域の歴史や文化に関する知識が深
まった。

【今後の方針】
継続

夏休み自習室開放

7月24日
～8月21日

1回 子育て 青少年 45人

【内容】
夏休み中の子どもたちへの自習室と
して、公民館の一室を期間中の開館
日に開放

【ねらい】
・快適な学習環境の提供
・子どもに公民館を身近に感じても
らう。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
利用する子どもは固定化しつつある
が、実施期間中は毎日利用されてお
り、ニーズがある。

【今後の方針】
継続
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科学講座

7月30日
3月27日

2回 趣味教養 その他 25人

【事業内容】
子どもの長期休みを利用して、子ど
もから大人までを対象に科学に親し
む講座

【ねらい】
・文系以外の講座展開
・年齢を問わない公民館事業の実施

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・長期休みを利用したことで、親子の
参加が得られた。
・若い世代が参加しやすい申し込みや
周知の方法が課題

【今後の方針】
継続

公民館に泊まって遊ぼ
う

8月2日
8月3日

1回 子育て 青少年 26人

【事業内容】
公民館の宿泊体験を行う。

【ねらい】
子どもの主体性を養う。

【準備過程】
・地区内全戸配付チラシにて周知
・７月13日に事前打ち合わせ会を
開催し、子どもたちが夕食等を計
画

【共催団体等】
主催：子ども会育成会

【評価と反省】
・夕食の買い出しを子どもたちが自ら
行うことで、協調性や主体性を養うこ
とにつながった。
・運営役員の役割や安全面での打ち合
わせを検討したい。

【今後の方針】
継続

古きを訪ね新しきを悠
学する講座

9月11日
9月19日

2回 趣味教養 成人 37人

【事業内容】
・講師：地区住民
・県内の文化財について学ぶ。

【ねらい】
・参加者の交流
・教養向上

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
前年度からの継続参加を基本とすると
ともに、事前学習と現地視察を行うこ
とで、より効果的な学習機会となっ
た。

【今後の方針】
継続

第23回（開館25周年）
城北地区ふれ愛まつり

9月28日
9月29日

1回
地域事業
（文化）

その他 641人

【事業内容】
日頃の成果発表と地域づくりを目的
とした地区文化祭を開催する。

【ねらい】
・参加者の交流
・学習成果の発表

【準備過程】
・地区住民で構成される実行委員
会で、内容等を検討
・地区内全戸配付チラシにて、作
品募集・開催周知

【共催団体等】
主催：ふれ愛まつり実行委員会

【評価と反省】
・昨年より多くの参加があり、地区住
民の交流の場となった。
・実行委員の高齢化があり、運営体制
の検討が必要

【今後の方針】
実行委員会の中で検討しながら継続

○

ハワイアンキルト講座

10月9日
11月6日

2回 趣味教養 成人 22人

【事業内容】
・講師：地区住民
・ハワイアンキルトのクリスマス
ソックスの作り方を学ぶ。

【ねらい】
・参加者の交流
・趣味の幅を広げる。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・講座時間内の完成は難しいが、冬の
こもりがちな時期に自宅で取り組む趣
味の創出機会となった。
・講師が積極的に参加者と会話しなが
ら進め、参加者同士の交流の場とも
なった。

【今後の方針】
継続
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令和６年度　事業報告

城北公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ふれ愛まつり写真展

11月 7日
～11月28日

1回 趣味教養 その他 ―

【事業内容】
地区文化祭の様子を記録した写真を
展示する。

【ねらい】
写真鑑賞をとおした住民の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
当日来場していた住民同士で思い出を
語らう交流の機会となった。

【今後の方針】
継続

ケーキ作り教室

1月20日
2月 2日
2月18日

3回 趣味教養 その他 26人

【事業内容】
ケーキ作りを学ぶ。

【ねらい】
・参加者の交流
・休日開催し、親子や若者の参加に
つなげる。

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・休日開催の会では、地区内他事業と
日程が重なってしまい参加者が少なく
なったため、日程について検討が必要
・例年人気の講座であり、時期に合わ
せたメニューになるよう調整し、参加
者からは好評だった。

【今後の方針】
継続

あなたの知らない松本
城と世界遺産講座

1月24日
1月30日

2回 その他 成人 36人

【事業内容】
・松本城と世界遺産登録に関する講
座
・座学と現地見学を行う。

【ねらい】
・教養向上
・地域にある文化財の価値と保護活
動の再認識

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【共催団体等】
共催：「国宝松本城を世界遺産
に」推進実行委員会、文化振興課

【評価と反省】
講座をとおし、改めて松本城について
認識できたとの声が多く好評であっ
た。

小さな仲間たち・その
７（写真展）

2月17日
～3月21日

1回 趣味教養 その他 ―

【事業内容】
地区住民が撮影した動植物の写真を
展示する。

【ねらい】
・住民の活動発表
・来場者の交流

【準備過程】
地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・例年来場者に好評の写真展
・年齢を問わず楽しめる写真展となっ
た。

【今後の方針】
継続

城北地区の１年を振り
返る（写真展）

3月26日
～5月2日

1回 地域文化 その他 ―

【事業内容】
・地区内で行われた１年間の事業写
真を各種会議が多い期間に展示す
る。
・写真提供：公民館委員会館報記録
班、地区住民、地域づくりセンター
職員

【ねらい】
・地区の行事を振り返る。
・来場者の交流
・住民の活動発表

【準備過程】
・公民館委員館報記録班に写真の
選考、掲示作業補助を依頼
・地区内全戸配付チラシにて周知

【評価と反省】
・人が多く出入りする期間に開催した
ことにより、多くの方の目に触れるこ
とができた。
・公民館委員の活動発表の機会となっ
た。

【今後の方針】
展示内容、日程等含め検討
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令和６年度　事業報告

城北公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

企画運営委員会（会
議）

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 139人

【事業内容】
公民館運営のための委員会を開催す
る。

【準備過程】
地区内各種団体より委員選出

【評価と反省】
公民館事業実施結果の報告、企画検討
に合わせ、各部会の連携強化に寄与し
た。

【今後の方針】
継続

館報編集

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【事業内容】
館報城北地区版編集のための会議を
開催する。

【準備過程】
地区内各種団体より委員選出

【評価と反省】
・地区の活動等に目を向ける記事を取
材、掲載した。
・委員が会議の効率化に努め、例年に
比べて回数を縮減した。

【今後の方針】
・継続
・館報記録班との連携強化

館報記録

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【事業内容】
公民館事業及び地区内の活動を記録
する。

【準備過程】
地区内各種団体より委員選出

【評価と反省】
委員同士で教え合いながら写真技術の
更なる向上に努めた。

【今後の方針】
・継続
・館報編集委員との連携強化

文化部

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【事業内容】
ふれ愛まつり及び研修・講演会の打
ち合わせを行う。

【準備過程】
地区内各種団体より委員選出

【評価と反省】
下見を行なったうえで視察研修の行程
を決定する等、委員が主体となって積
極的に企画、運営している。

【今後の方針】
継続

体育部

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【事業内容】
ウォーキング大会、マレットゴルフ
大会等の打ち合わせを行う。

【準備過程】
地区内各種団体より委員選出

【評価と反省】
・必要物品の準備、当日の運営等、委
員自らが積極的に関わっている。
・恒例行事であっても内容を変える
等、参加者を飽きさせないよう工夫し
た。

【今後の方針】
継続
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令和６年度　事業報告の概要

大手公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 6 4 1 3 8 2 1 5 3 5 4 1 6

延べ
参加人数

68 557 191 35 155 183 18 300 387 61 794 138 237 871

【方針・地域課題】
・「中央地区は家族だ」をスローガンに、地域住民がお互いに支え合っていけるよう住民の場づく
り・関係づくりに取り組む。

・地域づくりセンターを中心に公民館や福祉ひろばが独自性を出しながら地区住民の多くの参加・
参画を促し公民館事業、公民館委員会の活動をより充実させ、主体的な住民を育成する。
　
・「自分が頼りにされている」「自分がいなければこの行事はできない」という主体的な意識を少
しでも持たせることで、地域への愛着と生きがいづくりにつなげてもらえるような「人づくり」を
実施する。

・住民の知りたい、学びたい、やりたい思いを汲み取り、また、困りごとや課題を把握し、公民館
事業をより充実させる。

・住民の得意なこと、公民館で学んだことを地域に還元する機会を設け、住民の活躍の場を作る。

・各団体の主体性を育成するために、主催事業等の方法等について検討の場を設ける。

・ＤＸを活用し、より利用しやすい公民館を目指す。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・体験・学び・交流を活かした公民館活動を実施
し、つながりや関係づくりを促すことができた。

・今年度初めて開催した「人権啓発プロデュー
サー：ＪＫＰ」では、住民有志が協力的・主体的
に企画・運営に携わり、参加者からも大変頼りに
され、やりがいにもつながっている。

・子どもの放課後の居場所づくりを目的とした
「公民館を楽しもう」では、多くの子どもの参加
があった。学校にいけない子どもの参加もあり、
保護者からも感謝された。長期休みの自習室開放
にも毎日来る子どももおり、公民館を居場所にす
る子どもが定着している。

・町会連合会の主催事業に部会を設け、意識付け
を行った。

・玄関先に電子キーボックスを設置し、事前に鍵
を取りに来ることなく公民館を利用できるように
なり、利用者からも好評であった。
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令和６年度　事業報告

大手公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

中央地区お花見会

4月6日 1回
地域事業

（その他）
成人 67人

【内容】
松本城公園にて、地区住民のお花見
会を行う。

【ねらい】
地区住民の親睦と交流を図る。
【地域文化】

【準備過程】
地区町会連合会が主体となり企
画・運営。公民館は補助

【協力】
福祉ひろば、地域づくりセン
ター、社会福祉協議会中央地区支
会

【評価と反省】
７年ぶりに松本城公園での開催。開花
はしていなかったが、子どもから高齢
者まで60名を超える参加者が親睦を深
めることができた。

【今後の方針等】
地区住民の交流の場として継続開催。
関わる住民の主体性をより引き出す方
法を検討する必要がある。

中央地区マレットゴル
フ交流会

4月23日 1回
地域事業
（体育）

成人 16人

【内容】
誰もが楽しめるマレットゴルフを行
う。４人１グループに分かれ、コー
スを周りスコアを競う。会場：武石
森林公園マレットゴルフ場

【ねらい】
健康の増進と参加者同士の交流を図
る。地区内のスポーツ行事を盛り上
げる。
【福祉健康】【スポーツ】

【準備過程】
地区スポーツ協会と公民館で企画

【協力】
中央地区マレットゴルフ同好会

【評価と反省】
グループごと会話を楽しみ、つながり
づくりにも寄与した。市スポーツ協会
からの補助を活用して景品を用意し、
大会を盛り上げることができた。

【今後の方針等】
地区内のマレットゴルフ競技者の裾野
を増やしていきたい。地区のスポーツ
事業を盛り上げていくことは必要であ
るため、他の種目も含め継続開催

ローカル線＆高原
ウォーク

5月29日 1回
地域事業
（体育）

成人 10人

【内容】
大糸線を利用し、小谷村において
ウォーキング及び山菜について学習
会を行う。

【ねらい】
存続が危ぶまれる大糸線の現状を知
り、公共交通について考える。
高原でのウォーキングを行い、健康
の増進と心身のリフレッシュを行
う。
山菜（ワラビ）を切り口に、山岳
県・岳都の機運を醸成する。
【福祉健康】【スポーツ】【環境】

【準備過程】
地区スポーツ協会と公民館で企画

【協力】

【評価と反省】
ウォーキングに加え公共交通や山菜な
ど多様なテーマを絡めることができ
た。
収穫したワラビの一部を公民館で販売
し、売り上げ全額を地区縁日の活動資
金に充てることができた。

【今後の方針等】
多様なテーマを絡めた講座を企画した
い。未来の公共交通やまちについて考
える機会を設けたい。

上高地ウォーク

6月10日 1回
地域事業
（体育）

成人 35人

【内容】
上高地をガイドとともに①明神コー
ス②徳沢コースに分かれて歩く。
既存の公民館事業のウォーキング講
座と合同開催とする。

【ねらい】
市が誇る上高地を歩き、心身のリフ
レッシュを図るとともに、高山植物
や野生動物の知識を深める。
それぞれのコースに挑戦し、日ごろ
の生活習慣にウォーキングを取り入
れるきかっけづくりとする。
【福祉健康】【スポーツ】【環境】

【準備過程】
中央地区スポーツ協会と公民館で
企画

【協力】

【評価と反省】
何とか歩き切った参加者もおり、自身
の体力を感じてもらうきっかけとなっ
た。
既存事業と合同開催としたが、特に問
題なく開催できた。

【今後の方針等】
継続開催。地区でのスポーツ行事を盛
り上げる必要がある。

76



令和６年度　事業報告

大手公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

丸ノ内中学校
校庭一斉除草支援

6月12日 1回 環境 成人 10人

【内容】
丸ノ内中学校の校庭一斉除草を支援
する。

【ねらい】
生徒達と交流し、地域とのつながり
を促すもの

【準備過程】
丸ノ内中学校と調整
地区関係団体へ協力依頼

【協力】
中央地区関係団体

【評価と反省】
生徒・先生・ＰＴＡ・地域住民が除草
作業を行い、時間を共有することがで
きた。生徒に限らず保護者との交流は
貴重な時間であった。

【今後の方針等】
継続支援。学校へ生徒との交流の機会
が増えるよう要望したい。

○

サザンガク主催事業
「ＡＩで話すキャラク
ターづくりワーク
ショップ」受け入れ

7月25日 1回 趣味教養 高齢者 12人

【内容】
小学生対象にサザンガクが開催した
「ＡＩで話すキャラクターづくり
ワークショップ」事業において、小
学生が作成したキャラクターと、地
域住民が実際に会話をする。

【ねらい】
タブレットや生成ＡＩに慣れ、デジ
タルデバイドの解消に寄与する。
小学生世代との交流を促進する。
【その他】

【準備過程】
サザンガク、ＤＸ推進本部で事業
の企画・募集。公民館は比較的来
館者が多い日時等を示し日程調整

【協力】
サザンガク
ＤＸ推進本部
中央地区福祉ひろば

【評価と反省】
既存のひろば事業に来ていた参加者に
残っていただき、生成ＡＩで作成され
たキャラクターと会話を行った。小学
生に関心する住民も多く、小学生の成
功体験にもつながった。作成したＡＩ
キャラクターを１週間借りることがで
き、別日に楽しむ来館者もいた。将
来、家での会話相手にもなり得ると未
来を想像する機会にもなった。

【今後の方針等】
関係機関と連携し、様々な角度から講
座等を企画し、デジタルデバイドの解
消を進めていきたい。

中央地区縁日

8月8日 1回
地域事業
（文化）

その他 500人

【内容】
①青山様・ぼんぼんを地区合同で行
う。
②地区住民等が屋台を出店する。
③花火大会を行う。

【ねらい】
コロナによって中断してしまった青
山様・ぼんぼんを地区で盛り上げ
る。
子ども達の夏休みの思い出を作る。
「縁日」という場を提供し、交流を
促進する。
【地域文化】

【準備過程】
地区団体からなる実行委員会を組
織し、内容について協議した。
松本大学、信州大学の学生や丸ノ
内中学校の生徒にも縁日の企画・
運営の協力者を募った。

【協力】
中央地区関係団体
丸ノ内中学校
松本大学
信州大学
明治安田生命保険相互会社

【評価と反省】
昨年の反省を踏まえ企画を行った。子
ども達のために地域住民が協力して運
営することができた。松本大学と丸ノ
内中学校の生徒による企画は、子ども
たちが大いに楽しんおり、地域で豊か
な体験を提供することができた。明治
安田生命保険相互会社からも多くの協
力をいただくことができた。地区内の
賑わいの場を創出することができた。

【今後の方針等】
今後も無理なく継続されるよう、協力
者を広く募りながら実施していきた
い。

○

日赤奉仕団視察研修

9月26日 1回 福祉健康 成人 20人

【内容】
かんてんぱぱガーデンにおいて健康
チェックを行う。
千畳敷カールを訪れウォーキングを
行う。

【ねらい】
自身の健康について理解を深める。
団員の健康の増進と親睦を深める。
【スポーツ】

【準備過程】
日赤奉仕団中央分団と企画

【協力】

【評価と反省】
参加者の体力に応じて健康チェック、
ウォーキングを行うことができた。ま
た、団員の親睦を深めることができ
た。

【今後の方針等】
継続開催。様々なことに対して協力す
る心を醸成していきたい。
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町内公民館長会視察研
修

9月27日 1回 趣味教養 成人 18人

【内容】
長野市松代の史跡を巡る。

【ねらい】
歴史的教養を深める。
町内公民館長同士、地区住民の親睦
を深める。

【準備過程】
町内公民館長会と企画

【協力】

【評価と反省】
多くの町内公民館長と参加者が出席
し、親睦や繋がりを深めることができ
た。歴史に詳しい住民にガイドを依頼
し、活躍の場を提供することができ
た。

【今後の方針等】
公民館の無い町会が多いが、視察等で
繋がりを深め、町内公民館としての機
能を果たせるよう支援していきたい。

中央地区
ふれあい祭りの開催

10月18日 1回
地域事業
（文化）

成人 100人

【内容】
地区と公民館の文化祭

【ねらい】
「つなげよう中央地区の絆」をテー
マに、飲食ブースや農産物販売、子
ども体験コーナー、作品展示、サー
クル発表会などを行い、地域住民の
親睦と交流を深める。

【準備過程】
地区関係団体からなる実行委員会
を組織公民館は事務局

【協力】
中央地区関係団体

子ども世代の参加が多く、賑やかな祭
りとなった。前日準備や展示レイアウ
トなど、実行委員をはじめ主体的な活
動が垣間見えた。

【今後の方針等】
反省を活かし次年度へつなげたい。事
務局として関係者の主体性を引き出し
ながら継続支援

タイ料理

12月1日 1回 人権平和 成人 8人

【内容】
タイ出身者を講師に招き、料理や文
化を学ぶ。

【ねらい】
異文化理解を図る。【趣味教養】

【準備過程】
地区人権啓発推進協議会と企画・
運営

【協力】

【評価と反省】
異文化を感じ、深めることができた。
地区内のタイの品物を扱う店舗とも、
やり取りが生まれた。

【今後の方針等】
今後外国人住民の増加が見込まれるこ
とから、継続して異文化理解を広めて
いきたい。

利用団体大掃除

12月3日 1回 その他 成人 15人

【内容】
利用団体の有志を募り、感謝を込め
て大掃除を行う。

【ねらい】
会議室を貸すと借りるの関係ではな
く、利用団体との関係づくりを目的
に開催する。

【準備過程】
利用団体へ周知

【協力】
利用団体

【評価と反省】
毎年それぞれ都合がありながらも有志
で参加いただいている。また、普段顔
を合わさない団体の方と話す機会とも
なっている。

【今後の方針等】
利用団体との関係づくりを続けてい
く。

門松づくり

12月25日 1回
地域事業
（文化）

成人 10人

【内容】
地区の有志を募り、伝統行事である
門松づくりを行う。

【ねらい】
伝統行事の伝承
主体的な住民の育成
【地域文化】

【準備過程】
主催団体である地区町会連合会の
材料調達や資材運搬等を支援。当
日の作業を補助

【評価と反省】
門松づくり当日だけでなく、資材調達
をはじめとする事前作業など、より多
くの営みを共有することができてい
る。
解体した門松は子ども会育成会主催の
三九郎の材料ともなり、幅広い世代が
関わる行事となっている。

【今後の方針等】
継続開催。参加者の高齢化が顕著であ
り、担い手の育成が急務である。
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世代間交流もちつき大
会

12月26日 1回
地域事業
（文化）

その他 150人

【内容】
住民寄贈の木製の杵と臼を使い、子
ども達に本格的な餅つきを行う。

【ねらい】
伝統行事の継承
子どもの豊かな体験
世代間交流
【地域文化】

【準備過程】
地区町会連合会及び地区福祉ひろ
ば推進協が中心となり、材料の手
配・役割分担の調整
公民館は周知チラシ作成等支援

【協力】
中央地区関係団体
松本山雅（株）

【評価と反省】
子どもからお年寄りまで多くの交流が
生まれた。子育て世代からも「家では
できない貴重な体験」と好評

【今後の方針等】
主催及び予算等について、役割を改め
て明確にして主体性を促しながら、次
年度も継続開催

○

中央地区新年初顔合わ
せ会

1月7日 1回
地域事業

（その他）
成人 71人

【内容】
地区住民が集い、新年を祝う。

【ねらい】
地区役員、地区住民の親睦を深め
る。

【準備過程】
町会連合会主催事業
公民館・福祉ひろば・地域づくり
センターは企画・運営を支援

【協力】
地区関係団体によるお雑煮作り

【評価と反省】
地区役員・地区住民の親睦を図る貴重
な場となっている。
冬休みの家族連れや、自習室開放に来
ていた小学生たちも顔を出し、多世代
交流の場ともなった。

【今後の方針等】
継続支援。連合会で担当部会を組織
し、主体性を促したい。

新春落語会

1月17日 1回
地域事業
（文化）

成人 34人

【内容】
柳家燕弥による高座

【ねらい】
伝統芸能である落語に触れ、教養を
深める。新年の初笑いを地区に届
け、笑いで地域を元気にする。
【趣味教養】

【準備過程】
関係団体からなる実行委員会を組
織
公民館は事務局となり松本落語会
と調整

【協力】
地区関係団体
松本落語会

【評価と反省】
伝統芸能に触れる機会となった。毎年
楽しみにしている住民もいる。当日の
演目について調べる住民もおり、学び
を深めることができた。

【今後の方針等】
継続開催。予算増が見込まれるため、
多くの共催団体を巻き込んでいきた
い。

新春ピンポン交流会

1月28日 1回 スポーツ 成人 10人

【内容】
ピンポンを楽しみ交流する。

【ねらい】
運動会が地区で行われていないこと
から、地区でスポーツ行事を開催し
盛り上げるもの
地区住民の健康増進を図り、親睦を
深めるもの

【準備過程】
中央地区スポーツ協会と企画・運
営

【協力】
中央地区スポーツ協会
利用団体「Ｗの会」

【評価と反省】
利用団体「Ｗの会」に協力をいただ
き、ピンポンを楽しみながら交流する
事ができた。実は卓球やってますとい
う住民もおり、新たな一面が見られ
た。

【今後の方針等】
継続開催。気軽に楽しく始められるス
ポーツ行事を検討したい。

食育講座
みそ仕込み体験

1月30日 1回 福祉健康 成人 6人

【内容】
大豆、糀、塩などの材料を量り、み
その仕込みを体験する。

【ねらい】
みそや大豆を切り口に、生きる源で
ある「食」を知る機会とする。

【準備過程】
企画・周知

【協力】
丸正醸造

【評価と反省】
コロナによる制限期間中は材料のみ提
供していただき、各家庭で仕込みをし
ていたが、公民館での仕込み体験が復
活した。対面での作業や参加者同士の
会話など、公民館での「集い」を実感
する機会となった。

【今後の方針等】
食育を切り口とした講座を検討
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歴史講座

2月19日 1回 趣味教養 成人 29人

【内容】
「日本の城の推移と松本城周辺の山
城」についての講演会
講師：市文化財課職員（地区住民）

【ねらい】
松本城を初め、城に関する教養を深
める。

【準備過程】
市文化財課へ講師派遣依頼
公民館と町内公民館長会で企画・
周知

【協力】
地区町内公民館長会

【評価と反省】
講師が地区住民でもあったことから、
多くの参加があり、好評であった。

【今後の方針】
もっと聞きたいという声もあり、続編
を企画したい。

食育講座
ソーセージづくり体験

3月17日 1回 趣味教養 成人 11人

【内容】
ソーセージづくりを体験する。

【ねらい】
手作りの食について考える。なかな
か家ではできない体験を公民館が提
供し、公民館の気軽さ・楽しさを
知ってもらう。

【準備過程】
企画・運営
調理が得意な地区住民にスタッフ
を依頼

【協力】
住民有志

【評価と反省】
住民ニーズを受け、昨年度に続いての
開催。地区住民スタッフも定着し、主
体的な活動に繋がっている。

【今後の方針等】
家庭ではなかなか取り組めない体験を
今後も提供したい。

おおてワイン講座

3月19日 1回 趣味教養 成人 25人

【内容】
ワインの知識を学ぶ。

【ねらい】
ワインに関する教養を深める。参加
者同士の親睦を深める。公民館利用
者の新規掘り起こしを図る。

【準備過程】
企画・周知

【協力】
ＯＲＩＩ亭

【評価と反省】
住民ニーズを受け、昨年度に続いての
開催。「楽しかった」と参加者から好
評であった。公民館を普段利用しない
方の参加もあり、新たな交流が生まれ
た。

【今後の方針等】
住民ニーズに応じて開催を検討

６地区合同事業
地域再発見！歩いて探
そうお宝探訪ウォーク
ラリー

3月20日 1回 地域文化 成人 35人

【内容】
昨年度に続き４回目。地区内の隠れ
た名所をウォークラリーで巡る。今
回は中央地区が会場。ウォークラ
リーでクイズを解き、終了後に後藤
先生の講義を行う。
第一、第二、第三、城東、東部、中
央の６地区合同事業

【ねらい】
隠れた名所を再発見してもらい、地
域に愛着を持ってもらう機運を醸成
する。参加者同士の親睦を深める。

【準備過程】
６地区の公民館で実行委員会を組
織し、企画・運営

【協力】
各地区の福祉ひろば、地域づくり
センター、生活支援員

【評価と反省】
毎回地域の魅力を再発見する機会と
なっている。体験＋座学でさらに学び
を深めることができた。

【今後の方針等】
継続開催。スタッフに地区住民を巻き
込んでいきたい。
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四賀地区との交流会

 4月19日
12月 6日

2回 趣味教養 成人 40人

【内容】
元々中央地区と四賀地区がペタンク
を通じて交流しており、ペタンクを
超えた交流会を行う。４月に大手公
民館にてソーセージづくりと居酒屋
公民館、12月に四賀にて野沢菜収穫
と坊主山クラインガルテンにて交流
会を行った。

【ねらい】
地区同士の交流を深め、互いの魅力
を認め合い、愛着形成を図る。

【準備過程】
四賀公民館と調整・企画

【協力】
中央地区、四賀地区のペタンクク
ラブ

【評価と反省】
交流会では「ペタンク以外の種目も
やったらどうか？」と声が上がり、今
後の交流も期待される。両ペタンクク
ラブの親睦を深めることにも繋がっ
た。

【今後の方針等】
次年度も開催

城西花壇整備事業

 6月17日
10月22日

2回 環境 成人 120人

【内容】
地区内にある城西花壇の花の植え替
えを行う。丸ノ内中学校の生徒も参
加する。

【ねらい】
市民の花いっぱい運動の機運を醸成
する。花に触れることで情操の純化
を図る。公民館に愛着を持ってもら
う。
【地域事業（その他）】

【準備過程】
企画・周知

【協力】
中央地区関係団体
丸ノ内中学校

【評価と反省】
今年度も地区団体、有志の協力得て作
業を行うことができた。丸ノ内中学校
の生徒も参加し、地区との交流の機会
となっている。

【今後の方針等】
継続開催。定期的な除草を負担と感じ
る団体の声もあることから、除草等の
管理方法について改めて検討する必要
がある。

○

人権啓発プロデュー
サーの育成

 6月18日
 7月 9日
 9月10日
11月12日
 1月14日
 3月25日

6回 人権平和 成人 20人

【内容】
人権啓発プロデューサー（通称：Ｊ
ＫＰ）を公募し、市の人権啓発推進
委託料の使い道や視察先の決定など
を協議してもらう。

【ねらい】
地区内の人権啓発を強化し、主体的
な住民を育成する。

【準備過程】
企画・周知・募集

【協力】
中央地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
４名の応募があり、２ヶ月に１回の打
ち合わせで委託料を活用した視察先の
検討などを行うことができ、地区内の
人権啓発へ寄与する事ができた。
視察先の検討をする中で事前学習の提
案も生まれ、主体的な住民の育成をす
る事ができた。視察の参加者からも感
謝され、ＪＫＰの方々のやりがい・生
きがいにつながった。

【今後の方針等】
継続開催

大手公民館前
花壇整備事業

 6月21日
11月 8日

2回 環境 成人 25人

【内容】
有志を募り、公民館前のプランター
の花の植え替えや花壇の手入れを行
う。

【ねらい】
市民の花いっぱい運動の機運を醸成
する。花に触れることで情操の純化
を図る。

【準備過程】
企画・周知・募集

【協力】
中央地区関係団体

【評価と反省】
今年度も地区団体、有志の協力得て作
業を行うことができた。

【今後の方針等】
継続開催
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中央地区
ゴルフ交流会

 7月 2日
11月14日

2回 スポーツ 成人 8人

【内容】
地区住民でゴルフの交流会を行う。

【ねらい】
ゴルフを通じて地区住民の交流と親
睦を図る。地区のスポーツ行事を盛
り上げる。

【準備過程】
企画・周知

【協力】

【評価と反省】
チラシでは募集をかけず、愛好家同士
の声掛けで開催した。２回目のリクエ
ストも参加者から生まれ、つながりづ
くりを促すことができた。

【今後の方針等】
様々なテーマを切り口に、つながりづ
くりを促進したい。

ジェンダー平等セン
ター主催講座受け入れ

 8月21日
11月 5日

2回 趣味教養 成人 28人

【内容】
ジェンダー平等センターが主催する
講座を受け入れるもの。
８月21日　成年後見制度
11月５日　らくらく片付け術講座

【ねらい】
他部局の活用及び連携を図る。

【準備過程】
人権共生課と日程調整
公民館でも地域住民に周知

【協力】
ジェンダー平等センター
人権共生課

【評価と反省】
新規に公民館に来る参加者もおり、公
民館の可能性が広がった。

【今後の方針等】
連携して開催を検討

中央地区
人権啓発推進協議会
視察研修

 8月27日
 3月10日

1回 人権平和 成人 40人

【内容】
８月　島崎藤村記念館を訪ね、『破
　　　戒』を題材に部落差別につい
　　　て考える。
３月　富岡製糸場を訪れ、工女の歴
　　　史について考える。

【ねらい】
地区内に人権啓発を図る。

【準備過程】
人権啓発推進プロデューサー（Ｊ
ＫＰ）と視察先について検討

【協力】
【共催団体等】
地区人権啓発推進協議会
ＪＫＰ

【評価と反省】
８月は、地区内の国語教員経験者にガ
イドを依頼し、道中に様々な角度から
学習をする事ができた。
３月は、ＪＫＰとの打合せの中から、
事前学習を行ってはどうかと声が上が
り、視察をより深める事ができた。

【今後の方針等】
今後もＪＫＰと伴走しながら、戦争や
平和について考える機会を提供してい
きたい。

昭和レトロ鑑賞会

 9月25日
11月 2日

2回 趣味教養 成人 20人

【内容】
８ミリフィルム映写機を所有する務
台秀夫さん協力を得て、上映会を行
う。
９月　テレビヒーロー上映会
11月　蟻ケ崎高校演劇部のアテレコ
　　　による無声映画の上映

【ねらい】
昭和の時代を懐かしみながら、令和
に残すべき昭和について考える。
地域住民や高校生に地域での活躍の
場を作る。

【準備過程】
務台さんと企画・打合せ
蟻ケ崎高校演劇部との打合せ

【協力】
務台秀夫さん
蟻ケ崎高校演劇部

【評価と反省】
昭和レトロを軸に様々なテーマで、昭
和を懐かしみ、語ることができた。務
台さんに加え、高校生の活躍の場を創
出することができた。

【今後の方針等】
昭和の人々が選択して、令和の現在に
残っているもの、残っていないものな
どを考えながら、未来を考える視点も
投げかけ深めていきたい。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

蟻ケ崎高校１年
探究フィールドワーク
受け入れ

10月22日
12月12日

2回 その他 家庭教育 17人

【内容】
蟻ケ崎高校の１年生が、探究の授業
の一環で市街地のフィールドワーク
を行うにあたり、公民館や地域に興
味をもつ生徒を受け入れた。
テーマを「公民館と集いの場づく
り」に設定し、公民館のことや中央
地区縁日のブースについて企画して
もらった。

【ねらい】
せっかくの機会なので、高校生に公
民館を知ってもらう場とする。
地域での集いの場について考えても
らい、実践へ繋げる。

【準備過程】
一般社団法人ＫＯＫＯから受け入
れの依頼があり調整

【協力】
一般社団法人ＫＯＫＯ
蟻ケ崎高校

【評価と反省】
高校生に公民館や地域の交流の場につ
いて説明し、公民館の魅力を知っても
らう事ができた。ワークショップでは
縁日のブースについて検討してもら
い、高校生のアイデアを知ることがで
きた。

【今後の方針等】
高校生などの若者の受け入れを積極的
に行い、若者と地域の接点を多くした
い。

いきいき元気大学
第17期・第18期

4月～3月 16回 福祉健康 成人 237人

【内容】
脳トレやリズム運動、ストレッチ等
を行う。年１回ウォーキングを実施
し、屋外での運動の機会を提供す
る。
講師：百瀬みどり氏

【ねらい】
健康づくり・体力づくりを図る。

【準備過程】
講師と調整し企画・運営

【評価と反省】
参加者の高齢化が進んでいるが、毎回
無理のない範囲で体力づくりに取り組
んでいる。新規参加者もあり、新たな
つながりが生まれている。６月の
ウォーキングでは、参加者同士の交流
を深め、関係づくりに寄与することが
できた。

【今後の方針】
今後も主催事業として継続開催。参加
者の主体的な講座運営を模索したい。

健康アップ歌唱講座
第29期・第30期

4月～3月 12回 福祉健康 成人 120人

【内容】
歌唱を通して、呼吸法、声帯の使い
方など学ぶ。
講師：木次由美子氏、寄藤明子氏

【ねらい】
健康増進　心のケア【趣味教養】

【準備過程】
講師と調整し企画・運営

【評価と反省】
公民館主催の本講座と、講座に参加し
ている有志で立ち上がった歌唱サーク
ルが自走し定着している。公民館で主
催する講座で新規掘り起こしを図り、
自立化したサークルへの支援も行いた
い。

【今後の方針】
主催講座の縮小を視野に、立ち上がっ
たサークルの支援を行い、主体的な住
民育成へつなげたい。
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フラダンス講座

4月～3月 12回 福祉健康 成人 117人

【内容】
体幹にも良いとされているフラダン
スを初歩から学ぶ。

【ねらい】
地区住民の健康及び社会福祉の増
進、心身のリフレッシュを目的とし
て開催
【趣味教養】

【準備過程】
講師と調整し企画・運営

【評価と反省】
参加者から、「月１回では振り付けを
忘れてしまうため、自主練習をした
い」と申し出があり、会議室を確保し
支援した。意欲的で主体的な参加者が
育成されている。

【今後の方針等】
継続開催。発表の機会が設けられれば
理想だが、参加者は乗り気ではない。
何かスイッチが入る仕掛けを模索した
い。

かんたん体操コース

5月～3月 6回 福祉健康 成人 57人

【内容】
簡単・優しいをテーマに、椅子に
座って取り組める体操を行う。

【ねらい】
コロナ禍により外出機会の減った高
齢者の健康づくりを支援し、フレイ
ル予防を目的に開催

【準備過程】
講師と調整し企画・運営

【協力】
講師：ＮＰＯ ＣＦＭ実行委員会

既存事業のいきいき元気大学と比べ、
かんたん・やさしいレベルで開催して
いる。参加者の顔ぶれも異なり、ニー
ズを捉えている。

【今後の方針等】
福祉ひろば事業から「いきいき百歳体
操サークル」が立ち上がっている。重
複する部分もあるため、見直しを検討
したい。

居酒屋公民館

4月～3月 12回 その他 成人 292人

【内容】
一人一品を持ち寄り、「みんなで気
軽にワイワイ！！」をテーマに地域
のことを語り合う。

【ねらい】
住民の交流と、語り合いの中から生
まれる住民の自主的な地域活動等に
つなげていけるよう毎月１回定期的
に開催

【準備過程】
企画・周知
当日は参加者で会場設営・片付け
を行う。

【評価と反省】
地区の話題、社会の関心事など、毎回
盛り上がっている。夏には玄関前でＢ
ＢＱを実施した。小学生親子の参加も
あり、定期的な多世代交流の場となっ
ている。

【今後の方針等】
１月に 100回目を迎えた。さらなる参
加者同士の交流に期待したい。住民の
学習の場となるような企画も引き続き
検討したい。

公民館を楽しもう

6月から
月1回

10回 子育て 青少年 37人

【内容】
小学生対象に、工作や調理体験を行
う。

【ねらい】
小学生の放課後の居場所づくり
小学生に公民館を身近に感じてもら
う。

【準備過程】
企画・運営
地区住民にスタッフを依頼
開智小にチラシを配布依頼

【協力】
地区住民
開智小学校

【評価と反省】
子ども達に公民館の楽しさを感じても
らうことができた。地区住民も一緒に
工作を行い、世代間交流の場にもなっ
た。「学校へ行けない子どもの居場所
にもなる」と保護者から感謝された。

【今後の方針等】
継続開催。開催曜日を工夫しながら実
施したい。

○
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自習室開放事業

通年
及び

長期休み
30回 子育て 青少年 100人

【内容】
高校生・大学生へは通年でその日空
きのある会議室を開放する。
小中学生には、夏休み及び春休み期
間を開放する。
いずれも平日の日中

【ねらい】
子ども達に宿題のできる場所を提供
し、公民館は身近なところだと感じ
てもらうことを目的に実施
また、若者と地域の交流へつなげる
ことを目的に実施

【準備過程】
企画・公民館だより、公式インス
タグラムで周知

【評価と反省】
夏休みには小中学生が集まり、真剣に
勉強する姿が見られた。冬休み期間は
小中学生向けに特に周知しなかった
が、利用希望があり開放した。１月の
地区新年初顔合わせ会に急遽参加して
もらい、交流の場となった。「また３
月来るね。公民館無くならないで
ね。」と小学３年生の言葉が印象に
残った。
若者と地域の交流につなげることが思
うように行かず、課題である。
高校生・大学生の利用は全くなかっ
た。中公や博物館のフリースペースの
方が環境としては好まれるか。

【今後の方針等】
継続開催。子どもたちと地区住民との
交流も図りたい。

公民館５部門委員会

通年 通年
公民館委員会・
各種会議等

成人 237人

【内容】
運営、館報、図書・視聴覚、文化、
体育の５部門委員会により、各公民
館事業の企画・運営、評価等を行
う。

【ねらい】
公民館の運営や各種事業に、委員と
して携わってもらい、住民主体によ
る公民館活動を目指す。

【準備過程】
各部門ごとに随時開催

【評価と反省】
各会において、時代に沿った活動を実
施した。運営、館報編集、図書・視聴
覚委員会ではそれぞれの活動が行え
た。
文化委員会は地区ふれあい祭り実行委
員会、体育委員会は地区スポーツ協会
と活動が重なることから、委員会活動
としての実施はなかった。

【今後の方針等】
各委員会の目的、取り組みについて再
度検討したい。

大手公民館要援護者優
先避難所運営委員会

通年 11回 防災 成人 300人

運営員会を組織化し、定期的に開催
する。防災知識や避難所での役割を
学び、平時から災害に備えることを
目的とする。
班長会　年３回開催
委員会　年７回開催
運営訓練　年１回開催

【準備過程】
委員会の内容について、各活動班
班長と企画

【協力】
中央地区防災部
中央地区関係団体

【評価と反省】
年間計画、有識者講演会、被災者講話
などを開催した。また、10月６日に避
難所運営訓練（初動訓練）を開催。訓
練を行う中で見えてきた課題の共有
や、運営にふさわしいマニュアルの改
定に向けた話し合いを行うことができ
た。

【今後の方針等】
定期的に開催し、班ごとの活動内容を
確認し、いざという時に動ける住民を
増やしていきたい。
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中央っ子応援団
下校時見守り活動

通年 11回 子育て 成人 54人

【内容】
地元団体からなる「中央っ子応援
団」を結成し、月２回を定期的な下
校時の見守り活動を行う。

【ねらい】
地域で子供たちを支援する。

【準備過程】
見守り当番の作成

【協力】
中央地区関係団体
開智小学校

【評価と反省】
年度途中から全学年が一斉下校する曜
日へ変更。見守り時間が減り、負担軽
減に繋がった。開智学校側から大変あ
りがたいと感謝をされており、学校と
の連携や、コミュニティースクール事
業の充実へつなげたい。

【今後の方針等】
継続実施。地域でも子どもを育ててい
くの重要性を地区住民へも投げかけて
いきたい。

○

子ども会育成会支援

通年 通年 子育て 家庭教育

【内容】
天守床磨き、青山様・ぼんぼん、
キャンプ、焼き芋大会などの開催を
支援する。

【ねらい】
地区内の子ども会育成会を支援し、
地域で子どもたち育てる機運を醸成
する。
親子に地域に愛着をもってもらう。

【準備過程】
育成会の企画・運営を支援

【評価と反省】
家庭ではできない、豊かな体験をする
機会を提供することができた。

【今後の方針等】
継続支援。子育て世代のニーズを把握
しながら、引き続き子どもたちのため
に支援していきたい。

中央地区町会連合会支
援

通年 通年
地域事業

（その他）
その他

【内容】
主催事業であるお花見会、門松づく
り、もちつき大会などの開催を支援
する。

【ねらい】
地域づくりのエンジンとなる町会連
合会を支援する。町会長会にも同席
し、町会や地域の課題、関心ごとを
把握する。

【準備過程】
各主催事業の企画・運営を支援

【評価と反省】
コロナによる制限が解除され、主催行
事が盛んに行われ、諸々の支援を行う
ことができた。

【今後の方針等】
継続支援。主催事業の意識付けを進め
たい。

社協中央地区支会支援

通年 通年
地域事業

（その他）
その他

【内容】
主催事業であるふれあい会食会など
の事業運営を支援する。

【ねらい】
地区の福祉を推進する。

【準備過程】
企画委員会の資料作成、事業運営
の補助などを行う。

【評価と反省】
企画委員会では、社協事業について委
員の中で共有することができた。

【今後の方針等】
住民が抱える課題が会議に反映され、
解決策が話し合われることが必要
事業の方向性について、今後も共有・
協議を促して行きたい。
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中央地区福祉ひろば事
業支援

11月
 2月
 3月

6回 その他 その他 63人

【内容】
スマホ講座
松本大学の学生を講師として、住民
からのスマホ相談を、個別形式で対
応

【ねらい】
市が進めるＤＸ推進
デジタルデバイドの解消

【準備過程】
福祉ひろばで企画・周知
公民館は当日支援

【評価と反省】
初めは講師へ相談をしていたが、参加
者同士でも教え合う姿も見られ、学び
合い、認め合いの関係が生まれた。

【今後の方針等】
住民からの継続要望があり、Ｒ７年度
は月２回で通年開催

事前の鍵の受取レスシ
ステムの構築

6月～ その他 その他

【内容】
玄関先に電子キーボックスを設置す
る。

【ねらい】
平日夜及び土日祝日の利用時の事前
の鍵の受け取りを不要にし、貸館の
利便性の向上を図る。
利用団体との信頼関係の構築

【準備過程】
マニュアルの作成
利用団体へ周知

【協力】

【評価と反省】
22団体の希望があった。
利用団体からは「便利になった」と好
評

【今後の方針等】
継続実施
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令和６年度　事業報告の概要

安原地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 3 8 2 0 12 3 1 1 0 3 2 3 8

延べ
参加人数

363 22 451 80 0 107 99 36 56 0 359 339 0 451

【方針・地域課題】
１　地区の文化・福祉の向上
　地区住民の繋がりづくり、地域コミュニティーの推進を図るため、地区関係団体と連携して地区
の文化・福祉の向上を図る。

２　文化財保護事業の推進
　県宝である武家屋敷「橋倉家住宅」を中心とした地区内文化財の保護事業を展開。まずは地区住
民に知ってもらい、活用にまでつなげる。

３　コミュニティスクール事業の推進
　地区内の学校と地域住民、また学校同士のパイプ役として、相互を繋げられるよう課題の共有や
解決方法を検討し、事業実施を図る。

４　地域防災の推進
　地区内の各団体と協力して各種防災事業を展開し、地区防災力の向上に努める。

５　地区内ＤＸの推進
　スマートフォンの普及や電子決済が進展していることを踏まえ、主に地区内の高齢者を対象に、
講座を通したＤＸ推進を図る。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　各地域事業は概ねコロナ前と同等規模で開催
できた。一方、地区役員の高齢化、出席ボラン
ティアの固定化等、準備にかかる課題が表面化し
てきているので、新たな担い手の育成や事業内の
新企画を立案する等、事業継続に向けた動きを進
めていく。

２　橋倉家住宅での読書会、ＣＳ事業での歴史ま
ちあるき学習、スマホ相談会にて無料の歴史まち
あるきアプリを用いた文化財巡り等、積極的な
“文化財の活用”ができた。

３　学校側のニーズに応じる形で事業を実施し
た。また、ＣＳ事業発展のための事業を新規に
行った。

４　地区団体と協力して防災勉強会を開催。来年
度も防災の取り組みを前進させていく。

５　スマホ相談会の高齢受講者は基本的操作が難
しい方もおり、ＤＸ推進のハードルは高いが、繰
り返しの学習でアプリ操作の習熟が見られる等、
進展も見えている。講座内容を再検討や新企画を
考案し、より充実したＤＸの推進を図りたい。
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令和６年度　事業報告

安原地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

旭町小学校新１年生下
校指導

4月 5日
4月 8日
4月 9日
4月10日
4月11日

1回 子育て 青少年 23人

【内容】
小学校新１年生が自力下校ができる
よう、地域住民の協力を得て交通の
安全を確保する。

【ねらい】
小学校新１年生の自力下校の達成と
経験を積ませ、小学校生活を送れる
ようにする。

【準備過程】
・全戸配布の公民館だよりで事業
周知
・地区ボランティアに対して個別
に協力を要請

【共催団体】
旭町小・中学校応援団

【評価と反省】
事業が定着してきており、町会長を中
心に来てくださる方が増えてきた。

【今後の方針】
町会役員に限らず、より大勢の地区住
民にも参加してもらえるよう周知方法
等を工夫したい。

○

旭町小学校春の交通安
全教室

4月19日 1回 子育て 青少年 56人

【内容】
２年生を対象に、小学校周辺を歩き
ながら交通マナーや作法を練習す
る。地区ボランティアはチェックポ
イントに立ち、児童への指導と見守
りを行う。

【ねらい】
交通マナーや道路の危険性を学び、
自分の命は自分で守るという意識を
育む。

【準備過程】
地区ボランティアに対して個別に
協力を要請

【共催団体】
旭町小・中学校応援団

【評価と反省】
児童に対し、道路を渡る前の一旦停止
や手を挙げて横断歩道を渡ること等、
交通マナーを教えることができた。

【今後の方針】
事業の継続を図る。

○

安原地区親睦春季マ
レットゴルフ大会

5月12日 1回 スポーツ 成人 33人

【内容】
地区住民を対象に、松本市総合体育
館付属コースにてマレットゴルフ大
会を開催した。

【ねらい】
地区住民の健康増進と参加者同士の
親睦を深める。

【準備過程】
安原地区スポーツ協会が企画・実
施。公民館だよりにて事業を周知

【主催】
安原地区スポーツ協会

【評価と反省】
外でのスポーツ機会があまり無い中
で、本事業を開催したことは、高齢者
の健康増進や気晴らしにも繋がり、意
義深い事業となった。

【今後の方針】
来年度も地区スポーツ協会主催のもと
事業実施を図る。

安原地区親睦ボウリン
グ大会

6月14日 1回 スポーツ 成人 27人

【内容】
地区住民を対象に、アピナボウル松
本城山店にて、ボウリング大会を開
催した。

【ねらい】
地区住民のスポーツ機会の確保。ま
た、健康増進と参加者同士の親睦を
深める。

【準備過程】
安原地区スポーツ協会が企画・実
施。公民館だよりにて事業を周知

【主催】
安原地区スポーツ協会

【評価と反省】
地区住民の健康増進、参加者同士の交
流促進に寄与する事業となった。

【今後の方針】
来年度も地区スポーツ協会主催のもと
事業実施を図る。
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安原地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

橋倉家住宅「春の読書
会」

6月23日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
県宝に指定されている地区文化財
「橋倉家住宅」内にて読書会を開
催。昔ながらの雰囲気を味わいなが
ら、読書を楽しむ。

【ねらい】
文化財保護事業の一環として、“文
化財を活用する”ことに焦点を当て
た事業とすることで、文化財保護を
より一層推進する。

【準備過程】
・安原地区まちづくり協議会文化
部会との日程、内容調整
・当日資料の印刷

【共催団体】
安原地区まちづくり協議会文化部
会

【評価と反省】
閑静な室内で昔ながらの雰囲気を感じ
ながら読書会を楽しむことができた。
また、天白琥珀会の協力で、自家焙煎
のコーヒーを飲みながら参加者それぞ
れが好きな本の意見交換を行い、有意
義な時間となった。

【今後の方針】
文化財を活用するといった観点から
も、内容を変えながら、事業実施を図
りたい。

飯田探訪～旧小笠原書
院と飯島陣屋～

6月28日 1回 趣味教養 成人 22人

【内容】
安原地区歴史研究会の会員を中心と
した他地域の文化保護活動について
学習。今回は飯田市の文化財につい
て学習し、自地区の歴史学習に活か
す。

【ねらい】
他地域の文化保護活動を学ぶこと
で、当地区の文化財保護事業をより
一層推進する。

【準備過程】
・歴史研究会と行程等について打
ち合わせ
・訪問先との日程調整

【共催団体】
安原地区歴史研究会

【評価と反省】
他地域の文化財を学習することで、自
地区の文化財保護活動に新たなアイ
ディア等が用いられた。また、講師の
説明を付けたことで、より深い学習に
つながった。

【今後の方針】
歴史研究会で学習したいものを精査
し、それに関する課外学習を実施した
い。

安原地区親睦球技大会

7月15日 1回 スポーツ 成人 39人

【内容】
地区住民を対象に、卓球、マレット
ゴルフ等の大会を開催

【ねらい】
住民のスポーツ機会を設け、身体・
健康づくりを推進する。

【準備過程】
安原地区スポーツ協会が企画・実
施
公民館だよりにて事業を周知

【主催】
安原地区スポーツ協会

【評価と反省】
地区スポーツ協会が中心となり、地区
住民のスポーツ機会の提供及び健康づ
くりに寄与する事業となった。

【今後の方針】
来年度もスポーツ協会協力のもと、事
業継続を図りたい。

サマーナイトフェスタ
ＩＮ安原

7月27日 1回
地域事業

（その他）
成人 300人

【内容】
安原地区住民を対象とした夏祭り。
露店での飲食物販売や公民館利用団
体等によるステージ発表などを行
う。

【ねらい】
安原地区住民の交流を通して、地域
活性化を図る。子どもからお年寄り
まで幅広い世代が楽しめる事業とす
る。

【準備過程】
・公民館運営委員会、文化委員会
合同会議にて開催可否、内容等を
協議
・各団体、施設との連絡調整
・全戸配布の公民館だより、チラ
シによる広報

【共催団体】
サマーナイトフェスタＩＮ安原実
行委員会（安原地区まちづくり協
議会、安原地区町会連合会、公民
館運営委員会　等）

【評価と反省】
コロナ前と同様の形で開催し、昨年度
並みの来場者数があった。ステージ発
表も盛り上がり、楽しいひとときを作
り出すことができた。
　
【今後の方針】
今年度の実績を踏まえ、さらに内容の
充実を目指して、来年度の事業実施へ
つなげる。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

県宝橋倉家住宅見学会

9月20日
9月21日

1回 地域文化 成人 80人

【内容】
地区文化財であり県宝にも指定され
ている「橋倉家住宅」の見学会を開
催

【ねらい】
橋倉家住宅の存在を広く住民に知っ
てもらい、ゆくゆくは活用にまで繋
げ、文化財保護事業の推進を図る。

【準備過程】
市文化財課と日程調整

【評価と反省】
文化財保護事業を進める上で多くの人
に橋倉家住宅を知ってもらういい機会
となった。

【今後の方針】
市文化財課と協力し、まち歩きをなど
も絡めた事業実施に繋げたい。

橋倉家住宅「秋の読書
会」

9月22日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
県宝に指定されている地区文化財
「橋倉家住宅」内にて読書会を開
催。昔ながらの雰囲気を味わいなが
ら、読書を楽しむ。

【ねらい】
文化財保護事業の一環として、“文
化財を活用する”ことに焦点を当て
た事業とすることで、文化財保護を
より一層推進する。

【準備過程】
・安原地区まちづくり協議会文化
部会との日程、内容調整
・当日資料の印刷

【共催団体】
安原地区まちづくり協議会文化部
会

【評価と反省】
閑静な室内で昔ながらの雰囲気を感じ
ながら読書会を楽しむことができた。
また、天白琥珀会の協力で、自家焙煎
のコーヒーを飲みながら参加者それぞ
れが好きな本の意見交換を行い、有意
義な時間となった。

【今後の方針】
文化財を活用するといった観点から
も、内容を変えながら、事業実施を図
りたい。

旭町小学校遠足付き添
い支援

10月1日 1回 子育て 青少年 70人

【内容】
地区住民が旭町小学校の遠足の付き
添いをする。

【ねらい】
子ども達が安全に遠足を楽しむため
に大人の目を増やすとともに、児童
と地域住民の交流の機会とする。

【準備過程】
・小学校教諭との打ち合わせ
・地区住民への参加呼びかけ

【評価と反省】
地区住民が引率の補助をすることで子
ども達が安心・安全に遠足を楽しむこ
とができた。また、親でも先生でもな
い方が一緒にいることで、ほどよい緊
張感を持ちながら子ども達が頑張る姿
を見られたのも意義深いものだと思わ
れる。

【今後の方針】
学校側の要望に応じて、事業継続を図
る。

○

安原地区文化祭・ひろ
ばまつり

10月12日 1回
地域事業
（文化）

成人 200人

【内容】
公民館利用団体や学校からの展示物
を掲示、ダンスや歌唱等のステージ
発表、福祉ひろばでの飲食物提供も
実施した。

【ねらい】
安原地区で活動しているサークルの
成果発表の機会とすることのほか、
安原地区住民の交流を図るととも
に、安原地区の地域活性化を目指
す。

【準備過程】
・下記共催団体と開催可否、開催
内容等について協議
・ステージ発表団体との内容調整
・全戸配布のチラシで事業周知
・各サークル、学校の成果品を展
示

【共催団体】
安原地区文化祭・ひろば祭り実行
委員会（安原地区まちづくり協議
会、安原地区町会連合会、公民館
運営委員会　等）

【評価と反省】
昨年度の反省から開催日数を２日から
１日に縮小したが、その分濃く充実し
た内容で実施することができた。

【今後の方針】
さらなる発展のため、反省点を振り返
りつつ、来年度の事業実施へつなげ
る。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

澤栁政太郎と島木赤彦
のお話（人権啓発推進
研修）

10月26日 1回 人権平和 成人 38人

【内容】
大正時代に起きた女性教員擁護・排
斥論について関わりのあった地区出
身者の澤栁政太郎と歌人で教育者の
島木赤彦について学習する。

【ねらい】
二人の著名人の生い立ちを元に、女
性の人権や歴史について学習する。

【準備過程】
・下記共済団体と内容について協
議
・公民館だよりにて事業周知

【共催団体】
安原地区人権啓発推進協議会、安
原地区まちづくり協議会文化部会

【評価と反省】
女性の社会進出が始まっていく直前の
日本において、当時の著名人が女性に
ついてどう考えていたかを知ることが
できた。

【今後の方針】
より参加しやすく、参加したいと思わ
れる内容を考え、事業継続を図りた
い。

パッククッキング　お
料理講習会

10月29日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
災害時に役立つパッククッキングに
よる料理づくり講座

【ねらい】
地区住民の健康増進、食育を目的に
開催した。

【準備過程】
・地区食生活改善推進協議会と日
程内容調整
・公民館だよりに事業周知

【主催】
食生活改善推進協議会

【評価と反省】
参加者同士楽しみながら料理づくりを
することができた。今後も内容を検討
しながら、幅広い層へ講座を提供した
い。

【今後の方針】
食生活改善推進協議会と連携して講座
継続を図りたい。

人権フェスタin旭町中

11月5日 1回 人権平和 その他 305人

【内容】
中学校と地域が協同で人権に関する
学習機会を作る。今年度は「楽団
ケ・セラ」を招致し、体育館にて演
奏会を開催。生徒だけでなく地域住
民も参加可能とした。スタッフには
生徒のボランティアを募った。

【ねらい】
中学生と地域がつながる仕組みを作
る。「学校教育」と「社会教育」を
同時に行い、共に人権について考え
る。学校への地域住民の参加を促
し、ＣＳ事業の発展のきっかけとす
る。

【準備過程】
・下記共済団体と事業内容を協議
・「楽団ケ・セラ」との内容調整
・各戸回覧のチラシで事業周知

【共催】
旭町中学校
安原地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
スタッフの生徒は主体的に活動し、司
会進行等を円滑に進めていた。学校側
からも大きな協力を頂くことができ
た。ケ・セラの演奏に感化された生徒
たちは自らの意思で会場を盛り上げる
等、障がいの有無に関わらず、その場
にいた者全員が一体感を得ることがで
き、共生社会について学習することが
できた。一方、地区住民の参加は伸び
悩んだ。

【今後の方針】
事業の継続を図ることで、地域に事業
を浸透させ、発展させていく。
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あさばのウォークラ
リー2024

11月9日 1回
地域事業

（その他）
成人 39人

【内容】
安原地区内や隣接地区の文化財・史
跡にチェックポイントを設定し、関
連する問題を解きながらウォーキン
グを行うウォークラリーを開催。終
了後は、景品抽選会、炊き出しによ
る食事をとった。

【ねらい】
文化財・史跡をチェックポイントと
することで、毎年異なる発見や楽し
さを生み出す。また、ウォーキング
を通じた健康増進、地区住民相互の
交流を図る。

【準備過程】
・下記共催団体と事業内容を協議
・チェックポイント決め、マップ
の作成
・景品、食材の買い出し
・全戸配布のチラシで事業周知

【共催団体】
あさばのウォークラリー実行委員
会（安原地区まちづくり協議会、
安原地区町会連合会、公民館運営
委員会、文化委員会、シフォンの
会　等）

【評価と反省】
ウォークラリー形式を取ったことで、
地区内外の歴史文化財を知る機会と
なった。参加者数が減少傾向にあるた
め、内容等を見直す必要がある。

【今後の方針】
内容を再検討し、より多くの参加が見
込める事業としたい。

“フレイル予防”講座
＆お料理講座

11月15日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
フレイル予防に役立つ料理づくり講
座を開催した。

【ねらい】
地区住民の健康増進、食育を目的に
開催した。

【準備過程】
・地区食生活改善推進協議会と日
程内容調整
・公民館だよりに事業周知

【主催】
食生活改善推進協議会

【評価と反省】
参加者同士楽しみながら料理づくりを
することができた。今後も内容を検討
しながら、幅広い層へ講座を提供した
い。

【今後の方針】
食生活改善推進協議会と連携して講座
継続を図りたい。

安原地区もちつき大会

12月1日 1回
地域事業
（文化）

青少年 100人

【内容】
安原地区に住む子ども、親、祖父母
など、あらゆる世代の方たちを対象
にしたもちつき大会を開催

【ねらい】
昔は多くの家庭で行われていた「も
ちつき」を体験し、日本の伝統文化
に触れる。また、多世代交流を図
る。

【準備過程】
・安原地区子ども会育成会が企画
・公民館だよりにて事業周知

【主催】
安原地区子ども会育成会

【評価と反省】
参加した保護者と子どもの貴重な体験
となった。今回の開催はインフルエン
ザやコロナ禍のため６年ぶりとなっ
た。参加者だけでなくスタッフにとっ
ても貴重な経験となった。

【今後の方針】
来年度の事業実施へつなげる。

四季防災館視察研修
（人権啓発推進事業）

12月12日 1回 人権平和 成人 20人

【内容】
県外の防災施設へのバス視察研修を
実施

【ねらい】
・災害時において障がい者や高齢者
の人権をどう守っていくかについて
学ぶ。
・地震や水害等の災害や防災知識に
ついて学ぶ。
【防災】

【準備過程】
・下記共催団体との日程、行程等
について打ち合わせ
・講座への参加呼びかけ

【共催団体】
安原地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
先進的な防災施設での地震体験や災害
に関する学習会を通じ、災害時におけ
る要配慮者への対応等を考えることが
できた。

【今後の方針】
より参加しやすく、参加したいと思わ
れる内容を考え、事業継続を図りた
い。
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安原地区公民館・福祉
ひろば年末一斉清掃

12月14日 1回 その他 成人 56人

【内容】
日頃公民館を利用しているサーク
ル・団体による年末大掃除を行う。

【ねらい】
日々の清掃では手の行き届かない細
かな場所を年に一回掃除してもらい
ながら、サークル間の交流の機会と
する。

【準備過程】
・事業開催通知の発送
・参加者とりまとめ
・清掃用具の準備

【共催団体】
あさひ会（安原地区公民館利用者
の会）

【評価と反省】
日頃使用している公民館・福祉ひろば
を利用者に丁寧に清掃してもらうこと
で、施設をきれいに保つことができて
いる。

【今後の方針】
事業継続を図る。

旭町小学校４年生＆６
年生　火縄銃学習

12月19日 1回 子育て 青少年 117人

【内容】
信州松本藩鉄砲隊の方を講師に招
き、旭町小学校４、６年生を対象に
火縄銃の歴史、使い方などについて
の学習会を開催

【ねらい】
４、６年生の社会科の授業に合わ
せ、火縄銃の実物を見ながら歴史に
ついて説明を聞くことで、より深い
学習ができる。

【準備過程】
小学校教諭、信州松本藩鉄砲隊の
方との日程、内容調整

【共催団体】
信州松本藩鉄砲隊

【評価と反省】
通常の授業では体験できない講義をす
ることができ、子ども達が興味を持ち
ながら学習に取り組めた。火縄銃の実
物を間近で見ることで、より深い学習
をすることができた。

【今後の方針】
学校側の要望に応じて、事業継続を図
りたい。

○

絵でつくる干支の壁飾
り講座（押絵雛講習
会）

12月19日 1回 趣味教養 成人 4人

【内容】
松本伝統工芸として知られている押
絵雛の技法を学びながら、その年の
干支をモチーフにした壁飾りを作
る。

【ねらい】
松本伝統工芸の一つである押絵雛の
技法を学ぶ。

【準備過程】
・べラミ人形展：三村氏と日程、
内容等について打ち合わせ
・講習会で使用する物品の購入

【評価と反省】
新年を迎えるにあたり季節を感じられ
る講座となった。講習時間が長く、作
業も細かいため、疲れが見える方もい
た。

【今後の方針】
事業継続を図りたい。

安原地区新年顔合わせ
会

1月19日 1回
地域事業
（文化）

成人 59人

【内容】
幅広い地区住民を対象にした地区新
年会を開催。お弁当による会食会、
地元有志による余興を披露する。

【ねらい】
新年の抱負等、地区で取り組むまち
づくりの方向性を共有し、決意新た
に新年を迎える。

【準備過程】
安原地区まちづくり協議会新年会
企画委員会が企画、実施

【評価と反省】
コロナ禍前の会食形式を行うことがで
きた。人数も昨年の倍になり、本年の
まちづくり、地域づくりに向けた決意
を共有できる良い機会となった。

【今後の方針】
事業実施を図りたい。
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旭町小学校２学年豆腐
づくり体験

1月21日
1月22日

1回 子育て 青少年 57人

【内容】
ＪＡ指導員のもと、豆腐づくりの体
験と学習を実施。地区住民がボラン
ティアとして児童の調理実習の支援
を行う。

【ねらい】
豆腐や大豆について学習すると共
に、児童自らの手で調理を行い、料
理全般の知識を学ぶ。

【準備過程】
・小学校教諭との打ち合わせ
・地区住民への参加呼びかけ

【評価と反省】
地区住民のボランティアは、児童に
とって頼りがいのある存在として映っ
た。指導に従い、楽しく調理実習を行
うことができた。

【今後の方針】
学校側の要望に応じて、事業継続を図
る。

○

旭町小学校６年生歴史
まち歩き学習

1月30日 1回 子育て 青少年 59人

【内容】
旭町小学校６年生を対象とした安原
地区の歴史まち歩きを実施。歴史研
究会の会員が講師となり、地区の歴
史文化について説明する。

【ねらい】
城下町特有の歴史文化に触れてもら
う。また、地区内の文化財がどのよ
うに保存・活用されているのか知っ
てもらう。

【準備過程】
・小学校教諭、歴史研究会と当日
の内容、日程等について打ち合わ
せ
・当日の行程表の作成、資料の配
布

【共催団体】
安原地区歴史研究会

【評価と反省】
地区の歴史を記載した資料により、分
かりやすいまち歩きを実施することが
できた。季節が１月で講師も高齢化し
ているため、開催時期の変更が必要

【今後の方針】
内容、時期を再検討して事業実施をし
たい。

○

お料理講座「朝ごはん
でＣｈｏｉｃｅ」

1月30日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
朝ごはんの重要性と健康にまつわる
料理づくり講座を開催

【ねらい】
地区住民の健康増進、食育を目的に
開催

【準備過程】
・地区食生活改善推進協議会と日
程内容調整
・公民館だよりに事業周知

【主催】
食生活改善推進協議会

【評価と反省】
参加者同士楽しみながら料理づくりを
することができた。今後も内容を検討
しながら、幅広い層へ講座を提供した
い。

【今後の方針】
食生活改善推進協議会と連携して講座
継続を図りたい。

安原地区防災勉強会
「安原地区の防災どう
なっているの？」

3月8日 1回 防災 成人 36人

【内容】
市危機管理課職員を講師に招き、安
原地区の災害危険度や防災知識につ
いて学ぶ。日赤奉仕団による手ごろ
な価格でできる防災アイテムの作成
紹介、炊き出しを実施した。

【ねらい】
安原地区の防災について学習すると
共に参加者同士の顔の見える関係づ
くりを図る。

【準備過程】
・日赤奉仕団を中心に町会長、町
会防災部、民生等による企画会議
を実施
・当日の詳細等にて打ち合わせ

【主催】
赤十字奉仕団安原地区分団

【評価と反省】
参加者から防災について知らなかった
ことが学べた、思い込みがあった等の
感想があった。また、参加者同士の意
見交換を通じて町会ごとの情報交換を
行うことができた。

【今後の方針】
引き続き、地区単位・町会ごとの防災
の巣心を図るため、防災にかかる事業
を継続する。
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安原地区高齢者交流

7月30日
3月11日

2回 福祉健康 高齢者 22人

【内容】
安原地区に住む高齢者を対象にバス
講座を開催。今年度は佐久市周辺の
文化財及び群馬県の秋間梅林を訪れ
た。

【ねらい】
主に引きこもりがちな高齢者等を対
象に事業を実施することで、地区全
体の健康づくりの増進と繋がりづく
りを図る。

【準備過程】
・下記共催団体との日程、行程等
について打ち合わせ
・講座への参加呼びかけ

【共催団体】
安原地区まちづくり協議会健康福
祉部会

【評価と反省】
外出機会が少ない方々を中心とした交
流の機会を実施したことで、健康づく
りや繋がりづくりに寄与する事業と
なった。

【今後の方針】
行程内容を変えて、事業継続を図りた
い。

旭町小学校１学年さつ
まいも定植・収穫

 6月10日
11月 4日

2回 子育て 青少年 69人

【内容】
１年生と一緒にさつまいもの定植と
収穫を行う。

【ねらい】
学校が目指す“探究的な学び”を大
事にし、植え方や水やり等について
児童主体で行う。

【準備過程】
小学校教諭と事業内容等について
打ち合わせ

【評価と反省】
学校の方針である“探究的な学び”に
重きを置き、児童たちが植え方などを
勉強しながら定植作業と収穫を実施で
きた。

【今後の方針】
児童たちが主体的に進めることを大事
にしつつ、事業継続を図る。

○

安原地区古本市

3月3日
～3月7日
3月10日

～3月14日

1回 趣味教養 成人 31人

【内容】
地区住民からリサイクル本の提供を
受け、一定期間古本市を公民館内で
開催し、リサイクル本を無料提供す
る。

【ねらい】
・安原地区住民の読書を推進する。
・断捨離を促進することで生活改善
及び片付けから始まる防災のきっか
け作りを図る。
【防災】

【準備過程】
・全戸配布の公民館だよりで事業
周知
・開催直前まで準備期間を設け、
その間にリサイクル本の提供を受
ける。

【評価と反省】
提供を受けたリサイクル本の大半が古
本市期間内に他の提供希望者に渡っ
た。電話でもリサイクル本提供に関す
る問い合わせも寄せられ、住民にとっ
て関心のある取り組みであることが伺
えた。

【今後の方針】
図書委員会にて開催結果に基づき事業
継続の可否や開催内容について検討す
る。

旭町小学校・中学校あ
いさつ運動

通年 子育て 青少年

【内容】
旭町小学校西門、旭町中学校正門の
前で、登校する児童・生徒に地区住
民があいさつする運動

【ねらい】
地域全体であいさつが当たり前にで
きるように。また、子ども達が気持
ちよく学校生活を送れるよう住民が
率先してあいさつ運動を実施

【準備過程】
全戸配布の公民館だよりで事業周
知

【共催団体】
旭町小・中学校応援団

【評価と反省】
事業が定着してきており、町会長を中
心に来てくださる方が増えてきた。

【今後の方針】
町会役員に限らず、地区住民にも参加
してもらえるよう、周知方法等を工夫
したい。

○
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パソコン教室

通年 趣味教養 成人

【内容】
パソコンの基礎学習を行う。月に２
回講師を招き、日頃パソコンを使用
するうえでの不明点について解決を
図る。

【ねらい】
参加者同士が教えながら講座を行う
ことで、技能向上と参加者交流を図
る。

【準備過程】
・講師：山川豊氏と日程、内容を
調整
・全戸配布の公民館だよりで事業
周知

【評価と反省】
当館の定期講座として例年開催してい
るが、参加者の減少・固定化が見られ
る。講師も高齢となってきているた
め、講座内容、回数等を見直す必要が
ある。

【今後の方針】
講師と日程、内容等を再検討し、事業
実施を図る。

スマホ使い方相談会

通年 趣味教養 成人

【内容】
地区住民が日頃スマホを使っていて
分からない点を相談し、説明を受け
る相談会を開催。今年から無料の歴
史まち歩きのＬＩＮＥアプリ「ＭＥ
ＧＵＲＹ（メグリー）」の説明と実
地講習も実施

【ねらい】
地区内ＤＸの推進、スマホに関する
悩み解決

【準備過程】
・下記共催団体と日程、内容等の
調整

【共催団体】
天白琥珀会

【評価と反省】
あえて講座内容は決めず、何でも相談
できる形式にすることで、参加者は気
軽にスマホの悩み事が相談できた。講
座の過程でできたＬＩＮＥグループも
引き続き機能している。メグリーも自
分で繰り返し操作することで操作方法
の習熟に繋がっている。参加者は高齢
者が多いが、その中でもスマホ操作の
レベルに差が生じている。

【今後の方針】
講座内容もマンネリ化しないよう専門
の講師を呼ぶなど検討をする。高齢者
のスマホ操作の習熟を図るため、一定
期間同一の内容で講座を継続する。

スローストレッチ教室

通年 福祉健康 成人

【内容】
ゆっくりとした動きの健康体操を行
う。

【ねらい】
自分に合ったストレッチ体操を行
い、自身の健康づくりに繋げる。

【準備過程】
全戸配布の公民館だよりで事業周
知

【評価と反省】
専任講師に依頼することで継続的に無
理のない範囲でストレッチ体操ができ
た。新たな参加者が時々くるなど、当
館では人気の講座となっている。

【今後の方針】
事業継続を図る。

男のストレッチ講座

通年 福祉健康 その他

【内容】
ストレッチとトレーニングを自分の
ペースで行う。（男性向け）

【ねらい】
男性限定の講座とすることで、男性
の講座参加率を向上させる。

【準備過程】
・すがの鍼灸整骨院：高橋達也先
生と日程打ち合わせ
・全戸配布の公民館だよりで事業
周知

【共催】
安原地区福祉ひろば

【評価と反省】
専任講師に依頼することで継続的に無
理のない範囲でストレッチ体操ができ
た。男性限定にしていることから、男
性が気兼ねなく参加できる講座となっ
ている。

【今後の方針】
新規参加者が増えるよう、内容や周知
方法等を見直し、改善する。
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パンとスイーツ教室

奇数月
第4金曜日

趣味教養 その他

【内容】
パンとスイーツを一品ずつ作る料理
教室を開催

【ねらい】
料理教室を通して、食育、地区住民
の交流を図る。

【準備過程】
・講師：高梨雅子氏と内容等を調
整
・全戸配布の公民館だよりで事業
周知

【評価と反省】
毎回内容を変えて、様々な種類のパ
ン・スイーツづくりを学ぶことがで
き、非常に好評な講座となっている。

【今後の方針】
来年度も継続する。

安原コーヒー講座

通年 趣味教養 成人

【内容】
焙煎コーヒーの淹れ方を学ぶ。

【準備過程】
下記共催団体と日程、内容等の調
整

【共催団体】
天白琥珀会

【今後の方針】
事業の継続を図る。

安原地区歴史研究会

毎月
第4金曜日

地域文化 成人

【内容】
地区内の歴史、文化を中心に、幅広
く歴史について学ぶ。

【ねらい】
会員が率先して地区内の歴史、文化
を学ぶことで、地区内の文化財保護
事業の推進を図る。

【準備過程】
歴史研究会が企画、事業実施

【評価と反省】
地区内の歴史文化を中心に幅広く学習
することができた。文化財保護事業の
推進やコミュニティースクール事業で
の講師など、幅広く活躍しているサー
クルとなっている。

【今後の方針】
座学だけでは会員のモチベーションを
保つのは難しく、講演会やバス研修な
ど内容を工夫しながら事業継続を図る
必要がある。

公民館運営委員会・文
化委員会等合同会議

6月 5日
8月 7日
2月26日

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【事業内容】
公民館の運営、各種イベントについ
て内容等を協議し、事業の運営をす
る。

【ねらい】
安原地区公民館、安原地区全体の活
性化につなげる。

【準備過程】
・会議開催通知の送付
・当日資料の準備
・各種イベント時の役割分担

【評価と反省】
サマーナイトフェスタや文化祭など、
コロナ禍では開催が困難だった地区事
業を、概ね元に戻すことができた。今
後は役員の高齢化及び人手不足の対
策、事業内で新企画の立案して新規参
入者を増やす等、より発展していく方
法の模索が必要｡

【今後の方針】
必要に応じ、随時開催する。

98



令和６年度　事業報告

安原地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

図書委員会

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【内容】
公民館内にある図書スペースの本の
入替。古本市の開催

【ねらい】
地区住民により近い場所で、様々な
ジャンルの本に触れてもらう機会を
提供する。

【準備過程】
松本市中央図書館と各委員との日
程調整

【評価と反省】
それぞれの委員が好きな本を選んで図
書入替を行うことで、楽しみながら入
替活動をすることができた。本の紛失
が多々あるため、予防策を講じる必要
がある。今年度は初の試みとして「古
本市」を開催

【今後の方針】
事業継続を図る。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【内容】
安原地区公民館報の作成

【ねらい】
安原地区公民館報を通して、地域の
情報を発信する。

【準備過程】
・編集会議開催通知の送付
・編集会議資料作成
・館報紙面の割り付け

【評価と反省】
掲載記事の選定や記事校正など、委員
が積極的に意見を言いながら館報編集
を進めることができた。掲載記事が事
業報告のものが多いことから、地域の
“人”に焦点を当てるなど、より興味
深い内容とする必要がある。

【今後の方針】
今後も委員と話し合いながら、よりよ
い館報づくりを進める。
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令和６年度　事業報告の概要

城東公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 0 2 7 5 1 10 5 2 0 0 1 2 5 6

延べ
参加人数

0 51 123 238 24 176 74 38 0 0 79 48 48 105

【方針・地域課題】
・地区の北端、福祉複合施設の３階にある公民館ということで、地域住民が気軽に立ち寄ることが
難しい条件にある。このため大勢の住民に足を運んでもらえるような多種多様の講座、事業を実施
するよう留意している。

・高齢化などにより、地域住民の公民館活動への参加は少なくなってきている。大勢の方が参加し
てもらえる講座等の開催をしたい。

・昨年まではこども育成会事業を城東地区福祉ひろばや元町児童館で開催していたが、ひろばはひ
ろば事業を開催することが主であること、元町児童館には地区以外の子どもも集まるため、今年度
から公民館で開催することとした。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・昨年好評だったカレー講座を２回開催したとこ
ろ、昨年に続き好評でした。苔テラリウムや多肉
植物講座は参加者には好評でした。

・マレットゴルフの参加が減少している。ニュー
スポーツのボッチャやモルック大会を開催したと
ころ予想以上に参加していただけた。

・最初は、城東公民館が分からない親や子がいて
遅れて来たが、後半行事では遅れずに参加いただ
けた。公民館の場所を知らない方が多い。
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令和６年度　事業報告

城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

街中さんぽ

4月17日 1回 福祉健康 成人 35人

【内容】
市が提供しているアプリの操作方法
を学ぶことからスマホの操作方法等
を学ぶ。

【共催団体等】
福祉ひろば

歩く速度や体力などが違うため、それ
ぞれグループに分かれて実施

旭町小学校
交通安全教室

4月19日 1回 子育て 青少年 5人

【内容】
校庭の模擬道路や実際の道路での練
習を通じ、正しい歩行を身につけた
り、再確認したりする機会とする。

【ねらい】
地域で子どもを見守る、育む。

【共催団体等】
城東地区子ども見守り隊

子ども達の交通安全に資することがで
きた。

○

モルック体験会

5月25日 1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
ニュースポーツのモルックを開催
し、ルール等覚えて、身近なスポー
ツと感じてもらう。

【ねらい】
・健康づくり
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
地区スポーツ協会

・ルールは簡単で慣れてもらえば広ま
りそうである。
・定期的に開催して、競技ができるよ
うになればいいと思う。
・会場が床の場合は絨毯等用意が必
要。屋外では場所がない。

苔テラリウム講座

5月28日 1回 趣味教養 成人 7人

【内容】
簡単につくれて、管理も簡単な園芸
講座

【ねらい】
趣味教養をひろげる。

・講師の指導のもと簡単に作ることが
できる。
・地区で他のイベントがあり、参加し
たかったとの声があった。

旭町小学校
さつまいも植え

6月10日 1回 子育て 青少年 2人

【内容】
旭町小学生と地域住民でさつまいも
の植付を行う。

【ねらい】
・児童と地域住民の交流
・食育

・今年はマルチシートが敷いてなかっ
たため植える作業は楽だった。
・長い苗もあったので園芸用の支柱で
深く穴を掘り植えることができた。 ○

第47回マレットゴルフ
大会

6月11日 1回 趣味教養 成人 11人

【内容】
大芝公園でマレットゴルフ大会を行
う。

【ねらい】
・健康づくり
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
地区スポーツ協会

・天候もよく楽しく開催ができた。
・地区内でマレットゴルフが盛んな町
会もあるので、もっと参加者が増えて
ほしい。
・平日開催のため参加者が少なかっ
た。
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令和６年度　事業報告

城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

バスで行く工場見学と
ブルーベリー狩り

6月27日 1回 趣味教養 成人 11人

【内容】
身近な食品工場を見学することによ
り、食の安全性等を学ぶ。

【ねらい】
食の安全性について学ぶ。

・参加者からは体験や見学が多くでき
て喜ばれた。
・地区の他団体の行事と重なり出席者
が少なかった。

城東シアター
（神様のカルテ）

7月2日 1回 趣味教養 成人 6人

【内容】
松本市で撮影された映画「神様のカ
ルテ」の鑑賞

内容が重い内容でした。
・地域医療の問題
・身内がいない人の病死
参加者からは良かったと評価をいただ
いた。

七夕人形作りとほうと
うの会

7月6日 1回 地域文化 青少年 45人

【内容】
・七夕人形づくりを学ぶ。
・ほうとうを食べる。

【ねらい】
地域文化である七夕人形づくりとほ
うとうを子どもに教えて地域文化を
継承する。

【共催団体等】
城東地区育成会

今年度から公民館で開催したため、昨
年まで開催していた児童館で開催する
と思った方がいて遅れて来た。
申込不要で開催したため、材料が足り
なくなるか心配だったが足りた。

女鳥羽川外来植物駆除
作業

7月7日 1回 環境 成人 24人

【内容】
女鳥羽川河川内の外来植物駆除を実
施

【ねらい】
女鳥羽川河川内の環境整備

【共催団体等】
城東地区環境衛生協議会

作業は１時間位行い、ゴミ袋に大量に
駆除をしたが、ほんの一部しか駆除が
できなかった。

盲学校　地域奉仕活動

7月23日 1回
地域事業

（その他）
成人 34人

【内容】
松本盲学校の生徒による施術奉仕

【ねらい】
地域の絆を深める。

【共催団体等】
松本盲学校
福祉ひろば

・地域の方も学校も充実した交流がで
きたとの感想で、今後も継続していき
たい。
・募集人員には達しなかったが参加者
から喜んでいただけた。
・会場を公民館で開催できないか検討
したい。

子ども安全安心学校

8月1日 1回 子育て 青少年 18人

【内容】
・防災、防犯について子どもと大人
が一緒に学ぶ。
・山辺消防署による煙道訓練・消火
器による訓練
・日赤奉仕団によるハイゼックス米
の炊出訓練

【ねらい】
・体験学習
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
山辺消防署
子ども会育成会
日赤奉仕団

・今年度から公民館で開催した。
・猛暑ためか子どもの参加が少なかっ
た。
・ひろばの防災倉庫から窯やプロパン
などの運搬が必要である。
・来年は警察署
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令和６年度　事業報告

城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

相続遺言セミナー

8月3日 1回 防災 成人 22人

【内容】
古い家屋は所有者の名義が何代も前
になっていることがあり、災害等で
倒壊した家屋を解体するにあたり所
有者の同意が必要で相続が済んでい
ないと解体もできない。

【ねらい】
もしもの時に備えて遺言書などを用
意するなど相続について準備をす
る。

【共催団体等】
城東地区防災部

災害時の建物の解体ということで講義
を受けましたが、災害以外でも相続に
ついて早めに準備は必要である。

乗鞍自然観察会

8月5日 1回 福祉健康 成人 16人

【内容】
乗鞍高原自然散策、ウオーキング

【ねらい】
・健康づくり
・参加住民同士の交流

・自然学習や、参加者の健康づくりに
役立った。
・途中で雨が降ったため、車窓から乗
鞍の説明を受けた。

盲学校の草取り作業

9月1日 1回
地域事業

（その他）
成人 14人

【内容】
松本盲学校の草取り

【ねらい】
・地域の絆を深める。
・環境美化

【共催団体等】
地区環境衛生協議会

・申し込み不要で開催したため、台風
の影響でやらないと判断されたのか昨
年より参加者が少なかった。
・学校関係者が参加しなかったので来
年度開催する場合は調整したい。

城東公民館文化祭

9月28日 1回
地域事業
（文化）

成人 79人

【内容】
・公民館利用団体、地域住民による
芸術文化の祭典

【ねらい】
・文化、教養の向上
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
文化委員
文化祭実行委員会

・発表は参加団体が少なく、昨年と団
体数は変わらない、午後１時には舞台
部門は終了した。
・地区住民が楽器の演奏で参加いただ
き盛りあがった。
・各団体の設置時間や発表時間を細か
く打ち合わせる必要がある。楽器の搬
入や設置時間を含めた時間で依頼した
ため、団体による発表時間に差が発生
した。
・展示サークルがないため町内公民館
長等経由で展示作品を募集したが、協
力いただけるのか連絡もない。
・舞台発表のサークルは会議にも参加
しなかったり、準備や片付けも協力が
少ない。
・根本的に開催の有無について検討が
必要かもしれない。
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令和６年度　事業報告

城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第48回マレットゴルフ
大会

10月26日 1回 スポーツ 成人 11人

【内容】
アルプス公園でマレットゴルフ大会
を行う。

【ねらい】
・健康づくり
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
地区スポーツ協会

・参加人数が少ない。
・参加する町会に偏りがある。

旭町小学校
芋掘り

11月1日 1回 子育て 青少年 3人

【内容】
旭町小学生と地域住民でさつまいも
の収穫を行う。

【ねらい】
・児童と地域住民の交流
・食育

・昨年は収穫がほとんどなかったが、
今年は苗によって収穫があったり、無
かったりとまちまちだった。
・とれなかった児童の為に、先生が
こっそり埋めて、埋めた場所を児童に
掘らせて収穫体験をさせていた。

○

地震体験車

12月1日 1回 防災 成人 16人

【内容】
地震車で地震の模擬体験をする。

【ねらい】
地震での揺れを経験して、いざとい
う時に慌てないように心構えを養
う。
消防署員に地震に備えること等の講
話を受け、災害に備える。

【共催団体等】
山辺消防署
城東地区防災部

住民の参加が少なかった。デイサービ
スなど施設職員が都合をつけて参加し
てくれた。

フォッサマグナミュー
ジアム見学

12月10日 1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
フォッサマグナミュージアムを見学
して地震のメカニズムを学ぶ。

【ねらい】
参加者の住んでいる松本が地形的に
どのような場所か学び、少しでも災
害に備える。

ＣＧなどの映像で説明が分かりやす
かった。時期的に施設の見学者が少な
くゆっくり見学ができた。

餅つき大会

12月14日 1回 地域文化 青少年 66人

【内容】
子ども達に臼と杵による餅つきを体
験させて、できたてのお餅を食べ
る。

【ねらい】
伝統文化を学ぶ
子どもと地域住民の交流

【共催団体等】
城東地区育成会

参加した子どもは美味しく食べて、お
代わりした子もいた。今年度から公民
館で事業を実施したため、福祉ひろば
からの荷物の運搬などあった。公民館
の倉庫に道具の保管できる場所を確保
したい。育成会の一部役員の負担が多
かった。
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令和６年度　事業報告

城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

多肉植物寄せ植え講座

12月18日 1回 趣味教養 成人 15人

【内容】
簡単につくれて、管理も簡単な園芸
講座

【ねらい】
趣味教養をひろげる。

・講師の指導のもと簡単に作ることが
できる。
・同じような植物関係の講座を開催し
たい。

本格キムチ漬け講座

12月24日
12月25日

1回 趣味教養 成人 11人

【内容】
簡単漬け物講座

【ねらい】
・文化、教養の向上
・参加住民同士の交流

今年度、材料の白菜が不作で十分な材
料が確保できなかった。準備も含めて
２日参加にしているため参加者が少な
かった。

まゆ玉づくり

1月11日 1回 地域文化 青少年 60人

【内容】
三九郎で焼くまゆ玉をつくる。

【ねらい】
・伝統文化を学ぶ。
・子どもと地域住民の交流

【共催団体等】
城東地区育成会

今年度から公民館で事業を実施したた
め、福祉ひろばからの荷物の運搬など
あった。
公民館の倉庫に道具の保管できる場所
を確保したい。参加の申し込みは町会
の育成会役員にするようになっていた
が、連絡が無かったケースがあった。
材料は余裕があったので足りないこと
はなかった。

ラージ卓球教室

1月18日 1回 スポーツ 成人 9人

【内容】
・ラージ卓球の基本を学び、試合形
式までできるようにする。
・健康づくり
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
地区スポーツ協会

参加人数が少ない。町内公民館で卓球
をやっているという話を聞かないので
地区では盛んではないかもしれない。

ボッチャ・モルック大
会

2月1日 1回 スポーツ 成人 20人

【内容】
それぞれの競技のルールの理解と競
技をして楽しむ。

【ねらい】
・健康づくり
・参加住民同士の交流

【共催団体等】
地区スポーツ協会

総当たりで２種目を同時進行したた
め、モルックが早く試合が終わり待ち
時間が発生した。
来年度は１種類毎、別の日で開催した
い。
町内公民館でやっているという話をき
いたので開催したが、参加しない町会
の方もいる。
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城東公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

やしょうまづくり

2月15日 1回 地域文化 青少年 34人

【内容】
やしょうまを作る。

【ねらい】
・伝統文化を学ぶ。
・子どもと地域住民の交流

【共催団体等】
城東地区育成会

今年度から公民館で事業を実施したた
め、福祉ひろばからの荷物の運搬など
あった。
公民館の倉庫に道具の保管できる場所
を確保したい。餅つきやまゆ玉ほどは
参加者がいなかった。出来上がりを考
えながら作らないといけないので子ど
もには難しかった。

酒蔵見学

3月10日 1回 趣味教養 成人 17人

【内容】
身近な酒蔵を見学して、お酒の作り
方の行程などを学ぶ。

近隣にある見学場所で初めて見学した
方も多く、参加者からは好評だった。

歩いて探そうお宝探訪
ウォークラリー

3月20日 1回 地域文化 その他 33人

【内容】
・ウォークラリー
・ウォークラリーにて巡った史跡に
関する歴史講座

【ねらい】
・地域資源、財産の再発見
・参加住民同士の交流

【主催】
まちなかウォークラリー実行委員
会（第一、二、三、東部、城東、
大手公民館）

地区合同講座として開催。単独館での
企画より大規模に行うことができ、参
加者同士はもちろんのこと、職員同士
の連携醸成や地区間の情報共有にも役
立った。

旭町小学校
新１年生下校見守り 4月 5日

4月 8日
4月 9日
4月10日
4月11日

5回 子育て 青少年 40人

【内容】
旭町小学校の新１年生が安全に下校
できるように見守る。

【ねらい】
地域で子どもを見守る、育む。

【共催団体等】
城東地区子ども見守り隊

子ども達が安全に下校することに資す
ることができた。

○

スマホ相談会

6月18日
8月23日
1月24日

3回 趣味教養 成人 6人

【内容】
市が提供しているアプリの操作方法
を学ぶことからスマホの操作方法等
を学ぶ。

・個別での相談や基本操作を教えられ
た。
・不要なアプリの削除
・課金が発生するアプリのためインス
トールできない内容があった。
・来年度は広報まつもとなどのＱＲの
読み込み方法や松本市公式ＬＩＮＥに
ついて相談会を開催したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

伝承料理教室

 8月23日
10月25日
12月20日
 2月28日

4回 趣味教養 成人 52人

【内容】
地域に伝わる昔ながらの料理を学
ぶ。

【ねらい】
・文化、教養の向上
・参加住民同士の交流簡単に作れる
料理の作り方を学ぶ。

作る料理によっては、細かな計量が必
要でデジタル秤など準備が必要だっ
た。調理道具を綺麗に洗わない人がい
たり片付けが大変だった。

本格インドカレー講座

11月17日
11月24日

2回 趣味教養 成人 40人

【内容】
インドの家庭料理的なカレーつくり
を学ぶ。

【ねらい】
インドの食文化について学ぶ。

２週続けて別メニューで開催した。講
師の店舗にチラシを置いたので市外か
らも参加があった。来年度も別メ
ニューで開催をしたい。

あいさつ運動

4月 5日
8月22日
8月26日
1月 7日
1月 8日

8回 子育て 青少年 37人

【内容】
旭町小、中学校でのあいさつ運動

【ねらい】
・児童生徒と地域住民との交流
・地域で子どもを見守る、育む。

【共催団体等】
城東地区子ども見守り隊

・地区内でボランティアを募り、実施
した。
・子どもや保護者、地域の方が取り組
みを認識できるようにベストを着用し
た。
・学校と連携し、実施内容を検討、継
続したい。

○

旭町中学校読み聞かせ

 7月 8日
 7月10日
 7月11日
12月16日
12月18日
12月19日

6回 子育て 青少年 18人

【内容】
旭町中学生への読み聞かせボラン
ティア

【ねらい】
・中学生は本に触れるきっかけとす
る。
・地域住民の交流

・中学生と接する機会として継続した
取り組みとしたい。
・ボランティアの高齢化等で協力いた
だける方を見つけるのが難しくなっ
た。 ○
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 8人

【内容】
・公民館の運営に助言や支援をいた
だく。
・各部門の主管事業の実施

館報編集委員会

通年 4回
公民館委員会・
各種会議等

成人 17人

【内容】
・公民館の運営に助言や支援をいた
だく。
・各部門の主管事業の実施

図書視聴覚委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 10人

【内容】
・公民館の運営に助言や支援をいた
だく。
・各部門の主管事業の実施

文化委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 7人

【内容】
・公民館の運営に助言や支援をいた
だく。
・各部門の主管事業の実施

体育委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 6人

【内容】
・公民館の運営に助言や支援をいた
だく。
・各部門の主管事業の実施

・活動が定例化しつつあるため、各委
員会の活動理念に沿った新しい取り組
みを模索したい。
・昨年度、図書視聴覚委員、文化委
員、体育委員の選出に町会で偏りが
あったため、各町会から５名はいずれ
かの委員に選出していただくように依
頼をしたが、選出できない町会もあっ
た。
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令和６年度　事業報告の概要

白板地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 3 4 6 6 7 2 1 0 1 0 1 5 2

延べ
参加人数

60 35 70 185 123 286 134 20 0 400 0 120 186 140

【方針・地域課題】
・地区内の関係機関、各種団体等と連携を図った事業を開催した。

・児童センター、小学校、中学校、高校との交流の機会を創出し、世代間の交流を活発にした。

・講座参加者や地域住民の声を取り込み、講座の企画を行った。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・地区内の各種団体との連携により、各種団体と
の共催事業を複数回実施した。今後も、各種団体
の活性化につながる事業を展開していきたい。

・児童センターや小学校、中学校、高校との交流
の機会により、「公民館とは何か」を子ども達に
知ってもらえた。このつながりを活かし、多世代
交流のさらなる活性化を図りたい。

・公民館講座に初めて参加する方も複数おり、公
民館活動の広がりを感じることができた。今後
は、既存の公民館活動への参加者を大切にしなが
ら、新規参加者を集めることができる講座を企画
していきたい。
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白板地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

サントリー天然水工場＆
大町山岳博物館見学

4月25日 1回 環境 成人 20人

【内容】
サントリー北アルプス信濃の森工
場、大町山岳博物館の見学学習

【ねらい】
北アルプスの山や自然、歴史などを
学習し、自然の恵みについて学習す
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
自然環境の学習により、地球温暖化問題
に対する意識向上につながった。

文化伝承講座
端午の節句

5月11日 1回 地域文化 青少年 60人

【内容】
端午の節句について学習し、節句に
ちなんだ料理を食べ、交流を図る。

【ねらい】
端午の節句という文化について学習
し、文化を伝承する。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区食生活改善推進協議会

【評価と反省】
端午の節句の学習だけでなく、地区団体
による音楽の演奏も取り入れ、子どもと
大人の交流につながった。

第22回白板地区大運動会

5月19日 1回
地域事業
（体育）

成人 400人

【内容】
地区大運動会（誰でも参加できる競
技が主体）の実施

【ねらい】
・町会同士の交流
・健康増進

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区スポーツ協会
白板地区町会連合会

【評価と反省】
当日の運営に、松本大学の学生に関わっ
てもらった。地域の大人と若い世代との
交流につながった。

上高地自然観察会＆
ウォーキング

5月20日 1回 環境 成人 30人

【内容】
上高地の自然を観察しながらウォー
キング

【ねらい】
・高齢者の閉じこもり解消
・自然とのふれあい

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
上高地の自然に触れ、自然環境に対する
意識向上につながった。

駒ヶ根シルクミュージア
ム＆光前寺　見学

6月3日 1回 地域文化 成人 20人

【内容】
駒ヶ根シルクミュージアム、光前寺
の見学

【ねらい】
養蚕・製糸の歴史、「ヒカリゴケ」
の学習

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
駒ヶ根市で養蚕・製糸が発展した歴史に
ついて学習した。

夏休み親子体験会
化石の採集

7月20日 1回 子育て 青少年 20人

【内容】
フォッサマグナミュージアムの見
学、化石の採集

【ねらい】
・親子の交流
・子ども同士の交流

【準備過程】
地区内全戸回覧にて周知

【協力】
白板地区子ども会育成会

【評価と反省】
化石の採集により、歴史について学習が
深まった。
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白板地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

乗鞍自然観察会

7月23日 1回 環境 成人 23人

【内容】
乗鞍の自然を観察しながらウォーキ
ング

【ねらい】
・高齢者の閉じこもり解消
・自然とのふれあい

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
乗鞍の自然にふれることができ、自然環
境に対する意識の向上につながった。

公民館であそぼう

8月10日 1回 子育て 青少年 15人

【内容】
子どもを対象とした、公民館での料
理づくり等による交流行事

【ねらい】
学校、学年を超えた子ども同士の交
流

【準備過程】
地区内全戸回覧チラシにて周知

【協力】
丸ノ内スポーツクラブ

【評価と反省】
リーダーシップを発揮する子どももお
り、行事の中での成長を見ることができ
た。

【今後の方針】
継続して実施予定

黒部ダム見学学習

8月19日 1回 環境 成人 30人

【内容】
黒部ダムの見学講座

【ねらい】
脱炭素社会に向け、クリーンなエネ
ルギーの学習、啓発

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
クリーンなエネルギーの学習により、自
然環境に対する意識の向上につながっ
た。

乗鞍自然観察会

8月30日 1回 環境 成人 20人

【内容】
乗鞍の自然を観察しながらウォーキ
ング

【ねらい】
・高齢者の閉じこもり解消
・自然とのふれあい

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
乗鞍の自然にふれることができ、自然環
境に対する意識の向上につながった。

松本市立博物館（生物多
様性と松本）見学講座

9月2日 中止 環境 成人 0人

【内容】
企画展（生物多様性と松本）の見学
学習

【ねらい】
地球環境への意識の向上

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
台風接近に伴い中止とした。

健康料理教室

10月8日 1回 福祉健康 成人 10人

【内容】
白板地区食生活改善推進協議会によ
る健康料理教室

【ねらい】
食育、健康の増進

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区食生活改善推進協議会

【評価と反省】
家庭で作る料理について見直すきっかけ
となった。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

白板日赤奉仕団　視察研
修

10月19日 1回 防災 成人 20人

【内容】
フォッサマグナミュージアムへ行
き、地震のメカニズム等の学習

【ねらい】
防災意識の向上

【協力】
白板日赤奉仕団

【評価と反省】
防災意識の向上につながった。

文書館見学講座

10月23日 1回 趣味教養 成人 12人

【内容】
文書館のバックヤード等の見学

【ねらい】
教養を深める。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
バックヤード見学が盛り上がり、文書館
の講座にも参加してみたいなど教養が深
まった。

バランスボールでスト
レッチ講座

11月20日 1回 福祉健康 成人 15人

【内容】
バランスボールを用いたストレッチ
を行う。

【ねらい】
健康の増進

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
ポジ◎ラボ

【評価と反省】
バランスボールの新しい使い方を学習で
き、健康の増進につながった。

楽団ケ・セラ演奏会

11月27日 1回 人権平和 成人 60人

【内容】
楽団ケ・セラによる演奏会

【ねらい】
人権・共生社会に向けた意識づくり

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区人権啓発推進協議会
白板地区町内公民館長会

【評価と反省】
演奏に聞き入り、涙を流す方もいるほど
感動的な演奏会となった。共生社会に向
けた意識が向上した。

飛騨高山　歴史研究講座

11月29日 1回 趣味教養 成人 25人

【内容】
飛騨高山の朝市や高山陣屋の見学

【ねらい】
教養を深める。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
朝市の歴史や高山陣屋の歴史について学
習できた。

ニュースポーツ体験会

11月30日 1回 スポーツ 成人 20人

【内容】
ボッチャ、カローリングの体験講座

【ねらい】
性別、世代問わず参加できるスポー
ツを通じた健康増進

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区スポーツ協会

【評価と反省】
カローリングはあまり知られていなかっ
たが、初めて体験するとおもしろいと声
があり、普及につながった。
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白板地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

親子料理教室

12月1日 1回 子育て 青少年 20人

【内容】
親子で協力し、クリスマスケーキ作
り

【ねらい】
親子の交流、子ども同士の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区子ども会育成会

【評価と反省】
親子で楽しくケーキを作りながら、他の
親子との交流も深めることができた。

健康料理教室

12月10日 1回 福祉健康 成人 10人

【内容】
白板地区食生活改善推進協議会によ
る健康料理教室

【ねらい】
食育、健康の増進

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区食生活改善推進協議会

【評価と反省】
家庭で作る料理について見直すきっかけ
となった。

クリスマス会

12月15日 1回 子育て 青少年 15人

【内容】
子どもを対象とした、公民館での料
理づくり等による交流行事

【ねらい】
学校、学年を超えた子ども同士の交
流

【準備過程】
地区内全戸回覧チラシにて周知

【協力】
丸ノ内スポーツクラブ

【評価と反省】
ケーキ作りやハンドベル体験等により、
普段体験できないことを体験して、子ど
も同士交流を深めていた。

【今後の方針】
継続して実施予定

しめ飾りづくり

12月19日 1回 地域文化 成人 10人

【内容】
しめ飾りを手作りする講座

【ねらい】
しめ飾りの文化を継承する。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
初めてしめ飾りを作る参加者もいて、文
化の継承につながった。

【今後の方針】
継続して実施予定

そば打ち講座

1月30日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
そば打ち講座

【ねらい】
住民の趣味の養成

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
そばを打ちながら参加者同士交流を深め
ることができた。

松本市立博物館（春を待
つ涅槃図）見学講座

2月7日 1回 地域文化 成人 15人

【内容】
企画展（春を待つ涅槃図）の見学学
習

【ねらい】
趣味、教養を深める。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
松本に伝わる珍しい涅槃図の見学をし、
参加者同士の交流が深まると同時に、教
養も深まった。
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白板地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ひなまつり会

3月1日 1回 地域文化 その他 50人

【内容】
七段飾りの飾り付け、丸ノ内中学校
吹奏楽部の演奏、白板地区食生活改
善推進協議会による料理の提供

【ねらい】
・ひなまつりという文化について学
習し、文化を継承する。
・多世代の交流を図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
白板地区食生活改善推進協議会
丸ノ内中学校吹奏楽部

【評価と反省】
七段飾りの飾り付けで参加者同士の交流
が深まり、多世代の交流につながった。

須坂探訪　～ひな人形を
訪ねて～

3月6日 1回 地域文化 成人 30人

【内容】
世界の民族人形博物館、岩松院の見
学

【ねらい】
ひなまつりという文化について学習
し、文化を継承する。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
千体近くが並ぶお雛さまを見学し、文化
の学習ができた。

茶道　お点前体験会

3月19日 1回 趣味教養 成人 15人

【内容】
松本蟻ケ崎高校茶道部による、お点
前の体験会

【ねらい】
・趣味、教養を深める。
・多世代交流を図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
松本蟻ケ崎高校茶道部

【評価と反省】
お点前の体験により、高校生と参加者の
会話が弾み、多世代交流を図ることがで
きた。

ウエストンと上高地講座

通年 11回 趣味教養 成人 88人

【内容】
近隣地区の住民を対象とした上高地
の山岳・自然・文物について研究を
行う講座

【ねらい】
・教養を深める。
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
座学で上高地について学習。参加者も自
発的に発言があるなど、教養・交流とも
に深まっている。

【今後の方針】
継続して実施

健康吹き矢講座

通年 12回 スポーツ 成人 114人

【事業内容】
腹式呼吸を用い、健康効果も期待で
きる「吹き矢」を行い、ゲーム感覚
でスポーツを楽しむ。

【ねらい】
・健康増進
・高齢者の閉じこもり解消

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
新規加入者を含め、参加者で楽しく吹き
矢を行っている。参加者をより増やすこ
とができるよう、周知を図っていく。

【今後の方針】
継続して実施
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白板地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

暮らしの花講座

通年 12回 趣味教養 成人 96人

【内容】
生活に彩りを与える花と身近なもの
を花器として講座を実施

【ねらい】
・教養を深める。
・参加者の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
気取らずに参加できる講座を目指し、身
近なものを使って講座を実施し、身近な
ものをどう使って花を融合させていく
か、アイディアを参加者で出しながら
行った。

【今後の方針】
継続して実施

スマホなんでも相談

通年 17回 趣味教養 高齢者 40人

【内容】
高齢者向けにスマートフォンの相談
会を実施

【ねらい】
デジタルデバイドの解消

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
参加者の質問に回答する方式で実施。講
座形式ではなく相談形式のため、事前予
約制で対応。予約なく参加する方もお
り、人が多くなると手一杯となる時が
あった。

【今後の方針】
継続して実施

下校時見守り活動

通年 12回
地域事業
（その他）

青少年 120人

【内容】
地区内の小学生の下校時の見守り活
動

【ねらい】
子どもの安全

【協力】
白板地区住みよい町づくり協議会

【評価と反省】
見守り活動への参加者も増え、多くの人
手で下校の見守りが実施できている。

【今後の方針】
継続して実施

○

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

【内容】
事業計画、事業報告等の会議

【評価と反省】
公民館活動について協議した。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 82人

【内容】
文化委員会が関わる事業の計画、実
施

【評価と反省】
五月人形やひな人形の飾りつけ、その他
行事の運営等、活発に活動

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

【内容】
白板地区版館報の編集、会議

【評価と反省】
丸ノ内中学校の生徒に館報編集委員を委
嘱し、中学校の行事や生徒会活動を地区
に情報発信している。

○

図書視聴覚委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 10人

【内容】
年２回、図書の入替作業を実施。お
すすめの図書の紹介文を作成

【評価と反省】
公民館の図書コーナーの利用者が少ない
ため、周知を図っていく。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 54人

【内容】
体育委員が関わる事業の計画、実施

【評価と反省】
ニュースポーツ体験会を実施した。
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令和６年度　事業報告の概要

田川公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 0 5 1 5 3 2 0 0 0 1 2 0 2 2

延べ
参加人数

0 424 14 252 78 142 0 0 0 31 641 0 0 0

【方針・地域課題】
１　次世代育成事業の推進
　
２　地域の居場所づくりと福祉の充実

３ 「地域を知る」学習の充実

４　住民同士の顔の見える関係づくり

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・少子高齢化や人口減少等を背景に、担い手不足
や伝統行事の継承困難など問題が顕在化するな
か、田川地区では将来地域を担う子どもや若者の
郷土への愛着・関心を育むことを目的にコミュニ
ティスクール事業や、地区事業への協力・支援を
通じて、次世代育成の推進を図った。

・高齢者を中心とする住民の居場所づくりの一環
として行う「田川地区いきいきサロン事業」にお
いては、サロン部会を中心に企画し通年開催で
き、住民が気軽に集うことができる居場所づくり
と地域福祉の充実につながった。

・従来の文化・スポーツ事業を通じた交流を中心
に、仲間づくりの活動を積極的に展開し、住民同
士の顔の見える関係づくりを促進した。
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田川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

水辺の生き物観察会

6月1日 1回 環境 青少年 29人

【内容】
両島川において水生生物を採集し観
察する。

【ねらい】
青少年を対象に身近な自然への興
味・関心を育てる。

【準備過程】
公民館だよりへの掲載及び田川小
学校へのチラシ配布により周知

【共催団体等】
・たがわ水辺を守る会
・松本ホタル学会

【評価と反省】
街中の当地区において水生生物を観察
する貴重な自然体験の機会となった。

【今後の方針】
次年度も継続。地域の自然に目を向け
るきっかけとしていきたい。

飛騨高山まちなか
ウォーク

6月22日 1回 福祉健康 成人 37人

【内容】
城下町・商都として発展した高山市
のまちなかを現地ガイド付きで散策
する。

【ねらい】
高山市内のウォーキングを通して、
文化的教養を深めながら心身の健康
増進を図る。

【共催団体等】
気楽に運動委員会

【評価と反省】
良い気候の中でウォーキングを楽し
み、参加者の親睦交流を深めつつ健康
づくりにつなげることができた。

【今後の方針】
気楽に運動委員会で事業内容を検討

群馬文化視察

7月3日 1回 地域文化 成人 38人

【内容】
世界遺産の富岡製糸場を中心に文化
施設等を訪れ、現地ガイドの案内に
より地域の文化活動や歴史を学習す
る。

【ねらい】
近県地域の文化活動や歴史について
の教養を深めるとともに、地域住民
間の交流を深め、地域活動の活性化
を推進する。

【共催団体等】
文化委員会

【評価と反省】
参加者同士の交流を楽しみながら、文
化施設の訪問を通して教養を深めるこ
とができた。

【今度の方針】
文化委員会で検討

ホタル観察会

7月13日 1回 環境 青少年 49人

【内容】
両島川においてホタルを観察すると
ともに、生態系について学習する。

【ねらい】
青少年を対象に身近な自然への興
味・関心を育てる。

【準備過程】
たがわ水辺を守る会で企画、事前
準備等

【共催団体等】
・たがわ水辺を守る会
・松本ホタル学会

【評価と反省】
ホタルを観察しながらその生態を学ぶ
貴重な機会となった。

【今後の方針】
次年度も継続。地域の自然に目を向け
るきっかけとしていきたい。

親子料理教室

7月21日 1回 子育て 家庭教育 14人

【内容】
親子で一緒に調理実習を行い、食生
活改善推進員が考えた献立をつく
る。

【ねらい】
調理を通じた親子のコミュニケー
ションを促し、料理や食事の楽しさ
を実感する機会とする。

【準備過程】
食生活改善推進協議会で企画、準
備等

【共催団体等】
食生活改善推進協議会

【評価と反省】
親子での共同作業を楽しみながら料理
体験ができた。また、子育て世代の公
民館参加のきっかけになった。

【今度の方針】
食生活改善推進協議会で検討
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田川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ぼんぼん・青山様のつ
どいと夕涼み

7月27日 1回
地域事業
（文化）

青少年 316人

【内容】
松本の夏の伝統行事「ぼんぼん」
「青山様」を地区行事として実施す
る。

【ねらい】
少子化を背景に単位町会での実施が
困難になった、ぼんぼん、青山様を
地区事業に位置づけ、伝統行事の継
承を図るとともに、地域の絆づくり
の機会とする。

【共催団体等】
田川地区まちづくり協議会、福祉
ひろば、地域づくりセンター、田
川公民館

【評価と反省】
地区の一大行事として各関係団体の協
力のもと盛大に実施できた。地域の子
ども達やその保護者が多く参加し、伝
統行事の継承を図りつつ、世代を超え
た交流の機会となった。

【今後の方針】
実行委員会で検討

戸隠ウォーキング

9月28日 1回 福祉健康 成人 32人

【内容】
気楽に運動委員会の主管事業とし
て、戸隠神社周辺を散策する。

【ねらい】
自然豊かな戸隠でのウォーキングを
通して、北信地域の伝統文化や自然
に対する情操を養いながら心身の健
康増進を図る。

【共催団体等】
気楽に運動委員会

【評価と反省】
良い気候の中でウォーキングを楽し
み、参加者の親睦交流を深めつつ健康
づくりにつなげることができた。

【今後の方針】
気楽に運動委員会で事業内容を検討

第27回田川地区ふれあ
い文化祭

10月20日 1回
地域事業
（文化）

成人 325人

【内容】
公民館利用サークル及び個人の作品
展示及びステージ発表、ワーク
ショップ
・小学校金管演奏／中学校吹奏楽演
奏／青果即売／喫茶／ゲームコー
ナー／昼食（豚汁、おにぎり）提供
／古本市／綿あめ・ポップコーン提
供／野外コンサート

【ねらい】
公民館を拠点に活動する団体・サー
クル等が、日頃の学習成果を発表し
合い、地域の文化振興に役立てると
同時に、地区の一大イベントとして
住民相互のふれあいと交流の機会と
する。

【共催団体等】
田川地区まちづくり協議会、公民
館五部門委員会、福祉ひろば、地
域づくりセンター、田川公民館

【評価と反省】
・公民館利用サークルの作品展示以外
にも、各団体・個人による活動展示が
多く、文化祭が住民の日頃の活動成果
の発表の場として機能した。
・保育園児の作品展示や小・中学生の
金管演奏、子ども会による「ゲーム
コーナー」、日赤奉仕団による豚汁・
おにぎりのふるまいなどもあり、田川
地区らしい文化祭となった。
・実行委員会でプログラムを検討し、
円滑な準備・運営方法を模索できた。

【今後の方針】
実行委員会で検討
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

田川健康ウォーキング
大会

10月26日 1回
地域事業
（体育）

成人 31人

【内容】
ＭＥＧＵＲＹアプリを活用しながら
田川地区内を散策する。

【ねらい】
身近な地域を歩くことで、田川地区
の自然、歴史文化等への理解を深め
るともともに、住民相互の交流や健
康増進に役立てる。

【準備過程】
福祉ひろばでコース等を設定、公
民館だより及びひろばだよりへの
掲載により周知

【共催団体等】
福祉ひろば

【評価と反省】
参加者同士の交流を楽しみながら
ウォーキングが実施できた。かろやか
会にそばを打っていただき、ウォーキ
ング後に参加者でおいしく食べられ
た。

【今度の方針】
福祉ひろばと検討

男の料理教室

11月20日 1回 趣味教養 家庭教育 12人

【内容】
地域内の男性を対象とした調理実習
を行い、食生活改善推進員が考えた
献立をつくる。

【ねらい】
料理や食事の楽しさを実感し、男性
の生活力向上を図る機会とする。

【準備過程】
食生活改善推進協議会で企画、準
備等

【共催団体等】
食生活改善推進協議会

【評価と反省】
毎年開催している料理教室だが、新規
で参加する男性も見られ、参加者から
口伝えで徐々に参加しやすい雰囲気が
生まれている。

【今度の方針】
食生活改善推進協議会で検討

白樺湖ウォーキング

11月23日 1回 福祉健康 成人 38人

【内容】
気楽に運動委員会の主管事業とし
て、白樺湖周辺を散策する。

【ねらい】
自然豊かな白樺湖でのウォーキング
を通して、心身の健康増進と地域住
民の交流を図る。

【共催団体等】
気楽に運動委員会

【評価と反省】
移動途中での車両トラブル発生によ
り、当初予定していたウォーキングが
実施できなかった。

【今後の方針】
気楽に運動委員会で事業内容を検討

エコキューブ学習会

12月3日 1回 環境 青少年 ー

【内容】
・田川小４年生の授業支援
・地区住民考案のエコキューブ（平
面キューブパズル）づくりやゲーム
を通じてゴミの分別方法を学習す
る。

【ねらい】
環境学習の支援とともに、子ども達
が地域の大人と身近にふれあう機会
とする。

【準備過程】
事前に地域ボランティア向けの講
習会を開催

【共催団体等】
田川小学校

【評価と反省】
地域の大人たちによるサポートのも
と、子ども達がゲーム感覚でごみの分
別方法を学び、資源の大切さに気付く
ことができていた。

【今後の方針】
学校側の要望にもよるが、田川地区の
特色ある活動として継続したい。

○
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まゆだまづくり講習会

1月6日 1回 地域文化 青少年 24人

【内容】
小正月の伝統行事「三九郎」で焼く
団子（まゆだま）を作る。

【ねらい】
近年まゆだまをスーパー等で購入す
る家庭も増えるなか、本来の手作り
を体験し、郷土の伝統文化を伝える
機会とする。

【準備過程】
・サロン部会メンバーに講師を依
頼
・公民館だよりへの掲載及び田川
小学校へのチラシ配布により周知

【評価と反省】
地域の「おばあちゃん」たちから、ま
ゆだまづくりを教わることで、世代間
交流の場になっている。

【今後の方針】
まゆだまの作り方だけでなく、行事の
意味やいわれを伝える機会としていき
たい。

書き初め講習会

1月6日 1回 地域文化 青少年 16人

【内容】
冬休み中の小・中学生を対象とした
書き初め講習。各々学校から宿題と
して出された課題字に取り組む。

【ねらい】
日本古来の年中行事である書き初め
を通して、表現力や集中力、豊かな
感性を養う。

【準備過程】
・公民館で活動する書道師範に講
師を依頼
・公民館だよりへの掲載及び田川
小学校へのチラシ配布により周知

【評価と反省】
講師の丁寧な指導もあり、集中して取
り組んでいる様子であった。初めて筆
を持つ幼児や低学年の参加もあり、書
道に親しむ機会づくりができた。

【今後の方針】
次年度も継続を検討する。

やしょうまづくり講習
会・交流会

1月21日
1月22日

2回 地域文化 青少年 多数

【内容】
田川小１年生の授業支援として、信
州の郷土食である「やしょうま」づ
くりをサポートする。

【ねらい】
郷土の伝統的な食文化を学び継承を
図るとともに、児童と地域の大人と
のふれあいの機会とする。

【準備課程】
指導にあたるボランティアを対象
とした「やしょうま講習会」を前
日に実施

【共催団体等】
田川小学校

【評価と反省】
・事前講習会で試作を重ね、当日もス
ムーズに進行することができた。
・スタッフの後継者育成が課題ではあ
るが、若い世代も少しずつ増えてい
る。

【今後の方針】
郷土の伝統を子ども達に伝える機会と
して、学校側と連携しながら引き続き
取り組みたい。

○

水野先生の食育講座

2月28日
3月14日

2回 福祉健康 女性 25人

【内容】
管理栄養士を講師に、健康づくりに
つながる栄養の講話を聴き、調理実
習に取り組む。

【ねらい】
健康的で豊かな食生活に対する理解
を深め、実際生活に生かす。

【準備過程】
・管理栄養士に講師を依頼
・公民館だよりへの掲載により周
知

【評価と反省】
10年以上続く講座であり、本年度も地
域住民からの要望を受け開催した。食
生活を見直す良い機会であり、調理実
習を含め、参加者から大変好評であっ
た。

【今後の方針】
次年度も継続を検討する。

120



令和６年度　事業報告

田川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

気楽に運動しよう

通年 20回 福祉健康 成人 292人

【内容】
高齢者でも無理なく取り組めるスト
レッチ体操やニュースポーツ等で気
楽に運動する。

【ねらい】
定期的に体を動かすことで、運動習
慣の定着を図り、地域の健康づくり
と仲間づくりを推進する。

【準備過程】
・毎月公民館だよりへの掲載によ
り周知
・運営は気楽に運動委員会が担当

【共催団体等】
気楽に運動委員会

【評価と反省】
毎回笑顔の絶えない講座であり、仲間
と楽しみながら、継続的に体を動かす
機会づくりができた。

【今後の方針】
今後も継続。男性の参加者を増やす工
夫を検討したい。

パソコン講習会

通年 22回 趣味教養 成人 130人

【内容】
パソコンによる文書作成、画像編
集、ホームページ制作等を学ぶ。

【ねらい】
パソコンの基礎を共に学び、生活・
暮らしの向上に役立てる。

【準備過程】
・地区在住の住民に講師を依頼
・毎月公民館だよりにより周知

【評価と反省】
自主的、意欲的に取り組んでおり、パ
ソコン操作の能力向上を感じる。

かろやか会
（そば打ち講習会）

通年 11回 地域文化 成人 174人

【内容】
地域の名人からそば打ちを教わり腕
前を磨く。

【ねらい】
そば打ちを通じて住民同士の仲間づ
くりと交流を図る。特に団塊世代の
男性の参加をねらうもの

【準備過程】
地区在住の講師に依頼

【評価と反省】
・年々技術も向上し、地区行事
（ウォーキング）でそばをふるまうな
ど充実している。今年度は小谷村での
そば打ち研修を受け、参加者が現地で
刺激を受けながら技術を磨いた。
・参加者にとって、公民館で行われる
月に一度の講習が楽しみの一つになっ
ており、生きがいづくりにもつながっ
ている。

公民館報の発行

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

その他 －

【内容】
公民館報「田川版」（年６回）を編
集・発行する。

【ねらい】
住民自らが編集する公民館の機関紙
として、公民館活動を記録するとと
もに、地域を学ぶ学習素材を提供す
る。

【準備過程】
各月の館報編集委員会で紙面内容
を検討・校正した。

【評価と反省】
地域の身近な情報収集に努めることが
できた。

【今後の方針】
館報編集委員会を中心に、住民の関心
に応えられる紙面づくりに努めていき
たい。

五部門委員会

通年 ー
公民館委員会・
各種会議等

その他 ー

【内容】
運営、館報、図書・視聴覚、体育
（気楽に運動）、文化の五部門委員
会により、公民館事業の企画・運
営、評価等を行う。

【準備課程】
各部門ごとに随時開催

【評価と反省】
委員会活動を通して住民の公民館運営
への参画を保障できている。

【今後の方針】
従来の枠組みにこだわらず、地域課題
や住民の学習要望をふまえながら、よ
り弾力的に活動を展開していきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

庄内地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 3 6 1 0 2 0 1 2 0 0 2 6 3

延べ
参加人数

27 99 722 10 0 120 0 30 63 0 0 1600 650 0

【方針・地域課題】
・庄内地区で活動する様々な団体との連携を重視し、黒子として各事業の実施を支援する。地域住
民との連携という面は、引き続き重視しつつ、地域課題の解決に向けて公民館独自事業の展開も
行っていく。

・ゆめひろば庄内は、立地が良く地区内外を問わず多くの利用者が来館するため、より個人個人の
モラル向上のため、利用方法の丁寧な説明を心がけ、気持ちよく互いが使えるよう徹底を図った。

・庄内地区最大のイベントである「ドリーム庄内“秋のつどい”」は、地域の結束、団結、顔の見
える関係の構築を図っていくイベントである。しかし、近年やらされ感が増しており、事業のマン
ネリ化が進んでいた。そこで、地元小中学生に運営委員の希望者を募ったところ19名が参画。イベ
ントの企画や作業の手伝いをしてもらうことで、地区の運営委員の刺激になった。

・子どもたちの活動発表の場ということで、住民から要望の上がっていた「合同演奏会」を開催。
地区内の筑摩小学校・並柳小学校・開成中学校の子どもたちによる演奏会・合唱の発表を行った。

・新興住宅街で市外・県外からの移住者が増えており、松本や信州の文化などを知らない住民が増
えているため、地域愛や住民のつながりづくりのため、地元の観光資源の見学や講演会などで知っ
てもらう機会をつくった。

・町会の公民館長からの意見で、市や県のサービスについて知りたいという意見があったため、生
涯学習課の出前講座を活用し、住民の知る機会をつくった。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・公民館利用団体に講師となってもらい講座や館
内の展示を実施したことで、会員が増えるなど社
会教育活動の活性化が見られた。
・モラル向上で改善も見られたが、利用者への伝
え方など誤解される場面もあったため、より丁寧
な対応を心掛ける必要もある。

・子どもたちが企画、宣伝したことでこれまでよ
りも事業への参加者が増加した。また、次年度以
降もやっていきたいという声が運営委員より聞く
ことができた。

・他校の演奏を聞くことで刺激になっており、活
動が活性化している。

・これまで公民館を利用していない方、引っ越し
たばかりという方が参加してもらうことができ、
講師の方と新たな活動を始めたという声も聞くこ
とができた。
・出前講座はとても良い事業だが、平日日中の対
応が基本となるため、参加できない人も多いとの
意見があった。
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メンズサロン

4月23日 1回 福祉健康 高齢者 10人

【内容】
高齢男性の居場所体験として新村で
活動している「パティオ新村」のス
タッフを招き実施

【ねらい】
独居の高齢男性の居場所づくりの参
考にするため、また住民のニーズ調
査として参加者へ聞き取り。

【準備過程】
会場の提供

【協力】
地区担当の生活支援員が主催

この体験から実際に居場所事業として
「メンズカフェ」が地区でもスタート
した。

県歌『信濃の国』ゆか
りの地を訪ねて

8月20日 1回 地域文化 成人 10人

【内容】
『信濃の国』に出てくる地名を実際
に巡る。また、ガイドの解説によっ
て、ただ訪問するだけでは分からな
い歴史を学ぶ。

【ねらい】
住民同士の交流、地域を知る事で愛
着を持ってもらう。

【準備過程】
講師と打ち合わせをし、場所の選
定

【協力】
奈川公民館に昼食や道中の見どこ
ろを確認

地元の住民も知らない、行ったことが
ない場所も多く、知ってもらう良い機
会となった。今後は、市内の観光資源
も活かしていきたい。

ドリーム庄内“秋のつ
どい”

10月19日
10月20日

2回
地域事業

（その他）
その他 800人

【内容】
初日は小中学生運営委員による前夜
祭、２日目は運動会を実施

【ねらい】
地区住民がイベントをとおして、顔
の見える関係づくりを行う。また地
区資源を発掘し活用する。

【準備過程】
・初めて小中学生の運営委員を募
り、イベントの企画を実施。運動
会の種目決めや前夜祭のお楽しみ
会を行った。
・運動会の運営は実行委員をグ
ループに分け、担当制とした。

【協力】
まちづくり協議会主催

・前夜祭は子ども達が司会進行から全
てを自分達で企画したことで、主体的
な運営が見られた。
・運動会は担当制にしたことで、企画
段階はスムーズに進めることができ
た。しかし、各グループのリーダーが
構成員に対して指示をだすことができ
ず、事務局へ問合せが集中したため、
十分な対応が取れなかった。次年度
は、リーダーとしての役割の説明もよ
り具体的に行い、担当部署への理解を
深めてもらえるようにしていく。

視察研修会

11月6日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 17人

【内容】
馬籠の藤村記念館をガイドの解説と
ともに見学する。

【ねらい】
文化活動の発展、活性化をはかる。

【準備過程】
文化委員と視察場所の検討

【協力】
庄内地区公民館文化委員会

良い刺激となった。また、この活動か
ら他の公民館活動へも参加する住民が
あった。

合同演奏会

11月16日 1回 子育て その他 300人

【内容】
地区内の小中学生の演奏・合唱団体
の発表会

【ねらい】
コロナによって、発表の場や地域住
民が学校と関わる機会の創出

【準備過程】
各校の担当者と打合せ。

【協力】
筑摩・並柳小学校、開成中学校、
地区住民

普段はない、他校の児童・生徒が関わ
る機会を持つことで、活動の活性化に
つながった。近隣の中山小学校からも
参加の要望があった。
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令和６年度　事業報告

庄内地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

「小林一茶」と巡る
“信州”

12月2日 1回 趣味教養 成人 19人

【内容】
信州の代表的な歌人のゆかりの土地
を巡って、歌に込められた思いを感
じる。

【ねらい】
住民同士のつながり、伝統文化振興

【準備過程】
ガイドと見学場所の選定

普段は見ない場所まで案内があり、よ
り理解が深まった。

地震体験＆煙道体験

12月7日 1回 防災 その他 30人

【内容】
地震体験車と火事の煙を想定した体
験訓練

【ねらい】
災害が起こった際に、実際はどんな
状況になるのか知っておくことで、
いざという時でも対応できるように
する。

【準備過程】
消防署へ地震体験車と煙道の借用
を依頼

【協力】
丸の内消防署庄内出張所

体験せずに実際に起こったら本当に大
変だと知ってもらうことができた。次
年度は地区の行事の際に子ども中心に
体験会を実施予定

新春落語会

1月17日 1回 その他 その他 44人

【内容】
公民館主催で落語を聞く。

【ねらい】
伝統文化を住民に体験してもらうこ
と。

【準備過程】
演者・関係者との打合せ

【協力】
松本落語会

無料で実施することで、誰でも日本の
伝統文化である落語に触れる機会をつ
くり、文化の継承をはかることができ
た。

松代大本営見学会

3月17日 1回 人権平和 その他 27人

【内容】
松代大本営を見学し、戦争の悲惨さ
を学ぶ。

【ねらい】
地元のガイドに依頼し、ただ見学す
るだけでは分からない戦争の悲惨さ
を体感する。

【準備過程】
公民館活動で知り合った方が松代
大本営でボランティアをしてお
り、その縁で依頼することができ
た。

【協力】
ＮＰＯ法人松代大本営記念館

ガイドの解説によって、ただ中に入っ
てみるだけでは分からない歴史を知る
事ができた。今後も座学だけでなく、
実際に県内にもそういった戦争遺産が
あることを感じてもらいたい。

カンタン・楽しい運動
講座

 5月 9日
 5月16日
 5月23日
 6月 6日

4回 福祉健康 高齢者 32人

【内容】
エアロビの体験会

【ねらい】
高齢者の運動不足解消

【準備過程】
公民館サークル提案で実施。活動
に体験として参加

【協力】
公民館サークル「ゆっくりエアロ
ビ」

想定より若い世代の参加もあり、健康
に関心のある人が多くいることが分
かった。この活動からサークルへ入会
する参加者もおり、公民館活動の活性
化が見られた。

弘法山さくら絵画コン
クール

 5月24日
～6月28日

1回 子育て その他

【内容】
地区内の小中学校対象に弘法山の桜
を題材とした絵画展を実施

【ねらい】
地元の資源を知る機会とともに、文
化活動を発展させる。

【準備過程】
画用紙を各校へ配布し、５月中旬
に回収。文化委員会と展示

【協力】
筑摩・並柳・中山小学校、庄内地
区公民館文化委員会

桜の開花状況によっては、実物ではな
く写真を見て絵を描く児童もいるが、
それも良い体験になっているというこ
とで、引き続き実施していく。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

メンズカフェ

 6月25日
 9月15日
11月26日
 2月 5日

4回 福祉健康 高齢者 57人

【内容】
住民ボランティアがコーヒーを提供
し、参加者やスタッフとの交流を行
う。

【ねらい】
高齢男性の居場所づくり

【準備過程】
メンズサロンに興味を持った住民
と一緒に計画

【協力】
地区生活支援員主催、地区住民

参加者からスタッフになりたいという
住民もおり、高齢男性の活動活性化に
繋がっている。一方で、固定化された
参加者もいるため、様々な方に興味を
持ってもらえるように新たな活動を検
討する必要がある。

庄内地区子ども会育成
会事業

 7月19日
 8月 2日
 8月 3日
12月 1日
 1月 5日

5回
地域事業

（その他）
その他 800人

【内容】
「やまびここどもまつり」、「お泊
り会」、「三九郎講習会」、「カル
タ会」

【ねらい】
子ども達の健全育成。地域活動への
参画補助

【準備過程】
広報、会場の手配などを実施

【協力】
育成会主催、児童センター、青年
会、庄内盛々会など

・やまびここどもまつりではイベント
参加券の配布方法を変更したことで、
それに伴う待ち時間は減少したが、人
気のあるイベント等の列が増えてしま
い、参加できない参加者も見られた。
昨年課題であった駐車場については改
善された。
・お泊り会では、町内公民館長に協力
を依頼し、災害時を想定してテントや
ベッドの組立を行った。

多国籍料理教室

 8月 4日
 3月20日

2回 その他 その他 19人

【内容】
１回目はフィリピン料理、２回目は
台湾料理を作った。

【ねらい】
多文化理解を深めるため、料理づく
りを通して、外国の文化を学ぶ。

【協力】
講師を務めた住民からの提案によ
り実施

住民から講師になるからやってみない
かと声をいただき実施。家庭料理のた
め、より外国の文化を身近に感じても
らえる機会になった。庄内地区は外国
人の居住者も多いため、今後も継続し
て、多文化共生を進めていきたい。

和歌と楽しむ古典の世
界

10月10日
10月24日
11月 7日
11月21日
12月 5日
12月19日

6回 趣味教養 その他 101人

【内容】
和歌について楽しく学ぶ連続講座。
時代を遡りながら、その変遷につい
ても学んでいく。

【ねらい】
同じ興味関心を持つ住民同士のつな
がりづくり。また、日本の伝統文化
への理解を深める。

【準備過程】
講師と内容や回数を検討

時間帯を平日夜間にしたところ、普段
は参加できなかったという方が多く、
仕事をしていても興味があれば、夜に
参加したいという層が想定よりも多く
いることが分かった。様々な人が参加
できるよう、既存事業についても見直
しを行っていく。

庄内地区フリースペー
ス

8～3月 119回 子育て 青少年 422人

【内容】
公民館の会議室を子どもの居場所と
して開放

【ねらい】
自習スペースの確保、公民館に若い
世代との関わりを創出する。

【準備過程】
地域住民が有償ボランティアとし
て活動するため、事前の打合せ、
マニュアル作成などを実施

【協力】
庄内地区子ども会育成会、庄内
盛々会、ボラティアの会

利用者は少ないが、何度も利用する中
でボランティアと関係性が構築され、
事業の改善やイベント実施へ繋がっ
た。
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公民館運営委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

その他 17人

【内容】
公民館事業の推進と評価

【ねらい】
公民館の事業を客観的に評価しても
らい、より良い活動へ繋げていく。

【協力】
町会連合会役員、町内公民館長会
役員等の地区関係団体が構成員

委員の半数が入れ替わったことで、展
示の内容も変化し、マンネリ感がなく
なった。七夕の笹飾りでは、子ども達
も参加できる工夫があり好評だった。

館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 49人

【内容】
隔月で発行している館報の記事検
討、校正作業

【ねらい】
町会事業や取り組みを紹介すること
で、これからの活動の参考になるよ
うにした。

【準備過程】
委員になった住民がどんな内容な
ら読みたくなるかを意識して記事
の内容を検討した。

町会の年間行事を掲載したことで、興
味を持った住民から問い合わせがあ
り、活性化へ繋がった。

子育て委員会

通年 13回
公民館委員会・
各種会議等

その他 406人

【内容】
未就園の親子向け体験教室。定例の
おはなし会を実施

【ねらい】
子育て支援として居場所づくりを行
い、親同士のつながりづくりをす
る。

【準備過程】
子育て委員により準備、運営が全
て行われている。

【協力】
こどもプラザ、地区住民

コロナ以降、誰かと関わる機会が減っ
ているため参加者との交流を重視し
た。そういった企画は好評で、良いス
トレス発散になっていると感じた。ス
タッフが増えれば開催できる回数も増
えるため、今後も広報に力を入れてい
きたい。

文化委員会

通年 11回
公民館委員会・
各種会議等

その他 61人

【内容】
施設のロビーに季節の展示を行う。
その他必要に応じて公民館事業への
協力

【ねらい】
庄内地区の文化活動の推進

【準備過程】
全て文化委員会で計画・実行

委員の半数が入れ替わったことで、展
示の内容も変化し、マンネリ感がなく
なった。七夕の笹飾りでは、子ども達
も参加できる工夫があり好評だった。

おはなしゆめの会

通年 8回
公民館委員会・
各種会議等

その他 100人

【内容】
保健師の健康診断に合わせて、お話
し会を実施

【ねらい】
親子の交流としておはなし会で楽し
んでもらう。また、健康診断の待ち
時間を楽しく過ごしてもらう。

【準備過程】
全て住民ボランティアによって企
画運営されている。

昨年までおはなし会を定期的に実施し
ていたが、参加者が年々減少してい
た。そこで保健師と相談し、健康診断
で待っている人のためにおはなし会を
実施することとした。その結果、参加
者が増え、健康診断がなくても聞きに
きてくれるようになった。
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筑摩小学校コミュニ
ティスクール事業

通年 子育て その他

【内容】
地域住民が講師となって様々な活動
を行う。（例：朗読、稲作、畑作、
家庭科）

【ねらい】
学校と地域が一体となって教育を行
う。また、活動をとおして地域住民
のつながりを形成する。

【準備過程】
ＣＳ導入前から地域住民が入って
学習活動をしていたため、現在も
学校と住民が相談して実施

事業内容は概ね定番化しており、安定
した教育の場を作ることができてい
る。現状の活動は続けつつ、学校の要
望により新たな活動を模索していく。

○

並柳小学校コミュニ
ティスクール事業

通年 子育て その他

【内容】
地域住民が講師となって様々な活動
を行う。（例：クラブ活動、朝のあ
いさつ）

【ねらい】
学校と地域が一体となって教育を行
う。また、活動をとおして地域住民
のつながりを形成する。

【準備過程】
館長がコーディネーターとして各
活動へ人材を紹介している。

【協力】
庄内地区ボラティアの会

様々な地域ボランティアとのコーディ
ネートが上手に行われたことで、学校
に地域住民が関われる素地ができつつ
ある。特に、あいさつ運動について地
域住民の評価が高い。今年度からクラ
ブ活動の講師を住民が担う体制づくり
を行った。

○

開成中学校コミュニ
ティスクール事業

通年 子育て その他

【内容】
地域住民が講師となって様々な活動
を行う。（例：地域でのボランティ
ア活動、職場体験受け入れ）

【ねらい】
学校と地域が一体となって教育を行
う。また、活動をとおして地域住民
のつながりを形成する。

【準備過程】
館長がコーディネーターとしてボ
ランティアの受け入れ先の確認な
どをしている。

【協力】
地区内にある神社など

開成タイムで地域の清掃活動。また、
避難所開設訓練について地元町会の協
力により実施。次年度は、公民館への
宿泊体験などの要望もあるため、実現
に向けて関係者と協議していく。 ○
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令和６年度　事業報告の概要

鎌田地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 4 2 5 3 3 3 1 5 0 0 2 1 1

延べ
参加人数

14 21 213 240 40 200 48 15 36 0 0 450 0 0

【方針・地域課題】
①公民館は楽しい学びを提供する場でありたい。
②公民館は自身の行動や実践を喚起する“きっかけ作り”となる場でありたい。
③公民館での講座は、多様な市民の希求にできるだけ応えられるよう、広く門戸を開放したい。
④今までやったことの無い講座を開催する。

【重点的に取り組んだ事項】
１　子どもを取り込んだ事業
　⑴　こども陶芸体験教室
　⑵　夏休み公民館学習室解放
　⑶　松本の七夕まつり
　⑷　ニュースポーツ体験会
　⑸　子ども連続スポーツ教室

２　公民館活動サークルや利用者と連携した事業
　　子ども陶芸体験教室

３　新たに取り組んだ講座
　⑴　ハンギングバスケット講座
　⑵　食器のリユース市
　⑶　終活講座
　⑷　防災講座
　⑸　折り紙講座

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・今まで植物に関する講座を開催してこなかった
が、昨年度から頻繁に開催することができた。

・市民からの要望があった、食器リユースを行え
た。また、防災に関する講座を今まで開催できず
にいたが、今年度は開催することができた。

・他にも、他団体との共催で中央西包括支援セン
ターと、地域づくりセンターとの共催で終活講座
も開催でき、ぜひまたやってほしいとの声が聞け
た。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

苔玉づくり講座

5月14日 1回 環境 その他 15人

【内容】
竹下光重先生を講師に迎え、苔玉を
作るもの

【ねらい】
昨年度も開催したが、ぜひまたやり
たいとの声があったため。

【準備過程】
竹下先生と調整

好評だったためまた開催したい。

健康づくりウォーキン
グ

7月5日 1回 福祉健康 その他 21人

【内容】
文化委員会が主催で行う健康トレッ
キング。今年度は車山高原へ行った
（場所は毎年変わる）

【ねらい】
散策を通じて歴史や植物について学
ぶ機会とする。

【準備過程】
文化委員と調整・準備

山へ登る時間を健脚者の１．５倍の時
間で見積もったが、登頂できなかっ
た。また、中には健脚な方がおり１人
で登ってしまい取りまとめが大変だっ
た。

ボッチャ・モルック体
験会

7月24日 1回 スポーツ その他 24人

【内容】
ボッチャ・モルックを体験してもら
うもの（暑さ対策として公民館で
行った）

【協力】
スポーツ委員会

大人や夏休みに入った子ども達に参加
してもらい、交流してもらおうと思っ
たが大人の参加者が０人だった。

鎌田地区防災講座

7月30日 1回 防災 その他 15人

【内容】
松本市社会福祉協議会の西澤さんを
講師に迎え、講義していただくも
の。その後、鎌田地区食生活改善推
進協議会によるパッククッキング講
座を行った。

【準備過程】
各講師との調整

【協力】
松本市社会福祉協議会
鎌田地区食生活改善推進協議会

参加した方からは「勉強になった」と
いう声があったが、参加者がなかなか
集まらなかった。
来年度は地震体験車が来る日に合わせ
て防災講座を開催したい。

松本の七夕まつり

8月3日 1回 地域文化 青少年 24人

【内容】
松本地方の七夕行事を題材にした絵
本や平和をテーマにした絵本の読み
聞かせと七夕人形（紙びな式）作
り。（７月29日～８月７日：短冊
コーナー設置）

【ねらい】
松本の伝統行事を学ぶ機会とする。

【準備過程】
図書・視聴覚委員会で内容の検討

【共催団体】
子ども会育成会

公民館だよりで募集をかけたが参加者
が少なかった。児童センターに呼びか
け募集を行った。
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子ども体験教室

8月9日 1回 趣味教養 青少年 20人

【内容】
鎌田地区公民館の特徴である陶芸作
業棟にて子ども達が陶芸（ものづく
り）を体験するもの

【ねらい】
子ども達に陶芸の楽しさ、魅力を
知ってもらう。

【準備過程】
陶芸協議会と内容を検討

【共催】
鎌田地区陶芸協議会
鎌田地区子ども会育成会

【評価と反省】
子ども達が楽しそうに陶芸に取り組ん
でいた。難しい工程もあったが、陶芸
協議会の皆さんが子ども達に丁寧に指
導してくださった。子ども達の作品
は、10月に開催した「鎌田地区まつ
り」に展示し、大勢の方に鑑賞してい
ただいた。期間的には夏休みに実施が
一番望ましいが、陶芸室のエアコンが
劣化のため熱中症の心配があった。

【今後の方針】
非常に好評な教室であったため、陶芸
協議会と検討し継続したい。

多肉植物ミニ寄せ植え
講座

8月27日 1回 環境 その他 14人

【内容】
竹下光重先生を講師に迎え、多肉植
物の寄せ植えを作るもの

【準備過程】
竹下先生と調整

管理が簡単な多肉植物の講座を開催し
てみたが、思ったより人が集まらな
かった。

リユース食器市

10月4日 1回 その他 その他 ６人

【内容】
家にある不要な食器を出してもら
い、必要としている方へリユースす
るもの

【ねらい】
波田で行っている食器リサイクル市
のようなものを、鎌田地区でできた
らなと思い開催

【準備過程】
10月４日までに家にある不要な食
器を持ってきてもらう。

初めての試みであったが、盛況だっ
た。全部で 100枚以上集まったがすべ
てはけた。当初の予定だと、公民館で
は処分ができないため、余った食器は
出品者に持ち帰ってもらう予定だった
が、それも無かった。

鎌田地区まつり

10月19日 1回
地域事業

（その他）
その他 200人

【内容】
鎌田地区の文化祭。福祉ひろばのひ
ろば祭りや、図書館主催のリサイク
ル本の配布や児童センターによるミ
ニゲームなど。

【ねらい】
地域住民の交流や、施設を知っても
らうため。

【準備過程】
鎌田地区まつり運営委員会を開
き、各団体と調整

昨年度から文化祭改め鎌田地区まつり
として始まった事業。昨年度の経験を
活かし準備をしたが、手順が悪い場面
もあった。来年度に生かしたい。

鎌田小学校・中学校
ジョイントコンサート

10月26日 1回
地域事業

（その他）
その他 250人

【内奥】
鎌田地区にある学校による吹奏楽部
の演奏会（信明中・開明小は不参
加）

【ねらい】
地域住民に子ども達の活動を知って
もらうため。

【準備過程】
各学校と調整

昨年度の反省を生かして開催すること
ができたが、今年度新たに課題となっ
たことを来年度改善していきたい。
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秋の博物館・国宝・名
刹巡り

11月26日 1回 地域文化 その他 26人

【内容】
大町の仁科神明宮、山岳博物館、霊
松寺へ行くもの。毎年図書視聴覚委
員会が企画する、美術館・博物館を
巡る事業

【準備過程】
図書視聴覚委員会による調整

【協力】
鎌田地区公民館図書視聴覚委員会

とても好評だった。初めて来たという
方もいて、ガイド付きで回れたのはよ
かったという声もあった。

人権啓発推進研修「浅
川兄弟資料館と原田泰
治美術館」

12月5日 1回 人権平和 その他 14人

【内容】
浅川兄弟資料館を見学し、その後原
田泰治美術館を巡るもの。浅川兄弟
について学ぶため、事前学習会とし
て映画鑑賞も行った。

【準備過程】
事前映画学習を２日間ほど設け、
映像を見てから当日資料館へ行っ
た。

【協力】
主催：鎌田地区人権啓発推進協議
会

事前学習をしてから資料館へ行けたた
め、わかりやすかったという声があっ
た。来年度以降も開催する場合、事前
学習会というものを設けていきたい。

松本の伝統工芸講座
「干支の押絵づくり」

12月11日 1回 地域文化 その他 12人

【内容】
来年の干支「巳」をテーマに押絵の
技法を学ぶ。

【ねらい】
松本地域の伝統を学ぶ場とする。

講師：三村　隆彦　氏 松本の伝統工芸を知る良い機会となっ
た。講師と内容を検討し継続したい。

ハンギングバスケット
講座

12月19日 1回 環境 その他 11人

【内容】
竹下光重先生を講師にハンギングバ
スケットを作るもの

【ねらい】
クリスマス飾りとして、家にも飾れ
るものを作る。

【準備過程】
竹下先生と調整

参加者からは初めて作ったが、楽し
かったなどの声が聞けた。前年度から
造花でつくるクリスマス飾りを辞め、
生花に変えたが好評である。

ボッチャ交流会

2月21日 1回 スポーツ その他 24人

【内容】
ボッチャを老若男女関係なくチーム
分けをし、対戦するもの

【ねらい】
地域の方と子ども達の交流の場とし
て開催

【準備過程】
特になし。運営も館長、主事、生
活支援員で行った。

子ども達が学校から帰ってくる時間に
開催した為、地域の方がなかなか集ま
らなかった。（15時スタート）
子ども達が長期休みや計画休業等で学
校が無いときに開催をするよう検討し
ていきたい。

国宝を巡ろう！

3月13日 1回 地域文化 その他 20人

【内容】
国宝松本城と旧開智学校を案内ボラ
ンティア付きで回るもの

【ねらい】
鎌田地区に在住する人で案内ができ
る人がいる為、地域の方にも学んで
もらうもの。

【準備過程】
案内ボランティアの方と調整

【協力】
案内ボランティア　小岩井さん
文化財課城郭整備担当　小山さん

参加者からは、「こういう機会が無い
と来られないから、参加できてよかっ
た」「またやってほしい」との声があ
り好評だった。
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歩こう鎌田ウォーキン
グ  4月26日

 5月27日
 6月19日
 7月12日
 8月20日
 9月27日
10月15日
11月15日
12月18日
 1月17日
 2月12日
 3月13日

12回 福祉健康 高齢者

【内容】
通称「歩かま」毎月、地区内を異
なったルートで歩く。年に１～２回
は、地区を出て、自然の中を歩く。
（グリーンエクササイズ）

【ねらい】
歩く習慣を身につけ、健康づくりを
促進する。参加者同士の交流を深
め、自主的なグループ作りを推進す
るもの

【準備過程】
毎月ルートの選定

【共催団体】
鎌田地区福祉ひろば

【評価と反省】
参加者の中で歩く習慣がついた人がい
た。参加者同士の交流を深めることが
でき、地域での顔見知りが増えてきて
いるように感じる。※７、８、12～２
月は室内にてエルダーを使ったスト
レッチや筋トレ等を行った。

【今後の方針】
参加者の自主性を尊重しながら、継続
実施したい。

松本一本ねぎ食育講座

 4月27日
 6月 8日
 7月20日
 8月24日
 9月28日
10月20日
11月16日

7回 地域文化 成人 158人

【内容】
松本一本ねぎの栽培
苗植え～収穫～料理方法について学
ぶ体験型の食育講座

【ねらい】
食育講座の一環として、地域文化を
学ぶ場とする。

【準備過程】
文化委員会で内容を検討

農業体験講師：鎌倉　秀文
料理体験講師：鎌田地区食生活改
善推進協議会

【評価と反省】
地区内でも栽培されている伝統野菜を
知る良い機会となった。
松本一本ねぎのほかに、サツマイモや
落花生も育て、栽培方法を学んだ。
今年度も土曜日に講座を実施したこと
により、未就園児や小学生を含む家族
での参加が多く、幅広い年代が集まる
講座となった。

【今後の方針】
定員を超える申込みがあった。文化委
員会で事業の目的を明確にしながら、
対象などを検討し継続したい。

陶芸体験教室

 6月21日
 6月28日
 7月12日
 7月19日
 7月26日
 8月 2日
 8月23日
 8月30日
 9月13日
10月11日

10回 趣味教養 その他 161人

【内容】
陶芸の基礎を学ぶため、初心者を対
象に毎年開催。土練り～成形～釉薬
まで一通りの技術を学び、コーヒー
カップや花器を制作する。

【ねらい】
・趣味生きがいづくりのきっかけと
する。
・陶芸サークルへの加入を促進し、
陶芸サークルの活性化を図る。

【準備過程】
講師との打ち合わせのうえ内容を
検討。陶芸サークルに講座の際に
サポートを依頼

講師：木村　岳史　氏

【共催団体】
鎌田地区公民館陶芸サークル

【評価と反省】
参加者からは好評を得ており、陶芸
サークルへの見学、加入を希望する者
がいた。
陶芸５つのサークルの皆さんにご協力
をいただき、講座時にサポートに入っ
ていただいた。受講者と陶芸サークル
間に交流が生まれ、サークル活動の詳
細について質問をする場面が見受けら
れた。

【今後の方針】
講師や陶芸サークルの皆さんと実施内
容を検討し継続したい。
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町内公民館でからだを
動かそう！

 5月15日
 6月19日
11月15日

3回 福祉健康 その他

【内容】
町内公民館を活用した運動講座

【ねらい】
・運動不足の解消、筋力低下の予防
・町内公民館の利用促進

【準備過程】
内容についてスポーツ委員会で検
討

講師：スポーツ委員会

【評価と反省】
町内公民館を活用する良い機会とな
り、運動を継続する町会もあった。
高齢者の参加が多かった。

【今後の方針】
スポーツ委員会で内容を検討し継続し
たい。

公民館周辺美化作業
公民館年末大掃除

 6月 2日
10月 7日
12月13日

3回 その他 成人 約110人

【内容】
公民館及び周辺の美化作業。公民館
周辺美化作業２回と年末大掃除１回
を実施する。

【ねらい】
公民館利用サークルの会員相互交流
及び公民館周辺の美化

【共催団体】
鎌田地区公民館利用サークル

【評価と反省】
公民館周辺の美化や利用団体の相互交
流の場となった。

【今後の方針】
公民館利用サークルと連携しながら実
施内容を検討し継続したい。

夏休み公民館学習室解
放事業

7月24日
～ 8月 9日
（土日除
く）

13回 子育て 青少年 213人

【内容】
夏休み期間中の学習場所として公民
館の会議室を開放し、自由に勉強で
きる部屋として開放する。
また、開放日の午前中は学習ボラン
ティアが学習の相談に応じることが
できる。

【ねらい】
小・中学生、高校生の学習支援とす
る。

【準備過程】
公民館だより及び学校配布で周知
学習ボランティアの募集

【共催団体】
子ども会育成会

【評価と反省】
集中して勉強できる場として好評で
あった。

【今後の方針】
勉強を相談できる環境を整えるなど実
施内容を検討し継続したい。
また、春休みにも実施してほしいとい
う声もあったので、検討していきた
い。

蕎麦打ち講座

9月26日
2月25日

2回 趣味教養 その他 19人

【内容】
蕎麦打ち作りを体験してもらうもの

【ねらい】
昔開催されていたということだった
ため、復活で開催したもの

【準備過程】
講師：大手公民館　遠藤館長
館長と調整

【協力】
大手公民館　遠藤館長

９月開催はあまり人が集まらなかっ
た。
２月の方が満員になったので、時期を
今後検討していきたい。

折り紙講座

12月26日
 3月24日

2回 その他 その他 36人

【内容】
季節にあった折り紙を作成するもの

【準備過程】
１回目の時は中央公民館から書画
カメラを借りた。２回目からは公
民館で購入し、実施

講師：鎌田地区公民館主事　髙山

【評価と反省】
大人、子ども問わず好評だった。「ま
た、やりたいとの声がありニーズに
合った実施が求められる。
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鎌田小学校子どもを守
る安心の家マップ制作

12月～3月 1回 子育て 成人

【内容】
鎌田小学校「子どもを守る安心の家
マップ」の地図を作成し、小学校で
配布する。

【ねらい】
通学路にある「こどもを守る安心の
家」を把握し、不審者を見かけたと
きや緊急事態時に備える。

【準備過程】
学校やＰＴＡの方との打ち合わせ
を数回実施

【評価と反省】
「子どもを守る安心の家」を児童が自
主的に確認してもらえるようなマップ
に改訂できた。

【今後の方針】
学校と連携しながら、実施内容を検討
したい。

○

「人権啓発ポスター」
の展示

2月 3日
～2月13日

1回 人権平和 青少年

【内容】
「人権啓発ポスター入賞作品」の展
示

【ねらい】
平和教育、人権問題を考える機会と
する。

【準備過程】
人権啓発ポスター展に入賞した作
品を借用

【主催】
鎌田地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
平和や人権に対する意識の向上に役
立った。

【今後の方針】
協議会と実施内容を協議しながら継続
して実施したい。

子ども連続スポーツ教
室

3月17日
3月18日
3月21日

3回 スポーツ 青少年

【内容】
小学４～６年生の児童が、３日間で
６種類のスポーツを体験する教室

【ねらい】
様々なスポーツに親しみ、楽しむ
きっかけづくり。多種多様な動きを
体験してもらい、運動能力向上の一
端を担う。

【準備過程】
スポーツ委員会で内容を検討

講師：ＮＰＯ法人まつもとスポー
　　　ツサービス　関　知大　氏
　　　Ｆスタイル
　　　鎌田地区スポーツ委員３名

【評価と反省】
３日間を通して、子ども達が多種多様
なスポーツに触れ、楽しむことができ
た。

【今後の方針】
スポーツ委員会で種目や開催時期を検
討し、継続したい。

ラジオ体操ひろば

4月～3月 福祉健康 成人

【内容】
毎週月・金曜日の朝、鎌田地区公民
館前でラジオ体操を行う。

【ねらい】
住民の健康を維持増進する。
交流を深める。

【準備過程】
スポーツ委員会で内容を検討

講師：ラジオ体操１級指導士
　　　山本　英明　氏

【評価と反省】
ラジオ体操が習慣になった住民がい
た。地域の住民同士が交流する良い機
会となっている。

【今後の方針】
現時点では公民館が主体となっている
が、今後は住民主体の集まりになるよ
う、公民館から提案していきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

５部門委員会

通年 5回
公民館委員会・
各種会議等

成人

【内容】
・館報編集委員会
　館報の取材・編集
・図書・視聴覚委員会
　図書館展示パネル作成、更新
・文化委員会
　環境、歴史文化、食育講座の開催
・スポーツ委員会
　初心者向けスポーツ講座の開催
・運営委員会
　地区課題を探りながら公民館の
　在り方を提案、助言を行う。

・館報編集委員会
・文化委員会
・図書・視聴覚委員会
・スポーツ委員会
・運営委員会

【評価と反省】
必要に応じて委員会を開催した。

【今後の方針】
講座や公民館活性化のため、積極的に
開催する。公民館委員は長年同じ方が
担っているため、後任の選出が課題

鎌田地区公民館だより
発行

通年 12回 その他 成人

【内容】
市広報誌の配布に合わせて、公民館
だよりを全戸回覧し、公民館事業を
周知する。

【ねらい】
公民館事業や地区情報を広く周知す
る。

【準備過程】
公民館が作成

【評価と反省】
公民館講座や地区行事の周知に有効と
考えている。ただし、紙媒体以外の情
報発信も考える必要がある。

【今後の方針】
継続したい。

鎌田地区公民館だより
のホームページ掲載

通年 12回 その他 成人

【内容】
市広報誌の配布に合わせて発行した
公民館だよりを市ホームページに掲
載する。また、公民館だよりにＱＲ
コードを登載し、手軽にホームペー
ジにアクセスできるようにする。

【ねらい】
回覧の場合は公民館だよりが手元に
残らないため、誰もがいつでも簡単
に情報を取得できる環境を整える。

【準備過程】
公民館が市ホームページに掲載

【評価と反省】
公民館講座や地区行事の周知に有効と
考えている。

【今後の方針】
ホームページでの表示方法など研究し
ながら継続して掲載したい。
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令和６年度　事業報告の概要

松南地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 2 7 2 0 2 0 0 1 1 4 1 4 3

延べ
参加人数

60 233 2423 150 0 455 0 0 5 320 3231 400 314 855

【方針・地域課題】
【重点目標１】
　松南地区らしい地域づくりの創造に向け、住民自治と地域連携を育む学習機能の充実や防災意識
の高揚を図る。
　ア　日常の暮らしで生じる悩みや課題を掘り起こす機会の創設
　イ　地域課題の解決に向け、学習機会の充実、関係する多様な主体の連携・協働を支援する取り
　　組み。
　ウ　若い世代を巻き込み、地域づくりの担い手を育成する取り組み。

【重点目標２】
　日常の暮らしの中の多様な悩みや課題を互いに理解しあう「自由な学びの場」機能の充実を図
る。
　ア　子どもからお年寄りまで、性別、年齢などに関わらず、誰でも自由に学べる場の拡充
　イ　日常の暮らしで生じる悩みや課題など、住民の多様な学びのニーズに対する、講座や勉強会
　　の実施、資料の整備
　ウ　伝統行事や地域の財産を次代へ継承する取り組み。

【重点目標３】
　地区の特性を活かした松本らしいコミュニティスクール事業の進展を目指し、学校、家庭、地域
の協働を図る。
　ア　子どもたちが地域の行事や活動に参加する機会の創出、地域への帰属意識の醸成
　イ　地域住民が主体となった子育ての取組み支援、地域全体で子どもを育てる意識の向上
　ウ　学校の教育目標やヴィジョンと地域の課題の共有、学校と地域の連携・協働の促進

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

（左記の重点目標の番号と対応して記載）
１　地域づくりセンターとともに避難所運営訓
　練の企画・実施に協力し、運営委員の手で避
　難所運営を行えるよう、訓練内容を工夫した。
　　今後は、より実践的な訓練となるよう、運
　営委員が主体的に関与できるような訓練内容
　や、住民を巻き込んだ防災の取組みとなるよ
　う、内容の工夫が求められる。

２　デジタル媒体による周知なども影響し、全
　体的に昨年までよりも参加者の増加が見られ
　た。（子育て世代から下の若い世代を中心に）
　　一方で、地区内に移動弱者も多いことから、
　各町会への出張事業や、住民のニーズに対応
　した新たな内容の事業の開催などが求められ
　る。

３　地区子ども会育成会の存続や今後の活動に
　ついて、相談・助言やサポートを行うなどの
　関与をした。今後も継続して相談役として関
　与する。
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令和６年度　事業報告

松南地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

信明中学校地域出前講座

7月 3回 趣味教養 青少年 350人

コミュニティスクール事業の一環と
して、公民館で紹介した地区住民を
講師に、料理、スポーツや絵画工作
などを教わる。地域住民とのふれあ
い、つながり作りの場として実施

松南地区・鎌田地区住民を中心に講
師を依頼

昨年度から開催している、信明倶楽部
（保護者の任意団体）の協力による空手
の体験講座が好評である。生徒のニーズ
を把握しつつ、保護者の協力も得て事業
を継続していきたい。

○

夏のスペシャル人形劇

8月15日 1回 子育て 青少年 100人

南部図書館と共催で、子ども向けの
人形劇を行う。

共催：南部図書館 企画実施は主に図書館で行っている。大
会議室を会場に、多くの親子が参加して
人形劇を楽しむ機会となっている。

なんぶ未来まつり

9月7日 1回
地域事業
（文化）

その他 1,200人

神社や仏閣がなく、例大祭のような
祭りのない松南地区の地区住民が、
他町会の方とも交流ができるように
と始まった、すべてが手づくりのお
祭り。町会を超えた地区住民の交流
を図る。

主催：未来まつり実行委員会（町会
連合会を中心に組織）

各町会の出店、信明中吹奏楽部などのス
テージ発表、子ども神輿など、盛大に開
催された。様々な地域住民が集い、非日
常感を皆で楽しむ、地区最大のイベント
となっているため、今後も継続される見
込みである。

なんなんフェスタ2024

9月14日
9月15日

1回
地域事業
（文化）

その他 1,978人

松南地区公民館利用者の会が主体と
なって開催する文化祭。利用団体の
展示及びステージ発表を行い、普段
関わることのない他の団体の活動を
知る機会、出会う機会としている。

実行委員会形式
青少年ホームの子ども向け体験事
業、南部図書館の本のリサイクル事
業などを共催で実施

参加団体が感染症禍前よりも多く、展示
会場・上演スケジュールの調整に苦慮し
た。感染症禍前と同程度の来場者があっ
たが、観客がほとんどいない上演もあ
り、今後の課題である。

健康まつり松南

11月17日 1回 福祉健康 その他 200人

子どもから高齢者までが、気軽に参
加して楽しめる軽スポーツやレクリ
エーションの競技を行う。地区住民
が主体的に事業を運営し、幅広い年
齢層が交流できる機会となってい
る。

主催：松南地区社会福祉協議会
公民館は実施準備や当日の業務に協
力

住民が主体的に、かつ協力し合って事業
を実施している。子ども食堂との同時開
催もあってか、今年度は子どもの参加も
多く、多世代交流のある事業となった。

オンライン相談窓口体験
会

12月12日 1回 その他 その他 5人

施設内に設置されている「オンライ
ン相談窓口」の利用方法を体験して
みてもらい、気軽に利用してもらえ
るようになることを目指す。

協力：ＤＸ推進本部（周知に福祉ひ
ろば、生活支援員などが協力）

平日の日中に開催したことも原因ではあ
るが、参加者が非常に少なかった。「オ
ンライン相談窓口」自体の認知度が低
い、何ができるか分からないことから、
市民相談課などと連携し、宣伝方法を工
夫することが求められる。

カリヨン　イルミネー
ション点灯式

12月19日 1回
地域事業
（文化）

その他 40人

地区住民が参加できる冬のイベント
として、カリヨンの鐘へイルミネー
ションを設置し、点灯式として地区
の団体にハンドベルの演奏を行って
もらう。

共催：町会連合会
公民館は周知、実施準備の協力など
を行う。

地区定例会の開始前の時間に実施したこ
とで例年に比べて参加者が増えた。一般
の参加者も15名ほどあった。式典に合わ
せたカリヨンベルの演奏、一般周知の方
法を検討する必要がある。

なんなんひろば　クリス
マス人形劇 12月21日 1回 子育て 青少年 100人

南部図書館と共催で、子ども向けの
人形劇を行う。

共催：南部図書館 夏のスペシャル人形劇と同様

町内公民館長会視察研修

3月21日 1回
地域事業
（文化）

成人 13人

ＯＭＦ（旧ＳＫＦ）とゆかりのある
千住博氏の美術館の見学や、軽井沢
歴史民俗資料館で軽井沢の歴史を学
ぶ。

主催：地区町内公民館長会、館報編
集委員会

平日開催のためになかなか参加者が集ま
らず、公民館長、編集委員以外にも参加
者を募って開催した。なかなか知らない
軽井沢の歴史、別荘地として知られるよ
うになった経緯や、千住博氏の作品に触
れる機会となった。
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令和６年度　事業報告

松南地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

開明小学校登下校見守り

4月～5月 1回 子育て 青少年 105人

地区住民の有志により開明小学校の
児童の登下校を見守る。新一年生は
登下校にも不安があるため、地域で
登下校の見守りをおこない、学校と
地域の結びつきを深めるもの

人材不足で、小学校からかなり遠くに住
む住民にも協力していただいている。Ｒ
７年度から保護者が協力する予定であ
り、ボランティアの住民の負担軽減が期
待される。

○

親子の食育講座

4月～12月 5回 子育て 家庭教育 72人

畑での苗植えや土寄せから、収穫、
調理して食べるまでを体験し、普段
口にしている、ねぎやさつまいもな
どの作物がどのようにして育てられ
ているのかを学ぶ。

共催・講師：子どもが輝く食育ネッ
トワーク松本

子ども達が農作業を体験できる貴重な機
会となっているだけでなく、参加者同士
のつながりができ、親子で交流できる機
会となっている。継続して実施したい。

体操教室

7月～8月
1月～2月

6回 福祉健康 成人 33人

自分にあった運動・体操を見つけ、
無理なく継続してもらうため、参加
者の希望に合わせた内容で、楽しみ
ながら健康づくりに取り組んでもら
う。夏季（前期）と冬季（後期）に
実施している。

共催：福祉ひろば 会場が遠いという声もあり、町内公民館
などへの出張実施も検討したい。

夏の文化祭

7月～8月 1回 地域文化 成人 80人

松南地区公民館利用者の会が主体と
なって開催する夏の文化祭。利用団
体の活動紹介（展示）とサークルの
体験会を開催。利用団体の活動発表
の場の充実

主催：公民館利用者の会 昨年より多くの団体の参加申込みがあっ
た。一般来場者が増えるよう、メディア
等での情報発信にも注力したい。

親子料理教室

8月～3月 3回 子育て 家庭教育 66人

季節の食材を使って、親子で調理実
習をする。子ども達の五感豊かな食
育を進め、家庭での食を大切にして
もらう。

共催・講師：子どもが輝く食育ネッ
トワーク松本

リピーターの方だけでなく、新規参加者
も一定数得られている。ネットからの予
約も定着してきた。地区外からも多く参
加申込みがあり、参加者の満足度も非常
に高い。今後も継続して実施していきた
い。

開明小学校クラブ支援事
業

9月～11月 4回 子育て 青少年 400人

コミュニティスクール事業の一環と
して、公民館で紹介した地区住民を
講師に、スポーツや絵画工作などを
教わる。地域住民とのふれあい、つ
ながり作りの場として実施

松南地区・鎌田地区住民を中心に講
師を依頼

感染症禍以前は実施していたが、昨年度
まで実施できていなかった。地域住民が
講師となるほか、学校側で一般の地域住
民に参加者としての参加を募り、児童と
地域住民の交流が進んだ。

○

子ども食堂

 9月15日
11月17日
 3月 2日

3回
地域事業

（その他）
その他 400人

子育て支援及び食を通じた地域住民
の交流などを目的として実施した。
９月15日のなんなんフェスタと11月
17日の健康まつり松南、３月２日の
地区スポーツ協会行事に合わせて、
駐車場スペースを利用して配食し
た。

主催：地区地域づくり推進協議会
協力：地区日赤奉仕団、市社協（炊
き出しキャラバン隊）など

子ども、親子連れだけでなく、幅広い年
齢層の住民が訪れ、食事や同日開催した
イベントを楽しんだ。地区関係職員が主
体で企画・運営しており、地区住民主体
での実施にはハードルがある。

みんなで学ぼう発達障が
い講座

1月～2月 3回 人権平和 成人 60人

５年目の実施になる発達障がいを基
礎から学ぶ講座。講師・内容や開催
日時を見直し、保護者など当事者も
含めて多くの方が参加しやすいよ
う、土曜日の午前中に開催した。

共催：地区人権啓発推進協議会
協力：こども発達支援課（インク
ルーシブセンター）

開催日時や内容を見直したこと等によ
り、昨年度よりも参加者が増え、保護者
など当事者を含め、地区内外から多くの
方が参加した。
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松南地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

冬の文化祭

2月～3月 1回 地域文化 成人 70人

令和２年から実施。内容は夏の文化
祭と同様

主催：公民館利用者の会 利用者の会の冬の事業として定着した。
参加団体は多かったが、冬場で一般来場
者が少ないことが課題である。

学習室開放

通年 274回 子育て 青少年 1,580人

小学生から大学・専門学校生までを
対象とし、Ｒ５年８月から開放日を
増やし平日にも実施している。

ＨＰのほか口コミで認知度が向上してお
り、常連利用している利用者もみられ
る。平日は平均５名、土日は平均７名と
利用者に定着してきている。今後も継続
して開放するとともに、可能な範囲で要
望にも対応できるよう検討したい。

ソフトバレーなんなん
リーグ

通年 8回
地域事業
（体育）

成人 320人

月に一度開催の、地区内ソフトバ
レーチームによるリーグ戦。地域住
民が主体で、住民の仲間づくりの場
である。

リーグ戦の役員が主体的に運営を行って
いる。特に運営上の課題は寄せられてい
ない。

なんなん日本語講座

通年 43回 趣味教養 成人 105人

毎週月曜日の夜に定期的に開催。日
本語に限らず日本の文化や慣習につ
いても学習し、また生徒の希望に
よって日本語検定に向けての勉強も
行う。

協力：日本語講座ボランティアなど 感染症禍の影響を受けず、一定数継続し
て受講生を得られた。今後も市南部で実
施する日本語講座として、継続して実施
したい。事業周知は引き続き行う必要が
ある。

松南地区公民館
運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 106人

地区公民館の運営委員（委員は各町
会から）
地区公民館の運営や事業について、
地域住民から意見をいただく。

地区町会連合会 今後も、積極的に運営委員との意見交換
を行い、協力して事業を実施したい。

松南地区公民館
館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 90人

地区公民館報の編集委員（委員は各
町会から）
地域情報の発掘・発信、地域課題の
投げかけを行う。

「地域学習会」の中核となる団体とし
て、今後も様々な活動を進めていきた
い。

松南地区公民館
体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 97人

地区公民館の体育委員（スポーツイ
ベント等の企画・開催）
地区の体育事業について地域住民か
ら意見をいただく。

地区スポーツ協会 各町会の状況を踏まえてイベント内容の
見直しを進めた。他の地区団体とも協力
しながら、子どもから高齢者まで多くの
住民が体を動かし、交流できる事業とし
ていくことが求められる。

松南地区公民館
利用者の会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 21人

公民館利用団体で組織する会であ
り、夏及び冬の文化祭の実行、秋に
行う文化祭「なんなんフェスタ」の
実行委員会の中心的な役割を担う。
利用者同士の交流の促進、利用団体
の活動支援

公民館利用者の会 役員のなり手不足が顕在化しており、公
民館から利用団体への声掛けが必要とな
る。
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令和６年度　事業報告の概要

島内公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 4 3 3 0 2 3 0 7 8 2 4 4 8

延べ
参加人数

266 101 940 177 0 42 162 0 684 540 622 7800 356 9595

【方針・地域課題】
■島内公民館「５つの基本方針」
１．講座の充実
　　地域住民の声を公民館活動へつなげ、各種団体と積極的に連携し、地域課題解決へ向けた講座
　を実施します。住民生活に根差した事業（講座）を実施します。講座から発展したグループ活動
　についても、支援をします。
２．芸術文化活動の推進
　　芸術文化祭やおはなしファミリー劇場等、既存事業の充実、公民館ギャラリーを活用した島内
　地区文化の発表・発信・交流を通じて、地域文化の醸成を図ります。
３．子どもに魅力のある公民館活動の展開
　　児童や生徒が、積極的に参加できる公民館活動を展開します。さらに、子育てに奮闘する母親
　の要望等も取り入れることで、明るく子育てができるような地域へつなげます。
４．スポーツの底辺拡大
　　島内地区の特性を活かし、誰でも参加できる楽しいスポーツ機会の充実を図り、心と体の健康
　づくりへつなげます（スポーツフェスティバルin島内、体協スポーツ事業、さわやか健康教室、
　健康ウォーキング等）
５．人権教育の推進
　　すべての人権が尊重される地域を形成するために、指導者を対象とする視察研修や講演会、人
　権を考える住民のつどい「ふれ愛コンサート」を通じ、改めて「人権」「平和」「愛」等につい
　て考え・意識する機会をつくり、より住みよい地域社会へとつなげます。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

　島内公民館５つの基本方針に沿って、学習やス
ポーツ等の社会活動を通じて住民間のつながりを
構築し、地域社会での関係性を深めるなかで、互
助の関係が根付いた魅力ある地域の形成（人づく
り）へつなげた。
　今年度は島内地区運動会をリニューアルした
「スポーツフェスティバルin島内」を初めて開催
した。コロナ禍をきっかけに、運動会に対する地
区住民の要望等を拾い上げ、町会単位の参加から
個人単位で気軽に参加できる内容に変更し、参加
者にも満足してもらえるイベントとなった。
　平瀬古城会の活動も４年目を迎え、会員向けの
どぶろく酒製造や染め物体験会、視察研修会を行
う中、狼煙まつりでは会員の負担軽減の観点か
ら、会場を変更して開催した。
　事業をいかに持続可能なものにしていくかとい
う視点の重要性が年々増している中、公民館に求
められる地区の人材育成と、公民館を核にした地
域づくり活動の質を高めていくため、来年度は既
存の事業について内容の見直しを行う等の取り組
みをしていきたい。
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令和６年度　事業報告

島内公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

小谷で交流「山菜狩り
体験」

4月25日 1回 趣味教養 成人 22人

島内地区住民の交流を図り、仲間づ
くり等へ繋げる。

公民館で受入側と準備、調整 地区として５回目の取組みとなるが、
今年も新規参加者が多く、前回に続い
て参加した住民を核に交流の輪が広
がった。

春季スポーツ大会

5月19日 1回
地域事業
（体育）

成人 57人

地域住民の交流と健康増進のため、
町会対抗でバドミントン・グラウン
ドゴルフで競う。

地区体協関係者と日程・運営方法
等について調整

例年に比べグラウンドゴルフの参加者
が多かったが、バドミントンが３チー
ムしかできず、やや寂しい結果となっ
た。

ソフトボール・バレー
ボール大会

7月7日 1回
地域事業
（体育）

成人 88人

住民の交流と健康増進を図るため、
町会対抗でソフトボールとバレー
ボールで競う。

地区体協関係者と日程・運営方法
等について調整

ソフトボールは４チームで試合ができ
たが、バレーボールは男女それぞれ２
チームだけとなり、短時間で終わって
しまった。

島内地区指導者研修会

7月22日 1回 その他 その他 17人

町会長・町内公民館長等の地域指導
者を対象に、指導者学習会を実施す
ることで、地域づくりへつなげる。

主催者の町会・町内公民館長・地
域づくりセンター長と実施内容に
ついて検討

山梨県立防災センターの職員から、災
害に備え平時から求められる取組みに
ついて、話を伺った。地震体験や煙体
験を合わせて実施したことで、学習効
果が高まった。

中学生のための島内公
民館開放  8月 1日

～8月18日
うち８日間

1回 その他 青少年 85人

夏休み期間中に学習の場として公民
館を開放することで、中学生と公民
館をつなげる。

学校や育成会関係者等と実施有無
について検討

中学生が公民館とつながる機会として
有効であり、生徒にも好評であった。
食事支援・学習支援を地域住民が行
い、交流の場にもなった。

○

夏休みおはなしファミ
リー劇場

8月4日 1回 その他 その他 400人

子どもから大人まで楽しめる、読み
聞かせ「夏休みおはなしファミリー
劇場」を実施。また同日に、「子ど
もあそびのひろば」と称した、子ど
も達の夏休みの思い出づくりの場
（射的、くじ引き、輪投げ等）を、
子ども達が主体となってつくる場も
設けられた。

公民館図書視聴覚委員会や文化委
員会、公民館読み聞かせサークル
や子ども育成会、総合企画のオ
フィス蘭と内容を検討

夏休みおはなしファミリー劇場では、
工夫を凝らした劇が繰り広げられ、公
民館委員もたくさん参画しており、公
民館にとっても有意義なイベントと
なった。子どもあそびのひろばでは、
子ども達が考えた企画に大勢の来場者
が殺到し、子どもにとって大きな成長
に繋がる日となった。

○

河西部球技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

スポーツを通じて、河西部地区（島
内・島立・和田・新村）で交流を図
る。（野球は市長杯争奪大会出場地
区選考兼ねる。)

今年は島内が当番地区となり、４
地区体協関係者と開催方法につい
て協議した。

実施競技が年々少なくなっており、今
後の大会のあり方を問う声も上がって
きている。来年度も今年度同様に実施
するが、時代に合った形への見直しが
求められる。

陶芸講座

 9月18日
 9月25日

2回 地域文化 成人 8人

山田地籍の登り窯を会場に、陶芸を
切口に地域文化・歴史を学び、作品
を制作するなかで、地域への愛着醸
成や仲間づくりへつなげる。

登り窯を管理する「山田炎の会」
と講座内容について調整し、単な
る陶芸作品制作に留まらない取組
みへつなげる。

公民館にとっては、登り窯で３回目の
開催となったが、陶芸や地域文化への
関心を更に高められた。また、炎の会
への新規登録へつながったり、会主催
の陶芸教室への参加へつながったり
と、講座後も広がりを見せた。
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島内公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

夏季スポーツ大会

9月22日 1回
地域事業
（体育）

成人 30人

地域住民の交流と健康増進を図るた
め、町会対抗で野球とソフトバレー
ボールで競う。

地区体協関係者と日程・運営方法
等について調整

春季スポーツ大会同様、参加が少な
く、大会の開催方式について改めて検
討を要する。

第66回市民体育大会

10月13日 1回 スポーツ 成人 20人

市内35地区が、卓球、ソフトバレー
ボール、マレットゴルフ、野球、
ゲートボール種目で競う大会

出場選手について地区体協関係者
と調整

松本市スポーツ協会で検討の結果、参
加できる種目のみで開催。島内からは
マレットゴルフとソフトバレーボール
のみ出場

第１回スポーツフェス
ティバルin島内

10月20日 1回
地域事業
（体育）

その他 300人

・地区住民の連携意識の高揚と郷土
愛を育む
・健康的な体力の維持と向上を図る
ため、スポーツを日常生活に取り入
れる契機とする。
・スポーツを通して地区の町会や年
齢の枠を超えて交流を深める。

実行委員会を体協・町会・町内公
民館関係者等で組織し、実施内容
について検討

前身の地区運動会を、個人で気軽に参
加できるような内容にリニューアルし
て実施したもの。運動会時代の「町会
参加」の概念を撤廃したことに戸惑う
町会もあったが、おおむね目的は達成
できた。来年度以降は、持続可能なイ
ベントにするための視点を加え、実施
していきたい。

第40回松本市長杯争奪
球技大会

11月4日 1回 スポーツ 成人 12人

市民体育大会の上位入賞チーム等
が、卓球、軟式野球、ゲートボー
ル、ママさんバレーボール、マレッ
トゴルフで競う大会

出場選手について地区体協関係者
と調整

松本市スポーツ協会で検討の結果、参
加できる種目のみで開催。島内からは
マレットゴルフとソフトバレーボール
が出場した。

卓球大会・ニュース
ポーツ体験会

11月10日 1回
地域事業
（体育）

その他 50人

地域住民の交流と健康増進を図るた
め、町会対抗の卓球大会とニュース
ポーツ体験会を実施

地区体協関係者と日程・運営方法
等について調整

卓球の参加者は地区内の卓球サークル
に所属している方のみとなり、寂しい
ものだった。一方、ニュースポーツは
大変多くの人で賑わい、来年度以降の
体協スポーツ事業の計画に向けて、ひ
とつのきっかけとなった。

公民館委員視察研修

11月14日 1回 その他 その他 16人

公民館委員間の情報交換や交流、視
察研修学習を通じて、各委員会活動
へつなげることを目的に実施

委員会関係者と研修成果を活かせ
るような視察場所を検討→結果、
河口湖周辺の美術館を見学した。

視察を通じて学習した成果を、各員会
活動へつなげるだけでなく、委員同士
の情報共有も図られたことで、公民館
活動全体にとって大切な機会となっ
た。次年度も実施予定

第５回島内文化ふれあ
いまつり

11月17日 1回
地域事業
（文化）

その他 500人

地域住民の日頃の文化活動の成果等
を一堂に集め、島内地区の文化発信
の場として実施。（展示やステージ
など）

公民館・福祉ひろば・図書館・社
協島内支会で実行委員会を組織
し、実施内容等を検討

公民館、ひろば、図書館それぞれの会
場で催しを行った。公民館のステージ
発表では、小中学校や公民館利用団体
等が日頃の成果を発表し盛況だった一
方、館内の展示については作品提供者
が減少しており、来年度以降に向けて
発掘が必要と思われる。

人権教育推進視察研修

11月28日 1回 人権平和 その他 16人

地域内指導者を対象に、人権に対す
る意識を高め、地域活動へつなげる
ために実施

人権推進協関係者と今年度のテー
マを決め、視察先・日程等調整

今年は第二次世界大戦の遺跡である松
代象山地下壕を視察した。現地のガイ
ドによる、地下壕が作られた過程等の
話を聞くことによって、理解がより深
まる研修となった。
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島内公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

刃物研ぎ講座
12月16日
午前・午後

2回 趣味教養 成人 20人

初心者向けで、刃物の研ぎ方を学ぶ
ことで、仲間づくりや趣味による生
きがいづくりへつなげる。

シルバー人材センター刃物研ぎ会
員と相談の上実施

愛用の刃物を研ぎながら住民間の交流
が図れたことで、仲間づくりへもつな
がった。

人権を考える住民の集
い「島内・島立ふれ愛
コンサート」 2月9日 1回 人権平和 その他 250人

地元小学生や音楽家によるコンサー
トを通じて、人権について考える場
にするとともに、意識向上の一助へ
つなげる。地元の小中学生の発表の
場としても活用する。

当番地区の島立公民館を主として
実施内容について検討

車いすダンス団体「舞❤フレンズ」に
よるダンスの後、島立小・松島中・高
綱中金管部などが出演。改めて、コン
サートそのものの位置づけや重要性を
確認する機会にもつながった。

○

健康ウォーキング大会

 6月15日
11月23日

2回
地域事業
（体育）

その他 112人

健康増進と世代間交流を図るため、
地区内健康ウォーキングコースを歩
く。
６月は４km＆７．５kmの２コースを
設定し、11月は６kmのコースを歩く
もの

福祉ひろば・関係者と日程・運営
方法等について調整

６月は気温が上がったため、急遽７．
５kmコースは取りやめた。
気候の状況が以前と変わってきている
ため、開催時期等について再度検討を
要する。

夏休み子ども講座
※小学１～６年生対象

 7月31日
 8月 7日

2回 その他 青少年 85人

普段の学校生活では体験できない
様々な体験や異年齢交流を通じて、
子ども達の生きる力の醸成へつなげ
る。

学校や育成会関係者等と実施内容
について検討

伊那市のみはらしファームで工作体験
を行い、駒ケ根市のかんてんぱぱガー
デンで工場見学を行った。上級生が率
先して班員をまとめる光景が多く見ら
れ、下級生も上級生の言うことをしっ
かり聞いて行動できていた。
大変人気のある講座のため、申込方法
を工夫した上で、次年度も行先を変更
して実施予定

○

おとこの料理教室

 8月22日
10月31日
12月15日
 2月26日

1回 福祉健康 高齢者 29人

高齢の男性を対象に、料理の楽しさ
や健康的な食事について学ぶなか
で、仲間づくり等へつなげる。

地区食生活改善推進員と内容・日
程を調整

昨年度実施し、継続してほしいとの声
を受けて４回実施した。参加者は毎回
固定されがちだったが、和気あいあい
とした雰囲気で参加者同士の交流に繋
がった。
最終回は新しい参加者も増え、参加者
からは今後作りたい料理名も具体的に
上がったため、来年度以降も継続予定

島内公民館子育て講座
 8月26日
 9月24日
11月25日

3回 子育て 家庭教育 90人

就園前の親子を対象に親子参加型の
講座を実施し、親子の触れ合いや仲
間づくりへつなげるため、人形劇・
親子体操・親子ヨガを実施

福祉ひろば・民生と内容や講師、
日程等を検討

親子交流の大切な場であるため、次年
度も継続開催予定

健康講座

  9月30日
 10月 7日
 10月21日

3回 福祉健康 成人 18人

公民館利用団体「シャイニングス
ター」からの提案で、活動内容（体
操、エアロビクス）をより地区の多
くの人に体験してもらいたいという
ねらいで実施

公民館利用団体「シャイニングス
ター」と内容を調整

参加者は少なかったが、その分、一人
ひとりに丁寧に指導できたこともあ
り、その後の団体加入にも繋がったた
め、一定の成果は得た。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

こどもの居場所づくり
事業愛ランド島内「お
らんちdeランチ」

4月 6日
～3月 8日

12回 子育て 家庭教育 650人

三世代交流とこどもの居場所づくり
を目的に、学習支援や囲碁・将棋・
書き初め、食事支援等を通じて交流
を図る。

住民組織「愛ランド島内実行委員
会」を主宰に、公民館と連携する
中で実施内容等を検討

子ども達が集まり、勉強や工作、遊
び、食事など、日頃学校では体験でき
ない、学年や世代を超えた交流を図る
場として、地域における子ども達の人
間力醸成へもつながった。
今年度は公民館フリースペース事業を
抱き合わせで実施したが、成果には繋
がらず、来年度以降については実施方
法などを再検討したい。

○

お話しの会
※うち２回は図書館共催
 （お話のスペシャル、クリ
スマススペシャル）
※うち2回は保育園で実
施

 5月11日
～3月 8日

6回 子育て 家庭教育 200人

親子参加による図書視聴覚委員を中
心とした読み聞かせを行い、小さい
頃から本に親しむことへつなげる。
絵本・紙芝居・パネルシアター・Ｏ
ＨＰ等による読み聞かせや、終了後
の工作等の内容を、企画会議で検討
の上実施

読み聞かせの内容は、全て委員会
を開催し、図書視聴覚委員が決定
する。

子どものころから本に触れる機会を提
供し、豊かな人間力向上や家庭教育へ
つなげる機会となった。
委員の数が減っており、今後の読み手
の確保が必須となる。

○

農業文庫講座
第１回　視察研修
「南信州を訪ねて」 5月25日 1回 その他 成人 41人

視察を通じて、仲間づくりや生きが
いづくりへつなげる。

農業文庫運営委員が中心となって
下見等を行い、満蒙開拓平和記念
館の見学やくりん草園の散策など
を計画

農業文庫講座
第２回　講演会
「明治以降の松本市・
島内を概観する～歩
み・できごと・人物か
ら～」

7月19日 1回 地域文化 成人 44人

住民生活に根差した講座を実施する
ことで、生きがいや仲間づくりへつ
なげる。

会員と公民館で、窪田雅之氏（市
文書館特別専門員）を講師に、島
内の平歴史に関する学習会を計画

農業文庫講座
第３回　講演会
「だまされる心の心理
学」

9月26日 1回 福祉健康 成人 22人

住民生活に根差した講座を実施する
ことで、生きがいや仲間づくりへつ
なげる。

会員と公民館で、菊池聡氏（信州
大学）を講師に、特殊詐欺の被害
を防止するための学習会を計画

農業文庫講座
第４回　視察研修
「長和町を訪ねて」 10月23日 1回 その他 成人 40人

視察を通じて、仲間づくりや生きが
いづくりへつなげる。

農業文庫運営委員が中心となって
下見等を行い、黒曜石体験ミュー
ジアムの見学や和田宿の散策を計
画

農業文庫講座
第５回　世代間交流
「正月の伝統行事と遊
び」

12月7日 1回 地域文化 家庭教育 125人

昔の遊びや伝統行事を、高齢者が子
ども達に伝えていくことで、世代間
交流を図る。

愛ランド島内運営委員会とも共催
し、コロナ禍での実施内容を検
討。餅つきや食事会も実施 ○

農業文庫講座
第６回　講演会
「加助様と松本藩」 3月14日 1回 福祉健康 成人 32人

住民生活に根差した講座を実施する
ことで、生きがいや仲間づくりへつ
なげる。

会員と公民館で寺島敏郎氏（貞享
義民記念館）を講師に、江戸時代
の地元の偉人を通した当時の歴史
に関する学習会を計画

農業文庫講座は、講座の内容を主に農
業文庫運営委員会（公民館・図書館関
係者も連携）で企画したことで、住民
主体の取組みが進められた。次年度
も、同様の手法で進める方針。
視察研修では、会員が「学び」の視点
を大事にした視察先の選定を積極的に
行い、会員同士の交流と、深い学習に
繋がった。
講演会では地元の歴史文化学習につい
て学んだり、地元住民に講師をお願い
するなど、会員同士で合意形成をしな
がら進めることができた。
生涯学習に繋がる事業を地区住民によ
り企画、運営している貴重な団体であ
るが、会員の高齢化･減少が進んでい
る。今後も主体性を持って取組みを継
続できるようサポートしていきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

平瀬古城会の活動

4月～3月 1回
地域事業
（文化）

その他 122人

平瀬城跡（特別史跡）を中心に、関
連史跡・関連文化財群などの整備・
保全・活用を、地域全体の取組みと
して推進することで、地域文化財を
活用した地域づくりへつなげる。

公民館を事務局に、社会教育的な
発想で文化財の活用や保全を進め
るため、全ての取組みについて会
員内で協議・調整を行い、実施へ
つなげる。

令和２年４月発足。通常の整備・周
知・学習活動に加え、夏休みの親子向
け染め物体験会やどぶろく酒製造など
を行った。狼煙まつりは、会員の負担
軽減の目的で会場を変更して行い、好
評だった。視察研修会も行ったが、参
加者が少なく来年度は中止とする。

さわやか健康スポーツ
教室

6月～3月 8回 スポーツ 女性 130人

健康維持のための教室として、
ニュースポーツ、ストレッチ体操な
どを行う。

地区体協関係者と内容等調整 毎月１回、女性の健康づくり推進員Ｏ
Ｂを中心に開催し、コミュニティの受
け皿としても機能している。今年度は
コロナ明けにより、久々に通年実施で
きた。

ソフトバレーボール
リーグ 1月～3月 1回

地域事業
（体育）

成人 60人

地域住民の交流と健康増進のため、
チームによるリーグ戦を行う。

地区体協関係者と内容等調整 島内体協主催事業として、３か月間に
わたりリーグ戦が開かれ、毎年楽しみ
にしている選手も多い。

図書視聴覚委員会

 5月 7日
～2月25日

6回
公民館委員会・
各種会議等

その他 36人

「おはなしの会」の企画・実施を通
じて、地区内の図書普及と交流を図
る。

・お話しの会の企画・実施
・おはなしファミリー劇場の運営

定期的な本の読み聞かせを、委員主体
により進められた。

文化委員会

 4月26日
～3月28日

12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 120人

ギャラリーピアッザの企画・実施を
通じて、人材の掘り起こしや地区内
の文化活動を活性化させ、島内文化
を発信する。

・ギャラリー「ピアッザ」の企
画・実施
・おはなしファミリー劇場の運営
・ふれあいまつり協力

ギャラリー展示の企画・運営から、ふ
れあいまつり等への参画まで、委員主
体により進められた。

館報編集委員会

 4月 9日
～3月 4日

12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 120人

地区内の情報を集約し、住民の視点
から公民館報を発行することで、地
区住民の生活文化の向上を図る。

・島内公民館報の企画、編集
・おはなしファミリー劇場の運営

偶数月に企画会議を行い、掲載内容や
取材方法等を検討。奇数月には編集作
業を行う。

町内公民館長会

 4月 2日
～3月14日

10回
公民館委員会・
各種会議等

その他 200人

町内公民館活動の支援・協力、地区
事業運営等について検討

概ね月１回集まり、町内公民館に関係
する事業等について検討した。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

公民館ギャラリー
“ピアッザ”への展示

通年 15回
地域事業

（その他）
その他 7,800人

地域住民及び島内公民館利用サーク
ル等の作品展示を常時実施すること
で、地域の文化発信を積極的に行う
とともに、展示者の生きがいづくり
等へもつなげる。

４月　中南信蘭友会の洋ラン展
５月　五月人形展
６月　版画・切り絵仲間展／花フ
　　　レンド作品展
　　　（フラワーアレンジ）
７月　赤廣三郎仏画展／浅香吉司
   　 段ボール模型作品展
８月　丸山廣登・清水口治雄と仲
　　　間の作品展
９月　島内書道研究会作品展／島
　　　内小学校６年生展示
10月　今井麻美子動物の陶器作品
　　　展
11月　ふわもこの会作品展
12月　松島中学校作品展
１月　陶芸作品展（山田炎の会）
２月　稲田隆・福島辰郎模型展
３月　ひな人形展

地域住民及び島内公民館利用サークル
等の作品展示を常時実施することで、
地域の文化発信を積極的に行うととも
に、展示者の生きがいづくり等へもつ
なげる。
今年度は赤廣三郎仏画展において、作
品を来場者にプレゼントする企画があ
り、地区内外を問わず多数の応募が
あった。
作品提供者が減っていることが課題。
展示を運営する文化委員会の委員を中
心に、展示団体（者）の確保をしてい
きたい。

○

公民館だより
毎月 12回

地域事業
（その他）

その他 全戸回覧
公民館事業の参加者募集・周知につ
いて情報発信

毎月公民館事業の周知に活用

ホームページ

随時更新
地域事業

（その他）
その他 年間

島内公民館の活動情報等について発
信

毎月①公民館だより②ギャラリー展示
の様子③イベントについて掲載する。
また、館報に毎回、公民館ＨＰとＸの
ＱＲを掲載することで、更なる情報発
信にもつながっている。

利用サークルの育成・
支援及び、地区関係諸
団体の支援・連携

随　時
地域事業

（その他）
その他 -

・貸館及び活動支援
・関係諸団体の活動支援や連携

窓口及び利用者会議等で利用団体と、
活動状況などについて情報交換を行
う。
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令和６年度　事業報告の概要

中山公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 0 3 2 3 0 3 0 0 3 3 1 1 4 1

延べ
参加人数

0 120 130 300 0 780 0 0 320 310 300 150 427 100

【方針・地域課題】
・地域で子どもを育てる仕組みづくりを行うため、学校と連携、協同する。

・公民館活動への参加が少ない子ども、若者を対象に事業、講座を開催する。

・既存事業について、現状に合わせた実施方法を地区住民と検討し開催する。

・公民館が高齢者の居場所づくり、仲間づくりの拠点となる。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・手づくり教室（縄ない、しめ縄づくりの指
導）、クラブ活動の支援に地域の人財を学習の場
面に投入するＣＳ事業を展開した。
　また、中山地区文化祭では、地区内の中学生に
ステージ発表での司会進行を依頼し、世代を超え
て協力し合い文化祭を行うことができた。
　
・８月に「なかやま夏まつり」「親子で工場見
学」12月に「餅つき大会」を開催した。多くの子
ども、若者の参加があったが、一過性のものにせ
ず継続して事業を行っていく。

・昨年度から高齢者から子どもまで参加できる
「モルック大会」を開催し、地区住民の交流の場
となっており、継続していく。

・高齢化率が高い地区であり、買物弱者も多いた
め、気軽に買い物やおしゃべりを楽しめる「なか
やまでお買い物」を開催し、高齢者の居場所づく
りに繋がった。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

花桃ウォーキング

4月19日 1回 福祉健康 高齢者 20人

【内容】
地区住民の健康増進、体力アップの
ため阿智村の花桃を眺めながら
ウォーキング事業を実施するもの

【ねらい】
地区住民の健康増進、体力アップ、
交流

【準備過程】
館長、主事で下見を実施し、高齢
者も歩きやすい平坦なコースを選
定した。

【評価と反省】
普段は、一人でウォーキングしている
方も、他の参加者と交流することがで
きた。

【今後の方針等】
福祉ひろば事業と重なる部分も多いこ
とから、ひろばと連携し、定期的な運
動の機会提供を継続したい。

高齢者健康のつどい

6月4日 1回 福祉健康 高齢者 100人

【内容】
高齢者対象で、健康相談や軽い体
操、アトラクションを楽しみ、食事
をして交流する。

【ねらい】
高齢者の健康づくり、親睦を図る。

【準備過程】
地区のボランティア団体と福祉ひ
ろば、公民館とで打ち合わせを実
施し、開催内容を決定

【共催団体等】
白ゆり会、福祉ひろば

【評価と反省】
多くの参加があり、高齢者の交流の場
となった。

【今後の方針等】
今後も地域高齢者に楽しんでいただけ
るような内容になるよう関係団体と意
見交換し充実させていきたい。

親子で工場見学

8月6日 1回 子育て 青少年 30人

【内容】
夏休み期間に小学生の親子を対象と
して長野市にあるホクトへ工場見学
に行った。

【ねらい】
小学生の学びの場の提供

【準備過程】
・保健師と小学生にも伝わる食育
についての学習の準備等
・小学校へチラシを配布し周知を
行った。

【評価と反省】
13組の親子の参加があり、エリンギが
できるまでの過程や、世界には12,000
種類のキノコがあることなど、たくさ
んのことを学ぶことができた。

【今後の方針等】
多くの継続を求める声があったため、
今後も開催していく。

なかやま夏まつり

8月9日 1回
地域事業

（その他）
成人 150人

【内容】
公民館で、地区全体の夏まつりを開
催した。

【ねらい】
納涼祭を行っている町会もあるが、
地区全体での開催がなかったため、
地区住民の交流の場とするため。

【準備過程】
町会連合会含め地区の各種団体と
で打ち合わせを実施し、開催内容
を決定

【共催団体等】
町会連合会含め地区の各種団体と
共催

【評価と反省】
飲食ブースが多くあったため、多くの
子ども、若者の参加があった。
ボランティア不足のため、今後、積極
的に中学生等に声をかけていく必要が
ある。

【今後の方針等】
多くの継続を求める声があったため、
今後も開催していく。

夏休み自習室

8月 5日
～8月22日 その他 青少年 10名

【内容】
小・中学校、高校の夏休み期間中、
視聴覚室を学習室として開放するも
の

【ねらい】
家庭では中々身に付きづらい学習習
慣の定着

【準備過程】
学校にチラシを配布し、周知を
行った。

【評価と反省】
近隣の小・中学校、公民館だよりで呼
びかけを行ったが、参加者は10名ほど
に留まった。

【今後の方針等】
静かで集中できる環境であるため、活
用してもらえるよう、更に周知を強化
したい。

148



令和６年度　事業報告

中山公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第49回東南ブロック球
技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

【内容】
バレー、バトミントン、卓球、ソフ
トバレー、マレットゴルフ、軟式野
球の６種目による６地区対抗競技

【ねらい】
他地区住民との親睦を目的とするも
の

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【準備過程】
実行委員会で企画、準備、実施

【評価と反省】
各地区の交流の場として実施できてい
る。運営面での人員不足等課題がある
ため、各地区協力をしていきたい。

【今後の方針】
東南ブロックでの主催となる数少ない
体育行事として他地区との交流の推進
を図る。

2024なかやま体験フェ
スタ

9月21日
9月22日

1回 その他 その他 300人

【内容】
中山地区は市内でも少子高齢化が進
んでいる地区だが、令和元年度に作
成した地区紹介カタログを元に地区
内外の交流人口の増加を目的に体験
型ワークショップのイベントを立ち
上げた。

【ねらい】
地区内外の交流人口による地域活性
化

【準備過程】
地域づくり協議会地域活性化部会
で準備会、プロジェクト会議を重
ね、プログラムの選定を行った。

【共催団体等】
地域づくり協議会地域活性化部会

【評価と反省】
２日間中山各地でワークショップを分
散型で行った。松本大学の学生２名に
プロジェクトに参加してもらい、学生
主体のワークショップ、動画撮影等を
協力いただいた。昨年度から「稲刈り
体験」「そば打ち体験」を新たに実施
し、より中山地区を知ってもらう機会
となった。

【今後の方針等】
運営面での高齢化、人手不足の課題が
あるため、松本市内の大学等へ協力を
要請する。また、周知方法も検討して
いく必要がある。

第２回中山地区モルッ
ク大会

10月12日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
子どもから高齢者までが参加し、楽
しめるモルック大会を開催した。

【ねらい】
スポーツを通じて健康増進を図りな
がら、地区住民が相互の親睦を深め
ることにより地域づくりの基礎とす
る。
また、従来の運動会ではなく、自由
に参加できるモルック大会へと変更
した。

【準備過程】
公民館体育委員が中心となり、実
行委員会を組織。企画、運営等を
行う。

【共催団体等】
町会連合会含め地区の各種団体と
共催

【評価と反省】
事前周知や、福祉ひろばでもモルック
を行っていたため、高齢者から子ども
まで多くの参加があった。
子どもと高齢者の交流の場となった。

【今後の方針等】
好評だったため、来年度も継続して開
催していく。

第67回松本市市民ス
ポーツ大会秋季大会

10月13日 1回
地域事業
（体育）

成人 60人

【内容】
市民スポーツ大会に際し中山地区団
を結成し、軟式野球、ゲートボー
ル、卓球、マレットゴルフの種目の
試合に出場する。

【ねらい】
地区内における団結力、交流の促進
を図る。

【準備過程】
選手団の結団式、解団式は簡素化
し、応援を体育委員に依頼した。

【共催団体等】
町会連合会

【評価と反省】
体育委員の方の応援もあったため、競
技参加者からも力がでたという声があ
がった。

【今後の方針等】
地区内にて選手を確保して積極的に参
加する体制を継続したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第48回中山地区文化祭

11月 3日
～11月15日

1回
地域事業
（文化）

成人 300人

【内容】
中山小学校の体育館や駐車場でス
テージ発表、お楽しみひろば（飲食
ブース）を行った。中山公民館で２
週間、展示部門を実施した。

【ねらい】
文化の向上を図り、世代を超えた住
民相互の触れ合いの場とする。

【準備過程】
公民館文化委員が中心なり、他団
体と連携して準備を行った。

【評価と反省】
お楽しみひろば（飲食ブース）は昨年
同様。若者の参加も多く、展示部門は
展示期間を２週間としたため、普段文
化祭へ足を運んだことのない人達も含
め、多くの地区住民に作品を観覧いた
だき、出展者の満足にも繋がった。

【今後の方針等】
今後も地域文化発展を担う一事業とし
て継続させていきたい。

第43回中山小学校手づ
くり教室

12月13日 1回 地域文化 青少年 150人

【内容】
地域で冬季に行われている縄ない、
しめ縄つくりを地域住民が講師と
なって、中山小全学年の児童に教え
る。

【ねらい】
伝統文化の伝承と世代間の交流を図
る。

【準備過程】
子ども会育成会が中心となり講師
の手配、調整、小学校との打ち合
わせを行った。

【共催団体等】
中山小学校、中山地区福祉ひろば

【評価と反省】
子ども会育成会の理事を講師として事
前講習会を行い、講師の担い手の確保
に努めた。
６年生には１年生へ指導してもらうこ
とで、学年を超えた交流にもなった。

【今後の方針等】
引き続き人材育成を進めながら、継続
させていきたい。

なかやま餅つき大会

1月11日 1回 地域文化 青少年 50人

【内容】
子どもを対象に、餅つき大会を行っ
た。

【ねらい】
冬で外出が少ない子ども達が参加で
き、地区住民の交流の場とするこ
と。

【準備過程】
地区住民へボランティアを要請
し、前日準備を行い、子ども達も
餅つき体験ができるように準備を
行った。

【評価と反省】
参加者全員でお餅を食べることで、交
流の場となった。

【今後の方針等】
周知方法を検討し、参加者を募ってい
く。

中山映画会

2月22日 1回 その他 その他 20人

【内容】
公民館の大会議室で映画鑑賞会を実
施

【ねらい】
住民が気軽に集まれる場所としての
認識を図る。

【準備過程】
公民館文化・図書視聴覚委員が上
映するものから周知まですべて企
画、運営した。

【評価と反省】
各町内公民館、地区内の事業所等にポ
スターを設置することで、多くの参加
があった。

【今後の方針等】
日頃なかなか来館しないような高齢者
が、孫を連れて公民館を訪れたりと、
世代間交流また家族交流をする良い機
会になっている。上映する映画作品に
より来場者の増減はあるものの、地域
住民の集い、居場所づくりを促進する
ため、今後も継続したい。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

父ちゃんの時間ですよ

11月22日
12月19日
 1月21日
 2月20日

4回 趣味教養 高齢者 60人

【内容】
料理講座、健康体操などを行った。

【ねらい】
ふれあい健康教室等の福祉ひろば事
業への出席率が低い、男性をター
ゲットにして運動習慣の定着、事業
への参加意欲を図るもの

【共催団体等】
福祉ひろば、社協中山支会と共催

【評価と反省】
より多くの男性が気軽に集まれる場に
し、健康増進を図れるよう講座を企
画。地区住民同士の交流を図った。

【今後の展開】
継続して事業を行っていく。

なかやまでお買い物

 6月20日
12月 3日

2回 福祉健康 高齢者 80人

【内容】
松本市内の事業者に依頼し、移動販
売を行った。また、中山地区で活動
する「コーヒを楽しむ会」に依頼し
コーヒの提供も行った。

【ねらい】
高齢者の居場所づくり、買い物弱者
支援対策のため。

【準備過程】
社会福祉協議会職員と中山地区福
祉対策部会員と打合せをした。

【評価と反省】
町内公民館で開催したことにより、買
い物に行けない住民の参加や、交流の
場となった。

【今後の展開】
今後も継続して開催していく。

木工講座

月2回ずつ
実施

24回 趣味教養 成人 240人

【内容】
昨年に引き続き、木の小物づくりか
らスタートして木工のスキルを磨
き、家庭内の簡単な修繕や趣味のひ
とつとしてコロナ禍でのおうち時間
を充実させることを目的に企画した
もの

【ねらい】
コロナ禍で家に引きこもってしま
い、無為な時間を過ごす懸念があっ
たことから、趣味として木工に携わ
り、家庭内の生きがいのひとつにし
てもらうことを狙いとした。

【準備過程】
今年度も、館長が講師になり、参
加者全員でテーブル、ベンチを作
成した。
その後は参加者ごとに様々なもの
を作成し、分からない部分は館長
と相談しながら作業を行った。

【評価と反省】
地区外からの参加者も増え、参加者全
員で１つの作品を作成することもでき
た。

【今後の方針等】
参加者は木工が趣味のひとつとして定
着しつつあるため、館内での常設展示
や地区文化祭等で展示でより多くの人
に見て興味をもっていただき、参加者
増や地区内でサークルとなるような取
り組みに繋げる。

ウクレレ講座

月2回ずつ
実施

24回 趣味教養 成人 480人

【内容】
気軽にはじめられる趣味のひとつと
してウクレレ講座を実施

【ねらい】
昨年に引き続きコロナ禍で家に引き
こもってしまい、無為な時間を過ご
す懸念があったことから、趣味とし
て音楽に携わり、家庭内の生きがい
のひとつにしてもらうことを狙いと
した。

【共催団体等】 【評価と反省】
当初の狙い通り、コロナ禍でのおうち
時間の過ごし方のひとつとして、興味
をもって参加してくれている。
また、地区外の参加者も増え、文化祭
で発表することもできた。

【今後の方針等】
地区文化祭やふれあい健康教室などを
発表の場とすることで、更に参加者の
やりがいが増進するような仕掛けを講
じる。
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ＣＳ事業クラブ活動支
援

5月～1月 7回 地域文化 その他 100人

【内容】
中山小学校のクラブ活動支援として
地域講師に依頼する。

【ねらい】
地域と学校、家庭と積極的に連携し
て、一体となって子どもを育てる。

町会連合会 【評価と反省】
本年度は卓球、パソコン、理科実験、
スポーツ、写真、の６つのクラブで４
～６年生を指導した。

【今後の方針等】
これまでのような講師謝礼という財政
的支援のみにならず、地域とのつなが
りを深められるような内容を引き続き
検討していきたい。

○

ワイワイ子育て

5月～1月 7回 子育て 家庭教育 100人

【内容】
パン作り、読み聞かせ等の７回の講
座を通じて、親同士、子ども同士が
楽しみながらふれあう。

【ねらい】
親、子ども同士の交流、地域とのつ
ながりを図る。

【準備過程】
社協中山支会、福祉ひろばととも
に企画した。

【共催団体等】
各回ごとに地区内各種団体におや
つ作りを依頼。

【評価と反省】
少子化の進行もあり参加者は毎年減少
傾向にあるが、参加者同士、地域との
交流を促すことはできている。
ママ友などのネットワークから、地区
外からも参加を希望する方がおり、積
極的に受け入れた。

【今後の方針等】
地域における子育て支援として今後も
継続していきたい。

公民館専門委員会

通年 25回
公民館委員会・
各種会議等

成人 200人

公民館事業の企画・運営のため開催
①運営委員会②館報編集委員会③体
育委員会④文化委員会⑤図書視聴覚
委員会

【今後の方針等】
引き続き委員会の主体的な活動を促
し、地域の活性化を図っていきたい。

地域づくり協議会活動
支援

通年 10回
公民館委員会・
各種会議等

成人 120人

地域づくり協議会の活動支援、連携
強化を図る。
①運営委員会②地域活性化部会③防
災環境保全対策部会④福祉対策部会

【今後の方針等】
さらに連携を強め、地域づくりを進め
ていきたい。

町内公民館長会活動支
援 通年 4回

公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

町内公民館長会の活動支援、連携強
化を図る。

【今後の方針等】
さらに連携を強め、地域づくりを進め
ていきたい。

子ども会育成会支援

通年 9回
公民館委員会・
各種会議等

成人 87人

子ども会育成会の活動支援、連携強
化を図る。

【今後の方針等】
さらに連携を強め、地域づくりを進め
ていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

島立公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 0 9 0 1 3 1 0 2 7 1 1 1 1

延べ
参加人数

353 0 1402 0 11 34 365 0 66 1040 675 0 317 48

【方針・地域課題】
１　芸術文化祭・福祉ひろばまつり
　　公民館最大の行事である島立地区芸術文化祭・福祉ひろばまつりについて、参加者の主体性を
　促しながら、誰もが気軽に参加でき、交流できる機会の創出を目指す。公民館・福祉ひろばサー
　クル、地元小中学校の日頃の活動成果の発表の場を整える。

２　中央公民館重点施策・推進施策について
　　若者の多様なニーズに対応できる魅力ある居場所づくりと環境づくりを進め、交流を通じて他
　者との関係性の構築や学び直し支援を進めることで、互いを尊重し、社会を生き抜く力を醸成す
　る。事業推進にあたり、主に小中学生にスポットを当て、地区内関係団体や関係課と連携し、学
　びや遊びを通じて子どもの居場所づくりを進める。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　芸術文化祭・福祉ひろばまつり
　・島立体育館に会場を集約し、ステージ発表と
　作品展示を実施した。作品を展示した個人・団
　体にとっては年に一度の展示発表の機会となっ
　た。また、地元小中学校ブラスバンド部、吹奏
　楽部や公民館利用サークルの活動成果の発表の
　機会を創出できた。子どもたちやサークル会員
　が生き生きと発表する姿を保護者をはじめ来場
　者にも見ていただくことができた。新たに出演
　・出展される個人・団体が増え、大きな盛り上
　がりを見せた。

２　中央公民館重点施策・推進施策について
　・大学、ＮＰＯ、子育てサークル、有志ボラン
　ティアと協働し、こどもの居場所づくり支援を
　行った。継続的に実施することで認知度も増
　し、多くの子どもたちが利用するようになっ
　た。
　・小中学校の長期休業中に学習スペースを開放
　し、子どもの居場所づくり支援を行った。
　・毎月開催される町内公民館長会を各町内公民
　館で実施し、町会独自の特色や課題を共有し
　た。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

救急救命講習会

5月11日 1回 その他 成人 13人

【内容】
町会役員、町内公民館役員、スポー
ツ協会役員を対象に普通救命講習を
行うもの

【ねらい】
地区のスポーツ大会や公民館事業実
施中等における、緊急時人命救助の
初動対応力の向上

【準備過程】
スポーツ協会三役会（スポーツ委
員会）、理事会で内容を検討

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会（スポー
ツ委員会）
・島立地区町内公民館長会（企画
委員会）

【評価と反省】
スポーツ協会三役会（スポーツ委員）
が中心に参加し、緊急時の対応方法を
身につけることができた。

【今後の方針】
いざという時のために定期的に手順を
確認することが大切であるため、今後
も継続して開催したい。

町会対抗卓球・ソフト
バレーボール大会

5月19日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
地区内10町会対抗で、卓球、ソフト
バレーボールの大会を行うもの

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、親睦を深める。

【準備過程】
・スポーツ協会三役会、理事会で
内容を検討
・町内公民館長に協力を依頼

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立地区町内公民館長会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できたが、全
町会が参加できなかったのは残念で
あった。（卓球７町会、ソフトバレー
６町会）

【今後の方針】
全町会が参加できるように参加資格を
見直し、事業を継続したい。

町会対抗ゲートボール
大会

6月23日 中止
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
地区内10町会対抗で、ゲートボール
の大会を行うもの

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、親睦を深める。

【準備過程】
・スポーツ協会三役会、理事会で
内容を検討
・町内公民館長に協力を依頼

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立地区町内公民館長会

【評価と反省】
雨天のため中止とした。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

町会対抗野球・マレッ
トゴルフ大会

7月28日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

【内容】
地区内10町会対抗で、野球、マレッ
トゴルフの大会を行うもの

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、親睦を深める。

【準備過程】
・スポーツ協会三役会、理事会で
内容を検討
・町内公民館長に協力を依頼

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立地区町内公民館長会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できたが、野
球については酷暑のため急遽試合数を
変更することになった（減らした）

【今後の方針】
開催時期の変更、酷暑対策を講じなが
ら、事業を継続したい。

河西部球技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

【内容】
松本市長杯争奪球技大会予選を兼ね
て、河西部地区対抗で軟式野球・マ
マさんバレー・卓球の大会を行うも
の

【ねらい】
河西部４地区住民の体力向上、健康
の増進、スポーツの振興、住民相互
の親睦を図る。

【準備過程】
合同打ち合わせ会議にて、内容を
検討

【共催団体等】
・河西部４地区公民館
・河西部４地区スポーツ協会

【評価と反省】
・島内地区が当番で開催した。
・軟式野球、卓球の２種目開催となっ
たが、大勢が参加し、各地区の交流・
親睦を深める場となった。

【今後の方針】
４地区のスポーツを通した親睦という
点に重点を置いて、毎年の恒例行事と
して継続して開催する。
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町会対抗ソフトボール
大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

成人 130人

【内容】
地区内10町会対抗で、ソフトボール
の大会を行うもの

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、親睦を深める。

【準備過程】
・スポーツ協会三役会、理事会で
内容を検討
・町内公民館長に協力を依頼

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立地区町内公民館長会

【評価と反省】
全町会が参加し、ねらいどおり事業を
実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

公民館講座
苔テラリウム講座

9月30日 1回 趣味教養 成人 13人

【内容】
地区住民からの要望により、苔テラ
リウム制作の講座を実施するもの
講師：グリーンアドバイザー竹下さ
ん

【ねらい】
教養を高め、地域住民の親睦を深め
る。

【準備過程】
・女性委員会で内容を検討
・島立地域だよりで内容を周知
し、参加者を募集

【共催団体等】
女性委員会

【評価と反省】
ねらい通り事業を実施できた。

【今後の方針】
地域住民の要望を聞きながら、講座の
開催を検討していく。

島立スポーツフェス
ティバル

10月20日 1回
地域事業
（体育）

成人 430人

【内容】
地区住民を対象に町会対抗で運動会
形式の各種競技、抽選会、ニュース
ポーツ体験会及び健康チェックなど
を行うもの

【ねらい】
スポーツを通して地区住民の親睦、
健康増進と共に、地域づくりの推進
を図る。

【準備過程】
・実行委員会を組織し、内容を検
討
・プログラムを全戸配布し、開催
内容を周知

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立公民館専門委員会
・島立地区町会連合会

【評価と反省】
５年ぶりの開催であったが、ねらいど
おりの事業を実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

ハロウィン運動会

10月30日 1回 子育て 家庭教育 47人

【内容】
未就園児の子どもとその親を対象に
軽度な運動を取り入れた運動会を実
施するもの

【ねらい】
参加者同士の親睦と交流を図り、子
育て世代の情報交換の場とする。

【共催団体等】
・福祉ひろば
・つどいの広場

【評価と反省】
参加した親子はハロウィンの仮装をし
たり、のびのびと運動を楽しめた。

【今後の方針】
共催事業として継続実施できるよう検
討する。
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島立地区作品展示発表
会（島立地区芸術文化
祭・島立地区福祉ひろ
ばまつり）

11月 9日
11月10日

1回
地域事業
（文化）

その他 675人

【内容】
地区文化活動者の発表（ステージ発
表、展示発表）、公民館活動功労者
表彰、各種体験会などを行う。

【ねらい】
地区文化活動者や福祉ひろば利用者
の発表の場、また住民が一堂に集う
場を提供することで、活動者がより
生きがいを持って文化活動を行なう
こと、その他の参加者が身近な文
化・芸能に触れ、新たな文化活動の
担い手となること、また住民同士の
交流、親睦を深めることを目的に開
催する。

【準備過程】
・地区内関係団体と内容を検討
・また、福祉ひろばまつりと共催
のため、福祉ひろばと内容を検討

【共催団体等】
・島立公民館専門委員会
・島立福祉ひろば

【評価と反省】
新規出展者、出演者も増え、参加者同
士の交流を図ることができた。

【今後の方針】
・毎年の恒例行事として今後も福祉ひ
ろばと協力しながら継続して開催す
る。
・各種団体と連携しながら、より良い
文化祭となるよう内容を検討する。

公民館講座
おいしいコーヒーの淹
れ方

11月21日 1回 趣味教養 成人 12人

【内容】
コーヒーショップ店主を講師に招
き、おいしいコーヒーの淹れ方を学
ぶ。
講師：カフェシュトラッセ　児玉さ
ん

【ねらい】
教養を高め、地域住民の親睦を深め
る。

【準備過程】
・女性委員会で内容を検討
・島立地域だよりで内容を周知
し、参加者を募集

【共催団体等】
女性委員会

【評価と反省】
ねらい通り事業を実施できた。

【今後の方針】
地域住民の要望を聞きながら、講座の
開催を検討していく。

クリスマス会

12月18日 1回 子育て 青少年 58人

【内容】
未就園児の子どもとその親を対象に
コンサートを中心としたイベントを
開催するもの

【ねらい】
参加者同士の親睦と交流を図り、子
育て世代の情報交換の場とする。

【共催団体等】
・島立福祉ひろば
・つどいの広場

【評価と反省】
ねらいどおり事業を実施できた。

【今後の方針】
３館共催事業として今後も継続開催す
る。

町会対抗モルック大会

2月2日 1回
地域事業
（体育）

成人 80人

【内容】
地区内10町会対抗で、モルックの大
会を行うもの

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、親睦を深める。

【準備過程】
・スポーツ協会三役会、理事会で
内容を検討
・町内公民館長に協力を依頼

【共催団体等】
・島立地区スポーツ協会
・島立地区町内公民館長会

【評価と反省】
ねらいどおり事業を実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。
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島内・島立ふれ愛コン
サート

2月9日 1回 人権平和 成人 353人

【内容】
島内、島立の２地区合同で人権を
テーマとしたコンサートを行うもの

【ねらい】
・人権問題の解決に向けた取組みが
重要性を増している中、誰もが幸せ
な日々を過ごせるよう福祉のまちづ
くりに精力的な活動の展開につなげ
る。
・人権が尊重され、誰もが明るく幸
せに暮らせる地域づくりを進めるこ
とを目的に開催する。

【準備過程】
・両地区の人権啓発推進協議会で
実行委員会を組織し、内容を検討
・島立地域だよりで開催内容を周
知

【共催団体等】
島内・島立ふれ愛コンサート実行
委員会

【評価と反省】
・人権感覚を磨く機会とすることがで
きた。
・小中学生の活動発表の場を創出し、
音楽を通じて児童生徒と地域住民が繋
がる場となった。

【今後の方針】
子どもの成長を地域全体で見守り、誰
もが明るく幸せに暮らせる地域を目指
して継続実施する。

公民館講座
キレイと健康を！
女性のストレッチ講座

2月15日 1回 趣味教養 女性 9人

【内容】
・女性を対象としたストレッチ講座
を開催するもの
（講師：健康運動指導士 丸山さ
ん）

【ねらい】
・健康意識を高め、地域住民の親睦
を深める。

【準備過程】
・女性委員会で内容を検討
・島立地域だよりで内容を周知
し、参加者を募集

【共催団体等】
・女性委員会

【評価と反省】
・ねらい通り事業を実施できた。

【今後の方針】
・定期的な開催の希望があったため、
事業の継続を検討していく。

大きくなったね会

3月7日 1回 子育て 家庭教育 58人

【内容】
来年度から保育園に入園する子ども
を含めたつどいの広場利用者を対象
に寸劇を中心としたイベントを開催
するもの

【ねらい】
参加した親子にコンサートなどを楽
しんでもらうとともに、皆で今年度
の子どもたちの成長を祝う。

【共催団体等】
・福祉ひろば
・つどいの広場

【評価と反省】
寸劇を行い、新年度に入園する子ども
たちを中心に楽しんでもらい、送り出
すことができた。

【今後の方針】
３館共催の事業として今後も継続して
開催する。

春休み学習スペース開
放

3月18日
～3月31日

9回 子育て 家庭教育 15人

【内容】
小・中学校の長期休業に合わせ、学
習スペースを開放するもの

【ねらい】
小・中学生の居場所づくりとする。

【準備過程】
地区内の小学校にチラシを配布
し、周知

【評価と反省】
利用者、保護者からも好評であった。

【今後の方針】
事業の継続を検討していく。

夏休み学習スペース開
放

7月24日
～8月26日

23回 子育て 家庭教育 70人

【内容】
小・中学校の長期休業に合わせ、学
習スペースを開放するもの

【ねらい】
小・中学生の居場所づくりとする。

【準備過程】
地区内の小学校にチラシを配布
し、周知

【評価と反省】
利用者、保護者からも好評であった。

【今後の方針】
事業の継続を検討していく。
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島立っ子　森・杜探検
隊～自然体験学習チー
ム～

 7月28日
10月14日
11月24日
 3月26日

4回 子育て 青少年 145人

【内容】
地区内の小学生及びその保護者を対
象に自然体験学習を行うもの

【ねらい】
児童の自然への畏敬の念を強め、思
いやりの心を醸成につなげる。

【準備過程】
専門講師を交えて、打合せを行い
内容を検討

【共催団体等】
・自然体験学習チーム
・子ども会育成会

【評価と反省】
・日常では本格的に体験できない自然
体験を通して仲間同士の協調性や主体
性を育んだ。
・運営側の人数確保、完全ボランティ
アなど、活動の継続性について検討が
必要。
・活動のさらなる周知方法について検
討する。

【今後の方針】
運営側の人数確保については、ＰＴ
Ａ、小中学校、大学、町会との連携な
どを視野に検討する。

しまだちフードドライ
ブ

 8月16日
11月25日

2回 環境 その他 11人

【内容】
市内の子ども食堂を応援するための
フードドライブを実施するもの

【ねらい】
子ども食堂並びに食品ロスの啓発

【準備過程】
島立地域だよりで内容を周知

【共催団体】
ＮＰＯ法人ホットライン信州

【評価と反省】
多くの食料品等の寄付をいただき、食
品ロスの削減につなげることができ
た。

【今後の方針】
不定期開催となるが、事業の継続を検
討する。

親子フィットネス

5月～3月 11回 子育て その他 242人

【内容】
健康運動士資格所持の講師を招き、
主に地区住民を対象に親子で仲間と
一緒に運動するもの
講師：健康運動指導士　小布施さん

【ねらい】
親子で一緒に運動する機会を創出
し、地区住民の健康増進と交流を図
る。

【準備過程】
児童センター等にチラシを配置
し、内容を周知し、参加者を募集

【共催団体等】
・つどいの広場
・主任児童委員

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

ゆいま～る子どもひろ
ば支援

5月～3月 11回 子育て 家庭教育 719人

【内容】
・地区内の小学生を対象とした放課
後の居場所づくりをするもの

【ねらい】
・学習、あそび及び食料等を支援
し、子どもたちの放課後の居場所の
選択肢を増やす。
・多様な体験を通し、地域づくりに
貢献する。

【準備過程】
・開催前に実行委員会で打合せを
行い、内容を検討
・決定した内容をチラシで地区内
小学校に配布し、周知し、参加者
を募集

【共催団体等】
・ＮＰＯ法人ホットライン信州
・松本大学
・おやこクラブてるてる
・地区内ボランティア有志

【評価と反省】
・ねらいどおり事業を実施できた。

【今後の方針】
・地区内ボランティア有志の更なる拡
充に重点を置く。
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公民館講座
エンディングノートを
作成してみよう！

10月～12月 8回 その他 成人 53人

【内容】
司法書士等を講師に招き、万が一に
備え、家族に必要な情報を残すため
のノートを作成する講座

【ねらい】
これまでの人生を振返り、これから
の人生を考えるきっかけ作りにす
る。

【準備過程】
島立地域だよりで内容を周知し、
参加者を募集

【共催団体等】
・松本市社会福祉協議会
・包括支援センター
・島立地区生活支援員

【評価と反省】
ねらい通り事業を実施できた。

【今後の方針】
地域住民の要望を聞きながら、講座の
開催を検討していく。

スポーツをしよう（青
少年の居場所事業）

毎月
第4金曜日

11回 スポーツ 青少年 365人

【内容】
地区体育館を開放し、スポーツを
各々楽しんでもらうもの

【ねらい】
だれでも気軽にスポーツを楽しめる
環境づくりを目指す。

【準備過程】
島立地域だよりで内容を周知

【共催団体等】
・こども育成課
・島立地区スポーツ協会

【評価と反省】
ねらいどおり事業を実施できた。

【今後の方針】
運営側の負担が大きいため、開催時間
の縮小し、事業の継続を検討する。

コミュニティスクール
事業

通年 3回 子育て 青少年 48人

【内容】
各学校のＣＳ運営委員会に参画、予
算執行管理、クラブ活動等講師紹介
などを行う。

【ねらい】
地域全体での子育てにつなげる。

【準備過程】
島立地域だよりで内容を周知、ボ
ランティア等の協力者を募集

【共催団体等】
・高綱中学校
・松島中学校
・島立小学校
・各学校ボランティア

【評価と反省】
中学校キャリア学習の地区内講師を１
人派遣した。生徒と語る会、ＣＳ運営
委員との語る会に参加し交流、意見交
換を行った。

【今後の方針】
・地域と学校の双方向の交流、子ども
の主体的なかかわりを意識して取り組
んでいく。
・現在の活動の継続と見直しを行う。

○

公民館専門委員会

通年 5回
公民館委員会・
各種会議等

成人 317人

【内容】
企画委員会、館報編集委員会、ス
ポーツ委員会、文化図書委員会、女
性委員会により公民館事業の企画、
運営を行う。

【準備過程】
各部門ごと随時開催

【今後の方針】
委員の主体的な活動を促し、地域の活
性化を図っていく。

島立地域だよりの発行

通年 12回
地域事業

（その他）
成人

【内容】
公民館だより、福祉ひろばだより、
体協だよりを統合した島立地域だよ
りを毎月発行し、地区内全戸配布す
るもの

【ねらい】
地域住民が公民館、福祉ひろば他、
地域の催しや情報を得やすくするも
の

【準備過程】
福祉ひろば、スポーツ協会と内容
について相談の上、決定

【評価と反省】
見やすい紙面づくりを心がけ、ホーム
ページでも引き続き公開している。

【今後の方針】
紙面の見直しなどにより見やすい紙面
づくりを心がけ、地区内の組織団体等
と連携しながら多種多様な情報を掲載
し、さらなる利便性の向上を図る。
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令和６年度　事業報告の概要

新村公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 2 4 4 2 15 1 0 2 7 1 6 11 6

延べ
参加人数

316 15 218 180 147 489 10 0 40 528 400 485 1228 388

【方針・地域課題】
　１　公民館事業への参加者の固定化を改善し、より多くの住民が参加できるような魅力ある事業
　　の企画・運営を行う。
　２　「地域の子どもは地域で育てる」を目標に、地区住民や関係機関（小学校、中学校、大学、
    子ども会育成会）と連携・協働し、松本版コミュニティースクール事業の推進を中心に、子ど
    も達の地域に対する愛着形成を図る。
　３　子どもからお年寄りまで幅広い年代の住民対象に、地域の歴史や文化への興味・関心を高め
    るため、「新村文化財保存会」や「あたらしの郷協議会」と連携を図り、講座等の事業を展開
    していく。

【重点的に取り組んだ事項】
　１　「ものぐさ大学」や「あたらしの郷協議会」と連携を図り、視察研修や講演会を開催した。
　２　昨年度に続き、コミュニティスクール事業として、小学生を対象とした書道教室を夏と冬に
　　開催。育成会主催事業として「新村ちびっ子夏祭り」を開催。育成会役員が企画・運営を行
　　い、ボウリングや謎解きなど手作り感溢れる内容で、多くの児童が参加した。
　３　夏休みの小学生を対象に「公民館寺子屋」を開催。地域住民が先生役となりながらも、子ど
　　もたちは各自でその日の目標を立てて自主的に勉強に取り組んだ。勉強時間の後にはレクリエ
　　ーションとして塗り絵の技法やダンスなどを学ぶ時間をとった。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

　恒例となっているバスを使った施設見学の事業
や、写経、生け花などの成人向け事業は好評で、
常連の参加者に加えて新規の参加者もあった。し
かし、一回の事業の中で、一見の参加者と他の参
加者との懇親を深めたりするところまでは至ら
ず、単発の参加に留まってしまうところがあっ
た。
　夏休みや冬休みに行った小学生向けの事業で
は、子ども会育成会の役員を務める世帯の子ども
の参加が多かった。対象は小学生ではあるが、児
童が参加するには保護者が在宅している必要があ
り、共働き世帯には参加が難しい面があった。ま
た、参加する児童は固定的であり、子育てに関す
る意識の偏りも感じた。
　スポーツ関連の地域事業については、参加した
チームでは懇親を深めている様子が見て取れた
が、その裏では役員が参加者集めに苦労していた
り、参加者が集まらずに出場できない町会がある
など、事業の継続を望む声と廃止を望む声が混在
していた。
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令和６年度　事業報告

新村公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ものぐさ大学
自然観察会

4月30日 1回 環境 成人 27人

【内容】
小谷村　塩の道をガイドと歩く。

【ねらい】
自然観察会を通じて自然環境に関心
を高めるとともに、住民相互の親睦
を図る。

【準備過程】
ものぐさ大学理事会にて検討
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
白馬アルプスホテル

【評価と反省】
現地ガイドに案内を依頼したことで、
自然・環境、歴史への理解が深まっ
た。

【今後の方針】
次年度も現地ガイドに案内を依頼し、
自然・環境等への理解がより深まるよ
う内容を工夫していきたい。

芝沢小学校３年生
「地域探検」

5月8日 1回 地域文化 青少年 70人

【内容】
芝沢小学校３年生が地域を巡り、歴
史や文化、地域等について学ぶ。

【ねらい】
地域探検を通じて、地域への愛着形
成を図る。

【準備過程】
福祉ひろば

【協力】
芝沢小学校

【評価と反省】
公民館長から公民館・出張所の職員が
普段どのような仕事をしているか、そ
れがどのように住民の生活に役立って
いるのか説明がされた。また、職員に
よる「ものぐさ太郎」の紙芝居が披露
された。

【今後の方針】
次年度も学校から要望があれば、対応
するようにしたい。

町会対抗球技大会
（ソフトボール、ソフ
トバレーボール）

5月19日 1回
地域事業
（体育）

その他 100人

【内容】
町会対抗で球技大会を実施する。
≪種目≫
ソフトボール・ソフトバレーボール

【ねらい】
球技大会を通じて、地区住民の健康
増進や体力の向上、住民相互の親睦
を図る。

【共催団体】
・新村体育協会
・町会連合会
・町内公民館長会

【評価と反省】
５年ぶりに開催することができた。ソ
フトボール７町会、ソフトバレーボー
ル８町会が参加し、親睦を深めること
ができた。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら、開催していきたい。

公民館講座
写経会

6月27日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
地区内にある専称寺で写経会を開催

【ねらい】
写経会を通じて、歴史や文化に対す
る関心を高め、住民相互の親睦を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
ものぐさ大学理事会

【評価と反省】
「一枚起請文」を１字ずつ丁寧に経文
を書き写した。写経の目的について詳
しい説明を受け、写経に対する理解が
より深まった。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。
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令和６年度　事業報告

新村公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

新村地区オープン大会
（ワンハンドふらばー
るバレー）

7月6日 1回
地域事業
（体育）

その他 56人

【内容】
オープンで参加者を募り、スポーツ
大会を開催する。
≪種目≫
ワンバウンドふらばーるバレー
≪会場≫芝沢体育館

【ねらい】
大会を通して、地区住民の健康増進
や体力の向上、住民相互の親睦を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
・新村体育協会
・町会連合会
・町内公民館長会

【評価と反省】
今年度は土曜日の開催となったが、計
10チームが参加して親睦を深めること
ができた。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。

公民館寺子屋

7月25日
7月26日

2回 子育て 青少年 42人

【内容】
夏休み中の小学生を対象に、学習支
援ボランティアが宿題等の学習活動
を支援。支援以外に、有志団体等に
より体験活動を実施する。
７月25日　自主学習
　　　　　塗り絵レクリエーション
　　　　　≪講師≫松森清昭　氏
７月26日　自主学習
　　　　　ダンスレクリエーション
　　　　　≪講師≫小林美穂　氏

【ねらい】
「地域の子どもは地域で育てる」を
実践するため、公民館を会場として
子ども達が地域の方々と交流する場
を創出する。交流を通して、お互い
が学び合い、地域に対する愛着を深
める。

【準備過程】
小学校を通じてチラシ配布

【協力】
・あたらしの郷協議会学びの友部
会
・子ども会育成会

【評価と反省】
地域住民が先生役となりながらも、子
どもたちは各自でその日の目標を立て
て自主的に勉強に取り組んだ。勉強時
間の後にはレクリエーションとして塗
り絵の技法やダンスを学ぶ時間をとっ
た。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら、開催していきたい。

書道講座

7月29日
7月30日
7月31日

1回 子育て 青少年 28人

【内容】
夏休み中の子ども達を対象に、書道
教室を開催する。

【ねらい】
書道を通して、集中力を養う。

【準備過程】
小学校を通じてチラシを配布

【協力】
萩原通伸　氏

【評価と反省】
計11名の児童が参加し、３日間の書道
に集中して取り組んだ。学校ではまだ
書道が始まっていない１、２年生も初
めての書道に親しんだ。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。

○
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令和６年度　事業報告

新村公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

親子料理教室

8月9日 1回 子育て 青少年 28人

【内容】
夏休み中の子ども達とその親を対象
に、食育事業の一環として料理教室
を開催する。

【ねらい】
料理教室を通して、親子間の交流と
食に対する理解を深める。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【協力】
新村地区食生活改善推進協議会

【評価と反省】
男子５名を含む計13名の児童が参加
し、親子で料理を実践した。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。

河西部球技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

その他 120人

【内容】
島内、島立、和田、新村の河西部４
地区対抗で競技を実施する。
≪種目≫軟式野球、卓球（硬式
　　　　・ラージボール）

【ねらい】
河西部４地区住民の健康増進や体力
の向上、住民相互の親睦を図る。

【共催団体】
河西部４地区体育協会

【評価と反省】
今年度は島内地区が当番で開催した。
昨年に続きママさんバレーボールは開
催せず、軟式野球と卓球のみの開催と
なり、軟式野球は新村地区と和田地区
のみの参加であったが、地区内外の親
睦を深めることができた。

【今後の方針】
次年度は新村地区が当番となるため開
催内容を検討したい。

講演会
信州経済の歴史につい
て～信州の絹と綿～

9月19日 1回 趣味教養 成人 22人

【内容】
信州経済の歴史について、専門家を
招いて講義を行う。
講師：前松本大学大学院総合経営研
　　　究科教授　木村晴壽先生

【ねらい】
地区住民の知識や教養の向上を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【共催団体】
あたらしの郷協議会学びの友部会

【評価と反省】
松本大学との連携を生かし、身近なが
らあまり聞くことのないテーマについ
て学習することができた。

【今後の方針】
次年度も、住民の関心のあるテーマを
探して開催していきたい。

講演会
ＡＩは人間を超えられ
るか～新時代と生きる
賢い知恵と目指す方向
性と課題について～

10月3日 1回 趣味教養 成人 19人

【内容】
ＡＩの発達と利用方法について、専
門家を招いて講義を行う。
講師：松本大学理事・副学長経営情
　　　報学科学科長教授　浜崎央先
　　　生

【ねらい】
地区住民の知識や教養の向上を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【共催団体】
あたらしの郷協議会学びの友部会

【評価と反省】
松本大学との連携を生かし、専門的な
テーマについて学習することができ
た。

【今後の方針】
次年度も、住民の関心のあるテーマを
探して開催していきたい。

163



令和６年度　事業報告
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

新の里ウォークラリー
2024

10月5日 中止 地域文化 その他 0人

【内容】
新村地区の子どもから高齢者まで幅
広い世代を対象に、地区内でウォー
クラリーを開催。コース内に地区文
化財に関するチェックポイントを設
け、問題を出題。問題の正解数に応
じて、参加記念品を贈呈

【ねらい】
ウォークラリーを通じて、地区の歴
史・文化に触れ、地区への愛着を深
めるとともに、住民相互の親睦を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【共催団体】
・ものぐさ大学理事会
・子ども会育成会
・福祉ひろば

【評価と反省】
チラシを全戸配布、子ども会育成会で
も周知を行ったが参加者がなく、２年
連続での中止となった。

【今後の方針】
一定の役割を果たし終えたと考え、次
年度は開催しない。

松本市市民スポーツ大
会「秋季大会」

10月13日 1回
地域事業
（体育）

成人 20人

【内容】
市内35地区が、卓球やソフトバレー
等の種目で競う。

【共催団体】
新村体育協会

【評価と反省】
今年度は排球部と野球部が出場した。

【今後の方針】
選手集めをしっかりと行いながら、次
年度も出場したい。

にいむら防災フェス
ティバル2024

10月13日 1回
地域事業

（その他）
成人 300人

【内容】
住民の防災意識の醸成のため、防災
フェスティバルを開催する。

【ねらい】
フェスティバルを通じて、防災に対
する意識を高めるとともに、住民相
互の親睦を図る機会とする。

【共催団体】
・町会連合会
・町内公民館長会
・新村体育協会
・あたらしの郷協議会
・民生児童委員協議会
・松本市社会福祉協議会
・交通安全協会新村支部
・消防第11分団
・防災部、防犯女性部　など

【評価と反省】
昨年度に引き続き２回目の開催。今回
はフェスティバル当日朝に町会ごとに
安否確認訓練を実施し、避難所となる
松本大学で結果を集計した。開催時期
は行事が集中しているため分散が必要

【今後の方針】
次年度は時期をずらして実施する。
フェスティバル形式はコンテンツのマ
ンネリ化が課題

健康料理教室（食改さ
んと作る！食卓彩る噛
み噛みごはん）

10月23日 1回 福祉健康 成人 15人

【内容】
健康への意識を高めてもらうため料
理教室を開催する。

【ねらい】
健康に配慮したメニューを参加者同
士で調理してもらうことにより、食
への理解や健康への意識を高めても
らう。

【準備過程】
地区内回覧チラシで周知

【協力】
食生活改善推進員

【評価と反省】
食改の会員の皆様の指導のもと、健康
に配慮したメニューを調理した。町会
長など男性も参加し、食と健康につい
て学ぶ料理教室となった。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。
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講演会
フレイル予防のための
食事と運動のあり方に
ついて～日常生活に取
り入れるフレイル予防
～ 10月29日 1回 趣味教養 成人 22人

【内容】
フレイル予防について、専門家を招
いて講義を行う。
講師
松本大学人間健康学部健康栄養学科
准教授　成瀬祐子先生
スポーツ健康学科　山本薫先生

【ねらい】
地区住民の知識や教養の向上を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【共催団体】
あたらしの郷協議会学びの友部会

【評価と反省】
松本大学との連携を生かし、身近な
テーマについて座学と実技を交えて学
習することができた。

【今後の方針】
次年度も、住民の関心のあるテーマを
探して開催していきたい。

新村文化祭・福祉ひろ
ば祭り

11月2日
11月3日

1回
地域事業
（文化）

その他 400人

【内容】
公民館や福祉ひろば利用団体等の活
動成果の発表の場として２日間開催
する。

【ねらい】
文化祭を通じて、文化活動への関心
を高め、住民相互の親睦を図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
文化祭実行委員会

【評価と反省】
作品展示やステージ発表が行われた。
ＪＡ新村支所とタイアップしたスタン
プラリーも開催され、それぞれの会場
を多くの来場者が行き来した。

【今後の方針】
次年度引き続き、関係団体と連携を図
りながら、開催していきたい。

市長杯争奪球技大会

11月4日 1回 スポーツ 成人 10人

【内容】
松本市スポーツ協会主催行事に地区
代表として参加する。

【ねらい】
大会を通じて、地区住民の健康の増
進や体力の向上、住民相互の親睦を
図る。

【共催団体】
新村体育協会

【評価と反省】
今年度は野球部が出場した。ママさん
バレーは和田と合同チームで出場し、
地区内外で連携を深めることができ
た。

【今後の方針】
選手集めをしっかりと行いながら、次
年度も出場したい。

新村歴史探訪

11月10日 1回 地域文化 成人 20人

【内容】
地区内を大きく５つのエリア（上
新・下新・北新・南新・東新）で分
け、エリアごと文化財等について説
明を受けながら歩いて巡る。

【ねらい】
歴史探訪を通じて、地区住民の文化
財等への関心を高めるとともに、住
民相互の親睦を図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
・新村文化財保存会
・あたらしの郷協議会　学びの友
部会

【評価と反省】
今年度は根石町会を巡った。町会長や
町内公民館長の協力もあり、大勢の参
加者に参加いただくことができた。

【今後の方針】
次年度も該当地区の町会長や町内公民
館長にも協力をお願いし、大勢の参加
があるように内容を工夫していきた
い。
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第10回ニュースポフェ
スＩＮ新村

11月24日 1回
地域事業
（体育）

その他 52人

【内容】
ニュースポーツの体験を行う。
≪種目≫ボッチャ、モルック、囲碁
ボール、ラダーゲッター、ダブル
ダッチ

【ねらい】
子どもから高齢者まで幅広い年代が
気軽にニュースポーツを楽しみ、健
康増進や地区住民相互の親睦を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
・新村体育協会
・子ども会育成会
・あたらしの郷協議会　学びの友
部会

【評価と反省】
松本深志高校の協力を得て、初めてダ
ブルダッチの体験を取り入れた。学校
を通じて和田地区の児童にも告知し、
一定数の参加を得て、住民がニュース
ポーツに親しむ機会となった。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。

地域学習

11月29日 1回 地域文化 青少年 90人

【内容】
中学校の総合的な学習の時間におい
て、自分たちの住む地域について学
ぶ。

【ねらい】
地域の中で働く人たちから直接話を
聞くことで、地域について深く理解
する。

【準備過程】
地域の中から適した人材を選出

【協力】
藤田昌志氏、大久保昭文氏、森井
正臣氏、辰田裕二氏、輿賢次氏、
上條俊道氏

【評価と反省】
地域住民の生の声を聞き、自分たちの
住む地域について理解を深めることが
できた。

【今後の方針】
次年度の学習方針に沿って企画した
い。

○

書道指導

12月10日
12月11日
12月13日

1回 趣味教養 青少年 90人

【内容】
中学校において、地域の書道講師か
ら指導を受ける。

【ねらい】
教養の向上、伝統文化の継承を図
る。

【協力】
萩原通伸　氏

【評価と反省】
１学年の生徒が指導を受け、書道に取
り組むことができた。

【今後の方針】
次年度も企画していきたい。

○

公民館講座
押し絵教室

12月10日
12月17日

2回 趣味教養 成人 4人

【内容】
講師を招き、干支の押し絵を作成す
る。

【ねらい】
教養の向上、伝統文化の継承を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
降旗順子　氏

【評価と反省】
少数の参加者ではあるが、毎年恒例の
公民館講座として伝統文化を学んでい
る。

【今後の方針】
参加者増加を目指し、講師と相談しな
がら、内容の工夫を図っていきたい。

新村地区人権啓発視察
研修

12月13日 1回 人権平和 成人 16人

【内容】
人権啓発推進事業の一環として、県
内視察研修を実施する。
＜視察先＞円福寺愛育園（長野市）

【ねらい】
視察研修を通じて、地区住民への人
権啓発を行う。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
・新村地区人権啓発推進協議会
・ものぐさ大学理事会

【評価と反省】
今年度の視察研修は子どもの権利を
テーマとし、児童養護施設である円福
寺愛育園を訪問した。園長から話を伺
うとともに施設内を見学し、充実した
視察研修となった。

【今後の方針】
次年度も引き続き、視察研修を開催し
たい。
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公民館講座
お正月しめ縄づくり教
室

12月15日 1回 趣味教養 成人 18人

【内容】
講師を招き、しめ縄づくりを学ぶ。

【ねらい】
教養の向上、伝統文化の継承を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
土屋和輝　氏

【評価と反省】
毎年恒例の公民館講座として伝統文化
を学ぶことができている。

【今後の方針】
次年度も開催したい。

公民館講座
お正月生け花教室

12月26日 1回 趣味教養 成人 18人

【内容】
講師を招き、生け花教室を開催す
る。

【ねらい】
教養の向上、伝統文化の継承を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
黒木幸子　氏

【評価と反省】
毎年恒例の公民館講座として伝統文化
を学ぶことができている。

【今後の方針】
講師の引退により、次年度の開催は未
定

第50回元旦マラソン

1月1日 1回
地域事業
（体育）

その他 60人

【内容】
地区内の子どもから大人まで幅広い
世代を対象に、新村運動広場の周回
コースを走る。

【ねらい】
マラソンを通じて、住民の健康増進
や体力の向上、住民相互の親睦を図
る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
新村体育協会

【評価と反省】
天候にも恵まれ、子どもから高齢者ま
で幅広い年代の参加があった。新村地
区の新年の恒例行事となっている。

【今後の方針】
次年度も引き続き開催していきたい。

新村地区新年祝賀会

1月11日 1回
地域事業

（その他）
成人 65人

【内容】
地区内の関係団体関係者が新年を祝
して一同に集まるもの

【ねらい】
祝賀会を通じて、地区の繁栄や安寧
等を願う。

【共催団体】
・町会連合会
・町内公民館長会
・新村体育協会　　など

【評価と反省】
今回は安協新村支部が当番団体であっ
たが、地区役員への出欠確認や集金、
会場設営など、準備から当日の運営ま
で行った。

【今後の方針】
多くの地区関係者が集める貴重な機会
であるので、次年度も当番団体を中心
に開催してほしい。

第37回冬季室内競技大
会（綱引き、卓球）

2月2日 1回
地域事業
（体育）

その他 120人

【内容】
町会対抗で下記の種目を実施する。
≪種目≫午前：綱引き　午後：卓球

【ねらい】
室内競技を通じて、住民の健康増進
や体力の向上、住民相互の親睦を図
る。

【共催団体】
・新村体育協会
・町会連合会
・町内公民館長会

【評価と反省】
綱引きには５町会で昨年から１町会
減、卓球はラケットを変えた「おかし
な卓球大会」として開催したこところ
１町会増の６町会の参加あり、いずれ
も白熱した試合が繰り広げられた。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら、開催していきたい。
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利用者懇談会

3月18日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 15人

【内容】
公民館利用者団体の各代表者から利
用に関する要望等を聞き取り、次年
度の公民館等の運営の参考とする。

【ねらい】
利用者懇談会を通じて、公民館等の
運営の改善を図る。

【共催団体】
新村公民館利用団体

【評価と反省】
公民館利用に関する要望等を直接利用
者から聞き取ることができ、次年度の
公民館運営の参考となった。

【今後の方針】
次年度も引き続き開催していきたい。

ものぐさ大学
文化遺産巡り

3月24日 1回 趣味教養 成人

【内容】
島崎藤村の足跡を辿る。

【ねらい】
文化財の歴史等への理解を深めると
もに、住民相互の親睦を図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
ものぐさ大学理事会

【評価と反省】
島崎藤村の生家である藤村記念館で資
料を見学し、理解を深めることができ
た。

【今後の方針】
次年度も行先を検討し、開催していき
たい。

サルビア花壇づくり

 4月 3日
11月27日

2回 環境 青少年 120人

【内容】
中学校において地域住民とともにサ
ルビア花壇づくりを行う。

【ねらい】
花壇づくりを通じて自然に関心を高
めるとともに、住民と生徒の親睦を
図る。

【協力】
濱　邦彦氏

【評価と反省】
濱氏が畑の土おこしを行い、生徒が花
壇をつくり、学校と地域が連携するこ
とができた。

【今後の方針】
次年度も協力をお願いしたい。

○

運動広場等整備

5月12日
9月29日

2回
地域事業

（その他）
成人 120人

【内容】
町会連合会、町内公民館長会、新村
体育協会が分担して、地区内にある
運動広場等の草刈りやゴミ拾いを年
２回実施する。
≪場所≫
・忠魂碑周辺、ものぐさ自然公園
・秋葉原古墳周辺
・新村運動広場周辺

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
・町会連合会
・町内公民館長会
・新村体育協会

【評価と反省】
各団体で担当場所の草刈りやゴミ拾い
などの清掃を実施した。

【今後の方針】
次年度も引き続き、運動広場等の整備
を実施していきたい。

ものぐさ大学
大人の社会見学

5月24日
9月27日

2回 趣味教養 成人 40人

【内容】
県内の美術館を見学する。
５月24日　サントリー大町工場
９月27日　みすずコーポレーション

【ねらい】
工場見学を通じて、経済産業への関
心を高め、教養を養う。また、住民
相互の親睦を図る。

【準備過程】
ものぐさ大学理事会にて検討
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
サントリー
みすずコーポレーション

【評価と反省】
案内係の説明を受けるなど、各工場の
設備や環境への方針について理解が深
まった。

【今後の方針】
次年度も企画し、住民の教養等の向上
に寄与したい。
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新村文化財保存会

 5月30日
12月19日
 3月27日

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 30人

【内容】
新村文化財保存会の運営・支援を行
う。

【ねらい】
保存会の活動を通じて、地区内にあ
る文化財の保存・整備を行い、地区
内外の住民の文化財への理解を深め
る。

【共催団体】
あたらしの郷協議会　学びの友部
会

【評価と反省】
保存会の活動としては、案内板の点検
と「新村を語る会」を行った。また、
あたらしの郷協議会学びの友部会や新
村公民館と共催で、歴史探訪を開催
し、地区の歴史や文化に対する理解を
深めることができた。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら事業を実施していきたい。

図書委員会

 6月6日
12月5日

1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 12人

【内容】
公民館の図書コーナーにある書籍の
入れ替え作業を年２回行う。
必要に応じて、公民館やその他施設
に出向き、本の読み聞かせ等を行
う。

【ねらい】
図書委員会の活動を通じて、本への
関心を高める。

【準備過程】
図書の入れ替えについては、中央
図書館へ出向き、図書委員の判断
で本の選定を行う。ジャンルは限
定せず、子どもからお年寄りまで
幅広い年代に向けた本を選定す
る。

【評価と反省】
図書の入れ替えを例年通り実施。身近
な地域で図書に親しむ場となったが、
未返却本が多いとの指摘を中央図書館
から受けている。

【今後の方針】
図書入れ替え作業の前に、未返却本の
チェックや督促などを行いたい。

ものぐさ大学
まつもと文化遺産巡り

6月17日
3月14日

中止 趣味教養 成人 0人

【内容】
「まつもと文化遺産」に認定された
文化財のある地区を歩いて巡り、歴
史等を学ぶ。
６月17日　城北地区　→中止
３月14日　城北地区　→中止

【ねらい】
まつもと文化遺産巡りを通じて、他
地区にある文化財の歴史等への理解
を深めるともに、住民相互の親睦を
図る。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【共催団体】
ものぐさ大学理事会

【評価と反省】
一昨年まで実施してきた「おでかけ
ウォーキング」に替わるウォーキング
事業として２年目の開催。城北地区巡
りを企画したが、参加者が集まらず中
止となった。

【今後の方針】
次年度は目的地を変えて開催していき
たい。

ものぐさ大学理事会

7月9日
2月7日

1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 30人

【内容】
公民館事業を企画・運営する独自の
組織として、公民館委員の活動とは
別に活動を続けている。各事業の担
当に分かれて、企画・運営を担っ
た。

【ねらい】
地区住民の知識や教養の向上、住民
同士の親睦を図る。

【評価と反省】
公民館と福祉ひろばと協働する住民有
志の組織であり、人材の確保が課題で
ある。

【今後の方針】
「楽しく学ぶ」をモットーに活動して
いるが、公民館としては「学ぶ」の部
分を大事にしていきたい。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

陶芸指導
7月19日
7月23日
7月26日
8月 1日
8月 2日
8月 5日

6回 趣味教養 青少年 60人

【内容】
中学校美術部において地域住民の指
導を得て陶芸制作を行う。

【ねらい】
陶芸制作を通じて芸術への関心を高
め、住民と生徒の親睦を図る。

【協力】
陶芸クラブ四炎窯

【評価と反省】
地域住民によって、部活動顧問ではで
きない専門的な指導が得られた。

【今後の方針】
次年度も企画し、住民との連携を深め
たい。

○

ものぐさ大学
美術館巡り

7月24日
2月27日

2回 趣味教養 成人 40人

【内容】
県内の美術館を見学する。
７月24日　上田市立美術館
２月27日　松本市美術館

【ねらい】
美術館巡りを通じて、芸術への関心
を高め、教養を養う。また住民相互
の親睦を図る。

【準備過程】
ものぐさ大学理事会にて検討
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
上田市立美術館
松本市美術館　ほか

【評価と反省】
参加者の理解を深めるため、見学の際
は学芸員の説明を受けるなど、見学方
法の工夫を図った。

【今後の方針】
次年度も企画し、住民の教養等の向上
に寄与したい。

にいむら防災フェス
ティバル実行委員会

6月～10月 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 105人

【内容】
にいむら防災フェスティバルの企
画・運営等について協議を行う。

【ねらい】
フェスティバルを通じて、地区住民
の防災意識の向上、住民相互の親睦
を図る。

【共催団体】
・町会連合会
・町内公民館長会
・あたらしの郷協議会
・民生児童委員協議会
・松本市社会福祉協議会
・交通安全協会新村支部
・消防第11分団
・防災部、防犯女性部　など

【評価と反省】
昨年度に引き続き２回目の開催。今回
はフェスティバル当日朝に町会ごとに
安否確認訓練を実施し、避難所となる
松本大学で結果を集計した。開催時期
は行事が集中しているため分散が必要

【今後の方針】
次年度は日にちをずらして実施する。
フェスティバル形式はコンテンツのマ
ンネリ化が課題

文化祭実行委員会

9月～11月 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 180人

【内容】
新村文化祭・福祉ひろば祭りの企
画・運営等について協議を行う。

【ねらい】
文化祭を通じて、文化・芸術等への
関心を高めるともに、住民相互の親
睦を図る。

【共催団体】
・町会連合会
・町内公民館長会
・新村体育協会
・新村地区各種団体

【評価と反省】
文化祭の企画・運営等について、関係
者で協議を行った。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら、開催していきたい。

学習支援

10月～2月 その他 青少年

【内容】
中学３年生の放課後時間に、松本大
学生の協力を得て学習支援を行うも
の

【ねらい】
校内での自主学習の機会とするとと
もに、大学生にとっても指導経験を
積む機会とする。

【評価と反省】
中学生にとっては受験前の学習時間と
なり、大学生にとっても貴重な指導の
経験となった。

【今後の方針】
次年度も松本大学と連携を図り開催し
ていきたい。

○
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

町会別人権啓発懇談会

10月～3月 14回 人権平和 成人 300人

【内容】
人権啓発推進事業の一環として、新
村14地区で懇談会を開催し、人権啓
発チラシの配布やＤＶＤ視聴会を実
施

【ねらい】
懇談会を通じて、地区住民の人権に
対する関心や意識を高める。

【共催団体】
町内公民館長会

【評価と反省】
人権啓発懇談会を開催できなかった町
会がいくつかあった。それらの町会に
関しては、全戸に啓発チラシを配布
し、住民に人権啓発を行うことができ
た。

【今後の方針】
今後も引き続き地区住民への人権啓発
を図っていきたい。

町内公民館活性化事業

通年 2回 その他 成人 40人

【内容】
町内公民館活動の支援を実施する。

【ねらい】
地区住民がいきいきと明るく張り合
いを持って生活ができるよう、町内
公民館活動の活性化支援を図る。

【共催団体】
町内公民館長会

【評価と反省】
今年度は複数の町会で活性化事業が実
施された。

【今後の方針】
事業の周知を行い、町内公民館の活性
化に寄与していきたい。

いきいき投稿文芸

通年 4回 趣味教養 成人 20人

【内容】
春夏秋冬をテーマに俳句と川柳を募
集し、選者の講評を受けたのち、広
報等に掲載するもの
≪選者≫降旗　牛朗　氏

【ねらい】
投稿文芸を通じて、俳句や川柳への
関心を高める。

【共催団体】
あたらしの郷協議会　いきいき部
会

【評価と反省】
令和３年度から継続した企画で、毎回
多くの投稿がある。投稿された作品
は、毎月発行している「あたらしの郷
通信」に掲載している。

【今後の方針】
次年度も継続していきたい。投稿者が
固定化してきているので、無関心層に
投稿してもらえるように周知を図って
いきたい。

アクリル画教室

通年 12回 趣味教養 成人 120人

【内容】
通年講座としてアクリル画教室を開
催するもの
≪講師≫松森　清昭　氏

【ねらい】
教室を通じて、芸術への関心を高め
るとともに、住民相互の親睦を図
る。

【共催団体】
あたらしの郷協議会　いきいき部
会

【評価と反省】
通年講座として開催。参加者は思い思
いに自由なテーマでアクリル画を描い
た。美術館を巡る事業も参加するな
ど、芸術への関心と親睦が深まってい
る。

【今後の方針】
次年度も引き続き、開催していきた
い。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

育児講座

通年 12回 子育て 家庭教育 120人

【内容】
子育て支援の一環として、未就園児
とその母親を対象に、月１回活動

【ねらい】
親子の交流の場や、母親同士の情報
交換の場を創出し、未就園児の健全
育成を図る。

【共催団体】
ひよこの会

【評価と反省】
地区内の母親同士の交流の場となって
いる。役員を中心に企画・運営を行っ
た。

【今後の方針】
育児講座への参加者が少ないため、周
知を工夫していきたい。

町内公民館長会
（文化委員会）

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 200人

【内容】
町内公民館館長会の活動支援、連携
強化を図る。

【ねらい】
町内公民館長会の活動を通じて、町
内公民館の活性化を図る。

【評価と反省】
公民館のメイン事業である文化祭にお
いて、主な運営に携わる町内公民館長
には実行委員会から当日までの準備・
運営で積極的に動いていただいた。当
日は作品展示やステージ発表に多くの
住民が来場してくれた。

【今後の方針】
次年度も引き続き、関係団体と連携を
図りながら、各種事業を展開していき
たい。

新村体育協会
（体育委員会）

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 250人

【内容】
地区内で行われる体育行事の企画・
運営を行う。

【ねらい】
体育行事を通じて、地区住民の健康
の増進や体力の向上、住民相互の親
睦を図る。

【評価と反省】
昨年は開催できなかった５月の町会対
抗球技大会も今年は開催できた。その
他の行事にも多くの参加があり、住民
の親睦の場となった。

【今後の方針】
次年度も多くの住民が参加できるよう
な事業を展開していきたい。

館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 120人

【内容】
公民館報（新の里）の原稿執筆、編
集等を行う。

【ねらい】
公民館報の発行を通じて、公民館活
動や地区内の諸活動、歴史・文化等
に関心を持ってもらう。

【準備過程】
奇数月（１、３、５、７、９、11
月）に発行する公民館報の原稿執
筆や編集を行う。
会議は偶数月に２回開催され、掲
載する内容等を検討する。

【評価と反省】
記事については担当ごと執筆してもら
い、校正等を自主的に委員が行った。
地区内の行事等について住民に周知す
ることができた。

【今後の方針】
今後も引き続き、編集委員発信で取
材・原稿執筆等の活動を行ってもら
う。
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視聴覚委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 36人

【内容】
地区内に残る文化財や古い町並み、
農作業風景などの生活の様子を記録
として保存し、後世に残す活動を行
う。

【ねらい】
地区内の街並みや文化財等を写真等
で記録・保存し、若い世代に伝えて
いくことで、地区への愛着を育む。

【評価と反省】
昨年度に続き「新村のお寺」という冊
子の原稿案を作成し、「新村のお宮」
の構想に着手した。両冊子について予
算化できた段階で発行を検討すること
になった。

【今後の方針】
委員の高齢化や人材確保が課題となっ
ている。人材確保については、公民館
事業に関心が高い住民や松本大学の学
生にも声を掛け、加入を促していきた
い。

子ども会育成会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

青少年 250人

【内容】
新村地区子ども会育成会の運営・支
援を行う。

【ねらい】
育成会の活動を通じて、地区内の子
ども達の健全育成を図る。

【評価と反省】
今年度は「新村ちびっ子夏祭り」を初
めて開催した。企画から準備・運営ま
で役員が行い、夏休み中の児童を対象
に各種催し物を開催した。その他、共
催事業への参加協力などをお願いし
た。

【今後の方針】
今後も引き続き、関係機関と連携を図
りながら、各行事を実施したい。

あたらしの郷協議会

通年 1回
地域事業

（その他）
その他 ー

【内容】
あたらしの郷協議会（地域振興部
会・安全安心部会・いきいき部会・
学びの友部会）の運営・支援を行
う。

【ねらい】
協議会の活動を通じて、地域課題の
解決等を図る。

【共催団体】
・あたらしの郷協議会
　地域振興部会
　安全安心部会
　いきいき部会
　学びの友部会

【評価と反省】
まちづくり協議会である「あたらしの
郷協議会」の運営・支援を行った。

【今後の方針】
次年度も引き続き運営・支援を図って
いきたい。

プチ送迎ボランティア

通年 ー 福祉健康 高齢者 ー

【内容】
地域福祉の推進を目的として、住民
主体のボランティア組織である「プ
チ送迎ボランティア」への支援を実
施

【ねらい】
地区内の高齢者の交通弱者を減ら
し、住民相互の助け合い精神を助長
する。

【共催団体】
プチ送迎ボランティア

【評価と反省】
事務局は松本市社会福祉協議会所属の
生活支援員が行っている。
運転手の高齢化が深刻で、人材の確保
が大きな課題となっている。また、会
員数が減少傾向にあり、団体の収入源
である会費が思うように集まっていな
い。

【今後の方針】
団体の存続のためにも、団体の活動を
ＰＲしていき、会員確保に努めていき
たい。
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ものぐさだよりの発行
（公民館だより）

毎月 12回
地域事業

（その他）
その他 ー

【内容】
毎月の広報配布に合わせて、公民館
講座等の情報を掲載する広報として
発行

【ねらい】
公民館講座等への参加者増加を図
る。

【共催団体】
・あたらしの郷協議会
・福祉ひろば

【評価と反省】
Ａ３判サイズ、フルカラーで毎月発行
しており、公民館以外にあたらしの郷
協議会と福祉ひろばの広報も一緒に掲
載している。

【今後の方針】
住民の関心が向くような紙面作りを心
掛けていきたい。

ホームページ

随時更新 ー
地域事業

（その他）
その他 ー

【内容】
新村地区の公民館活動について情報
発信を行う。

【ねらい】
地区内外に対して新村地区のＰＲを
行い、地区に対する理解を深めても
らう。

【評価と反省】
公民館講座や配布物の情報を随時更新
した。

【今後の方針】
引き続きホームページの更新作業を
行っていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

和田公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 0 5 5 1 8 6 0 2 1 2 0 5 2

延べ
参加人数

33 0 211 71 26 103 262 0 18 144 379 0 361 78

【方針・地域課題】

・わくわくする公民館を目指す
　参加する住民がわくわくして、楽しく学べる公民館を目指す。

・子ども向け事業の拡充
　公民館活動の拡充、発展には子どもの参加が必要不可欠な為、公民館を身近に感じてもらえるよ
うな事業を実施する。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・わくわくする公民館を目指す
　大人でもわくわく、楽しめるように新規事業
「ＷＡＤＡチャレンジャー」の実施、既存事業の
見直しなどを行った。次年度以降もさらに発展さ
せ、様々な事業を充実させたい。

・子ども向け事業の拡充
　育成会と連携したクリスマスコンサートの他、
既存事業の「和田ウォークラリー」についても、
子どもが参加しやすく楽しめる内容を追加、また
親子向け講座の実施など、前年度と比べ、子ども
が公民館事業に参加する機会を増やすことができ
た。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

春の寄せ植え講座

5月27日 1回 趣味教養 成人 15人

【内容】
講師（地区住民）による春～秋頃ま
での寄せ植え講座

【ねらい】
生きがいの仕組みづくりの一環とし
て、住民の趣味・教養の養成、参加
者同士の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【評価と反省】
参加者同士の交流、寄せ植えに関する
知識を得ることができた。

【今後の方針】
引き続き実施予定

わら細工づくり講座

6月23日 2回 趣味教養 その他 7人

【内容】
講師（地区住民）によるわら細工づ
くり（亀）の講座

【ねらい】
伝統文化の継承

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【評価と反省】
子どもも参加し、わら細工という伝統
文化の継承の一助となった。

【今後の方針】
引き続き実施予定

人権啓発推進協議会視
察研修

6月26日 1回 人権平和 成人 33人

【内容】
浅川伯教・巧兄弟資料館を視察

【ねらい】
異文化理解と人権について学ぶ。

【準備過程】
人権啓発推進協議会と協議し、視
察先を選定

【協力】
和田地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
浅川伯教・巧兄弟の活動について学ぶ
ことで異文化理解の重要さを学ぶこと
ができた。

【今後の方針】
内容をさらに充実させ、実施したい。

ハワイアンフラ体験講
座

6月29日 1回 趣味教養 成人 20人

【内容】
初心者向けハワイアンフラ講座

【ねらい】
ハワイの伝統的な舞踊を学ぶ。参加
者同士の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
公民館サークル「オヒア・レフ
ア」

【評価と反省】
初心者でも実際に体を動かし、ハワイ
アンフラを体験することでハワイの伝
統文化を学ぶことができた。

【今後の方針】
引き続き実施したい。

健康スポーツのつどい
夏季大会

7月7日 1回 スポーツ その他 100人

【内容】
町会交流種目：ソフトバレー
自由参加種目：ニュースポーツ体験

【ねらい】
町会内、町会同士の交流やスポーツ
の振興、健康の増進

【準備過程】
町内公民館町会、体育委員会を中
心に準備

【協力】
町内公民館町会、体育委員会

【評価と反省】
前年度より参加町会が減少してしまっ
た。選手集めに苦慮しているという意
見があったため、内容を検討したい。
その一方、大会は盛り上げりを見せ、
町会内、町会同士の交流のきっかけと
なった。

【今後の方針】
選手集めがしやすいよう、内容を検討
し、継続したい。
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映画と語りの会

7月29日 1回 子育て 青少年 60人

【内容】
「人形劇団やまんば」による人形劇
の上演

【ねらい】
地区の子どもの情操教育、公民館と
各施設の交流

【準備過程】
図書視聴覚委員会で内容を協議

【協力】
図書視聴覚委員会
和田保育園
和田児童センター

【評価と反省】
多くの子どもが観劇し、保育園・児童
センターと連携をすることができた。

【今後の方針】
内容を検討し、継続したい。

芝っ子の夏休み　書道
講座

7月29日
7月30日
7月31日

3回 子育て 青少年 54人

【内容】
夏休みの小学生を対象とした書道講
座

【ねらい】
書道の経験・未経験を問わず、書道
に親しみ、作品を作り上げる達成感
を得ること。また公民館と小学生を
つなぐこと。

【準備過程】
小学校に周知チラシを配布

【評価と反省】
初心者でも集中し書道に取り組み、作
品を作り上げ、県書道展に出展、多く
の作品が入賞した。

【今後の方針】
今後も継続したい。

○

芝っ子の夏休み　学習
支援

8月1日
8月2日

2回 子育て 青少年 73人

【内容】
夏休みの小学生を対象とした学習支
援。地区住民による宿題指導とダイ
ヤモンドビーズアートの製作

【ねらい】
地区住民と子どもの交流

【準備過程】
小学校に周知チラシを配布

【評価と反省】
地区住民と子どもが交流することで、
地域で子どもを育てることを再認識で
きた。

【今後の方針】
内容を検討し、継続したい。

窪田空穂生家図書館

8月 1日
8月 6日
8月 8日
8月15日

4回 地域文化 青少年 7人

【内容】
夏休み期間に和田公民館の図書の一
部を、窪田空穂生家に設置し図書館
を開設。中学生のボランティアによ
る宿題指導も実施

【ねらい】
地域の文化施設の利用促進、公民館
図書館の利用促進。小学生と中学生
の交流

【準備過程】
小学校・中学校に周知チラシを配
布　中学校ボランティアによる図
書の選定

【協力】
窪田空穂記念館
高綱中学校

【評価と反省】
中学生による図書の選定、当日の運営
などは小学生との交流という面からも
有効だと感じた。一方で昨年度より参
加者が減少してしまった。

【今後の方針】
内容・実施について検討したい。

刃物の研ぎ方講座

8月18日 1回 趣味教養 成人 6人

【内容】
包丁、剪定鋏などの刃物の研ぎ方を
学ぶ。

【ねらい】
地域人材の活用、刃物についての知
識と技術の習得

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【評価と反省】
知識、技術を学ぶことができた。

【今後の方針】
今後も継続したい。

177



令和６年度　事業報告

和田公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

安塚古墳群発掘調査見
学会

8月20日 1回 その他 成人 8人

【内容】
安塚古墳群の発掘調査現場を見学

【ねらい】
和田地区に隣接している史跡につい
て学ぶ。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【協力】
長野県埋蔵文化財センター

【評価と反省】
地区の史跡について実際に見て学ぶ貴
重な機会となった。

【今後の方針】
地区近隣で同様な調査があれば実施し
たい。

河西部球技大会

8月25日 1回 スポーツ 成人 23人

【内容】
和田・島内・島立・新村地区による
対抗球技大会。卓球・軟式野球を実
施

【ねらい】
市民スポーツ大会の予選、地区同士
の交流やスポーツの振興

【準備過程】
各地区の代表者会議で協議

【協力】
各地区公民館及び体育協会、体育
委員会

【評価と反省】
競技によって参加できない地区があっ
た。

【今後の方針】
内容を検討し、継続したい。

マレットゴルフ大会

9月5日 1回 スポーツ 高齢者 15人

【内容】
市民スポーツ大会の予選を兼ねたマ
レットゴルフ大会

【ねらい】
地区内の交流、マレットゴルフの振
興

【準備過程】
マレットゴルフクラブと協議

【協力】
和田地区マレットゴルフクラブ

【評価と反省】
参加者が減少傾向にある。

【今後の方針】
地域行事として、内容を検討し継続し
たい。

上高地ウォーキング

9月11日 1回 環境 成人 26人

【内容】
上高地の散策、学習

【ねらい】
国の文化財である上高地について学
ぶ。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【評価と反省】
上高地について、現地で歩きながら学
ぶことができた。

【今後の方針】
継続して実施したい。

第67回松本市市民ス
ポーツ大会

10月13日 1回 スポーツ 成人 56人

【内容】
全市的な地区対抗スポーツ大会

【ねらい】
スポーツ振興

【準備過程】
町内公民館町会・体育委員会を中
心に準備

【協力】
町内公民館町会・体育委員会・各
部活動

【評価と反省】
地区内の各部が出場し、スポーツ振
興、住民同士の交流の機会となった。
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第17回和田ウォークラ
リー

10月20日 1回
地域事業
（体育）

その他 144人

【内容】
地区内の文化財等にまつわるクイ
ズ、ゲームをしながら約６kmのコー
スを歩くウォークラリー

【ねらい】
地区内の文化財について学びなが
ら、地区住民同士の交流、健康増進
の機会とすること。

【準備過程】
協力団体と実行委員会を組織し、
準備

【協力】
和田地区地域づくり協議会
子ども会育成会
和田地区福祉ひろば
町内公民館町会、体育委員会

【評価と反省】
幅広い年齢層の住民が参加し、交流を
深めることができた。また、併せてゴ
ミ拾いも実施したことで地区内の環境
美化に対する意識も高めることができ
た。

【今後の方針】
より充実したイベントを目指し、継続
したい。

秋の寄せ植え講座

10月24日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
講師（地区住民）による秋～春頃ま
での寄せ植え講座

【ねらい】
生きがいの仕組みづくりの一環とし
て、住民の趣味・教養の養成、参加
者同士の交流

【準備過程】
地区内全戸配布チラシで周知

【評価と反省】
参加者同士の交流、寄せ植えに関する
知識を得ることができた。

【今後の方針】
引き続き実施予定

市長杯争奪球技大会

10月27日
11月 4日

1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
全市的な地区対抗スポーツ大会

【ねらい】
スポーツ振興

【準備過程】
各部の補助を公民館で担当

【評価と反省】
競技人口が減少する中で、他地区と合
同チームで参加し、スポーツの振興、
交流の機会となった。

第52回芸術文化祭

11月2日
11月3日

1回
地域事業
（文化）

その他 347人

【内容】
地区住民によるステージ発表、作品
展示など

【ねらい】
文化的活動の発信の場とすること。

【準備過程】
実行委員会を組織し、準備

【協力】
窪田空穂記念館

【評価と反省】
来場者は昨年度と比べ、微増ではある
が、作品展示などは減少したため、事
務局からの声がけ、周知がさらに必要
である。

【今後の方針】
ステージ発表、展示ともに、さらに盛
り上げるための方策を検討したい。

ファミリーコンサート

11月17日 1回
地域事業
（文化）

その他 32人

【内容】
世代を超えて楽しめるコンサート

【ねらい】
音楽を通じた交流、情操教育

【準備過程】
共催団体と打ち合わせし、出演者
を選定

【協力】
和田地区福祉ひろば
子ども会育成会

【評価と反省】
幅広い年代層の参加があった。

【今後の方針】
引き続き実施予定
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ＷＡＤＡチャレン
ジャー

11月28日 1回 その他 その他 10人

【内容】
路線バスを使用し、市内の各施設を
見学する。

【ねらい】
路線バスの利用促進、市内の魅力の
再発見

【準備過程】
各見学施設との連絡・調整

【評価と反省】
路線バスを利用することで、普段とは
異なった視点から市内を見学すること
ができた。

【今後の方針】
引き続き実施予定

しめ縄づくり講座

12月14日 1回 地域文化 その他 15人

【内容】
しめ縄の文化的背景を学びながら、
しめ縄づくりの基本や応用を学ぶ。

【ねらい】
伝統文化の継承

【準備過程】
講師（地区住民）と相談し、準備

【評価と反省】
通常の作り方の他、簡易的な作り方も
学ぶことができ、幅広い年齢層が楽し
みながら学ぶことができた。

あなたの知らない　松
本城と世界遺産講座

12月17日
12月24日

1回 地域文化 成人 23人

【内容】
松本城について、座学と現地学習で
学ぶ。

【ねらい】
松本城の良さを学ぶことで、松本城
や世界遺産に対する関心を高める。

【準備過程】
文化振興課と調整

【協力】
「国宝松本城を世界遺産に」推進
実行委員会、文化振興課

【評価と反省】
松本城と世界遺産について学ぶことが
でき、世界遺産登録に向けた興味・関
心を高めることができた。

【今後の方針】
他課との共催事業を今後も実施した
い。

芝っ子の冬休み　書道
講座

1月6日
1月7日

2回 子育て 青少年 24人

【内容】
冬休みの小学生を対象とした書道講
座

【ねらい】
書道の経験・未経験を問わず、書道
に親しみ、作品を作り上げる達成感
を得ること。また公民館と小学生を
つなぐこと。

【準備過程】
小学校に周知チラシを配布

【評価と反省】
初心者でも集中し書道に取り組み、作
品を作り上げ、市民タイムス書道展に
出展、多くの作品が入賞した。

【今後の方針】
今後も継続したい。

○

親子のやしょうまづく
り講座

2月8日 1回 地域文化 青少年 16人

【内容】
食生活改善推進員の協力による、や
しょうまづくり講座

【ねらい】
食育、食文化の継承

【準備過程】
食生活改善推進員と調整し、準備

【協力】
食生活改善推進員

【評価と反省】
多くの親子が参加し、食文化の継承に
つながった。

【今後の方針】
今後も継続したい。

白菜キムチ漬け・チヂ
ミづくり講座

2月21日 1回 趣味教養 その他 6人

【内容】
白菜キムチ漬け・チヂミづくり方を
学ぶ講座

【ねらい】
食の多様性を学ぶ。

【準備過程】
講師と調整し準備

【評価と反省】
本格的なキムチ漬け、チヂミの作り方
を学ぶことで、食の多様性を学ぶこと
ができた。

【今後の方針】
今後も継続したい。
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文化講演会『窪田空穂
と開智学校－随筆「70
年前の中学生」を読む
－』 2月22日 1回 地域文化 その他 25人

【事業内容】
窪田空穂生家で窪田空穂について学
ぶ。

【ねらい】
松本市の歴史や文化財について、理
解を深める。

【準備過程】
講師と相談し準備

【共催団体等】
窪田空穂記念館
文化財調査委員会

【評価と反省】
地域の文化人について学ぶことができ
た。

【今後の方針】
文化財調査委員会等で内容を検討しな
がら実施していきたい。

文化財臨地学習会

3月11日 1回 趣味教養 その他 23人

【事業内容】
長年続く視察学習会。県内外各地の
文化財等を巡り、学習する。

【ねらい】
各地の歴史や文化財を学び、地元の
文化財について考える機会ともす
る。

【準備過程】
公民館で行先等検討

【評価と反省】
長野県と関係がある武田神社、甲斐善
光寺で詳しい説明を聞くことができ、
理解を深めることができた。

【今後の方針等】
行先やプラン等を練り、参加者のニー
ズを満たせるよう考えたい。

ボッチャ体験講座

通年 5回 スポーツ その他 51人

【内容】
パラスポーツのボッチャを体験する
講座

【ねらい】
性別、世代問わず気軽に楽しめる
ボッチャの普及

【準備過程】
公民館で内容、用具等準備

【評価と反省】
当初は少人数だったが、回を重ねるに
つれて参加者が増え、ボッチャの普及
の土台を築くことができた。

【今後の方針】
内容を検討して、今後も継続したい。

男の料理教室・居酒屋
公民館

通年 3回 趣味教養 成人 30人

【内容】
男性向け料理教室と居酒屋公民館を
同時開催

【ねらい】
男性の公民館事業への参加促進、地
域内交流

【準備過程】
講師と調整し、準備

【評価と反省】
一定数の参加があったが、新規層への
浸透が今後の課題

【今後の方針】
内容を検討して、今後も継続したい。

育児学級「めだかの
会」

通年 8回 子育て 家庭教育

【内容】
育児サークル「めだかの会」の活動
のうち、３回を公民館と協力して実
施

【ねらい】
未就園児と親の交流・学習の場を提
供する。

【準備過程】
めだかの会が事業計画を立て、公
民館が実施に協力

【協力】
育児サークル「めだかの会」

【評価と反省】
団体の自主的な運営を主とし、公民館
が協力することで、活発な活動が生ま
れ、親子の交流・情報交換の場となっ
た。

【今後の方針】
今後も積極的に協力し、継続的な活動
を推進したい。
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令和６年度　事業報告

和田公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 30人

【内容】
事業報告・事業計画・決算・予算案
の審議

【ねらい】
公民館運営への住民参加の機会の担
保

【準備過程】
町会長・町内公民館長のほか地区
内の主要組織の役員で組織

【評価と反省】
公民館活動について、審議をすること
ができた。

【今後の方針等】
地区の他団体と公民館をつなぐ貴重な
機会として、有効活用したい。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 41人

【内容】
公民館報和田版の取材や編集作業
　
【ねらい】
住民主体の情報発信の場として公民
館報和田版の発行

【準備過程】
取材や記事の作成を分担

【評価と反省】
記事の発案や取材等、委員が前向きに
取り組むことができた。

【今後の方針等】
主体性を持った活動を推進したい。

図書視聴覚委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 43人

【内容】
公民館図書の管理、図書だよりの発
行、「映画と語りの会」の主催

【ねらい】
図書室の管理及び有効活用、読書啓
発に係る委員主体の活動

【準備過程】
定例の委員会を開催し、協議と図
書の整理を行う。

【評価と反省】
活動の充実が課題

【今後の方針】
活動内容を検討し、継続したい。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 163人

【内容】
地区全体の体育事業について、企
画・検討する。また事業当日の運営
にも中心的な役割を担う。

【ねらい】
体育事業を通じた地区内の交流促
進、スポーツの振興

【準備過程】
三役会で原案を審議し、事業運営
の中心となる体育委員と町内公民
館長の合同会議で決定する。

【評価と反省】
体育事業について、協議、検討した。

【今後の方針等】
引き続き、住民の意見を聞く機会を増
やしながら、三役を中心に事業内容の
見直しを進めたい。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 84人

【事業内容】
夏休み行事や文化祭等原案ほか公民
館事業全般を協議する。

【ねらい】
公民館事業全般の協議

【準備過程】
委員は町内公民館長が兼ねてい
る。

【評価と反省】
地区事業の原案協議の中心となり、事
業運営でも町会内の取りまとめとして
関わっている。

【今後の方針等】
より良い地区事業の実施のため、充実
した協議の場としたい。
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令和６年度　事業報告の概要

神林公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 1 4 5 1 5 3 2 2 4 1 0 6 0

延べ
参加人数

33 20 453 175 34 393 102 54 39 329 955 0 214 0

【方針・地域課題】

1  神林みんなの幸せ計画のもと、一人ひとりが尊重され、共に支え合い、年齢や性別、障がいのあ
 るなしにかかわらず、誰でもが安全で安心して、生き生きと暮らせる神林を目指す。

２　各公民館委員の自主的な活動を促し、地域リーダーの育成を図る。

３　神林の自然・文化・芸術に親しみ、地域愛を育む。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・今年度は公民館講座に関する住民のニーズ調査
として、アンケートを全戸配布し、回答の集計結
果をもとに講座を開催することができた。

・「わくわく子ども広場」をはじめとする子ども
会育成会と共催で行う事業では、子どもたちの参
加が多く、公民館事業での様々な体験活動を通じ
て、子ども同士だけでなく、様々な年代の方との
世代間での交流を図ることができた。

・文化祭やスポーツフェスティバルといった地区
事業については、コロナ禍以前と同規模で開催で
きるようになったが、以前と比べると参加者はだ
んだん少なくなっている。長く継続して開催して
いくためにも、開催内容や周知方法の見直しなど
が必要で、現代のニーズに沿った形で開催をして
いきたい。

183



令和６年度　事業報告

神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

自然観察会

5月 2日 1回 環境 成人 34人

【内容】
上高地をウォーキングしながら、自
然観察を行う。

【ねらい】
自然散策しながら、健康増進、仲間
づくりを図る。

【準備過程】
図書視聴覚委員会にて行き先を決
定

【協力】
公民館図書視聴覚委員

【評価と反省】
自然の中を歩き、講師の説明を受けな
がら植物等の観察をすることで、健康
増進、仲間づくりを図ることができ
た。

【今後の方針】
庁用バスの利用に困難になってきたた
め、開催に向けた検討が必要

モルック体験会

6月19日 1回 スポーツ 成人 12人

【内容】
近年、人気が高まってきているモ
ルックの体験会

【ねらい】
ニュースポーツの体験を通じて、住
民同士の親睦と健康づくりを図る。

【準備過程】
講師と打合せを行い、内容を決定

【協力】
公民館体育委員に講師を依頼

【評価と反省】
普段行うことができないニュースポー
ツを体験することで、参加者同士で親
睦を図ることができた。

わくわく子ども広場
「みんなでニュース
ポーツ」

6月30日 1回 スポーツ 青少年 50人

【内容】
小学生を対象としたボッチャやモ
ルックなどのニュースポーツの体験

【ねらい】
ニュースポーツの体験を通じて、子
ども同士の親睦と交流を図る。

【準備過程】
神林地区子ども会育成会が中心と
なり、企画・運営

【共催団体】
神林地区子ども会育成会

【評価と反省】
普段行うことができないニュースポー
ツを体験することで、参加者同士で親
睦を図ることができた。

【今後の方針】
継続して開催したい。

西南ブロック球技大会

7月 中止
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
市長杯争奪球技大会の予選会を兼ね
た球技大会
種目：軟式野球、婦人バレーボール

【ねらい】
西南ブロック３地区（神林・笹賀・
今井）の親睦交流

【準備過程】
今井地区を当番地区として３地区
合同会議を開催し、内容の検討を
行った。

【共催団体】
・神林地区スポーツ協会
・笹賀地区スポーツ協会
・笹賀公民館
・今井地区スポーツ協会
・今井公民館

【評価と反省】
コロナ禍以降、選手集めが困難になり
中止
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令和６年度　事業報告

神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第13回神林地区スポー
ツ協会長杯争奪マレッ
トゴルフ大会

7月 6日 1回
地域事業
（体育）

成人 28人

【内容】
男女混合戦にて行うマレットゴルフ
大会

【ねらい】
地区住民の親睦と健康づくり

【準備過程】
神林地区スポーツ協会役員会にて
内容決定

【共催団体】
神林地区スポーツ協会

【協力団体】
神林マレットゴルフクラブ

【評価と反省】
・当初、男女別での開催を予定してい
たが、女性の申込みが少なく、急遽男
女混合戦へと変更した。
・ねらいどおり、親睦と健康づくりを
図ることができた。

【今後の方針】
地区のスポーツ大会として今後も実施
しつつ、開催方法の見直しやあらゆる
年齢層の方に参加してもらえるよう周
知していきたい。

食改の料理教室

7月18日 1回 福祉健康 成人 20人

【内容】
成長期の子どものためのメニューを
作る料理講座

【ねらい】
健康を意識した食事の調理方法を学
ぶ。

【共催団体】
神林地区食生活改善推進協議会

【評価と反省】
定員いっぱいの参加があり、女性だけ
でなく、男性の参加もあった。食改の
皆さんの説明だけでなく、栄養士も参
加することで、健康を意識した食事内
容について学びを深めることができ
た。

【今後の方針】
食改の皆さんとメニューを検討し、継
続して開催したい。

さかなつかみ大会

7月21日 1回 子育て 青少年 160人

【内容】
鎖川河川沿いで、マスを中心とした
魚つかみ体験

【ねらい】
自然とふれあいながら、子ども達同
士や親子の交流と絆を深める。

【準備過程】
神林地区子ども会育成会が中心と
なり、企画・運営

【協力】
神林地区子ども会育成会

【評価と反省】
自然に親しみながら、子ども達同士や
親子の交流を行うことができた。

【今後の方針】
子ども達に貴重な体験してもらうため
にも継続して開催したい。

夏休みわくわく子ども
広場

8月 2日 1回 子育て 青少年 59人

【内容】
国営アルプスあづみの公園大町・松
川地区へ行き、クラフト体験や食体
験、自然遊びを行う。

【ねらい】
子ども達の交流と公民館事業に親し
んでもらう。また、夏休み中の親の
負担軽減も図る。

【準備過程】
神林地区子ども会育成会・主任児
童員が中心となり、企画・運営

【共催団体】
・神林地区子ども会育成会
・社会福祉協議会神林支会

【評価と反省】
施設側の人手不足により食体験ができ
なくなってしまったが、自然散策など
を行い、子ども達が自然に親しみなが
ら交流を行うことができた。

【今後の方針】
子ども達に貴重な体験してもらうため
にも内容や目的を見直しつつ、継続し
て開催したい。
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神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

みんなの防災講座

8月6日 1回 防災 成人 38人

【内容】
町内公民館を会場とし、パッククッ
キング、段ボールベッド組み立て体
験、防災講話を実施

【ねらい】
防災について学ぶことで、地区住民
の防災意識を高める。

【準備過程】
協力団体と打合せを行い、内容を
決定

【協力】
・神林地区食生活改善推進協議会
・男性の料理教室
・松本看護大学学生ボランティア

【評価と反省】
身近な町内公民館を会場として開催す
ることで、住民の防災意識を高めるこ
とができた。

【今後の方針】
内容を検討しつつ、要望に応じて開催
した。

スマホ相談会

8月19日 1回 その他 高齢者 11人

【内容】
スマートフォンの基本的な使い方か
ら日常よく使う機能についての個別
相談会

【ねらい】
高齢者のデジタルデバイド対策

【準備過程】
松本看護大との日時、内容の調整

【協力】
松本看護大学学生ボランティア

【評価と反省】
学生ボランティアに協力いただくこと
で、個別の相談についても対応がしや
すかった。

【今後の方針】
住民のニーズがある内容のため、開催
方法や頻度を検討したい。

史跡めぐり

8月21日 1回 地域文化 成人 30人

【内容】
富岡製糸場を訪れ、その歴史を学
ぶ。

【ねらい】
様々な史跡について学ぶとともに、
仲間づくりを目指して開催

【準備過程】
文化委員会にて行先を決定

【協力】
公民館文化委員

【評価と反省】
大勢の参加申込みがあり、ねらいどお
り開催することができた。

【今後の方針】
様々な行先を検討しながら、継続して
開催したい。

神林スポーツフェス
ティバル

9月 8日 1回
地域事業
（体育）

成人 181人

【内容】
・ニュースポーツ、パラスポーツ体
験
・福祉用具体験会を同時開催

【ねらい】
スポーツの楽しさを広め、健康で明
るく生き生きと暮らせる神林地区を
目指し、住民の交流と絆を深める。

【準備過程】
体育委員会にて実施種目や運営に
ついて検討

【主管】
神林スポーツフェスティバル実行
委員会

【評価と反省】
・前回開催時と種目を変更するだけで
なく、福祉用具体験会の同時開催や松
本山雅からガンズくんを呼ぶなど、内
容を見直しつつ開催ができた。
・あらゆる年齢層の参加があり、健康
増進のほか、多世代交流の場にもなっ
た。
・見込みより参加者が少なく、周知方
法について検討するべきとの声があっ
た。

【今後の方針】
参加者が以前の開催時より少なかった
ため、小学校等へも周知を行うなど、
内容を見直しながら、継続して開催し
ていきたい。
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神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

防災講習会

9月24日 1回 防災 成人 16人

【内容】
消防士を講師に迎え、自宅でできる
防災対策を学ぶ講習会

【ねらい】
防災について学ぶことで、地区住民
の防災意識を高める。

【準備過程】
講師と打合せを行い、内容を決定

【共催団体】
芳川消防署神林出張所

【評価と反省】
地震への対策として、自宅ですぐに実
施できる防災対策を学ぶことで、住民
の防災意識を高めることができた。

【今後の方針】
内容を検討しつつ、要望に応じて開催
した。

空穂と源氏物語の世界

10月 9日 1回 趣味教養 成人 4人

【内容】
窪田空穂記念館にて、空穂の歴史と
源氏物語の解釈について学ぶ。

【ねらい】
身近な偉人の歴史を学び、地区住民
の趣味教養を高める。

【準備過程】
窪田空穂記念館学芸員と打合せを
行い、内容を決定

【協力】
窪田空穂記念館

【評価と反省】
住民からの声で開催した講座である
が、現地集合であったためか、参加者
が少なかった。

第52回神林ふれあい文
化祭

10月14日 1回
地域事業
（文化）

成人 955人

【内容】
作品展示、地区団体やサークルなど
によるステージ発表、公民館利用者
による出店やイベントコーナーの実
施

【ねらい】
地区の芸術・文化及び交流の１年間
の集大成の場とし、個人・サークル
活動団体の成果を発表する場を提供
することにより、地区の芸術・文化
の向上を図る。

【準備過程】
文化委員会にて開催方法や内容を
決定

【主管】
神林ふれあい文化祭実行委員会

【評価と反省】
・公民館利用団体だけでなく、地区で
活動している団体も参加し、地域の子
どもから大人までが一堂に会して盛大
に開催することができた。
・飲食ブースについては出店数を増や
してほしいという声が多かった。

【今後の方針】
文化委員会で開催内容を検討しつつ、
継続して開催していきたい。

台湾の料理講座

11月26日 1回 人権平和 成人 10人

【内容】
台湾の朝ごはんを作る料理講座

【ねらい】
海外の料理を作ることで、多文化共
生について学ぶ。

【準備過程】
講師と打合せを行い、内容を決定

【協力】
地区に住む多文化共生キーパーソ
ンの方に講師を依頼

【評価と反省】
多文化共生キーパーソンを通じて講座
を開催することができ、外国の文化を
学ぶ良い機会となった。

【今後の方針】
多文化共生キーパーソンと協力し、
様々な内容の活動を検討したい。

人権啓発推進研修

12月 6日 1回 人権平和 成人 23人

【内容】
放浪美術館、原田泰治美術館の見学

【ねらい】
人権施設の見学を通じて、障がいの
ある方との関わりについて考える機
会とする。

【共催団体】
神林地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
障がいのある方の活躍について見学す
るので、自分たちが地域で障がいのあ
る方とどう関わっていくか考える機会
とすることができた。

【今後の方針】
様々な人権について、視察研修は継続
しつつ、その他の人権啓発事業の実施
も検討していきたい。
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令和６年度　事業報告

神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

正月飾りづくり講習会

12月15日 1回 地域文化 その他 33人

【内容】
正月飾りづくり（しめ縄など）の講
習会

【ねらい】
正月飾りづくりを体験する機会を設
け、地域文化の大切さを学ぶ。

【準備過程】
神林地区子ども会育成会が中心と
なり、企画・運営

【共催団体】
神林地区子ども会育成会

【評価と反省】
子どもから大人まで幅広い年齢層の参
加があり、多世代交流の場となった。

【今後の方針】
地域文化継承のためにも継続して開催
していきたい。

家電製品の仕組み講座

12月17日 1回 趣味教養 成人 3人

【内容】
家電製品を長く使い続けるため、そ
の仕組みを学ぶ。

【ねらい】
家電製品の仕組みを学び、自分でメ
ンテナンスを行う知識の取得を図
る。

【準備過程】
講師と打合せを行い、内容を決定

【評価と反省】
内容が難しかったためか、参加者が少
なかった。

まつもと日和上映会

1月26日 1回 地域文化 成人 28人

【内容】
地域映画「まつもと日和」の上映会

【ねらい】
上映会を通じて、過去の松本市の姿
や、当時の生活について知るととも
に、参加者同士で語り合うことを通
じて親睦を図る。

【準備過程】
図書視聴覚委員会で内容を検討

【協力】
公民館図書視聴覚委員

【評価と反省】
高齢の方の参加が多かったが、それぞ
れ昔を思い出しながら、近くの人と語
り合う姿があり、ねらいどおりの開催
ができた。

【今後の方針】
費用が高額であるため、内容の検討が
必要

神林地区球技大会

3月 2日 1回
地域事業
（体育）

成人 120人

【内容】
町会対抗の球技大会
競技種目：ラージボール卓球、ソフ
トバレーボール

【ねらい】
住民同士の親睦、スポーツ振興、冬
季の運動不足解消

【主管】
神林地区球技大会実行委員会

【協力団体】
・神林卓球クラブ
・神林ソフトバレーボール協会

【評価と反省】
寒い時期にも関わらず、選手は真剣勝
負を行っていたが、選手集めが困難で
参加を辞退する町会があった。

【今後の方針】
町会対抗の唯一の事業となっているた
め、継続した開催ができるよう参加要
項を見直すなど内容を検討していきた
い。

西南ブロック地区ボッ
チャ交流会

3月18日 1回 スポーツ その他 40人

【内容】
西南ブロック３地区（笹賀・今井・
神林）によるボッチャの交流会

【ねらい】
西南ブロック３地区の親睦交流

【準備過程】
今井地区を当番地区として３地区
合同会議を開催し、内容の検討や
準備を行った。

【共催団体】
・神林地区スポーツ協会
・笹賀地区スポーツ協会
・笹賀公民館
・今井地区スポーツ協会
・今井公民館

【評価と反省】
令和５年度から新たに合同で企画し継
続開催となったが、地区を超えて交流
ができたことに加え、子どもと高齢者
が同じチームを組むなど、世代間交流
も行うことができた。

【今後の方針】
３地区の親睦交流のため、様々な競技
を行ったり、大会形式にするなど内容
を変更しての開催を検討していく。
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神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

春のわくわく子ども広
場

3月20日 1回 子育て 青少年 53人

【内容】
いちご狩り（筑北村）

【ねらい】
子ども達の交流と公民館事業に親し
んでもらう。

【準備過程】
神林地区子ども会育成会が中心と
なり、企画・運営

【共催団体】
神林地区子ども会育成会

【評価と反省】
大勢の子ども達が参加し、いちごの栽
培されている様子を知るとともに、子
ども達の交流の場とすることができ
た。

【今後の方針】
子ども達の貴重な経験ができる事業と
して、内容を検討しつつ継続していき
たい。

バスdeおでかけ

 7月 2日
 8月29日
11月27日

3回 その他 成人 28人

【内容】
ぐるっとまつもとバスを利用して、
セルフレジ体験や博物館での見学を
行う。

【ねらい】
ぐるっとまつもとバスの利用促進

【共催団体】
神林地区まちづくり協議会

【評価と反省】
毎回内容を変更し、バスの乗車体験だ
けではなく、買い物や施設利用など、
今後の利用の促進を図ることができ
た。

【今後の方針】
ぐるっとまつもとバスを利用した新た
な事業を検討したい。

あなたの知らない松本
城と世界遺産講座

12月20日
 1月 8日

2回 地域文化 成人 27人

【内容】
松本城の歴史と構造について学ぶ。

【ねらい】
身近な松本城について学ぶことで、
その魅力を再発見し、地域の文化に
ついて考える機会とするもの。

【準備過程】
共催団体と打合せを行い、内容を
決定

【共催団体】
・文化財課
・文化振興課
・「国宝松本城を世界遺産に」推
進実行委員会

【評価と反省】
座学を行った後にフィールドワークを
行うことで、参加者が実際に目で見て
学ぶことができ、身近な松本城への関
心をさらに高めることができた。

ポスターコンクール

7～9月 1回 地域文化 青少年 57人

【内容】
画題を神林ふれあい文化祭とし、神
林の素晴らしいところ、素敵なとこ
ろを表現した作品を募集。応募作品
は審査会で審査し、入賞者を神林ふ
れあい文化祭にて表彰

【ねらい】
地域の魅力再発見と併せて神林ふれ
あい文化祭の周知を図る。

【準備過程】
文化委員会にて内容決定

【評価と反省】
神林の素晴らしいところ、素敵なとこ
ろを表現した作品を募集することで、
地域の魅力の再発見と文化祭の周知を
図ることができた。

【今後の方針】
自分たちの住む地域の関心を高めるた
め、また、神林ふれあい文化祭の周知
のためにも継続して開催したい。
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令和６年度　事業報告

神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

パソコン喫茶

通年 12回 趣味教養 成人 104人

【内容】
ワード・エクセルやインターネット
の使い方を学ぶ。講座終了後は参加
者とコーヒーを飲みながら交流す
る。

【ねらい】
初心者から中級者まで、気軽にパソ
コンに触れられる機会を作りなが
ら、住民同士の交流を図る。

【準備過程】
講師と打合せし、内容決定

【共催団体】
神林地区福祉ひろば

【評価と反省】
学習をしながら住民同士の交流を深め
ることができた。喫茶の時間を設ける
ことで再開することができた。

【今後の方針】
参加者の固定化・減少してきているた
め、内容および継続開催について、検
討したい。

俳句講座

通年 12回 趣味教養 成人 184人

【内容】
俳句について学ぶ。

【ねらい】
住民同士の交流を図りながら、趣味
教養を深める。

【準備過程】
講師と打合せし、内容決定

【評価と反省】
日常で感じたことを俳句として詠むこ
とで、参加者同士の交流をすることが
できた。

【今後の方針】
継続して開催したい。

写真勉強会

通年 12回 趣味教養 成人 98人

【内容】
デジタルカメラの基礎知識と撮影技
術をお互い学び合う。

【ねらい】
住民同士の交流を図りながら、趣味
教養を深める。

【準備過程】
講師と打合せし、内容決定

【評価と反省】
・写真を通じて、参加者同士の交流を
深めることができた。
・口コミによって地区外のみならず、
市外からの参加者も増え、地区を超え
た交流ができた。

【今後の方針】
継続して開催したい。

ぽんぽこりんのひろば

通年 12回 子育て 家庭教育 181人

【内容】
パネルシアター、人形劇、工作、ク
リスマス会など親子のふれあい事業

【ねらい】
未就園児の親子のふれあいと親同士
の親睦・交流

【準備過程】
主任児童員と打合せし、内容を決
定

【共催団体】
神林地区福祉ひろば

【評価と反省】
幼少期における仲間とのふれあいや親
同士の親睦を図ることができた。

【今後の方針】
継続して開催したい。

運営委員会

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 27人

【内容】
事業計画・予算の審議、事業報告・
決算の審議。地区行事開催可否の審
議

【評価と反省】
コロナ禍以降、再開し始めた事業や新
たな取り組みについて、開催方法等を
検討することができた。

【今後の方針】
より一層公民館活動の充実を図りた
い。
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神林公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

館報編集委員会

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 72人

【内容】
・松本市公民館報神林版の企画編集
・神林公民館だよりの企画編集

【評価と反省】
地区内の時事的な事柄について情報を
共有し、公民館報の企画編集を行っ
た。

【今後の方針】
親しみやすい館報の紙面づくり心がけ
ていきたい。

体育委員会

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 44人

【内容】
神林スポーツフェスティバル、神林
地区球技大会の内容検討及びスポー
ツ振興

【評価と反省】
スポーツフェスティバル・地区球技大
会について協議を行い、開催すること
ができた。

【今後の方針】
恒例事業の見直しだけでなく、新たな
活動などを検討していきたい。

文化委員会

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 50人

【内容】
神林ふれあい文化祭、史跡めぐり、
ポスターコンクールの企画実施及び
文化、芸術の向上を図る。

【評価と反省】
ふれあい文化祭や史跡めぐり等の事業
ついて協議を行い、計画的に開催する
ことができた。

【今後の方針】
恒例事業だけでなく、新たな活動など
を検討していきたい。

図書視聴覚委員会

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 21人

【内容】
自然観察会・映画上映会などの図書
視聴覚活動の実施、図書コーナーの
整頓

【評価と反省】
概ね予定していた事業を計画的に実施
できた。

【今後の方針】
恒例事業だけでなく、新たな活動など
を検討していきたい。

地区内関係諸団体と事
業共催及び活動支援

随時 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人

【内容】
神林地区スポーツ協会、神林地区こ
ども会育成会、神林地区人権啓発推
進協議会などとの事業共催及び活動
支援

【評価と反省】
各団体の自主性を尊重しつつ、連携を
深めた活動ができた。

【今後の方針】
引き続き各団体の自主性を尊重しつ
つ、連携を深めていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

笹賀公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 4 10 3 1 5 0 1 0 7 2 0 5 3

延べ
参加人数

49 236 1077 55 38 331 0 10 0 296 708 0 214 640

【方針・地域課題】
・地域住民の幅広い要望や課題を反映した地域づくりに活かされる学習活動を展開し、住民自治力
の向上を図る。
・町内公民館及び地区内関係団体、学校との連携協力を図る。
・地域づくりや地域の人材育成の機会となるような事業の運営を図る。
・地域住民の要望に合わせて、地域の歴史・文化の伝承の機会となるような事業の運営を図る。

【重点的に取組んだ事項】
・地区全体で行う事業を各委員会で見直し、実施した。
・新しい講座の企画、既存講座のサークル化や実施内容の見直しを行った。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・町内公民館の親睦大会などの数十年に渡り地域
住民の交流に大きな役割を果たしてきた恒例事業
や、地域の伝統行事、住民から声の上がった新規
事業にも取り組み、それをきっかけに住民同士の
交流も促進することができた。
・今年度は館報 400号の記念事業や、文化祭の内
容を見直し、地区をより知る機会が提供できた。
・次年度は地区内の魅力を再発見・再確認できる
ような事業を目指していきたい。
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令和６年度　事業報告
笹賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第９回笹賀地区ウォー
キング大会

5月26日 1回
地域事業
（体育）

成人 56人

【内容】
地区事業として例年実施している
ウォーキング大会。地区内のウォー
キングに合わせて史跡巡りを実施し
ている。

【ねらい】
地区住民の交流と健康維持を図ると
ともに、地区の文化財について学ぶ
機会とする。

【準備過程】
公民館体育委員を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区福祉ひろば
笹賀地区町内公民館
笹賀地区スポーツ協会
笹賀地区交通安全協会

【評価と反省】
例年多くの参加申し込みがあり、地区
住民の健康づくりにつながるととも
に、地区内の文化財等を知っていただ
く良い機会となった。

【今後の方針等】
地区内でコースを検討し、継続実施し
ていきたい。

スパイスを使ったイン
ド料理教室

7月 2日
7月30日

2回 人権平和 成人 25人

【内容】
多文化共生キーパーソンによる料理
教室。７月２日、７月30日（親子向
け）

【ねらい】
文化の違いを知り、学ぶ。

【準備過程】
多文化共生キーパーソンと相談し
企画実施

【協力】
笹賀地区多文化共生キーパーソン

【評価と反省】
海外の話を聞いて、家庭料理のことや
生活文化の違いを知る良い機会となっ
た。

【今後の方針等】
継続実施していきたい。

第52回笹賀地区町内公
民館親睦球技大会

7月7日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
地区行事として例年実施している町
内公民館対抗の球技大会
ソフトバレーボール、ソフトボール
の２種目

【ねらい】
地区住民の交流、親睦と健康維持を
図る。

【準備過程】
公民館体育委員を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区町内公民館
笹賀地区スポーツ協会

【評価と反省】
例年、多くの町会から若年層から高齢
者までの幅広い年齢層の参加があり、
地区住民の親睦を深め、世代間交流に
もつながった。

【今後の方針等】
数十年続いている恒例行事が潰れてし
まうことのないよう、体育委員ととも
に継続していきたい。

親子で楽しく料理しよ
う！

7月31日 1回 子育て 青少年 17人

【内容】
小中学生親子を対象に調理実習を実
施

【ねらい】
食について学ぶことで、健康に繋げ
る。

【準備過程】
地区食生活改善推進員と相談し企
画実施

【協力】
笹賀地区食生活改善推進員

【評価と反省】
親子で楽しく学んで取り組める良い機
会となった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

西南ブロック球技大会

7月 0回
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
市長杯争奪球技大会のブロック予選
を兼ねた今井、神林、笹賀の３地区
による球技大会
軟式野球とママさんバレーボールの
２種目

【ねらい】
３地区の交流事業として実施

【準備過程】
当番地区を中心に準備、運営を行
う。今年度は今井地区が当番地区

【協力】
笹賀地区スポーツ協会
神林地区スポーツ協会
今井地区スポーツ協会
神林公民館
今井公民館

【評価と反省】
市長杯争奪球技大会の予選も兼ねて毎
年実施しており、３地区の交流にもつ
ながっている。参加者不足により、西
南ブロック球技大会は中止としたが、
市長杯争奪球技大会の代表は３地区の
協議により決定した。

【今後の方針等】
３地区の交流事業として今後も継続実
施したい。できるだけ多くの選手が参
加できるように開催時期を調整してい
きたい。
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夏の防災講座

7月 4回 子育て 青少年 120人

【内容】
菅野中学２年生が対象。総合の学習
で防災を選択した生徒とマインクラ
フトを使用して防災学習を行う。

【ねらい】
災害を自分ごとに捉え、命を守るた
めの行動、対策について学ぶ機会と
する。

【準備過程】
土木研究所と菅野中学校と企画

【協力】
土木研究所
菅野中学校
神林公民館

【評価と反省】
今年度はじめて実施。子ども達にとっ
て身近なツールで防災を学ぶいい機会
を提供できた。

【今後の方針等】
子ども達が主体的に取り組めるよう
に、継続していきたい。

○

第１回夏休み寺子屋食
堂

8月5日 1回 子育て 青少年 30人

【内容】
地区内小中学生親子が対象。寺子屋
教室、ブラインドサッカー教室、食
事を行う。

【ねらい】
寺子屋や体験教室を通して多様な世
代、地域の方との交流や学びを図
る。

【準備過程】
子ども会育成会を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区子ども会育成会
松本山雅Ｂ．Ｆ．Ｃ
教職員だった方

【評価と反省】
今年度はじめて実施。地域の子どもに
それぞれの立場から関わる機会を提供
できた。

【今後の方針等】
小中学生、ＰＴＡ、育成会の声を聞き
ながら、子ども達にとって良い経験と
なる行事を行っていきたい。

ジャグリングパフォー
マンス＆体験ワーク
ショップ

8月17日 1回 子育て 青少年 30人

【内容】
地区内小中学生親子を対象に、地元
講師をお呼びして体験教室を実施

【ねらい】
体験教室を通して子ども達の豊かな
心を育てることを図る。

【準備過程】
子ども会育成会を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区子ども会育成会
ＪＤＳ（ジャグリング・ドット・
信州）

【評価と反省】
体験教室を通して親子が主体的に活動
を行えた。

【今後の方針等】
継続していきたい。

人生 100年時代を生き
るヒントを一緒に考え
ましょう

8月21日 1回 福祉健康 高齢者 11人

【内容】
65歳以上の地区住民を対象に隣にあ
る松本看護大学から講師をお呼びし
て実施

【ねらい】
自分の人生についての考えた方を学
ぶ機会とする。

【準備過程】
松本看護大学と企画実施

【協力】
松本看護大学

【評価と反省】
日頃抱えている悩みや、気になってい
る疑問等、意見交換も行われていい学
ぶ機会になった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

子ども会お楽しみ会

8月24日 1回 子育て 青少年 30人

【内容】
小中学生で企画会議を行い、お楽し
み会を開催

【ねらい】
企画会議や当日の活動を通して子ど
も達の豊かな心を育てることを図
る。

【準備過程】
子ども会育成会を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区子ども会育成会

【評価と反省】
小中学生、ＰＴＡ、育成会の声を聞き
ながら、企画。子供たち自身も主体的
に活動を行った。

【今後の方針等】
継続していきたい。

194



令和６年度　事業報告
笹賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

黒部ダム見学～脱炭素
社会に向けて～

9月4日 1回 環境 成人 38人

【内容】
黒部ダムで環境学習

【ねらい】
二酸化炭素を排出しないクリーンな
エネルギーについて学ぶ。

【準備過程】
公民館とひろば、松本大学からの
実習生と企画実施

【協力】
笹賀地区福祉ひろば
松本大学社会教育実習生

【評価と反省】
天気に恵まれ、ダムを歩きながら交
流、環境学習を行えた。

【今後の方針等】
継続していきたい。

笹賀地区親睦グラウン
ドゴルフ大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
運動会に代わる地区事業として例年
実施している親睦グラウンドゴルフ
大会

【ねらい】
年齢を問わず誰でも参加できるグラ
ウンドゴルフ大会を行い、地区住民
の親睦と交流を図る。

【準備過程】
公民館、体育委員を中心に企画実
施

【協力】
笹賀地区町会連合会
笹賀地区町内公民館
笹賀地区スポーツ協会

【評価と反省】
例年、幅広い年齢から多くの参加があ
り、町会を越えた地区住民の交流につ
ながった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

地震対策できています
か？

9月24日 1回 防災 成人 10人

【内容】
地区住民を対象に消防署から講師を
お呼びして実施

【ねらい】
自分の命を守るための対策について
学ぶ機会とする。

【準備過程】
近隣の消防署と企画実施

【協力】
芳川消防署神林出張所

【評価と反省】
過去の災害を振り返り、今日からでき
る具体的な準備・対策について学ん
だ。ハザードマップや手作りの模型を
通して防災について学ぶ機会になっ
た。

【今後の方針等】
継続していきたい。

笹賀地区文化祭

11月10日 1回
地域事業
（文化）

成人 700人

【内容】
地区住民の文化活動の発表の場とし
て、作品展示会、ステージ発表会を
実施。その他にも、各種団体による
催し物や抽選会などを実施

【ねらい】
日頃の文化活動の発表の場を設ける
ことにより、地域の活性化、地区住
民の交流を図る。

【準備過程】
町内公民館長、町内公民館主事に
て文化祭実行委員を組織し、実行
委員を中心に企画運営

【協力】
笹賀地区福祉ひろば
笹賀地区各種団体
笹賀地区内企業
松本大学社会教育実習生

【評価と反省】
例年どおり、日頃の文化活動の発表の
場としてステージ発表、作品展示会と
もに盛り上がった。地域の協賛協業と
の抽選会、地元団体と教育実習生の模
擬店の出店で盛り上がった。空港図書
館とも連携し、リサイクル用の図書館
除籍本を準備した。

【今後の方針等】
継続していきたい。

健康寿命をのばそう！
料理教室

11月29日 1回 福祉健康 成人 10人

【内容】
地区住民を対象に調理実習を実施

【ねらい】
食について学ぶことで、健康に繋げ
る。

【準備過程】
地区食生活改善推進員と相談し企
画実施

【協力】
笹賀地区食生活改善推進員

【評価と反省】
季節の郷土食や伝統行事に触れる良い
機会となった。

【今後の方針等】
継続していきたい。
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笹賀地区もちつき大会

12月8日 1回
地域事業
（文化）

成人 8人

【内容】
季節の郷土食の調理実習を通して、
郷土の食文化、伝統文化の次世代へ
の継承を図る。

【準備過程】
子ども会育成会を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区子ども会育成会
神戸町会

【評価と反省】
季節の郷土食や伝統行事に触れる良い
機会となった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

松本平の“食”を学ぶ
大人の社会見学

12月24日 1回 福祉健康 成人 39人

【内容】
松本平地域の食文化を学ぶ。

【ねらい】
松本平地域の歴史ある食品関連企業
を巡り、食文化の歴史を学ぶ。

【準備過程】
公民館とひろばで企画実施

【協力】
笹賀地区福祉ひろば
石井味噌
亀田屋酒造
丸正醸造
ゴールドパックあずみ野工場

【評価と反省】
松本平の食に関わってきた企業の貴重
な話を聞いて考える機会になった。

【今後の方針等】
継続して企画していきたい。

笹賀地区人権啓発推進
協議会視察研修

1月9日 1回 人権平和 成人 24人

【内容】
満蒙開拓平和記念館、藤村記念館を
視察

【ねらい】
歴史から平和や人権について学ぶ。

【準備過程】
公民館で企画、実施

【協力】
笹賀地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
戦争の歴史と向き合い、貴重な資料を
通して人権と平和について学べた。

【今後の方針等】
継続していきたい。

第40回笹賀地区町内公
民館親睦卓球大会

1月26日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
地区行事として例年実施している町
内公民館対抗の卓球大会

【ねらい】
地区住民の交流、親睦と健康維持を
図る。

【準備過程】
公民館体育委員を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区町内公民館
笹賀地区スポーツ協会

【評価と反省】
全町会参加とはいかなかったが、町会
対抗で選手や応援が盛り上がった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

第２回ささが寺子屋食
堂

3月1日 1回 子育て 青少年 30人

【内容】
地区内小中学生親子が対象。寺子屋
教室、ボッチャ体験会、みんなでカ
レー作りして食事を行う。

【ねらい】
寺子屋や体験教室を通して多様な世
代、地域の方との交流や学びを図
る。

【準備過程】
子ども会育成会を中心に企画実施

【協力】
笹賀地区子ども会育成会
教職員だった方

【評価と反省】
夏休みに続いて２回目の実施。地域の
子どもにそれぞれの立場から関わる機
会を提供できた。

【今後の方針等】
小中学生、ＰＴＡ、育成会の声を聞き
ながら、子ども達にとって良い経験と
なる行事を行っていきたい。

ワインの魅力を知ろ
う！

3月8日 1回 地域文化 成人 15人

【内容】
地区内でワインを作っている方を講
師にお呼びして開催

【ねらい】
ワインの魅力ついて学ぶ。

【準備過程】
地区内でワインを作っている方に
講師を依頼

【協力】
ガクファーム＆ワイナリー

【評価と反省】
地区内でも話題のワインを作っている
方からどんな思いで作り始めたのか、
なぜこの場所でワインを作っているの
か、貴重な話を聞き、活発に意見交換
も行われた。

【今後の方針等】
継続していきたい。
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西南ブロック地区ボッ
チャ体験会

3月18日 1回
地域事業
（体育）

成人 40人

【内容】
今井・神林・笹賀の３地区による
ボッチャ交流会

【ねらい】
今井、神林、笹賀３地区の親睦と交
流を図る。

【準備過程】
当番地区スポーツ協会が中心とな
り企画実施。今年度は今井地区が
当番地区

【協力】
笹賀地区スポーツ協会
今井地区スポーツ協会
神林地区スポーツ協会
今井公民館
神林公民館

【評価と反省】
参加者不足により、３地区の大会が中
止となったので令和５年度から開催。
３地区対抗大会形式で行うことができ
て盛り上がった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

笹賀マネースクール

3月 2回 趣味教養 成人 6人

【内容】
地区住民を対象にお金の勉強会を実
施

【ねらい】
小中学校や高校でも始まったお金の
教育。地区住民の学ぶ機会とする。

【準備過程】
学生が学んでいるお金の今につい
て近隣にお住いのＦＰ（ファイナ
ンシャルプランナー）に依頼

【評価と反省】
参加者にとって日頃抱えている悩み
や、気になっている疑問等、活発な意
見交換も行われた。

【今後の方針等】
継続していきたい。

育成会３地区合同会議

3月 0回
公民館委員会・
各種会議等

成人 0人

【内容】
笹賀、今井、神林の３地区の子ども
会育成会事業についての情報交換会

【ねらい】
３地区の子ども会育成会事業につい
て情報交換することで、課題の共有
や解決策を探る。

【準備過程】
当番地区子ども会育成会が中心と
なり企画実施。今年度は神林地区
が当番地区

【協力】
笹賀地区子ども会育成会
今井地区子ども会育成会
神林地区子ども会育成会
今井公民館
神林公民館

【評価と反省】
昨年度と役員と事務局に変更なかった
ため、今年度は実施しなかった。

【今後の方針等】
地区により状況が異なるため、共有が
難しい面も多少あるが、各地区の育成
会が盛り上がっていくよう今後も情報
交換を継続していきたい。

西南ブロックゲート
ボール大会

3月 中止
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
今井・神林・笹賀の３地区による
ゲートボール大会

【ねらい】
今井、神林、笹賀３地区の親睦と交
流を図る。

【準備過程】
当番地区スポーツ協会が中心とな
り企画実施。今年度は笹賀地区が
当番地区

【協力】
笹賀地区スポーツ協会
今井地区スポーツ協会
神林地区スポーツ協会
今井公民館
神林公民館

【評価と反省】
毎年恒例の行事として実施していた
が、競技人口の減少もあり、市民祭・
市長杯にも出場できておらず中止の判
断となった。

【今後の方針等】
競技団体、各地区の意向を聞きなが
ら、継続して開催していきしたい。
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令和６年度　事業報告
笹賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

自然観察ウォーキング

通年 4回 福祉健康 成人 176人

【内容】
５月14日：上高地を地元ガイドと歩
　　　　　く
７月29日：千畳敷カール
11月５日：阿寺渓谷
11月20日：光城山・長峰山を地元ガ
　　　　　イドと歩く

【ねらい】
自然観察と健康づくり

【準備過程】
公民館とひろばで企画実施

【協力】
笹賀地区福祉ひろば

【評価と反省】
歩きながら交流、自然観察を行えた。

【今後の方針等】
継続して企画していきたい。

音楽の風景

通年 4回 趣味教養 成人 100人

【内容】
５月31日：第１回ジャズの名盤を楽
　　　　　しむ
10月８日：第２回ジャズの名盤を楽
　　　　　しむ
12月28日：公民館ピアノ
２月５日：フォークソング

【ねらい】
音楽の楽しみ方や歴史を学ぶ。

【準備過程】
第３回を除き、会場としても使用
した地区内にあるジャズ喫茶、Ｊ
ＡＺＺ雅鳴きたやと公民館で企画
実施。第３回はピアノを寄付して
もらった披露を兼ねて開催した。

【協力】
ＪＡＺＺ雅鳴きたや

【評価と反省】
音楽の歴史や楽しみ方を学び、参加者
が大切している音楽や、音楽との思い
出を共有するいい機会になった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

魅力を引き出そう！
フォトワークショップ

通年 2回 趣味教養 成人 25人

【内容】
経験豊富な写真講師をお呼びして開
催

【ねらい】
カメラ、写真の楽しみを知り、実際
の撮影を学ぶ。

【準備過程】
文化祭で作品が減少していること
を受けて、地区住民から開催希望
の声が上がった。講師の方と打ち
合わせし開催

【評価と反省】
写真に対する考え方や、向き合い方を
学び、意見交換も行った。具体的な技
術についても学べるいい機会になっ
た。

【今後の方針等】
次年度も継続して行い、文化祭に向け
た写真サークル活動を目指している。

ほっとスペース笹賀

通年 48回 子育て 青少年 480人

【内容】
不登校支援アドバイザーと心理師に
よる居場所支援

【ねらい】
家や学校以外の居場所として学ぶ居
場所づくり。

【共催団体等】
学校教育課学校支援室
こども発達支援課

【評価と反省】
親子で来て、楽しく過ごしている様子
が伺えた。笹賀公民館の多目的ホール
の広さを生かしたスポーツ活動等がで
きて良かった。

【今後の方針等】
継続していきたい。

○

デジステ笹賀

通年 24回 趣味教養 成人 100人

【内容】
パソコンやスマートフォンを使いデ
ジタルに触れ、互いにスキルのレベ
ルアップを目指す。

【ねらい】
デジタル化が進む中でデジタル機器
の取り扱いに困らないよう支援す
る。

【準備過程】
デジタル活用に積極的な地区内住
民と実施。地区内全戸配布チラシ
にて周知

【評価と反省】
毎月テーマを決めて学習会を開催。学
んだことを活かして地域団体の活動サ
ポートもはじめた。

【今後の方針等】
令和７年度からは団体として学んだ事
を活かした相談会活動を中心に、不定
期で学習会を開催していきたい。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

笹賀地区スマホ相談会

通年 24回 趣味教養 成人 100人

【内容】
スマートフォンの基本的な使い方や
参加者が普段使っていて分からない
ことを相談しながら解決していく
講座形式で２回行った。

【ねらい】
デジタル化が進む中で特に高齢者が
デジタル機器の取り扱いに困らない
よう支援する。

【準備過程】
ソフトバンクのスマホ相談員の講
習を受けた地区内住民と実施。地
区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
継続して来てくれる方もいれば新規も
豊富なため需要を感じた。

【今後の方針等】
継続実施していきたい。

地域の畑で松本一本ネ
ギ栽培

通年 地域文化 青少年 40人

【内容】
菅野小学校が総合学習の時間で地域
が協力して実現した松本一本ネギ栽
培

【ねらい】
子ども達の学びを深め、成長へとつ
なげるとともに、地域住民との交流
により地域への親近感や帰属意識を
育む。

【準備過程】
地域住民の畑を借用、地域住民で
水やり等の協力

【協力】
菅野小学校
地域住民

【評価と反省】
子ども達の学びと成長のため、松本一
本ネギの栽培から収穫まで長期に渡り
学校からの要望に応えながらサポート
することができた。地域住民と子ども
達が協力することにより、地域にとっ
ても良い交流の場となった。

【今後の方針等】
畑の借用や栽培指導等について他のク
ラスからも要望が広がっている。地域
と学校のコーディネーター役として引
き続き協力していきたい。

○

子どもと本の集い

通年 11回 子育て 家庭教育 220人

【内容】
地区内未就園児親子を対象にした絵
本を介した子育て支援事業。絵本の
読み聞かせのほか、季節の行事に合
わせた工作等を実施

【ねらい】
地区内未就園児親子の居場所づく
り、仲間作りの場として実施

【準備過程】
おはなしの会「すがのっくる」が
中心となり企画・運営

【協力】
おはなしの会「すがのっくる」
笹賀地区福祉ひろば

【評価と反省】
多くの未就園児親子が参加しており、
交流、仲間作り、相談の場になってい
る。また、季節の伝統行事に合わせて
工作等を実施するなかで、親が伝統文
化について学ぶ機会にもなっている。

【今後の方針等】
「すがのっくる」の自立した活動では
あるが、子育て、親育ちの場として、
継続して支援していきたい。

笹賀おやこ教室

通年 6回 子育て 家庭教育 120人

【内容】
地区内未就園児親子を対象とした奇
数月実施の親子講座。お話会、夏ま
つりの開催、おもちゃ工作、調理実
習、施設見学等を実施

【ねらい】
様々な体験を通して、親子でともに
成長する場として実施。また、地区
内未就園児親子の居場所づくり、仲
間づくりの場としても期待

【準備過程】
地区内親子サークル「笹賀おやこ
クラブてるてる」を中心に企画運
営

【協力】
笹賀おやこクラブてるてる
笹賀地区福祉ひろば

【評価と反省】
多くの未就園児親子が参加しており、
交流、仲間作り、相談の場の一つに
なっている。運営役員も含めた親子皆
で交流することができた。

【今後の方針等】
引き続き協力していきたい。

199



令和６年度　事業報告
笹賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

公民館ニュースの発行
（笹賀地区だより）

通年 地域文化 成人

【内容】
毎月発行、地区内全戸配布してい
る。松本市公式ホームページにも同
内容を公開している。

【ねらい】
公民館事業等の地区内への周知を図
る。

【準備過程】
公民館とひろばで共同制作・発行

【評価と反省】
毎月全戸配布で発行しており、公民館
事業の周知方法の一つとなっている。
沢山ある配布物の中で埋もれてしまっ
たり、町会未加入者等の配布物が届か
ない方の増加などの課題もある。市
ホームページへの掲載も行っている
が、周知方法の更なる充実を検討して
いきたい。

【今後の方針等】
一つの周知方法として継続発行してい
きたい。情報をどんな方に伝えたいの
かを考え、事業により対象にあった周
知方法を検討していく必要があると感
じる。

笹賀地区子ども会育成
会だよりの発行

通年 子育て 青少年

【内容】
子ども会育成会で開催した事業内容
の記事を中心に育成会だよりの発
行、町会全戸配布

【ねらい】
子ども会育成会で実施した事業の報
告および来年度以降の参加を促す。
また、事業の感想について子どもに
原稿依頼することで、参加したこと
への思いを深めてもらうともに、地
区住民へ行事の楽しさを伝える。

【準備過程】
育成会教養部を中心に事業に参加
した子どもへの原稿依頼、編集会
議の開催

【評価と反省】
例年、子ども達の個性が良くでている
文章が集まり、カラー写真も多く掲載
し、行事の楽しさの伝わる内容になっ
ている。

【今後の方針等】
育成会役員は１年任期の方が多いた
め、来年度以降も継続して発行できる
ようにしていきたい。また、原稿依頼
について特定の町会に偏らないように
していきたい。

公民館運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

【内容】
公民館運営委員会を開催し、笹賀公
民館運営についての審議等を行う。

【準備過程】
予算、決算及び事業報告、事業計
画の作成

【評価と反省】
新規事業の計画や昨年度の振り返りを
兼ねて実施

【今後の方針等】
継続したい。

館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 71人

【内容】
館報編集委員会を開催し、笹賀公民
館報紙面の企画、校正を行う。

【ねらい】
地域の話題を掘り出し、地区住民に
知ってもらうことで、地域に興味や
親近感を持ってもらう。あわせて公
民館事業の報告等も行う。

【準備過程】
館報編集委員を中心に、紙面の企
画および校正を行う。

【評価と反省】
館報編集委員の自主性により、紙面の
企画校正を行った。編集委員は一本釣
りでお願いしており、幅広い情報収集
のためにも各町会から新規委員の勧誘
が必要

【今後の方針等】
地域の情報を積極的に入手し、紙面の
マンネリ化が起きないように心掛けて
いきたい。また新編集委員の掘り出し
も継続して行っていきたい。
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体育委員会

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

成人 54人

【内容】
体育委員会を開催し、地区体育行事
の企画、運営を行う。ウォーキング
大会、球技大会、グラウンドゴルフ
大会、卓球大会等

【ねらい】
体育委員で地区スポーツ大会の要項
や参加申し込み方法等について確認
および協議し、当日運営がスムーズ
に進むよう準備する。

【準備過程】
公民館体育委員を中心に企画実施

【評価と反省】
体育事業の開催内容について会議を
行った。

【今後の方針等】
より良い体育事業を目指して継続して
いきたい。

文化祭実行委員会

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

成人 69人

【内容】
文化祭実行委員会を開催し、笹賀地
区文化祭の企画、運営を行う。

【ねらい】
文化祭実行委員で協力しあいなが
ら、地区住民の力でより良い文化祭
を開催する。

【準備過程】
公民館文化委員、図書視聴覚委員
を中心に企画実施

【評価と反省】
文化祭が盛り上がる開催方法につい
て、検討した。

【今後の方針等】
多くの地区住民が楽しみにしている文
化祭を絶やすことなく継続していける
ようにしていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

芳川公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 1 2 3 0 4 9 0 3 4 1 1 7 7

延べ
参加人数

8 57 210 235 0 750 417 0 86 246 1065 2704 445 4093

【方針・地域課題】
・コロナにより中止していた事業を徐々に復活できるように進める。

・地区住民とコミュニケーションを深め、人間関係をつくり、支えあう地域づくりを進める。

・地区住民が健康で明るく過ごすため、健康維持増進のスポーツ教室、仲間づくり、大会、各種
　大会への参加、各種スポーツのリーグ戦等を行う。

・高齢者向けの心と体の健康づくり、将来を見据えた地域づくりに取組む。

・将来を担う子どもたちを地域で育てる意識を高め、子育て支援・青少年健全育成・松本版コミュ
　ニティスクール事業に向けた活動を行う。

・子ども達が自分で考え、実行していくことができる力を育む事業を進める。

・デジタル化が進む社会情勢に対応するため、デジタルの格差の解消を進める。

・各種事業を通じて、地区住民同士の繋がりを深めていき、顔の見える関係づくりを進める。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・地域住民の要望等を踏まえながら、現代の社会
情勢や暮らしに適応したニュースポーツ体験をは
じめ各種スポーツイベントを実施できた。
・地域住民の意向を受け、地区内高齢者事業所と
共催し高齢者向けの健康体操教室を実施した。
・地区内小学生向けの夏休み講座、また中学生を
対象とした長期休暇の公民館開放（自主学習）を
行い、学校との地域連携を深めた。
・地域における子ども（中高生）の居場所として
水・日曜日に「フリースペース事業」を実施。今
後に向けた方針やあり方等を検証するため、筑摩
野中学校生徒会役員と懇談会を実施した。
・地区文化祭の振り返りにあたり、より幅広い意
見交換から事業を総括し、新たな提案や柔軟な運
営を目指すため、事務局に検討組織を設置し意見
集約と次年度に向けた方針をまとめた。
・地区担当職員が連携・協働した地域課題の解決
をめざして、地域資源（活動・人）、地域課題
（悩み等）の掘り起こしを行い、職員間で共有の
上、課題解決に向けた分析・研究を進めた。
・学校運営の課題をはじめ地域連携事業の取組み
における思いや悩みを自由に語り合う、学校と地
域職員による地域連携懇談会を実施した。
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令和６年度　事業報告

芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

春のソフトバレーボー
ル祭

4月14日 1回 スポーツ 成人 52人

【内容】
芳川地区を中心とした、ソフトバ
レー愛好家による親睦大会

【ねらい】
試合をとおし、交流を深める。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
地区内に捉われず、様々な地区から選
手が集まり交流を深めることができ
た。

【今後の方針】
継続的に行い引き続き地区内に捉われ
ず広く参加を呼び掛けていきたい。

町内公民館長会

4月25日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 8人

【内容】
町内公民館の活動報告等

【ねらい】
芳川地区の町内公民館活動への助言
等

【評価と反省】
町内公民館との連携については、情報
交換・交流等積極的に連携を心掛けて
いるが、連携が不足している部分が多
い。

【今後の方針】
次年度は連携を強化できるよう、町内
公民館長会の回数を増やすなど交流の
場を増やしたい。

芳川地区モルック・
ニュースポーツ体験教
室

5月12日 1回 スポーツ 成人 24人

【内容】
モルックとニュースポーツの体験会

【ねらい】
気軽にできるモルックとニュース
ポーツを地区の方々に知ってもら
う。地区の体育大会で正式種目とし
て導入をしたため、各町会の研鑽の
場としても活用してもらう。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
体験したことのない競技に、住民が楽
しく参加している様子が印象的だっ
た。

【今後の方針】
気軽に身体を動かす機会として、また
競技を知る機会として引き続き取り組
んでいきたい。

芳川公民館運営委員会

5月20日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 15人

【内容】
地区役員へ芳川公民館の４年度の事
業報告と５年度の事業計画案を説明
　
【ねらい】
公民館事業の推進及び委員会活動の
活性化を図る。

【構成】
芳川町会連合会
町内公民館長
芳川小学校校長
芳川小学校ＰＴＡ
筑摩野中学校校長
芳川地区子ども会育成会長
民生児童委員協議会長
健康づくり推進員会長
交通安全協会支部長
農村女性委員会長
体育協会理事長
館報編集委員長

【評価と反省】
芳川公民館活動について、様々な視点
から協議できた。

【今後の方針】
次年度以降も今回の反省を踏まえ、講
座や公民館運営を円滑に行うため必要
に応じ開催する。
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芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ビーチボールバレー交
流会

5月25日 1回 スポーツ 成人 14人

【内容】
ビーチボールを使用した屋内バレー
ボール交流会

【ねらい】
交流会とすることで初心者でも参加
できるようにした。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
子どもからシニア世代まで楽しく交流
できた。

【今後の方針】
多世代交流の場として引き続き行って
いく。

よしかわスポーツひろ
ば

7月7日 1回
地域事業
（体育）

成人 140人

【内容】
地区住民オープン参加型のスポーツ
大会

【ねらい】
体力向上および交流の場

【準備過程】
体育協会および体育委員会で内容
を事前に協議

【共催団体】
芳川町会連合会
芳川体育協会

【評価と反省】
昨年度に引き続き、町会対抗体育大会
という形から、気軽に参加できる様式
へ変更し好評いただいた。

【今後の方針】
「大会」では敷居が高くみえてしまう
ため、引き続き「スポーツひろば」と
し、気軽に参加できる雰囲気づくりを
行う。

芳川地区人権啓発推進
協議会視察研修

8月9日 1回 人権平和 成人 8人

【内容】
人権学習の視察

【ねらい】
人権問題を考える機会とした視察研
修

【準備過程】
視察先について協議会と事前打合
せを行い視察先を決定

【共催団体】
芳川地区男女共生を進める会と共
催

【評価と反省】
視察を通じて、人権への理解を深め
た。

【今後の方針】
新しい視点を得られるような内容を企
画する。

第49回東南ブロック球
技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 35人

【内容】
６地区対抗の６競技大会

【ねらい】
他地区住民との親睦を目的とするも
の

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【準備過程】
実行委員会で企画、準備、実施

【評価と反省】
他地区と協力しながら実施した。

【今後の方針】
東南ブロックでの主催となる数少ない
体育行事として他地区との交流の推進
を図る。

第30回芳川地区マレッ
トゴルフ大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

成人 39人

【内容】
地区住民によるマレットゴルフの親
睦大会

【ねらい】
地区住民同士の交流、親睦を目的と
するもの

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
地区内から多くの参加者が集まった。
朝早くから活気のあるイベントとなっ
た。

【今後の方針】
交流・親睦の場として、引き続き実施
していきたい。
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芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第６回芳川公民館長杯
野溝緑地マレットゴル
フ大会

10月18日 1回
地域事業
（体育）

成人 32人

【内容】
地区住民によるマレットゴルフの親
睦大会

【ねらい】
地区住民同士の交流、親睦を目的と
するもの

【準備過程】
体育協会マレットゴルフ役員と協
力し、景品等を準備

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
地区内から多くの参加者が集まった。
朝早くから活気のあるイベントとなっ
た。

【今後の方針】
交流・親睦の場として、引き続き実施
していきたい。

芳川地区文化祭

11月 9日
11月10日

1回
地域事業
（文化）

成人 1,065人

【内容】
各サークルの展示と発表、小中学生
によるステージ発表を行う地区文化
祭

【ねらい】
各サークルや小中学校の日頃の活動
の成果発表の場とする。文化活動を
通じて地区住民の輪を広げ、絆を深
めることを目的とする。

【準備過程】
文化委員、文化祭実行委員と協力
して計画

【共催団体】
芳川地区文化祭実行委員会
芳川地区福祉ひろば
芳川公民館利用団体
ＣＳふたむら運営委員会

【評価と反省】
適宜、実行委員会を開き本番に向けて
密に事前打ち合わせを行った。事業後
は意見交換会を開き、来年度へ向けて
改善点等を集約できた。

【今後の方針】
展示方法やイベント内容をより精査し
ていき、見やすい・参加しやすい文化
祭を考えていく。

○

第５回ソフトバレー
ボール芳川体協理事長
杯

11月24日 1回 スポーツ 成人 90人

【内容】
平均年齢別に２部門制にし交流

【ねらい】
試合をとおし、交流を深める。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
地区内に捉われず、様々な地区から選
手が集まり交流を深めることができ
た。

【今後の方針】
継続的に行い、引き続き地区内に捉わ
れず広く参加を呼び掛けていきたい。

しめ縄づくり事前講習

11月25日 1回 地域文化 成人 15人

【内容】
地域の伝統であるしめ縄作り体験

【ねらい】
正月飾りであるしめ縄づくりを通し
て地域の伝統文化の継承を目的とす
る。また、参加者には芳川小学校の
しめ縄作り講習会のボランティアを
担ってもらう。

【共催団体】
芳川地区福祉ひろば

【評価と反省】
昨年度と顔ぶれが大きくは変わらな
かったため、伝統を継承する意味で
も、もっと幅広く参加してもらいた
い。

【今後の方針】
反省にもあるとおり、幅広く様々な年
代の方に参加してもらえるよう引き続
き活動していく。
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芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

しめ縄づくり講習会

12月6日 1回 地域文化 家庭教育 157人

【内容】
芳川小学校５年生を対象に行ってい
るしめ縄作り教室

【ねらい】
正月飾りであるしめ縄づくりを通し
て地域の伝統文化の継承を目的とす
る。

【準備過程】
ボランティアスタッフへの事前講
習会、小学校との事前打ち合わせ
を実施

【共催団体】
芳川地区福祉ひろば

【評価と反省】
クラスごとに地域ボランティアを１～
３名配置し、できる限り子ども達に目
が届くように実施した。子ども達にし
め縄作りへ興味を持ってもらえた。

【今後の方針】
伝統文化の継承は地域の課題のため、
次年度も実施していきたい。

○

冬のソフトバレーボー
ル祭

12月25日 1回 スポーツ 成人 40人

【内容】
芳川地区を中心とした、ソフトバ
レー愛好家による親睦大会

【ねらい】
試合をとおし、交流を深める。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
地区内に捉われず、様々な地区から選
手が集まり交流を深めることができ
た。

【今後の方針】
継続的に行い、引き続き地区内に捉わ
れず広く参加を呼び掛けていきたい。

新春もちつき大会

1月25日 1回 地域文化 家庭教育 63人

【内容】
子ども用の臼も用意し、もちつき体
験をしてもらい、つきたてのもちを
食べて楽しむ。

【ねらい】
伝統文化の継承・また住民間の交流
を目的として行う。

【共催団体】
芳川地区福祉ひろば

【評価と反省】
昨年度は室内で行っていたものを、屋
外へ移し、広くより大勢の参加を募る
ことができた。

【今後の方針】
参加者はもちろんのこと、運営スタッ
フからもとても評判が良いため、継続
していきたい。

芳川公民館利用者懇談
会

1月27日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 24人

【内容】
主に芳川公民館を利用しているサー
クルとの懇談と利用についての情報
交換を行う。

【ねらい】
公民館の利用方法について意見交換
と情報共有を行い、利用しやすい公
民館づくりに向けて動いていく。

【評価と反省】
主事・館長よりも公民館をよく知って
いる方々から意見をもらうことで、新
たな気づきがあった。これをより良い
公民館運営へつなげていきたい。

【今後の方針】
いただいた意見を基に、利用者が利用
しやすい館内の整備につとめ、利用
サークル間の交流も深められるよう配
慮していきたい。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

地域連携懇談会

2月27日 1回 その他 その他 30人

【内容】
芳川小学校の各学年担当教諭と地域
づくり職員との懇談

【ねらい】
学校から地域への学校支援ボラン
ティアに関わる要望・提案・お願い
事項を中心に地域づくり職員が聞き
取り、学校の抱える課題解決へつな
げる。

【出席者】
芳川小学校各学年担当教諭
（１～６学年）24名
芳川地域づくりセンター長
芳川公民館長
芳川公民館主事
芳川地区担当保健師
芳川地区生活支援員
芳川福祉ひろば職員

【評価と反省】
新たな試みとしての開催だったが、小
学校の各学年ごとに抱えている課題や
地域にお願いしたいことなど、率直な
意見や要望を聞くことができ、大変有
意義な時間となった。

【今後の方針】
今回でた様々な課題に対し、地域とし
て手助けができるものから動いていき
たい。今後も定期的に開催していく予
定

○

筑摩野中学校生徒会役
員との懇談会

3月6日 1回 その他 青少年 10人

【内容】
新生徒会役員との懇談

【ねらい】
中学生が公民館や地域でやって欲し
いと思っていることを聞き、事業へ
活かしていく。

【出席者】
生徒会長
男子・女子副会長
地区生徒会代表　２名
寿公民館長・主事
芳川公民館長・主事

【評価と反省】
新たな試みとしての開催だったが、中
学生からの率直な意見や要望を聞くこ
とができ、大変有意義な時間となっ
た。

【今後の方針】
次年度の事業を考えていく中で、も
らった意見を反映し、より中学生の参
加が見込めるよう工夫していく。今後
も定期的に開催していく予定

○

芳川ファミスポＤＡＹ

3月23日 1回 スポーツ 成人 37人

【内容】
ニュースポーツを中心に実施

【ねらい】
春休み期間での開催とし、親子から
多世代にわたりスポーツを楽しむ機
会の提供

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
ねらいのとおり、親子での参加も多
く、多世代でニュースポーツを楽しむ
機会にできた。

【今後の方針】
多世代交流の場を創造するとともに、
ニュースポーツの普及にも力を入れて
いきたい。

芳川バドミントン交流
会

 9月 1日
12月 8日

2回 スポーツ 成人 28人

【内容】
バドミントンおよびファミリーバド
ミントンの多世代での交流会

【ねらい】
地区住民の体力向上及び多世代交流
の場と考える。

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
初心者も気軽に参加できるよう道具を
整え、教える環境となった。

【今後の方針】
継続的に行い、バドミントンの競技人
口を増やしていきたい。
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食育学級

4月～12月 9回 子育て 家庭教育 72人

【内容】
食についての思いを深め、家庭での
手作りの大切さに気付いてもらう。

【ねらい】
「苗を植える→育てる→収穫→調
理」を通して、食文化への関心を高
め、自分で収穫した野菜を使い地元
の伝統食の継承を目的とする。

【共催団体】
芳川保育ゆりかご会
寺田会

【評価と反省】
食育と農育の両面を持ち、参加者から
好評であった。

【今後の方針】
次年度も内容の更なる充実を図り、実
施していく。畑で土に触れ合う機会と
して、作業を子ども達と保護者にやっ
てもらうことを増やし、より興味を
持ってもらうようにする。

第42回芳川地区バレー
ボールリーグ戦

5月～10月 5回 スポーツ 成人 82人

【内容】
芳川地区を中心とした硬式バレー
ボールチームによるリーグ戦

【ねらい】
総当たりのリーグ戦形式にすること
で試合数を増やし、長期間での交流
と身体を動かす時間を作るもの

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
コロナウイルスや参加チームの減少に
より、昨年度まではリーグ戦形式をと
ることができていなかったが、チーム
数の確保ができたため、リーグ戦形式
を復活させることができた。

【今後の方針】
引き続きリーグ戦形式で行えるよう、
地区内に限らずチーム数の確保を行っ
ていく。

芳川シニア短期大学

5月～3月 20回 趣味教養 高齢者 454人

【内容】
高齢者の生きがいづくり・仲間づく
りを求めた学習講座

【ねらい】
シニア世代の学習意欲を刺激する。

【準備過程】
昨年度の参加状況を元に講師を決
定

【評価と反省】
新しい参加者が増え高齢者の生きがい
づくりとして定着。男性の参加者が多
く、人気の講座となっている。

【今後の方針】
内容の幅を広げつつ、次年度も実施し
ていきたい。

プレイスクールぽかぽ
か

5月～3月 11回 子育て 家庭教育 138人

【内容】
未就園児を対象とした親子の講座

【ねらい】
体を動かしたり、読み聞かせを聞い
たり、あらゆる経験を通し、感性豊
かな成長を目的とすると同時に、親
同士の交流・情報交換の場を提供し
ている。

【共催団体】
芳川保育ゆりかご会
芳川民生児童委員協議会

【評価と反省】
多くの申込をいただき、毎回とても盛
り上がる講座となった。

【今後の方針】
次年度も継続して実施したい。様々な
内容の講師を呼び、親子で楽しんでも
らえる時間としたい。

208



令和６年度　事業報告

芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第47回芳川地区ソフト
ボールリーグ戦

6月～10月 10回 スポーツ 成人 50人

【内容】
芳川地区５町会のソフトボールチー
ムによるリーグ戦

【ねらい】
総当たりのリーグ戦形式にすること
で試合数を増やし、長期間での交流
と身体を動かす時間を作るもの

【共催団体】
芳川体育協会

【評価と反省】
雨天による延期や中止もなく全日程を
無事行えた。

【今後の方針】
歴史あるリーグ戦なので継続していき
たい。

夏休み特別講座

7月～8月 4回 趣味教養 青少年 37人

【内容】
①木を使って工作しよう！
②お金について学ぼう！
③はた織り体験をしてみよう！
④ｅスポーツ体験会！！
の４つの講座を実施

【ねらい】
夏休みに地区内の小学４～６年生に
様々な体験をしてもらう。

【協力】
工房　木々の詩
キッズマネースクール認定講師
ふるさと講座　よりあいての会
Ｒｅ．ｒｏａｄ株式会社

【共催団体】
芳川地域づくり協議会
芳川地区子ども会育成会

【評価と反省】
二次元コードを活用した申込にし、働
き世代の保護者が気軽に申し込めるも
のとした。長期休みにおける子ども達
の居場所となった。各小学校へチラシ
を配布する時期が遅くなってしまった
ため、来年度は早く動き出したい。

【今後の方針】
子どもの居場所づくりや新体験をとお
し、視野を広げる取り組みを継続的に
行いたい。

○

フリースペース開放事
業

8月～3月 50回 その他 青少年 46人

【内容】
中高生の居場所として公民館の会議
室を開放するもの

【ねらい】
地域における若者（中高生）の居場
所として学習や読書など自由に使え
る部屋を公民館内に開放し、利用し
てもらう。若者が地域とつながる
「きっかけづくり」とする。

【準備過程】
中学校へチラシ配布、校内放送

【主管】
中央公民館

【評価と反省】
新規事業のため定着が難しく、中学校
へ直接周知をしたものの利用状況はあ
まり芳しくなかった。周知方法の改善
が必要だと感じた。

【今後の方針】
開放日の見直しと周知方法の見直しを
行い、利用促進に努めていく。

健康体操ぽかとれ

11月～3月 5回 福祉健康 高齢者 57人

【内容】
健康増進を目的とした講座

【ねらい】
他で行っている体操と違い、少し激
しめの体操を行うことで普段動かさ
ない部位の運動を行う。

【協力】
リハビリデイサービスぽっかぽか
芳川

【評価と反省】
ボランティア講師にデイサービス職員
を呼んで実施。シニア世代の体力に即
した内容を設定できた。

【今後の方針】
人気の講座になりつつあるので続けて
いきたい。

公民館開放（夏・冬・
春）

 7月～8月
12月～1月
 3月～4月

32回 趣味教養 青少年 90人

【内容】
筑摩野中学校生徒が学習をするため
に芳川公民館の会議室を提供

【ねらい】
Wi－Fi環境など整った場所を提供
し、学生の学習を支援する。

【共催団体】
ＣＳふたむら運営委員会

【評価と反省】
長期休み期間に生徒の学習する場を提
供できた。学校から生徒への周知もあ
り、予想より多くの利用があった。

【今後の方針】
学校と連携し、引き続き実施したい。

○
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令和６年度　事業報告

芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ＣＳ事業（芳川小学
校・筑摩野中学校）

通年 26回
地域事業

（その他）
青少年 2,704人

【内容】
スクールファーム（芳川小学校）６
回
学舎ちくまの（筑摩野中学校）12回
ちくわの会（筑摩野中学校）６回
畑づくり応援団（筑摩野中学校）１
回
美術応援団（筑摩野中学校）１回
書き初め応援団（筑摩野中学校）１
回

【ねらい】
コミュニティスクール事業として、
芳川小学校と筑摩野中学校へ地区住
民のボランティアを派遣し、活動の
手助けをするもの

【準備過程】
事前に教員と打合せ

【協力】
地区ボランティア
ＣＳふたむら運営委員会

【評価と反省】
新規で学校から依頼を受けたものにつ
いて、地区からボランティアを見つけ
対応することができた。教科担任との
打合せが不十分だったところもあるた
め、次年度は改善していきたい。

【今後の方針】
継続のものはボランティアと連携し、
引き続き活動していく。
学校からの新規の依頼があった場合に
は、できる限り対応していきたいと考
えている。

○

日本語学級

通年
(毎週木曜

日)
48回 趣味教養 その他 169人

【内容】
外国人向けの日本語教室

【ねらい】
毎週１回、芳川地区在住の外国籍の
方を対象に日本語教室を開催。地域
内での外国籍の方の人材発掘と交流
を目的としている。

【準備過程】
地区のボランティアの方に講師を
お願いしている。

【評価と反省】
松本市内での日本語教室の数が少な
く、最近は地区外の方も来ている。留
学生同士の口コミから受講者が増え
た。

【今後の方針】
今後も地区内外を問わず、外国籍の方
の学習補助の教室として行っていきた
い。また受講者・ボランティア募集に
も力をいれていきたい。

地区支援企画会議

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 121人

【内容】
市職員をはじめとした、芳川地区を
担当する職員による会議
11回開催

【ねらい】
地区の課題等を出し合い、解消・改
善に向けて意見交換をする。

【構成】
芳川地域づくりセンター
芳川地区福祉ひろば
南部保健センター
地区生活支援員
松本市社会福祉協議会
南部包括支援センター
地域づくり課
生涯学習課・中央公民館

【評価と反省】
各分野から様々な課題や意見が出るの
と同時に、解消に向けての案や情報も
多く出てくるため、地区に対しての知
見が深まる会議となっている。

【今後の方針】
地区の課題に目を向けるため、引き続
き活発に意見交換ができる場として開
催していく。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 66人

【内容】
各種体育事業の企画・運営
３回開催

【ねらい】
体育委員会活動の活性化を図る。

【評価と反省】
新しい生活様式を意識しながらスポー
ツイベントの企画会議を実施できた。

【今後の方針】
地区の活性化を図れるように、考えて
いきたい。
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芳川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

文化祭実行委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 127人

【内容】
文化祭準備・運営
４回実施

【ねらい】
芳川地区文化祭開催に向けて、より
良い催しになるよう意見交換を行
う。

【評価と反省】
文化祭開催に向け、協議を重ねること
ができた。出席率も良く、多くの意見
を取り入れることができた。

【今後の方針】
来年度の文化祭に向けて早くから会議
を開催し、内容を考えていきたい。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 84人

【内容】
館報芳川版の発行
月１回開催

【ねらい】
館報を通じて他町会のことも知って
もらう。

【評価と反省】
各町会から選出されている強みを活か
し、取材・記事の作成を行った。

【今後の方針】
全ての編集委員に楽しみながら活動を
行ってもらえるような体制を築いてい
きたい。
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令和６年度　事業報告の概要

寿公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 2 2 2 1 4 2 0 4 4 3 2 4 3

延べ
参加人数

27 45 201 80 53 76 768 0 2397 574 1309 6882 535 9153

【方針・地域課題】

１　利用者同士がルールを守り、気持ちよく利用できる公民館にします。
　　（公共の施設であるという認識）

２　スポーツ大会や文化祭を筆頭とした地域住民同士が交流できる事業を企画し、開催していきま
　す。

３　サークル活動を充実させるとともに、文化祭を活動の成果発表の場として提供します。

４　学校応援団活動を軸とした公民館活動に取り組み、地域住民と児童・生徒の皆さんの交流の場
　を広げていきます。

５　公民館の持つ学習機能を発揮し、寿地区地域づくり協議会の三つの専門部会（総務・福祉・子
　ども部会）での議論をもとに地域課題に対して、講座や講演会など学習につなげていきます。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　公共の施設として規律ある利用をしていた
  だけたが、部屋や物置の整理整頓をする必要
  がある。

２　既存事業の企画内容を改善し、参加者を大
　幅に増加させた。更なる拡大に向け、関係者
　で協議を続けたい。

３　活動の充実に向けて、広報などによる周知
　を行い、会員の増加に協力した。また、文化
　祭への積極的な参加を促し、成果発表の場と
　して提供した。

４　学校応援団を軸に、地域住民と児童・生徒
  の交流の場を多く開催できた。継続事業の周
  知や、新たな取り組みに力を入れていきたい。

５　寿地区地域づくり協議会の各専門部会にて、
  地域課題の解決に向けて取り組んだ。年間の
  活動が当初の目的から外れていないか、確認
  する必要がある。
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令和６年度　事業報告

寿公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

春の撮影講座

4月16日 1回 趣味教養 成人 24人

【内容】
上田城址、懐古園にて撮影講座を実
施

【ねらい】
写真撮影の技術力向上と住民の作品
展示を促す。

【主催】
視聴覚委員会、寿公民館

【準備過程】
視聴覚委員会が企画

【評価と反省】
桜の撮影を主目的にした。散り始める
寸前の満開状態で天候にも恵まれた。
桜と青空のバランスを工夫した撮影が
できた。

【今後の方針】
日時に左右されない主目的を設定す
る。

公民館運営委員会

4月24日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 23人

【内容】
寿公民館事業における前年度事業報
告及び新年度事業計画の検討を実施

【ねらい】
寿公民館活動の推進を図る。

【組織構成】
地区役員に委嘱

【評価と反省】
現在は報告が中心。名簿の提出に課題
があった。

【今後の方針】
名簿は必要な事柄のみを提出する。地
区内の多くの役員が集まる機会である
ため有効活用できるような内容を検討
する。

春のバスウォーキング

5月7日 1回 福祉健康 成人 20人

【内容】
大町温泉郷をベースにウォーキング
を開催

【ねらい】
ウォーキングを通じて健康増進と住
民相互の親睦を図る。

【主催】
体育委員会、寿公民館

【準備過程】
体育委員会が企画

【評価と課題】
雨の中であったが、散策と歩くコース
に分けて実施した。体力に合わせた距
離で歩ききれた。

【今後の方針】
参加者募集の際にもう少し長時間の歩
行が可能か確認してコースを決める。

第４回寿地区ウォーキ
ング大会

5月19日 1回
地域事業
（体育）

成人 84名

【内容】
ウォーキング大会の実施

【ねらい】
寿地区を歩くことで体力向上に努
め、地区内をより良く知り、地区住
民相互の親睦と融和を図る。

【主管】
寿地区ウォーキング大会実行委員
会

【主催】
寿スポーツ協会、寿公民館

【準備過程】
寿スポーツ協会が主となり、準
備、実施

【評価と反省】
広報を工夫したことにより80名余の参
加者を得ることができた。

【今後の方針】
若い世代への告知を増やして行き、さ
らに多くの参加者を募る。

第77地区球技大会

6月30日 1回
地域事業
（体育）

成人 229人

【内容】
野球、排球、ソフトバレー（年齢フ
リー、40歳以上）、ソフトボール、
卓球の５種目による町会対抗の球技
大会

【ねらい】
地区住民相互の親睦及び健康増進を
図る。

【主管】
寿地区球技大会実行委員会

【主催】
寿スポーツ協会、寿公民館

【準備過程】
寿スポーツ協会が準備、実施

【評価と反省】
怪我人が出ず、安全に競技を行うこと
ができ、親睦が図られた。

【今後の方針】
次年度以降も怪我防止のための準備運
動の徹底及び声がけと同時に、参加者
を増やす工夫を考える。
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寿公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第49回東南ブロック球
技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

【内容】
バレー、バドミントン、卓球、ソフ
トバレー、マレットゴルフの５競技
による６地区対抗

【ねらい】
他地区住民との親睦を目的とするも
の

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【準備過程】
実行委員会で企画、準備、実施

【評価と反省】
周辺地区同士の交流ができた。今年は
事務局が本公民館であった。

【今後の方針】
事務局の仕事内容の確認を行い、今後
も引き続き実施したい。

第17回寿地区子連れコ
ンサート

9月1日 1回
地域事業
（文化）

家庭教育 59人

【内容】
子育て中の親子を対象に大会議室に
てコンサートを実施

【ねらい】
子育て中の親子に本物の音楽に触れ
てもらう機会の提供

【主催】
 192サロン運営委員会

【準備過程】
 192サロン運営委員会で企画、実
施

【評価と反省】
歌、フルート、ピアノの演奏者による
生の演奏を、間近で子ども達と家族等
が一緒に鑑賞する機会を提供できた。

【今後の方針】
人気のため次年度も検討したい。

第13回寿地区福祉の文
化祭

9月18日 1回
地域事業
（文化）

家庭教育 275人

【内容】
体育館で、地区内の施設職員・利用
者が一堂に会し、地域の方や小学
生、中学生と交流する。

【ねらい】
障がい者と一緒に活動することを通
して、誰もが住みやすいまちづくり
を目指す。

【主管】
寿地区福祉の文化祭実行委員会

【共催】
寿地区地域づくり協議会
福祉ひろば

【準備過程】
各施設より選出されたスタッフで
スタッフ会議を行い、企画、準備
など具体的内容を話し合い、実行
委員会で実施

【評価と反省】
施設同士の交流や、地域住民との交流
の場となった。お互い様の想いを醸成
した。体育館が高温のため、時期の検
討を行う。

【今後の方針】
次年度も障がい者と住民が交流できる
ように計画し、気温を考え６月実施に
していく。

令和６年度寿地区ス
ポーツフェスティバル

10月20日 1回
地域事業
（体育）

成人 195人

【内容】
世代を超えた多くの住民が参加でき
る社会体育事業として住民運動会の
名称変更と内容を見直して実施

【ねらい】
住民相互の親睦及び団結、健康の増
進を図る。

【主管】
寿地区スポーツフェスティバル実
行委員会

【主催】
寿スポーツ協会、寿公民館

【準備過程】
実行委員会で企画、寿スポーツ協
会が主に準備、実施

【評価と反省】
新しい種目を取り上げた。ウォーキン
グの参加者が増えたが、他の種目への
参加者を増やすことが課題である。

【今後の方針】
今年度の内容をベースにしながら再検
討し、より興味がわく方法を再考す
る。

文化祭協賛事業「第36
回寿地区史跡めぐり」

10月22日 1回 地域文化 成人 4人

【内容】
寿地区文化祭協賛事業として、解説
つきで、寿地区の史跡（上瀬黒・下
瀬黒コース）を巡った。

【ねらい】
地区の歴史や史跡を知ってもらい、
地域に愛着をもってもらう。

【主催】
寿公民館

【評価と反省】
子ども会育成会が参加しなくなり、史
談会も解散したことから、参加者がほ
とんどなく、少人数での事業になっ
た。

【今後の方針】
今後、実施しない。
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寿公民館
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第47回寿地区文化祭

11月3日 1回
地域事業
（文化）

家庭教育 1,250人

【内容】
地区住民の文化活動の発表の場とし
て、作品展示及び各団体発表の動画
放映を実施

【ねらい】
寿地区における文化向上と、世代を
超えた住民相互のふれあいの場とす
る。

【主管】
寿地区文化祭実行委員会

【主催】
寿地区町内公民館長会
寿公民館

【準備過程】
実行員会で企画、公民館、町内公
民館長会で準備、実施

【評価と反省】
昨年度に続き体育館でのステージ発
表、作品展示や駐車場での出店があ
り、盛大に開催できた。

【今後の方針】
次年度は準備等の効率化を図り、住民
やサークルの参加者の増加を図る。

秋のバスウォーキング

11月12日 1回 福祉健康 成人 25人

【内容】
県内でウォーキングを開催

【ねらい】
ウォーキングを通じて健康増進と住
民相互の親睦を図る。

【主催】
体育委員会、寿公民館

【準備過程】
体育委員会が企画

【評価と反省】
風が強く足場が岩場であったため、個
人の体力に合わせた距離をウォーキン
グできた。

【今後の方針】
歩く距離が短かったため、１時間以上
は歩くよう計画する必要がある。

秋の撮影講座

11月25日 1回 趣味教養 成人 29人

【内容】
阿寺渓谷にて撮影講座を実施。撮影
写真を公民館に展示し鑑賞会を行
う。

【ねらい】
技術力向上と住民の作品展示を促
す。

【主催】
視聴覚委員会、寿公民館

【準備過程】
視聴覚委員会が企画

【評価と課題】
紅葉の時期を外したため、撮影に苦労
したが、参加者全員の写真を展示で
き、鑑賞会でお互いの良さを認め、意
欲向上につながった。

【今後の方針】
引き続き、鑑賞会も併せて実施してい
きたい。

クリスマスリース講座

12月12日 1回 趣味教養 成人 11人

【内容】
講師に指導いただきながら、クリス
マスリースをつくる講座

【ねらい】
ものづくりを通して参加者同士の仲
間づくりを図る。

【主催】
寿公民館

【準備過程】
公民館で企画、実施

【評価と反省】
毎年楽しみにしている方が多いが、若
い方も参加していただいた。一人一人
丁寧に教えてもらえることができた。

【今後の方針】
大変好評だったため、次年度も計画し
開催したい。

お正月飾りを作ろう講
座

12月27日 1回 趣味教養 成人 12人

【内容】
講師に指導いただきながら、お正月
飾りをつくる講座

【ねらい】
ものづくりを通して参加者同士の仲
間づくりを図る。

【主催】
寿公民館

【準備過程】
公民館で企画、実施

【評価と反省】
昔ながらのしめ縄ではなく、女性が喜
んで作れる正月飾りであり、好評で
あった。

【今後の方針】
大変好評だったため、次年度も計画し
開催したい。
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寿地区人権学習講座
「楽団ケ・セラコン
サート」

2月20日 1回 人権平和 成人 27人

【内容】
障害を抱えながらも自立を目指す
「楽団ケ・セラ」の演奏を聴く。

【ねらい】
コンサートを通して平和や人権につ
いて考え、理解を深める。

【主催】
寿地区人権啓発推進協議会（寿公
民館）、寿地区福祉ひろば

【準備過程】
福祉ひろば、寿公民館で企画、実
施

【評価と反省】
大会議室でコンサートを行い、地域の
方は多かったが、協議会メンバーの出
席が少なかった。

【今後の方針】
人権学習として協議会のメンバーで県
内施設の視察に切り替える。

令和６年度公民館利用
者懇談会

3月1日 1回 その他 成人 26人

【内容】
公民館利用サークルの顔合わせ、公
民館への要望の聞き取りを実施

【ねらい】
利用サークル同士の交流や情報交換
を促し、要望の集計を通じた公民館
管理運営の向上を図る。

【準備過程】
公民館で企画、実施

【評価と反省】
懇談会前に行う一斉清掃もあわせ、
サークル同士の顔合わせをすることが
できた。

【今後の方針】
次年度も引き続き公民館を気持ちよく
利用してもらえるよう、サークル利用
者からの要望や意見を聞いていきた
い。

寿地区地域づくり協議
会専門部会

 6月19日
 8月28日
12月11日
 2月 5日

4回
公民館委員会・
各種会議等

成人 224人

【内容】
寿地区地域づくり協議会において総
務・福祉・子どもの専門部会をつく
り、実践的な取り組みを行う。

【ねらい】
各部会ごとに意見交換や学習会を通
じて、地区内の課題解決を推進す
る。

【主体組織】
寿地区地域づくり協議会

【準備過程】
地域づくりプロジェクト会議、企
画会議で協議し専門部会で実践す
る。

【評価と反省】
地区の役員住民が地域の障がい者や高
齢者の施設の見学をするとともに、意
見交換を行う貴重な機会となった。

【今後の方針】
次年度も引き続き、各部会毎に実践的
な取り組みができるよう情報共有・課
題解決に向けての意見交換を図る。

令和６年度公民館利用
者一斉清掃

7月6日
3月1日

2回 環境 成人 53人

【内容】
公民館利用サークルの顔合わせ、公
民館内や敷地の清掃を実施

【ねらい】
公民館利用者がお互い気持ちよく使
用できるように環境整備を行う。

【準備過程】
公民館で企画、実施

【評価と反省】
公民館内や敷地の環境整備ができ、き
れいになった環境で心地よく利用者が
利用し、片付けの意識も高まった。

【今後の方針】
次年度も引き続き開催したい。

寿地区ソフトバレー
ボールリーグ戦

4月～3月 20回 スポーツ 成人 480人

【内容】
寿地区内の６町会対抗ソフトバレー
ボールリーグ戦を実施

【ねらい】
バレーボールを通じた健康増進と、
参加者同士の親睦を図る。

【運営】
寿地区ソフトバレーボールリーグ
理事会

【準備段階】
上記理事会で準備、実施

【評価と反省】
スポーツを通じた地区内の交流ができ
た。

【今後の方針】
次年度も理事会で相談しながら開催し
ていきたい。
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寿ナイターソフトボー
ルリーグ戦

5月～9月 24回 スポーツ 成人 288人

【内容】
寿地区内の町会対抗ナイターソフト
ボールリーグ戦を実施

【ねらい】
ソフトボールを通じた健康増進と、
参加者同士の親睦を図る。

【運営】
寿地区ナイターソフトボールリー
グ理事会

【準備段階】
上記理事会で準備、実施

【評価と反省】
スポーツを通じた地区内の交流ができ
た。

【今後の方針】
次年度も理事会で相談しながら開催し
ていきたい。

寿古文書読解講座

6月～3月 10回 地域文化 成人 80人

【内容】
歴史講座のひとつとして、古文書の
読み方を学ぶ。今年度のテーマは寿
の幕末の出来事を読み解く。

【ねらい】
古文書の読解を通じて、歴史文化、
教養の向上を図る。

【主催】
寿史談会、寿公民館

【準備過程】
公民館で実施

【評価と反省】
最終回で修業式を実施し、修業証書の
授与や記念品を用意することでモチ
ベーションの向上を図った。

【今後の方針】
参加しづらいお盆の時期は日程から外
したい。

公民館報の発行

隔月 6回
公民館委員会・
各種会議等

成人 66人

【内容】
地区内の情報や、公民館の活動報告
などの発信

【ねらい】
館報による情報発信を通じて、地区
内の情報を多くの人に周知する。

【主体組織】
館報編集委員会

【準備過程】
館報編集委員会で企画会議及び編
集会議を実施

【評価と反省】
会議では内容について委員から意見が
集まり、計画通り円滑に運営すること
ができた。

【今後の方針】
引き続き、開催したい。

寿小学校にこにこルー
ム応援隊

通年 25回 その他 家庭教育 2,271人

【内容】
寿小学校の教室をにこにこルームと
名付け、２時間目の休み時間に児童
と地域住民の昔遊びを通じた交流を
実施

【ねらい】
寿小学校内に当たり前のように地域
住民が出入りしているような、地域
に開かれた学校づくりを目指す。

【主催】
寿小学校にこにこルーム応援隊

【共催】
寿地区地域づくり協議会

【準備過程】
にこにこルーム応援隊と企画、調
整、実施

【評価と課題】
地域住民と児童が交流することがで
き、メンバーも子どもの成長を喜ぶ姿
が見られた。

【今後の方針】
学校・保育園と連携し、今後も実施し
たい。

○

学校応援団事業

通年 45回
地域事業

（その他）
家庭教育 4,882人

【内容】
地域と学校が一体となって、子ども
達の健全育成に取り組む事業。公共
施設見学、歴史学習、ミシン学習、
田植え体験、農業体験など。

【ねらい】
地域の伝統、歴史、くらしを子ども
達に伝える。またそこに関わる人た
ちの生きがいづくり、生涯学習の成
果を発揮する場としての側面も持
つ。

【組織】
寿地区学校応援団

【準備過程】
公民館長がコーディネーターとし
て学校の要望を集約し地域住民と
の調整を実施

【評価と反省】
小学生たちとさまざまな年代の地域ボ
ランティアが交流でき、地域の伝統や
学びを教え、経験を深める場となっ
た。

【今後の方針】
引き続き、地域住民と子どもが交流で
きる場をつくっていきたい。

○
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公民館図書コーナーの
運営

通年 14回 その他 成人 21人

【内容】
図書委員会主体による寿公民館図書
コーナーを運営し、図書委員会によ
るコーナーの定期清掃、図書入れ替
え作業を実施

【ねらい】
地域住民に図書を身近に感じてもら
う。

【主体組織】
図書委員会

【準備過程】
図書委員で月１回掃除
図書委員で年２回図書入替

【評価と反省】
図書の入れ替えは５月23日と11月27日
の２回実施できた。時々本を借りに来
る方が見受けられる。

【今後の方針】
図書委員の人選を工夫し、意欲的な活
動になるよう運営を再検討する。

五部門委員会

通年 24回
公民館委員会・
各種会議等

成人 222人

【内容】
文化企画、館報編集、図書、視聴
覚、体育委員会の五部門委員会によ
り、公民館事業の企画・運営を行
う。

【ねらい】
公民館事業への主体的参加及び意識
付けを図る。

【準備課程】
各部門ごとに随時開催

【評価と反省】
各部門ごとにそれぞれ工夫して活動を
行った。メンバーが固定してしまう。

【今後の方針】
引き続き、企画、運営を行うととも
に、メンバーを募集しながら活性化す
る。

寿ペンギンの会

通年 12回 子育て 家庭教育 24人

【内容】
託児ボランティア組織寿ペンギンの
会による 192サロン、ＰＴＡ作業、
保育園事業、小学校事業における託
児活動を実施

【ねらい】
託児を通じた子育て支援及びボラン
ティアの生きがいづくりを図る。

【実施組織】
寿ペンギンの会

【準備過程】
公民館が事務局として託児調整及
び連絡を行い寿ペンギンの会が実
施

【評価と反省】
今年度は寿保育園にて託児活動が実施
された。高齢化によりメンバーの減少
が激しく運営が難しくなっている。

【今後の方針】
存続について協議が必須

子育て支援 192サロン

通年 7回 子育て 家庭教育 177人

【内容】
子育て中の親同士の交流の場の提
供、子育てのヒントとなる講座、行
政情報の提供などを行った。

【ねらい】
地域の中で子育て家庭同士がつなが
り、必要な情報を得ることができる
支援を行う。

【組織構成】
民生児童委員協議会・地域づくり
協議会子ども部会・食生活改善推
進協議会・福祉ひろば

【準備過程】
 192サロン運営委員会で企画、実
施

【評価と反省】
周知方法の改善により参加者が増加し
た。事業内容や開催会場、人員配置な
どを見直す必要がある。

【今後の方針】
各事業ごとに事業内容を検討したい。

町会別人権懇談会

通年 1回 人権平和 成人 5人

【内容】
町会単位で町内公民館を会場とした
人権懇談会を計画（６町会）

【ねらい】
人権をテーマに語り合う場をつく
る。

【共催】
人権啓発推進協議会
町内公民館長会

【準備過程】
町会で企画し公民館で実施

【評価と反省】
百瀬町会のみ２月15日に実施した。コ
ロナ禍での差別事象の内容で身近なも
のとして捉えることができた。

【今後の方針】
早くから話をして、計画的に人権懇談
会を開くようにお願いしていく。
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ＣＳふたむら

通年 21回
地域事業

（その他）
青少年 2,000人

【内容】
筑摩野中学校と寿・芳川地区が協力
し、長期休みの公民館開放や地域住
民による学習支援を実施

【ねらい】
筑摩野中学校生徒の学力向上や、地
域住民との交流を図る。

【運営】
ＣＳふたむら実行委員会

【準備段階】
上記実行委員会で企画、実施

【評価と反省】
長期休み期間に公民館の一室を自習室
として開放しているが、利用者は固定
されている。文化祭へのボランティア
参加があった。

【今後の方針】
フリースペース事業と兼ね合わせて活
発になるよう進めていく。

○

新規事業・講座

通年 6回 その他 その他 79人

【内容】
子ども食堂、バラの剪定講座など多
世代へのアプローチを狙った事業を
開催

【ねらい】
若年層、主婦層などの公民館との関
わりが薄い世代との接点を作る。

【運営】
公民館、各関係者

【準備段階】
公民館、各関係者で企画、実施

【評価と反省】
公民館と接点のない世代、人材へのア
プローチができた。

【今後の方針】
各事業の継続は各関係者間で協議した
い。新規事業の開催は次年度も継続し
たい。
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令和６年度　事業報告の概要

寿台公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 1 9 4 0 5 1 1 0 5 1 1 7 11

延べ
参加人数

69 50 594 49 0 74 112 80 0 404 399 240 550 1392

【方針】
・親しみやすく、気軽に来館できる公民館にする。
・利用者同士がルールを守り、気持ちよく利用できる公民館にする。
・サークル活動はもとより、文化祭などの全体行事に利用者らが率先して協力できる体制づくりを
する。
・生活課題や地域課題に目を向けて、積極的に学習活動などを行い、地域づくりの拠点となること
を目指す。
・町会連合会をはじめとする地域関係団体や地域づくりセンター・福祉ひろば等地区内行政関係機
関との連携を今まで以上に密にとり、地域づくりにおいて公民館事業（主に学習機能）により積極
的に支援・参画する。

【地域課題】
・少子高齢化の深刻化により役員のみでの各種行事運営が困難となっている。
・一人暮らし高齢者の割合が市内35地区中１番多く、通いの場の創出が必要である。

【重点的に取り組んだ事項等】
・伝統行事の継承を心掛け、伝統行事とそれにまつわる食に関する講座を多く実施することができ
た。
・町会役員等のなり手不足が課題となっている中、町会連合会との共催事業において、地区住民と
協働しながら行事を行うことができた。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・役員不足による課題が大きいが、行事ではコ
ミュニティスクール事業として各種行事への中学
生の主体的な参加・協力があり、また12月には行
事に参加した中学生と地区役員の交流会も行え
た。単なるマンパワー的な手伝いではなく、多世
代交流を目指して行事運営をすることができた。

・引続き、町会連合会をはじめとする地域関係団
体と連携を密に取り、積極的に事業を行っていき
たい。
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デジタルカメラ撮影会

4月24日 1回 趣味教養 成人 10人

バスで撮影会場を巡りながら、状況
に合わせた撮影方法を学び、実際に
撮影してみる。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知
従来からの参加者を中心に開催

参加者の減少により、次年度以降は開
催しないこととなった。

寿台地区人権啓発推進
協議会総会・学習会

5月 7日 1回 人権平和 成人 14人

人権啓発推進協議会総会開催後に、
学習会として「ドキュメンタリー結
婚　～部落差別とたたかい結婚した
夫婦の姿～」のＤＶＤ上映を実施

【共催団体】
寿台地区人権啓発推進協議会

誰もが安心して暮らせる地域の実現に
向け、人権啓発活動は続けていきた
い。

歴史・文化講座　戸隠
と善光寺

5月22日 1回 地域文化 成人 22人

長野県の寺社の中でも特に長い歴史
を持つ両寺社を見学し、日本の歴史
と文化財を考える機会とするととも
に、散策により参加者の健康増進を
図る。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

参加者からは好評をいただいた。視察
先の選定に配慮しながら、今後も開催
したい。

第51回町会連合球技大
会

5月26日 1回
地域事業
（体育）

成人 97人

球技・軽スポーツを通して、スポー
ツ振興、住民相互の親睦と結束を図
る。

【主催】
寿台町会連合会

【主管】
寿台スポーツ協会

高齢化により大会形式での実施が難し
い競技がある。気軽に体を動かせる要
素を増やしていきたい。

学校サポート事業
明善小学校川遊び支援

6月26日 1回 子育て 青少年 2人

明善小学校課外授業支援として、
１・２年生の川遊び引率・見守り支
援。先生以外の大人との関わりを通
じて学校以外での社会性を培うと共
に、地域への愛着を高める。

【準備過程】
住民ボランティアの募集、学校と
の連絡・調整

【共催団体】
内田公民館・松原地区公民館

地域住民と小学生の良い交流機会と
なった。恒例行事となっているため、
継続していきたい。

しあわせの水引スト
ラップ講座

7月22日 1回 趣味教養 成人 11人

「淡路結び」、「梅結び」などの縁
起の良い結び方を学び、水引でスト
ラップを作成する。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

【協力】
図書・視聴覚委員が運営に協力

図書・視聴覚委員の協力によりスムー
ズに行えた。来年度以降も開催すると
したら図書・視聴覚委員の協力が不可
欠

夏休みおはなし会スペ
シャル

8月10日 1回 子育て 青少年 50人

地区の読み聞かせサークルによるお
話会。就学前～小学生の親子が対象

【共催団体】
寿台図書館

【協力】
図書・視聴覚委員会

本に親しむとともに、普段利用の少な
い親子世代が公民館に足を運ぶきっか
けとなった。今後も開催していきた
い。

第49回東南ブロック球
技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

軟式野球、バレー、バトミントン、
卓球、ソフトバレー、マレットゴル
フの６地区対抗
他地区住民との親睦を目的とするも
の

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【準備過程】
実行委員会で企画、準備、実施

競技によってはチームでの出場が難し
い種目もあり、より参加しやすい運営
方法を検討する必要がある。
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寿台地区防災訓練

9月 8日 1回 防災 その他 80人

中学生にボランティアとして地域行
事に参加してもらうことで、地域の
伝統行事の継承及び「地域を愛し、
地域と共に生きる子ども」の育成を
目指す。

【共催団体】
寿台町会連合会

段ボールベッドの組立訓練補助や片付
けを行った。高齢化により訓練への参
加が困難となっている町会もあるが、
中学生のサポートにより全町会が訓練
をすることができた。

○

第51回寿台秋の体育祭

9月22日 1回
地域事業
（体育）

その他 100人

運動会を通して、楽しく地区住民同
士の親睦をはかる。

【主催】
寿台町会連合会

【主管】
寿台スポーツ協会

中学生ボランティアも参加。就学前の
子どもから高齢者まで参加。会場を体
育館としたため雨天中止の心配は無く
なった。町会単位での参加はさらに難
しくなりつつある。

○

中華料理講座　肉まん
に挑戦 10月 9日 1回 趣味教養 成人 8人

中国人講師から本場の肉まん作りを
学び、他国文化への理解を深める。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

参加者には好評であり、他の料理も学
びたいとの声もあった。次年度以降の
継続開催を考えたい。

第67回松本市市民ス
ポーツ大会秋季大会

10月13日 1回
地域事業
（体育）

成人 23人

スポーツ大会への参加を通し、ス
ポーツ振興・健康寿命の延伸につな
げると共に、住民同士の親睦と結束
を図る。

【共催】
寿台町会連合会・寿台スポーツ協
会

選手の人数が揃わず、一部種目が出場
できなかった。多くの種目に参加でき
るよう、通年を通して若い世代を取り
込む工夫等を考えたい。

第48回寿台文化祭

10月27日 1回
地域事業
（文化）

その他 399人

地域で文化活動を行っている団体・
個人の発表の場、住民相互の親睦を
図る場とする。

【主催】
寿台町会連合会

【主管】
寿台文化祭実行委員会

参加者が多く、寿台地区の大きな行事
として根付いている。中学生ボラン
ティアも多数参加し、多世代が参加す
る文化祭となった。今後も内容を精査
しながら継続実施していきたい。

○

寿台秋のウォーキング
クイズラリー＆ニュー
スポーツ体験会 11月 2日 1回

地域事業
（体育）

その他 34人

子どもから高齢者までを対象とし、
密にならず気軽に楽しく運動する機
会を提供し、地域住民の健康増進と
親睦を深める機会とする。中学生も
ボランティアとして運営に参加

【主催】
寿台町会連合会

【主管】
寿台スポーツ協会

雨天のため例年より参加者が大幅に減
少した。内容・開催時期を考えながら
次年度以降の開催を検討中 ○

音の花束コンサート

11月28日 1回 子育て 青少年 240人

地区の行事に協力してくれた明善中
学校の皆さんに、「長野県警察音楽
隊」の音楽を通じて感謝の気持ちを
伝える。

【共催】
内田公民館・松原地区公民館

明善中学校区３地区公民館共催事業と
して、今後も継続実施していきたい。

○

ヒンメリ作り講座

12月10日 1回 趣味教養 成人 10人

フィンランドの伝統装飾ヒンメリを
作り、異国の文化にふれる。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

近隣の福祉施設「アルプス福祉会コム
ハウス」の利用者へ講師を依頼。地域
と関わる機会が少なかったため感謝し
ていただいた。今後も協働の機会を継
続していきたい。

クリスマスおはなし会
スペシャル

12月21日 1回 子育て 青少年 50人

子ども達に本に親しんでもらう機会
として、「人形劇団やまんば」によ
る人形劇を開催

【共催】
寿台図書館

【協力】
図書・視聴覚委員会

本に親しむとともに、普段利用の少な
い親子世代が公民館に足を運ぶきっか
けとなった。今後も開催していきた
い。
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お正月飾りを作ろう！

12月23日 1回 地域文化 成人 10人

しめ縄飾りの作り方を学ぶことで、
伝統文化の継承を図る。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

参加者はコツを掴み楽しんで作業を
行っていた。伝統文化にふれる良い機
会であり、今後も開催していきたい。

寿台地区人権啓発推進
協議会　視察研修

12月25日 1回 人権平和 成人 20人

戦争遺跡である松代大本営地下壕
を、ガイドを聞きながら見学し、最
大の人権侵害と言われる戦争につい
て改めて考える機会とする。

【共催団体】
寿台地区人権啓発推進協議会

人権啓発推進協議会の視察研修は、視
察先が限られるため、興味を持って参
加頂けるよう、内容を考えながら実施
していきたい。

カレーライス交流会

12月28日 1回 子育て その他 16人

文化祭、体育祭等の地区行事に参加
してくれた中学生と、地区役員との
交流会。ニュースポーツと食事会と
で交流を図り、中学生に地域をより
身近に感じてもらう。

【準備過程】
明善中学校を通じて中学生に参加
を呼びかけ。

【共催団体】
寿台町会連合会・子ども会育成
会・壮青会

よりお互いの理解が深まるように、事
前準備にも工夫を考えながら。今後も
開催していきたい。

○

小学生書き初め教室

1月 6日 1回 子育て 青少年 3人

小学校３年生から課題となる書き初
めの指導を受け、習字の技術を磨
く。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

講座開催日と長期休みが合わず参加人
数が少なかったと思われる。開催日を
変更するなど、対策を考えて来年度も
開催したい。

まゆ玉を作ろう！

1月11日 1回 地域文化 青少年 10人

松本の民俗行事である三九郎で自分
の作ったまゆ玉を焼いて食べられる
機会を設ける。親子で一緒に作り、
未経験の保護者にも作り方を学んで
もらい、食文化の伝承を図る。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

生地の色付け作業から親子で実施し
た。それぞれ思い思いのまゆ玉を作っ
ており、親子で伝統文化にふれる良い
機会となった。

人権啓発研修会

1月12日 1回 人権平和 成人 35人

寿台町会連合会役員研修を兼ねて
「新春寄席」を開催。過去の時代の
身分制度を学び、人権について考え
る機会とする。

【共催】
寿台地区人権啓発推進協議会・寿
台町会連合会

人権関係の研修会としては珍しく、楽
しく参加しやすい研修会であり、多数
の参加をいただいている。今後も開催
を継続したい。

やしょうまを作ろう！

2月12日 1回 地域文化 成人 7人

郷土料理の「やしょうま」を作り、
信州の食の伝統を伝える機会とす
る。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

地区外からの参加もあり、食文化を継
承する良い機会となっている。

双葉会軽スポーツ大会
 6月 4日
10月24日

2回 福祉健康 高齢者 50人

例年高齢者の健康増進のためニュー
スポーツなどを楽しむ集い。【福祉
健康】

寿台高齢者クラブ連合会双葉会・
寿台地区福祉ひろば・体力づくり
サポーター

ニュースポーツによる交流・健康教室
を実施。高齢者クラブの大きな事業と
なっており、今後も継続実施していき
たい。

寿台夏祭り

7月28日
8月 3日
8月 4日

3回
地域事業

（その他）
その他 240人

中学生にボランティアとして地域行
事に参加してもらうことで、地域の
伝統行事の継承及び「地域を愛し、
地域と共に生きる子ども」の育成を
目指す。

【準備過程】
ポスターコンテストの周知・依頼

【共催団体】
寿台町会連合会

準備として御輿制作やポスター展示準
備、屋台準備を行い、当日は屋台運営
を行った。自ら工夫し積極的に接客に
取組む姿が住民に好評だったため、来
年度も継続していきたい。

○
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子どもテニス教室

5月～10月 14回 子育て 青少年 222人

寿台テニスクラブ会員の指導による
教室【スポーツ】

【共催】
寿台スポーツ協会

天候により１回中止。テニスを通じ、
寿台テニスクラブ会員と子どもたちの
交流にもつながった。今後も継続実施
していきたい。

○

松本版信州型コミュニ
ティスクール運営委員
会 5月～2月 4回

公民館委員会・
各種会議等

その他 50人

地域に開かれた信頼される学校づく
りの推進のため、学校と地域が連携
をし、子どもを支える。

明善小・明善中・学区内３地区
（町会連合会・子ども会育成会・
地域づくりセンター・公民館）・
関係団体

引続きコミュニティスクール事業の推
進に向けて協議を行っていきたい。

○

中学生への学習スペー
ス開放 7月～8月 112回 子育て 青少年 3人

寿台図書館には学習スペースが無い
ため、夏休み期間中、中学生に集中
して勉強できる場を提供する。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

課題となっている子ども達の居場所づ
くりのため、今後も継続していきた
い。

○

学校サポート
ミシン学習支援

11月～2月 4回 子育て 青少年 8人

小学校から依頼があり、地域のボラ
ンティアによる支援を実施

【準備過程】
ボランティアの募集・連絡調整

小学生にとっては難しい作業も多かっ
たが、楽しんで取り組んでいた。ま
た、地域住民と小学生の交流機会と
なった。

○

地域づくり担当職員会
議

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 120人

地域づくり推進にむけて、関係行政
機関職員による課題共有、課題把握
を目的に毎月１回開催

地域づくりセンター・公民館・福
祉ひろば・健康づくり課・包括支
援センター・社会福祉協議会・児
童館・地域づくり課

「地域づくりセンター」を中心に、地
域づくりの一環として引続き関係職員
との会議を継続していきたい。

ボッチャ講座

通年 12回 スポーツ 成人 112人

年間を通じて誰でも楽しめるスポー
ツ教室を開催し、地域住民の健康増
進と親睦を深めることを目的とす
る。

【準備過程】
前年度に体験会を実施

参加者からの評判は良かった。種目を
変えて次年度以降も開催を考える。

やってみよう包丁研ぎ
講座 通年 12回 趣味教養 成人 35人

地域住民の特技を生かし、身近な包
丁の手入れについて学ぶ機会とす
る。

【準備過程】
地区内回覧チラシにて周知

一度に参加できる人数に制限がある
が、熱心な参加者もおり、次年度以降
も開催を検討している。

運営委員会
通年 3回

公民館委員会・
各種会議等

その他 36人
公民館の事業計画案の検討･活動へ
の提言など。

提言・助言をいただきながら、公民館
事業に活かしていきたい。

館報編集委員会

通年 10回
公民館委員会・
各種会議等

その他 64人

松本市公民館報（寿台版）の編集･
発行

委員は町内公民館長を兼務しているた
め、毎月町内公民館長会を兼ねて開催
している。

図書視聴覚委員会

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

その他 30人

公民館の図書視聴覚事業への提言、
蔵書点検の手伝い、図書リサイクル
作業、おはなし会スペシャルの企画
運営

寿台図書館との共催事業にも参加し、
公民館単独の事業にも協力をいただい
た。来年度も継続していきたい。

文化委員会
（文化祭実行委員会）

通年 10回
公民館委員会・
各種会議等

その他 70人

寿台文化祭の企画・運営 高齢化のため組織を効率化し、少人数
での文化祭企画検討委員会を開催する
ことで、各文化部長の負担を軽減する
ことができた。また、文化祭の運営以
外の文化活動について、今後検討して
いきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

体育委員会
（寿台スポーツ協会役
員会）

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

その他 180人
町会連合球技大会、体育祭等の企
画・運営

高齢化が進んでいるため、各行事での
種目等の見直しを含め、実施について
検討していきたい。

町会連合会支援
通年

・地域づくり推進にむけての支援
・町会連合会理事会への出席

「地域づくりセンター」と連携し取組
んでいきたい。

町内公民館支援

通年

各町会の公民館活動の活発化を図
る。

毎月館報編集委員会を兼ねて開催して
いる会議の中で、お互いの町会の様子
を情報交換し、いい刺激となっている
様子である。

寿台地区人権啓発推進
協議会支援 通年

事務局担当 人権意識啓発のため、引続き実施して
いきたい。

その他、諸団体との連
携による活動支援 通年

双葉会、子ども会育成会、児童セン
ターなど。

引続き実施していきたい。

サークル活動支援

通年

サークル活動活性化に向けた支援。
公民館利用サークルに館の適正利用
の周知徹底をはかる。２月利用者懇
談会の実施、要望に対する速やかな
対応。事務室モニターを活用した映
像放映

サークル活動活性化のため、引続き実
施していきたい。

広報活動

通年

「寿台公民館だより」の発行
（毎月１回地区内全戸配布と窓口設
置）
事業周知ポスター掲示
事務室モニターを活用した事業のよ
うす放映

公民館事業周知のため、引続き実施し
ていきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

松原地区公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 6 13 0 1 7 0 1 1 1 1 1 3 3

延べ
参加人数

22 1508 1225 0 39 180 0 0 7 150 272 1000 290 1443

【方針・地域課題】

【方針】
松原地区の生涯学習の拠点として、住民要求や地域課題をテーマとし、満足度の高い学習活動を地
区の町会連合会、福祉ひろば、地域づくりセンターなどの団体と連携して行う。さらにサークルお
よび町会活動が地域づくりに直接的または間接的に寄与できるように支援する。

【重点的に取り組んだ事項】
①　共に学ぶことから、思いやりの輪を広げる
②　生きる力となる学びや、遊びを提供
③　学習成果の発表機会提供と地域人材の発掘
④　町内公民館活動の支援
⑤　子育ておよびコミュニティスクール事業の充実
⑥　ＩＣＴ活用の支援

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

感染症が明け、役員も変わり物事を思い出しなが
ら事業実施を行った令和５年度と違い、前年度を
踏襲しながらも前例にとらわれない、また従来の
手法にこだわらないで取り組むことができた。
　町内公民館活動（公民館振興業務）は、５年度
の５町会から全町会（７町会）実施ができた。こ
れからも全町会が実施できるように地区公民館と
の共催を含め、町会内の交流が図れるよう支援し
ていきたい。
　引き続き力を入れている子育て事業について
は、地区だけでなく学区の子ども達へと対象を広
げることにより、さらに手厚く事業実施ができた
ものと考える。地域で活躍する中学生が企画等か
ら参画することで子ども目線の事業となり、また
その姿勢が子ども達の憧れとなり、次世代に繋が
る相乗効果が生まれる。多くの中学生が事業に携
わってくれたが、更に思考しながら事業を開催し
て行きたい。
　限られた予算の中で事業を実施するため、昨今
の情勢から経費増が家庭への負担増になってい
る。予算の増額や経費軽減等を考慮しつつ、町会
の負担軽減が求められる中、遊びや体験から学び
を作り、地域へ還元するという公民館の理念は曲
げず継続していきたい。
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松原地区公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

のるーと松本で行く　桜
ウォーク

4月15日 1回 福祉健康 成人 4人

【内容】
一部オンデマンドバス「のるーと」
を利用し、桜の名所“弘法山古墳”
までウォーキングする。

【ねらい】
運動不足の解消と地域住民の交流を
図る。

【共催】
松原地区福祉ひろば
松原地区長会連合会

【評価と反省】
桜の花の満開に合わせるため、当初の予
定日を後ろにずらして実施。穏やかな日
に片道約１kmをウォーキング。近場でも
普段と違う環境で歩くことで運動不足解
消につながり、会話を交わしながら地域
住民の交流を図ることができた。

こども喫茶まつばら

4月25日 1回 子育て 青少年 93人

【内容】
市販のプリンに、果物やホイップク
リームなどを自由に盛り付けしてプ
リンアラモードを作る。

【ねらい】
手作りの楽しさを感じてもらいなが
ら、創造性を培う。また家庭訪問期
間中の居場所作りとする。

【共催】
松原地区福祉ひろば
松原地区町会連合会

【評価と反省】
当日は多くの参加者があり、大変賑わっ
た。準備したトッピングは豪華で好評
だったが、予想より多くの参加者があ
り、プリンが不足となり途中で買い足し
の対応となった。低学年でも簡単に手作
りの楽しさを感じてもらえたとともに、
多くの参加者があり、子どもの居場所作
りにも寄与できた。

のるーと松本説明会

5月 8日
5月17日

2回 その他 その他 7人

【事業内容】
寿・寿台・松原で実証運行されてい
る「のるーと松本」の実証運行期間
延長の説明会を実施。また町会連合
会補助で参加者に片道分の乗車券を
プレゼント

【ねらい】
実証運行期間延長の周知と乗車券配
布により利用促進を図るもの

【主催】
公共交通課

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
初めてののるーと松本の説明会ではな
かったためか、参加者が少なかったた
め、その後の公民館だよりやチラシで周
知を図った。

【今後の展望】
利用方法の支援や乗車券配布等による更
なる利用促進を図る。

世界遺産　忍野八海を体
感しよう！

5月15日 1回 趣味教養 成人 34人

【内容】
富士山麓の美しい湧水池である忍野
八海を散策、またデジカメ講座メン
バーも同乗して撮影会を行った。

【ねらい】
デジタルカメラで撮影することによ
りＩＴ活用知識の向上を図ると同時
に、「岳都」として湧水に恵まれた
城下町・松本が世界遺産に選定され
るための気運の醸成を図る機会とす
る。

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
前年度大雪警報の発令により中止になっ
た講座を実施。好天に恵まれて散策する
ことは、心も体もリフレッシュができ
た。普段見れない富士山をバックにした
景色を、思い思いの構図で写真に収め、
デジタルカメラの活用知識向上を図ると
ともに、壮観な世界遺産を訪れ、松本城
が世界遺産に選定されるための気運の醸
成を図ることができた。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ウォーキング講座　工場
見学＆善光寺

6月18日 1回 福祉健康 成人 24人

【内容】
ホクト青木島きのこセンターで工場
見学し、善光寺界隈で散策及び本堂
で戒壇めぐりを行う。

【ねらい】
身近な食材「きのこ」について学び
食文化を通じ健康促進や、国宝善光
寺界隈を散策し運動不足を解消しな
がら地域住民の交流を図る。

【共催】
松原地区福祉ひろば

【評価と反省】
身近な食材「きのこ」について、工場見
学によりどのような過程を経て出荷に至
るか、また「きのこ」の栄養素等を講話
で学び、食育を図ることができた。合わ
せて善光寺界隈の散策および本堂での戒
壇めぐりにより、地域住民の交流の場創
出につながった。

ホタル学習会と観察会

6月21日 1回 環境 その他 39人

【内容】
研究者からホタルや生息環境につい
て講義を受け、隣接する内田地区の
塩沢川でホタル観察を行う。

【ねらい】
住宅地である松原地区内にはない自
然環境について学習する機会の創出

【共催】
内田公民館

講師：藤山　静雄

【評価と反省】
地区内ではみれない生物の観察は子ども
達も興味津々で、貴重な経験となった。
夜間に観察するため、学校教育の中での
実現は難しいことから、今後も公民館事
業として開催していきたい。

松原いいづら祭

7月27日 1回
地域事業

（その他）
その他 1,000人

【内容】
地区をあげての夏祭り。各町会・専
門部・有志の出店があり、催事とし
てスイカ割大会、ダンス発表、お楽
しみ抽選会等がある。

【ねらい】
住民相互のコミュニケーション創出
を目的とする。

【主催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
前年度のマニュアルを参考にしながら実
施したが、再思考する必要も感じた。担
い手不足が表面化してきている中で、Ｃ
Ｓ事業を通して中学生が主力となり出店
する焼きそばブースも好評であったこと
から継続していきたい。今後は、中学生
の生徒数減少による担い手不足も懸念さ
れるため、今後の運営方法の検討も必要
である。

○

収穫祭～夏～　野菜たっ
ぷりカレーを作ろう！

8月2日 1回 子育て 青少年 9人

【内容】
公民館の畑で栽培した野菜の収穫体
験を行い、その材料を用いて子ども
達と一緒にカレーを作り、みんなで
食べる。

【ねらい】
普段できない野菜の収穫体験を行い
食育を図るとともに、カレーの調理
方法を学習する。

【共催】
松原地区町会連合会
松原食生活改善推進協議会

【評価と反省】
普段できない収穫体験を行うことで、食
に関する興味を引き出し食育を図ること
ができた。また食生活改善推進員の方の
協力により、調理方法も学習する機会と
なった。
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

夏休み子ども自然体験会

8月8日 1回 子育て 青少年 29人

【内容】
夏休みの小学生を対象に、高ソメ
キャンプ場を訪れ、釣り、調理、
ロープ遊び等の自然体験学習を行
う。

【ねらい】
公共施設を使用した自然学習を開催
し、馴染みのない奈川地区を訪れ親
しむとともに、松原地区内では体験
することの難しい自然体験の機会と
するもの

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
関係者及び中学生ボランティアの力によ
り、保護者の参加なしで実施できた。参
加児童の満足度は非常に高く、自然体験
のニーズが高かったことが伺えたととも
に、普段できない貴重な体験の機会の創
出となった。

東南ブロック球技大会

8月25日 1回
地域事業
（体育）

その他 150人

【内容】
バレー、バトミントン、卓球、ソフ
トバレー、マレットゴルフ、軟式野
球の６競技を東南ブロックの６地区
対抗で行う。競技によっては市長杯
の予選を兼ねる。

【ねらい】
東南ブロック６地区相互の親睦を図
り、体力の向上を目指す。

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【評価と反省】
普段地区内で活動しているスポーツの成
果を発揮する場となっており、またス
ポーツを通した他地区との交流・親睦の
機会となっている。競技によっては地区
内でチームを組むことができない課題が
挙げられたため、地区対抗と親睦のどち
らを主題とするか検討していきたい。

松原料理講習会　～自分
に必要な適正量を知って
健康に～

9月4日 1回 趣味教養 成人 9人

【内容】
食生活改善推進員の方から講話・講
習を受けながら実際に調理・試食を
行う。

【ねらい】
食を学び、食生活の見直しや生活習
慣病予防に役立てるとともに、交
流・仲間づくりを図る。

【主催】
松原食生活改善推進協議会

【評価と反省】
長野県は塩分摂取量が多いと言われてい
る。生活習慣病予防から減塩・適正量を
知ることができた。また実際に調理をし
ながら試食まで行うことで、交流・仲間
づくりの場となった。

デジカメ講座＆健康福祉
講座　上高地散策

9月19日 1回 福祉健康 成人 20人

【内容】
景勝地の環境美化及び保全のためゴ
ミ拾いを行う。その後デジカメ講座
参加者は絶景スポットをカメラに収
めるため散策。他のメンバーは健康
維持・増進のため景勝地を散策

【ねらい】
世界に誇る山岳景勝地の環境美化を
通し、健康維持・増進と景勝地を後
世まで残す。（被写体でも）

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
当日は雨模様のため、デジカメ講座参加
者は機材の保護や被写体探しに苦労した
ようだ。逆に雨模様を最大限に活用した
構図などいつもと違う成果が得られた。
また、ゴミ拾いを行うことで環境美化に
寄与できたとともに、散策による健康増
進の機会となった。
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秋のフラワーアレンジメ
ント

10月24日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
講師が用意した材料でフラワーアレ
ンジメントを行い、作品を地区文化
祭に展示する。

【ねらい】
花器を通して、個々の感性と美の意
識向上を高める。

【共催】
松原地区町会連合会

講師：藤森　奈留美

【評価と反省】
講師からアドバイスを受けながら、思い
思いの作品に仕上がり、個々の感性が現
れる結果となった。また、地区文化祭へ
の展示としたことにより、文化祭の展示
内容が華やかになり好評であった。

松原地区文化祭・ひろば
祭り

10月25日
10月26日

2回
地域事業
（文化）

その他 272人

【内容】
地区の日頃の文化活動・学習活動の
成果の発表機会とする。

【ねらい】
また、成果の発表を通して今後の交
流・コミュニケーションのきっかけ
とする。

【共催】
松原地区町会連合会
松原地区福祉ひろば

【評価と反省】
感染症を経て、サークル活動が低調と
なったこともあり、出展数及びステージ
数が減少となった。養護学校・ろう学校
の協力も得て、見ごたえのある展示と
なったり、屋外屋台・交流スペースも
あったりと、多くの人で賑わう地域住民
の交流の場となった。

秋の料理講習会　～フレ
イル予防編～

11月20日 1回 趣味教養 成人 7人

【内容】
食生活改善推進員の方から講話・講
習を受けながら実際に調理・試食を
行う。

【ねらい】
食を学び、食生活の見直しや生活習
慣病予防に役立てるとともに、交
流・仲間づくりを図る。

【主催】
松原食生活改善推進協議会

【評価と反省】
普段料理を行わない男性や独居で料理機
会の減っている方の参加もあり、テーマ
に沿った講座となった。

～人権啓発研修～　無言
館・別所温泉

11月27日 1回 人権平和 成人 13人

【内容】
無言館で戦没画学生の作品を鑑賞し
別所温泉では寺院を散策して運動不
足を解消する。

【ねらい】
志半ばで戦死した学生の作品から戦
争や平和について考える。

【共催】
松原地区人権啓発推進協議会
松原地区町会連合会

【評価と反省】
戦争で亡くなった画学生の遺品を今も大
事に保管・管理し、無益な戦争を風化さ
せないことは並大抵のことでは無いと感
じ、この悲劇を二度と繰り返さないよう
にと、平和について考えさせられる機会
となった。

看取り講座

12月7日 1回 福祉健康 成人 30人

【内容】
大切な人が最期を迎えるとき在宅で
できること・利用できるサービスの
ことなどについて、専門知識を有し
た方からお話を伺う。

【ねらい】
体験談を話し合うことで、実際に受
けられるサービスの情報共有などを
行い、在宅で最期をどう生きるかの
選択肢の一つとして考える機会とす
る。

【共催】
松原地区町会連合会
南東部包括支援センター

【評価と反省】
松本協立訪問看護ステーション、訪問看
護ステーションひまわり、南松本訪問看
護ステーションの先生のもと、看取りの
体験談等を通じてそれぞれの家庭にあっ
た看取りの在り方を学習できる機会と
なった。
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～人権啓発研修～　貞享
騒動から学ぶ

12月18日 1回 人権平和 成人 9人

【内容】
松本市内の史跡や安曇野市の貞享義
民記念館を巡り、加助騒動について
講師から説明を受けた。

【ねらい】
農民一揆から当時の農民の生活環境
や身分格差から人権について考え
る。

【共催】
松原地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
加助騒動を詳しく知るため、一連の施設
（史跡）を見学し専門員から説明を受け
た事は当時起きたでき事について想像し
ながら学べる良い手法であった。また専
門員の説明から人権・民俗の両側面を知
ることができる有意義な研修になった。

まつばら子ども食堂

12月24日 1回 子育て 青少年 80人

【内容】
公民館の畑及び地元の方からいただ
いた野菜を使って豚汁とおにぎりな
どを配布

【ねらい】
地域資源に感謝しながら地域で作っ
た野菜等を食す機会・冬休み期間中
の子どもの居場所の創出

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
地域の方が作った野菜を使用した温かい
料理を通じて、学年を超えた子ども達の
交流が生まれた。また、冬休み期間中の
子どもの居場所の創出ともなった。 ○

新春！書初め大会

1月6日 1回 子育て 青少年 13人

【内容】
冬休みの宿題の書初めを書道の先生
に教わりながら仕上げる。

【ねらい】
お正月の伝統行事の継承、地域の中
の達人の存在を知るきっかけとす
る。

講師：市ノ瀬　進 【評価と反省】
参加した子ども達は集中して取り組み、
積極的に先生に質問するなど活発な姿が
見られた。

柿渋染め体験

1月30日 1回 趣味教養 成人 14人

【内容】
トートバッグ・クッションカバー・
テーブルセンターから好きな品を選
び、柿渋染めで作品を仕上げる。

【ねらい】
日本の伝統的な染色技法を学び体験
する。

【共催】
松原地区町会連合会
松原地区福祉ひろば

【評価と反省】
染色液の希薄により、濃淡がはっきり変
わり個性が現れる作品の仕上がりとな
り、日本の伝統的な染色技法を実際に体
験することで、貴重な体験の機会となっ
た。

レッツ手づくり　バレン
タインスイーツを作ろ
う！

2月11日 1回 子育て 青少年 10人

【内容】
手作りバレンタインスイーツ（ト
リュフ・スノーボ－ル）を作る。

【ねらい】
手作りを通して料理の楽しさを知る
きっかけとする。

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
スイーツ作りは繊細な行程が多く難しさ
を感じた。それでも、サイズや形、トッ
ピングで思い思いのスイーツ作りがで
き、料理の楽しさを知るきっかけとなっ
た。
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七味ブレンド講座

2月27日 1回 趣味教養 成人 20人

【内容】
七味について材料や製造工程につい
てお話を聞いた後に、自分好みのブ
レンドでオリジナル七味を作る。

【ねらい】
七味唐辛子は長野県が代表的産地で
あるため、その由来や材料・製造工
程を学ぶ。

【共催】
松原地区福祉ひろば

講師：八幡屋磯五郎

【評価と反省】
普段聞けない講話を受け、七味唐辛子に
ついて理解を深める機会となり、またオ
リジナルブレンド体験は普段できない貴
重な機会となった。

山梨県立防災安全セン
ター

3月5日 中止 防災 成人 0人

【内容】
山梨県立防災安全センターで見学・
講話・体験（地震・火災の煙）を行
う。

【ねらい】
普段できない体験を通して、防災意
識を高める。

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
大雪警報により前日に中止判断

春休み子どもバス研修in
伊那・駒ケ根

3月18日 1回 子育て 青少年 29人

【内容】
春休みの子ども達を対象に伊那市を
訪問し、パン作り体験を行い、午後
は駒ケ根シルクミュージアムへ訪問
し、シルクについて学んだ後、まゆ
クラフト体験でストラップ作りを行
う。

【ねらい】
調理体験講座を通して、食育を図
る。また、長野県の特産品である絹
織物の原材料であるシルクについて
見学と体験を通して学ぶ。

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
普段できない体験ができる講座は好評で
あり、調理体験による食育・シルク
ミュージアムの見学によりシルクについ
て理解を深める機会となった。また、春
休み期間の子どもの学習機会の創出と居
場所作りに寄与できた。

中学生が教える！春休み
小学生卓球教室

3月25日 1回 子育て 青少年 18人

【内容】
明善中学校の卓球部員が講師を務
め、小学生へ卓球の基礎知識から実
践まで教える。

【ねらい】
小学生と中学生が卓球を通じた楽し
みや学びを共有するとともに、教室
の内容を部員で検討することで中学
生の自主性を育む。

【共催】
松原地区町会連合会

講師：明善中学校　卓球部

【評価と反省】
中学生たちが事前に予行演習を行い準備
をしていたこともあり、当日はスムーズ
に卓球教室を開くことができた。参加し
た小学生も楽しかったという声があり、
卓球を通じた楽しみや学びを共有する機
会となった。また、当日の内容を中学生
で検討したことで、決められた内容を実
施するものとは異なり、準備から当日進
行まで中学生が自主的に動く姿が多く見
られ、自主性を育む機会となった。
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仕上がりをイメージして
シャッターを切ろう！
－カメラマンから学ぶ写
真撮影－ 5月～ 6月

9月～10月
8回 趣味教養 成人 80人

【内容】
デジカメ操作の基本、写真の撮り方
等を現地撮影・発表会を通して学
ぶ。

【ねらい】
創作・自己表現活動の向上を養う目
的で実施

講師：Ｅｎ１．２．３（エンカウン
ト）　市川　まど香

【評価と反省】
参加者が意欲的に活動しており、作風に
も現れている。撮影会後の座学ではそれ
ぞれの作品を発表し合い、作品がより良
くなるアドバイスをもらったりと、参加
者にも刺激となった。

やさしいヒップホップ

6月～7月 5回 子育て 青少年 92人

【内容】
ヒップホップダンスを初心者でも踊
れるように講師から教えていただき
ながら練習を重ね、松原地区の夏祭
り（いいづら祭）で成果を発表す
る。

【ねらい】
近年人気が高まっているヒップホッ
プを通して、子ども達が身体を動か
し自己表現できる機会を身近な公民
館で創出する。

講師：小林　美穂 【評価と反省】
ここ数年継続している事業であり、発表
に向けて講座日以外でも自主練習を行う
姿もあった。いいづら祭での発表会を
きっかけとして松原地区住民にもダンス
の楽しさを共有できた。音源の調達を各
保護者にお任せしたことにより、音量や
スピードのばらつきが発生したため、調
達方法の検討をしたい。

夏休み子ども学習室

7月22日
～8月 9日

18回 子育て 青少年 281人

【内容】
夏休み期間中に学習室として公民館
を開放するもの

【ねらい】
休み期間の子どもの居場所づくり、
普段公民館を利用しない子どもに公
民館を身近に感じてもらい、今後の
公民館講座等に参加しやすくなる
きっかけとする。

【準備過程】
公民館だよりにて実施周知、日程・
会場は市ホームページ及び公民館へ
掲示

【評価と反省】
今年度も学習だけでなく遊びの場として
も利用されており、夏休みの子ども達の
居場所づくりとして貢献できた。使い方
やマナーの徹底を明確に設定し、伝えら
れるようにしたい。

ラジオ体操旬間

7月30日
～8月 7日

7回 子育て 青少年 181人

【内容】
ＰＴＡ活動が休止となったため、公
民館事業としてラジオ体操を開催

【ねらい】
休暇中の運動する機会の創出や規則
正しい生活を促す。

【共催】
松原地区町会連合会

【評価と反省】
多くの子ども達が訪れ、結果として三世
代交流へも結びついた。より参加者が増
えるように、ラジオ体操カードを事前に
配る等、検討していきたい。

楽々ボディメンテ講座

1月20日
2月 5日
2月17日

3回 福祉健康 成人 25人

【内容】
３回に分けて、負担のかかりやすい
腰・膝・肩の筋肉をストレッチでほ
ぐした。筋肉の収縮する冬前に柔軟
とストレッチを行う。

【ねらい】
冬場で強張った筋肉をほぐし、健康
増進・維持を行う。

【共催】
松原地区福祉ひろば

講師：加藤　百合子

【評価と反省】
３回に分けそれぞれの部位のストレッチ
を実施したことにより、それぞれが抱え
る患部へのアプローチになり良かった。
また、女性に好評である講座であるが、
今回は男性が加わった事は健康に関する
講座の需要が伺えて良かった。今後も更
なる内容の充実を図るように検討し、継
続的に実施していきたい。
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春休み学習室

3月18日
～4月 4日

13回 子育て 青少年 27人

【内容】
春休み期間中に学習室として公民館
を開放するもの

【ねらい】
休み期間の子どもの学習支援（学習
環境の整備）及び居場所づくり。普
段公民館を利用しない子どもに公民
館を身近に感じてもらい、今後の公
民館講座等に参加しやすくなるきっ
かけとする。

【準備過程】
公民館だよりにて実施周知、日程・
会場は市ホームページ及び公民館へ
掲示

【評価と反省】
夏休みに好評であったことから、春休み
期間にも実施。毎日多くの利用があり、
子ども達の居場所づくり・学習意欲の向
上へ貢献できている。

運動習慣啓発　ラジオ体
操

通年
（月曜日・
木曜日）

95回 福祉健康 その他 1,405人

【内容】
松原中央公園でラジオ体操第一・第
二を行う。

【ねらい】
日頃の運動不足解消と健康維持

【共催】
松原地区福祉ひろば

【評価と反省】
年間を通して実施でき、地域の方の中で
習慣化することができた。今後も継続し
て実施していきたい。

ほっとスペース松原

通年
（木曜日）

43回 子育て 青少年 363人

【内容】
不登校児童・生徒の居場所作りとし
て学習支援・ニュースポーツや調理
等を行う。

【ねらい】
学校と家以外の第三の居場所を提供
する。

【主催】
学校教育課
あるぷキッズ支援室

【評価と反省】
通常は学校へ通っていない子どもに対し
てＣＳで関わる機会はないが、スペース
の開設を通して機会の提供ができた。

○

公民館委員会（松原地区
スポーツ協会）

通年 8回
公民館委員会・
各種会議等

成人 115人

【内容】
松本市公民館条例施行規則第８条に
基づき、地区の実情に合わせた委員
会活動を実施

【主催・共催】
松原地区町会連合会
松原地区スポーツ協会

【評価と反省】
委員による活発な議論が生まれている。
町会の負担軽減とコミュニケーションの
バランスが取れた運営を行っていきた
い。

公民館委員会（松原地区
文化広報委員会）

通年 5回
公民館委員会・
各種会議等

成人 64人

【内容】
松本市公民館条例施行規則第８条に
基づき、地区の実情に合わせた委員
会活動を実施

【主催・共催】
松原地区町会連合会
松原地区文化広報委員会

【評価と反省】
委員による活発な議論が生まれている。
町会の負担軽減とコミュニケーションの
バランスが取れた運営を行っていきた
い。

公民館委員会（松原地区
館報編集委員会）

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 111人

【内容】
松本市公民館条例施行規則第８条に
基づき、地区の実情に合わせた委員
会活動を実施

【主催・共催】
松原地区町会連合会
松原地区館報編集委員会

【評価と反省】
委員による活発な議論が生まれている。
町会の負担軽減とコミュニケーションの
バランスが取れた運営を行っていきた
い。
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岡田公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 2 5 5 0 2 0 1 3 1 1 1 1 1

延べ
参加人数

20 98 176 300 0 37 0 60 108 0 230 1300 300 62

【方針・地域課題】
・コロナ禍の閉塞感を過去のものとし、積極的に学びの場を提供する。

・地区内の一体感を持たせるための事業を展開し、地域コミュニティ構築の推進を図る。特に地区
の三大事業である夏まつり、球技大会、新春サークル発表会については、コロナ禍で中断した経過
があることから、内容を検証し事業の再構築・展開を図る。

・地区内の学校（岡田小学校、女鳥羽中学校）と地域住民とのパイプ役として、相互の交流となる
ようなコミュニティスクール事業の展開、課題の共有、解決策の模索を行う。

・地区関係団体等と連携して、地区の文化・福祉の向上を図る。

・公民館委員は町会持ち回り選出の委員も多く、積極性に欠ける面がある。地域の各種団体も含
め、地域づくりの根幹を担っているという意識を持ってもらい、自主的・主体的に事業に取り組む
ことができるような仕掛けづくり（体制づくり、動機付け）を引き続き検討していく必要がある。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・コロナ禍により閉塞した各事業について、単な
る再開にとどまらず再構築することに注力した。
また、住民が集い、学び、語り合うという原点に
立ち戻り、事業の企画を実施した。地区の最大事
業である夏まつりが再開２年目となり、再び軌道
に乗りつつあることは大きな成果である。

・コミュニティスクール事業についてはコロナ禍
を経て縮小、廃止となった事業が多数あり、学校
との連携が希薄になった印象がある。

・他部署・他団体との連携事業を数多く実施する
ことができ、多角的な視点からの事業を展開する
ことができた。

・コロナ禍を経て公民館委員の参画意識がさらに
低下し停滞している印象があり、自主的な参画を
図る工夫がより一層必要となった。
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植林＆駒打ち体験

4月20日 1回 地域文化 青少年 58人

【内容】
岡田財産区有林で地元の小中学生等
を対象とした植林及びキノコの駒打
ち体験を実施した。

【ねらい】
地域の子どもたちが植林体験を通じ
て森林と触れ合い、地域への理解を
深める機会を創出する。

【共催】
子ども会育成会
岡田財産区

【評価と反省】
地区の財産である森林を活用した取り組
みであり、子どもたちを中心に地域の歴
史や風土、伝統文化を学習する機会を提
供することができた。

【今後の方針】
地区の自然を生かした体験型事業であ
り、伝統文化（三九郎）の継承にもつな
がるため、継続実施していく予定

おかだ七夕会

7月13日 1回 地域文化 青少年 79人

【内容】
人形劇鑑賞、七夕飾りの制作、歌

【ねらい】
地域文化の学習と子どもたちの豊か
な心の育成を図る。

【共催】
児童センター

【評価と反省】
児童センター利用者だけでなく、他の地
区住民（親子）の参加も見られた。参加
児童が司会を務めるなど企画運営に携
わっており、子どもたちの自主精神の醸
成も図ることができた。

【今後の方針】
コロナやインフルエンザの感染対策を講
じながら継続実施したい。

おかだ夏まつり

7月27日 1回
地域事業

（その他）
その他 1,300人

【内容】
夏まつりの開催。アトラクション、
打ち上げ花火、盆踊り、模擬店の実
施

【ねらい】
岡田地区で活動している関係団体が
連携し、地区住民のつながりや連帯
感の醸成を図る。

夏まつり実行委員会 【評価と反省】
岡田地区を代表するメインイベントであ
る。町会による出店、花火の打ち上げ
等、地域の子どもから大人まで大勢が参
加し盛大に行われ、地域の連帯感を深め
ることができた。

【今後の方針】
継続実施の予定。運営費の大部分を占め
る協力券の売り上げが年々減少傾向であ
ることから、運営面での工夫や新たなス
ポンサーの掘り起こし等、財源確保策に
ついて検討していく必要がある。

自然体験キャンプ

8月7日
8月8日

1回 子育て 青少年 55人

【内容】
親から離れ１泊２日のキャンプを体
験する。

【ねらい】
芥子坊主農村公園でキャンプ地の設
営から薪集め、自炊等、野外活動を
体験することを通して、仲間づくり
や集団生活での社会性を身に付け
る。

【共催】
子ども会育成会

【評価と反省】
雷雨予報のため、一部日程・場所を変更
して実施した。高学年児童をチームリー
ダーとして宿泊体験、飯盒炊爨、花火大
会を行い、集団生活の中で社会性を身に
付けることができた。

【今後の方針】
人気の事業であることから、熱中症・
雷・豪雨等に注意し、継続実施の予定
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川で遊ぼう

8月24日 1回 子育て 青少年 66人

【内容】
女鳥羽川での自然観察の他、魚のつ
かみ取りと実際に焼いて食べる体験
を実施する。

【ねらい】
地元の自然を活用した自然体験活動
と環境教育の実践

【共催】
子ども会育成会

【評価と反省】
普段の生活の中では体験することができ
ない魚のつかみ取りとその場で焼いて食
べるという体験をすることができた。

【今後の方針】
参加者に好評であること、また、地域の
自然風土について親子で学習する機会を
提供することができる事業のため、次年
度も継続実施の予定

町内公民館親睦球技大会

9月1日 中止
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
軟式野球・ソフトバレー・卓球・
ゲートボール・マレットゴルフの５
種目による球技大会を町会対抗形式
で実施

【ねらい】
スポーツによる地域住民の生きがい
づくり、健康増進を図る。

【協力】
地区町内公民館長会
地区スポーツ協会
地区町会連合会

【評価と反省】
台風接近のため中止

【今後の方針】
年々参加者が減少しチーム編成が困難に
なっているとの声がある一方、多数の地
域住民が集まり交流や健康増進を図るこ
とができる機会のため、継続実施の予定

人権学習会

9月30日 1回 人権平和 その他 20人

【内容】
盲導犬総合センター「富士ハーネ
ス」の視察研修により、視覚障害や
介助犬、支援について学習する。

【ねらい】
人権に係る学習・啓発を行うもの

【共催】
地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
今年度は視覚障害をテーマに視察研修及
び学習を行った。前年度の聴覚障害の学
習と合わせ、障害や支援についての理解
を深めることができた。

【今後の方針】
今後もテーマを検討し、引き続き地区住
民への人権啓発に努めたい。

親子なぞときウォークラ
リー

10月19日 1回 地域文化 その他 64人

【内容】
岡田地区やその周辺の名所旧跡に
チェックポイントを配置し、親子ま
たは子ども同士でウォーキングを兼
ねたウォークラリーを行う。

【ねらい】
楽しみながら地域について学習し、
親子や友人同士の親睦を深める。

【共催】
子ども会育成会

【評価と反省】
地区在住者でも知らない歴史や名所旧跡
をウォーキングしながら学習することが
でき、健康増進や親睦を深める機会にも
なった。

【今後の方針】
地域について学習できる貴重な機会であ
ることから継続実施の予定

モルック講座

11月22日 1回 その他 その他 16人

【内容】
モルックの体験

【ねらい】
ニュースポーツへのチャレンジと地
域住民の交流

【協力】
信州大学生

【評価と反省】
対戦形式で実施したため盛り上がり、住
民同士・学生との交流を図ることができ
た。

【今後の方針】
ニーズに合わせた事業実施を検討した
い。
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おかだクリスマス会

12月14日 1回 地域文化 青少年 45人

【内容】
人形劇鑑賞、手遊び、歌

【ねらい】
地域文化の学習と子どもたちの豊か
な心の育成を図る。

【共催】
児童センター

【評価と反省】
児童センター利用者だけでなく、他の地
区住民（親子）の参加も見られた。参加
児童が司会を務めるなど企画運営に携
わっており、子どもたちの自主精神の醸
成も図ることができた。

【今後の方針】
コロナやインフルエンザの感染対策を講
じながら継続実施したい。

ハタチの記念撮影

1月12日 1回 その他 成人 30人

【内容】
岡田地区出身の二十歳の者を対象と
した記念撮影

【ねらい】
同級生と交流できる機会を創出し、
地域への愛着心や回帰意識の醸成を
行う。

【協力】
町会連合会
子ども会育成会

【評価と反省】
総合体育館で行う市「ハタチの記念式
典」の前に岡田地区出身者で記念撮影で
きることが特徴であり、参加者同士の旧
交を温める場となっている。また、公民
館報にも写真と記事を掲載するなど、地
域としてこれからの時代を担う若者の新
たな門出を祝う貴重な機会となってい
る。

【今後の方針】
今後も継続実施していく予定

新春サークル発表会

2月1日
2月2日

1回
地域事業
（文化）

その他 230人

【内容】
地域を拠点に活動しているサークル
の活動成果の発表会。作品展示会、
ステージ発表等を実施する。

【ねらい】
地域の自主的な学習活動の推進を図
る。

【協力】
福祉ひろば
公民館利用団体
旧農林漁業体験実習館利用団体

【評価と反省】
作品展示のほかステージ発表も開催し賑
やかな内容となった。健康づくり推進員
による「健康チェックコーナー」など、
地域住民や関係団体のつながりを重視し
た取り組みも実施し好評であった。

【今後の方針】
多くの住民が参加できるよう、内容を発
展させながら継続実施していく予定

コーヒー講座

2月15日 1回 趣味教養 その他 18人

【内容】
コーヒーに関する講座と試飲

【ねらい】
趣味を通じた住民同士の交流を図
る。

【共催】
信州大学生

【評価と反省】
初対面の参加者同士もテーマに関して積
極的に意見交換を行う姿が見られ、交流
を図ることができた。

【今後の方針】
次年度以降もニーズを踏まえた事業を実
施したい。
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防災訓練

3月2日 1回 防災 成人 60人

【内容】
各町会での避難・安否確認訓練及び
避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の体験

【ねらい】
地区住民の自主防災意識の向上や知
識・技術の習得を図る。

岡田地区自主防災連合会 【評価と反省】
ほとんどの参加者が初めてＨＵＧを体験
し非常に好評であった。

【今後の方針】
災害対応については継続的な訓練が重要
なことから、毎年テーマを設定し、今後
も継続実施したい。

ちょっと子育てがラクに
なるワークショップ

3月28日 1回 子育て 家庭教育 20人

【内容】
子どもとの向き合い方について考え
るワークショップ

【ねらい】
子育て支援の一環として、主に未就
園児の保護者を対象に、子どもとの
接し方、考え方等について学び考え
る。

【共催】
福祉ひろば
市健康づくり課

【評価と反省】
参加者が子育てについて自問したり意見
交換する場となり、子育てについて少し
肩の力が抜けたのではないかと評価す
る。虐待抑止に関する内容も含まれてお
り、参加者にも好評であった。

【今後の方針】
次年度以降もニーズや対象者を考えなが
ら事業を実施したい。

自然と歴史に親しむ講座

 5月28日
10月28日

1回 福祉健康 成人 27人

【内容】
地区及び近隣の自然や歴史について
学習する。（上高地ウォーキング）

【ねらい】
地域について学習し郷土愛を育むと
ともに、住民の生きがいづくりの推
進を目的とする。

【評価と反省】
地域住民の健康増進と自然・歴史学習を
目的にウオーキングを兼ねて実施した。
５月28日は大雨予報のため中止。地域づ
くりの基盤である人と人とのつながりを
構築するとともに地域学習による教養の
向上も図ることができた。

【今後の方針】
地域住民の地域学習及び健康づくりの推
進が期待できることから今後も継続予
定。内容については地区住民のニーズに
より決定したい。

あかちゃんのタッチケア
講座

 6月10日
12月 9日

2回 子育て 家庭教育 18人

【内容】
タッチケアについて講師から学び体
験する。

【ねらい】
子育て支援の一環として、子育ての
スキルの習得、孤立状態の予防・解
消、行政機関や支援体制の認知度
アップを図る。

【共催】
福祉ひろば
市健康づくり課

【評価と反省】
地区担当保健師と連携して企画・実施し
た講座で好評であった。また、参加者と
職員との顔つなぎを行ったことで、その
後の育児相談、事業参加にもつながり意
図した成果も得られた。

【今後の方針】
参加者から好評であり、虐待防止の一助
にもなるため、子育て世代のニーズ把握
を行いながら、今後も継続実施したい。
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ゆるつな講座

6月15日
1月18日

2回 趣味教養 その他 19人

【内容】
テーマ及び話題提供者を設定し、参
加者同士で自由に意見交換し考察す
る。

【ねらい】
共通の趣味や話題を通じた住民の交
流を図る。

【評価と反省】
共通の趣味や話題を切り口に、住民同士
の交流を図ることができた。

【今後の方針】
住民のニーズにより検討したい。

歴史講演会

 8月28日
10月23日

2回 地域文化 成人 54人

【内容】
①遺跡調査からみた岡田の歴史（古
墳～平安時代）
②考古学から見た信濃国筑摩郡（奈
良～平安時代）

【ねらい】
地域の歴史について学習する。

【共催】
地区歴史研究会

【評価と反省】
地域住民の関心の高いテーマであり、多
くの住民に聴講してもらうことができ満
足度も高かった。

【今後の方針】
住民のニーズにより検討したい。

健康づくり講座

8月28日
1月14日

2回 福祉健康 成人 71人

【内容】
①「認知症予防の食事とは」をテー
マに座学と食事シミュレーションを
実施
②「認知症・フレイル予防のための
運動」をテーマに座学と運動の実践

【ねらい】
健康づくりの推進を図る。

【共催】
地区健康づくり推進員会

【評価と反省】
住民の関心の高い健康維持・増進につい
て、それぞれのテーマから内容と実践方
法を学ぶことができた。また、体験メ
ニューもあり参加者が自分事としてとら
えることができた。

【今後の方針】
今後もテーマを検討し実施したい。

離乳食講座

9月 9日
3月10日

2回 子育て 家庭教育 17人

【内容】
離乳食について講師から学び体験す
る。

【ねらい】
子育て支援の一環として、子育ての
スキルの習得、孤立状態の予防・解
消、行政機関や支援体制の認知度
アップ

【共催】
地区福祉ひろば
市健康づくり課

【評価と反省】
地区担当保健師と連携して企画・実施し
た講座で好評であった。また、参加者と
職員との顔つなぎを行ったことで、その
後の育児相談、事業参加にもつながり意
図した成果も得られた。

【今後の方針】
子育て世代のニーズ把握を行いながら、
今後も継続実施したい。
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コミュニティスクール事
業（岡田小学校）

通年 2回 その他 青少年 62人

【内容】
①中学校強歩大会の安全指導及び見
守り（前日に中止決定）
②小学校ミシン学習支援
③小学校読み聞かせ（中止）

【ねらい】
学校、家庭、地域が連携しながら、
地域の宝である子どもたちを育て
る。

【協力】
岡田小学校
女鳥羽中学校

【評価と反省】
①及び③は中止となった。コロナ禍以
降、学校側の事情により縮小、廃止に
なった事業が多い。

【今後の方針】
小・中学校と連携を密にしながら新たな
事業も展開していきたい。読み聞かせに
ついては、地域の子どもたちの豊かな心
を育むために復活を目指したい。

○

５部門委員会運営

通年 7回
公民館委員会・

各種会議等
成人 300人

【内容】
各委員会の開催

【ねらい】
公民館事業の企画・運営

　 【評価と反省】
各委員とも、町会推薦による選任がほと
んどであるが、参加意識の低い委員や事
業実施に後ろ向きな委員もおり対応に苦
慮している。

【今後の方針】
２年任期で改選される委員が多いことか
ら、年度当初に開催する運営委員会等
で、改めて地域づくりの重要性を説明す
るとともに、個別の会議等でも継続的に
意識啓発を実施していくこととしたい。
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令和６年度　事業報告の概要

入山辺公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 0 5 3 1 15 3 1 0 2 4 2 9 4

延べ
参加人数

58 0 621 85 400 484 69 87 0 150 774 54 701 261

【方針・地域課題】
・「地域の子どもは地域で育てる」を目的に、大人と子どもが交流できる事業を展開し、公民館利
用者のすそ野を広げる。

・「学ぶ」「集う」「繋げる」を実現するために、地域住民が気軽に集える場、仲間づくりの場づ
くりに積極的に取り組む。

・地域全体が関わる事業に、より多くの方が参加いただけるよう、主体となる地域住民を支援す
る。事業の計画・準備・実施通じて地域づくりを推進する。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・「地域の子どもは地域で育てる」を目的に通学
合宿や親子ひろば等の事業を実施することがで
き、運動会に代わる新規事業も「子どもを中心」
に企画を考え、実施した。また、新たに中学生を
対象にした事業を実施し、地区の方と交流するこ
とができた。今後も若い世代と積極的に関わるこ
とで、公民館活動や地域の取組み等に参加しても
らいたい。

・公民館自習室の周知に力を入れたこともあり、
利用者が増えた。また、自習室を利用していた子
ども達が地区団体の活動に参加するなどの交流も
生まれ、良い取り組みとなった。

・大正８年から続いていた大運動会の中止を決定
し、代替行事として子どもから高齢者まで参加が
できる入山辺地区全体行事を新たに開催した。
オープン参加のかたちであったが、多くの方に参
加をいただき、満足度も高いものとなった。今後
に向けた反省事項を来期に活かしながら、より多
くの方に参加いただけるように地域住民を主体と
して進めていきたい。

242



令和６年度　事業報告

入山辺公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第21回山辺の郷健康
ウォークラリー大会

4月20日 1回 地域文化 その他 35人

【内容】
自然と文化財の宝庫である山辺の郷
をウォークラリーで満喫してもら
う。

【ねらい】
子どもから大人まで幅広い世代を対
象に、健康づくり、世代間交流、地
域の魅力再発見を促す。

実行委員会
（入山辺・里山辺子ども会育成会、
入山辺健康づくり推進員会、入山
辺・里山辺福祉ひろば、山辺スポー
ツ少年団、里山辺公民館）

【評価と反省】
４年ぶりの開催となったが天気にも恵ま
れ無事に開催することができた。参加者
数が減少傾向及び運営役員の負担が大き
いことから来年度以降の実施について検
討

【今後の方針】
来年度の開催を見送る。

山辺小学校草刈り

5月18日 1回
地域事業

（その他）
成人 54人

【内容】
山辺小学校校庭及びその周辺環境の
整備を行った。

【ねらい】
山辺小学校運動会に向けてグラウン
ドの整備をし、運動会で子どもたち
が活発に競技できるようサポートす
る。

町内公民館長会（里山辺、入山辺）
里山辺公民館

【評価と反省】
里・入山辺の町内公民館長会で協力し、
エリアごと分担を決め、スムーズに作業
が行えた。

【今後の方針】
継続開催

山菜を楽しむ日

5月24日 1回 趣味教養 成人 13人

【内容】
地元の山へ行き、山菜狩りをする。

【ねらい】
健康促進と地域住民の交流を図る。

福祉ひろば 【評価と反省】
山菜の生態を学び、知識向上を図るとと
もに、山菜を目指し山道を歩くことで、
健康増進を図り、地域住民の相互交流が
できた。

【今後の方針】
継続開催

町会対抗球技大会

5月26日 1回
地域事業
（体育）

成人 150人

【内容】
男性はソフトボール、女性はソフト
バレーボール

【ねらい】
地区住民の親睦と健康増進を図る。

スポーツ協会 【評価と反省】
ソフトボールは山辺小学校のグラウン
ド、山辺運動広場にて実施。ソフトバ
レーは山辺小学校の体育館にて実施し
た。地区住民の親睦が図られ、健康増進
につながった。

【今後の方針】
継続開催

ウォーキング講座
白馬村「姫川源流自然探
勝園」と「木流川　詩の
小徑」を歩こう!!

6月1日 1回 趣味教養 その他 18人

【内容】
白馬村にある「姫川源流自然探勝
園」、「木流川　詩の小徑」を
ウォーキングし、花や植物を楽し
む。

【ねらい】
地域の子どもから大人まで幅広い世
代の交流の機会と健康増進を図るも
の

【評価と反省】
２つのコースを歩くことで、白馬の様々
な自然を観察しながら参加者同士の交流
を深めることができた。

【今後の方針】
場所を変えて継続開催していきたい。
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令和６年度　事業報告

入山辺公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

人権啓発推進協議会総会

6月20日 1回 人権平和 成人 25人

【内容】
・事業計画、予算の審議
・共生社会の実現に向けて「認知
症」についての研修会を実施

【ねらい】
「認知症」についての理解を深め、
すべての人々が幸せに生活ができる
地域づくりの推進に向けて地域住民
に対して適切な助言ができる体制を
確立する。

人権啓発推進協議会 【評価と反省】
長野県チームオレンジチューターの方に
講師を依頼し実施。「認知症」について
正しく理解をするためのとても貴重な機
会となった。

【今後の方針】
内容を変えながら継続開催していきた
い。

文化委員会（町内公民館
長会）視察研修

6月29日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

【内容】
中町通り、蔵シック館、時計博物
館、市立博物館の見学

【ねらい】
文化委員の資質向上、相互交流を図
る。

文化委員会（町内公民館長会） 【評価と反省】
委員同士の交流を深めることができた。
その後の各種事業でも円滑に取り組むこ
とができた。

【今後の方針】
継続開催としたいが、庁用バスの利用が
難しい場合には実施方法等を含めて開催
を検討する必要がある。

ひろば演芸会

7月13日 1回
地域事業
（文化）

成人 58人

【内容】
福祉ひろばにおける演芸の鑑賞会及
び交流会

【ねらい】
住民同士の交流促進を図る。

福祉ひろば事業推進協議会 【評価と反省】
演芸鑑賞を楽しむとともに、多くの人が
集い、交流を深めることができた。

【今後の方針】
継続開催

スポーツ協会東山部ブ
ロック親睦大会

7月14日 1回 スポーツ 成人 19人

【内容】
スポーツ協会東山部ブロック（入山
辺・里山辺・本郷・岡田・四賀）５
地区の親睦を目的に里山辺体育館で
モルックを実施する。

【ねらい】
東山部ブロック同士の交流促進を図
る。

東山部各スポーツ協会 【評価と反省】
東山部ブロックの交流促進となったが、
役員の負担が大きい。

【今後の方針】
役員の負担が大きいため、来年度以降の
開催を見送り。
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令和６年度　事業報告

入山辺公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第34回親子ひろば

7月27日 1回
地域事業
（文化）

青少年 320人

【内容】
地区の夏祭り。竹の水鉄砲作り、ニ
ジマスのつかみ取り、スライムづく
り、綿あめ配布、ポップコーン配
布、景品がもらえるゲーム等を実施

【ねらい】
地域の連帯感、親子のふれあい、世
代間交流を促進する。

実行委員会（ＪＡ山辺支所、子ども
会育成会、スポーツ協会、社会福祉
協議会、入山辺記念林協議会、町内
公民館長会、健康づくり推進員会、
交通安全協会、民生児童委員協議
会、山辺スポーツ少年団）

【評価と反省】
多くの皆さんにご来場をいただき、親子
のふれあい、世代間交流が深まる場と
なった。運営側もコミュニケーションを
取りながら実施できたことで地域の連帯
感の促進に繋がった。

【今後の方針】
継続開催

夏休みおやつ教室

7月30日 1回 子育て 青少年 27人

【内容】
アイスクリームパフェづくり。

【ねらい】
地域の連帯感、親子のふれあい、世
代間交流を促進する。

子ども会育成会
福祉ひろば

【評価と反省】
アイスクリームパフェづくりを通して、
子ども同士だけでなく、その保護者同士
のふれあいもあり、世代を越えた交流が
できた。

【今後の方針】
継続開催

入山辺公民館で中学生と
楽しむ日！

8月1日 1回 趣味教養 青少年 34人

【内容】
中学生に入山辺地区の地区の良いと
ころを知ってもらうため、参加しや
すく、楽しい企画

【ねらい】
地区の魅力を再発見してもらうとと
もに、地区住民とコミュニケーショ
ンを図る。

民生児童委員協議会
入山辺記念林協議会
こんな山辺にするじゃん会

【評価と反省】
パッククッキング、バーベキューなど地
区住民とコミュニケーションを図ること
ができた。天候にも恵まれ美ヶ原高原を
散策することができ、地区の魅力の再発
見につながった。

【今後の方針】
継続開催

○

薄川で魚つかみ体験

8月7日 1回 趣味教養 青少年 70人

【内容】
薄川で魚つかみ体験と水生生物の観
察をする。

【ねらい】
薄川の生態や自然を観察するととも
に、生きた魚に触れ人と自然の共生
を学ぶ。

里山辺公民館
エクセラン高校

【評価と反省】
子どもが自然と触れ合えるだけでなく、
小学生と高校生が水生生物の観察を通じ
て、相互に交流を図ることができた。

【今後の方針】
継続開催
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令和６年度　事業報告

入山辺公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第７回入山辺地区
通学合宿

8月18日
8月29日
8月30日
8月31日

1回 子育て 青少年 52人

【内容】
小学校高学年を対象に、異年齢の子
ども達が２泊３日の共同生活を営む
ことで、主体性や自立心を育む。

【ねらい】
共同生活を通して「社会力」や「生
きる力」等を育むとともに、「地域
の子どもは地域で育てる」という地
域循環型の取組みを構築していく。

実行委員会（子ども会育成会、山辺
小学校、松本大学、農村女性委員
会、ＪＡ女性部入山辺支部等）

【評価と反省】
台風の接近が予想されたため８月27日に
中止を決定。事前説明会及び「マイ箸づ
くり」のみ実施した。

【今後の方針】
継続開催

○

第41回松本市長杯争奪球
技大会東山部ブロック予
選大会

9月8日 1回 スポーツ 成人 20人

【内容】
スポーツ協会東山部ブロックから軟
式野球とバレーボールの松本市長杯
争奪球技大会への代表チームを選出
する。

【ねらい】
東山部ブロック同士の交流を図りな
がら、ブロック代表チームを決め
る。

第一ブロック各スポーツ協会等 【評価と反省】
軟式野球は出場し、地区内及びブロック
内の交流を図ることができた。バレー
ボールは不参加

【今後の方針】
継続開催

きのこを楽しむ日

9月27日 1回 趣味教養 成人 18人

【内容】
地元の山へ行き、きのこ狩りをす
る。

【ねらい】
健康促進と地域住民の交流を図る。

福祉ひろば 【評価と反省】
きのこの生態を学び、知識向上を図ると
ともに、きのこを目指し山道を歩くこと
で、健康増進を図り、地域住民の相互交
流ができた。

【今後の方針】
継続開催

レクリエーション大会

10月6日 1回 趣味教養 青少年 64人

【内容】
入山辺地区の小学生が、全員集ま
る、年に一回の交流会。保護者も参
加

【ねらい】
小学生の交流にとどまらず、家族同
士で交流し、住民同士の繋がりの機
会を提供する。また、健康増進を図
る。

子ども会育成会 【評価と反省】
小学生の交流及び、家族同士での交流を
することができた。

【今後の方針】
継続開催
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令和６年度　事業報告

入山辺公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

農村女性委員会視察研修

10月9日 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 12人

【内容】
長野県果樹試験場、いろは堂おやき
ファーム等の視察

【ねらい】
会員の資質向上、相互交流を図る。

農村女性委員会 【評価と反省】
会員の資質向上の一翼を担っている。ま
た、会員同士の相互交流を図ることがで
きた。

【今後の方針】
継続開催

第67回松本市市民体育大
会秋季大会

10月13日 1回 スポーツ 成人 30人

【内容】
地区より５競技（軟式野球、ソフト
バレーボール、卓球、ゲートボー
ル、ソフトボール）に出場するとと
もに住民が応援に参加

【ねらい】
交流促進及び健康増進を図る。

スポーツ協会 【評価と反省】
軟式野球、ソフトバレーボールが出場
し、地区内及びブロック内の交流を図る
ことができた。その他の競技は不参加

【今後の方針】
継続開催

入山辺地区全体行事

10月20日 1回
地域事業

（その他）
その他 350人

【内容】
地区運動会の代替行事として、オー
プン参加のかたちで開催。幼児から
高齢者まで参加ができるように、運
動広場、公民館を活用し、多くの種
目を実施

【ねらい】
健康増進や地域の団結力の向上を図
る。

実行委員会（スポーツ協会、町会連
合会、町内公民館長会等地区内各種
団体）

【評価と反省】
初開催であったが多くの方が参加し、地
域の団結力の向上に繋がった。アンケー
ト結果も８割以上の方から「良かった」
という声をいただいた。今年度の反省を
活かし、来年度以降も実施する。

【今後の方針】
継続開催

彗星観察教室

10月20日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
詳しい地区住民の方に講師を依頼。
柴金山・アトラス彗星の接近に合わ
せて、観察教室を実施。彗星につい
て学習し、実際に彗星を観察する。

【ねらい】
彗星について学習し教養を深めると
ともに、地域住民の交流促進の場と
する。

【評価と反省】
彗星の学習会は分かりやすかった。当日
の天候がやや雲がかかっていたため、観
察では彗星を見つけることが難しかっ
た。

【今後の方針】
今回のような機会があれば、実施を検討
したい。
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第46回入山辺地区文化祭

11月2日
11月3日

1回
地域事業
（文化）

その他 300人

【内容】
展示作品発表、福祉用品コーナー、
健康コーナー、物販コーナー、
ニュースポーツ体験コーナー

【ねらい】
地区住民の文化活動発表の場を設
け、文化力向上や地域活性化を図
る。

実行委員会（町内公民館長会、健康
づくり推進員会、農村女性委員会、
スポーツ協会、子ども会育成会、
ゲートボール愛好会、交通安全協
会、入山辺福祉ひろば）

【評価と反省】
より多くの方に展示発表を見ていただく
ため、２日間の開催とした。例年の内容
に加え、ビンゴ大会を実施したことで多
くの方にご来場いただいた。作品展示や
各コーナーも多くの来場者で賑わいをみ
せた。

【今後の方針】
引き続き多くの方に来場いただけるよ
う、内容の充実を図る。

町会対抗ゲートボール大
会

11月3日 中止
地域事業
（体育）

成人 0人

【内容】
町会対抗のゲートボール大会

【ねらい】
健康増進。仲間づくりや親睦を深め
る。

ゲートボール愛好会
スポーツ協会
松風園

【評価と反省】
雨天中止

【今後の方針】
日程を変更し、継続開催したい。

東山部不用食器回収事業

11月10日 1回 環境 成人 400人

【内容】
不用になった食器を無料回収し、状
態の良いものは、「もったいない
市」で無料配布するもの

【ねらい】
ゴミの減量と資源の有効活用を図
る。

東山部不用食器回収委員会 【評価と反省】
来場世帯数は 245世帯の方に来場いただ
いた。地区外からも多くの方が来場され
た。

【今後の方針】
継続開催

地区防災訓練

11月16日 1回 防災 成人 87人

【内容】
地区の防災訓練

【ねらい】
・災害時の対応力向上
・避難所の開設・運営対応力の向上

町会連合会
地区防災部
町内公民館長会
消防団
各種団体長

【評価と反省】
災害時を想定し、対応力の向上に繋がる
防災訓練となった。

【今後の方針】
継続開催

松本市文書館を見学しよ
う！

12月10日 1回 趣味教養 成人 26人

【内容】
松本市文書館の見学

【ねらい】
会員の資質向上、相互交流を図る。

老政会 【評価と反省】
会員の資質向上の一翼を担っている。ま
た、会員同士の相互交流を図ることがで
きた。

【今後の方針】
継続開催
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宮海道堰堤を見に行こ
う！

12月10日 1回 趣味教養 成人 19人

【内容】
令和６年12月に国の登録有形文化財
に指定された「宮海道堰堤」の見学
会

【ねらい】
地区住民から見学を希望する声が寄
せられたため、「宮海道堰堤」の歴
史や成り立ち等について、現地で学
ぶもの

地区住民 【評価と反省】
町会の詳しい方、文化財課の職員にご協
力をいただき、実施することができた。
参加者からは「地区内にこのような素晴
らしいものがあることを初めて知った」
という声が聞かれ、好評であった。

【今後の方針】
今回のように地区住民から希望が寄せら
れる案件は、見学会等を検討し、実施し
ていきたい。

刃物研ぎ講座

1月24日 1回 趣味教養 成人 15人

【内容】
刃物研ぎ

【ねらい】
刃物の研ぎ方を学び、家庭で使いや
すい刃物にする。

シルバー人材センター 【評価と反省】
研ぎ方を学び、切れ味の良い包丁になっ
たと参加者から好評だった。その包丁を
使い、家庭での調理を通じて家族同士が
交流する機会の一助となった。

【今後の方針】
継続開催

山辺地区立志式

2月1日 1回 子育て 青少年 125人

【内容】
山辺地区に住む中学２年生を対象と
した「立志」の式典

【ねらい】
中学生に町会の組織や機能を知って
もらう機会とし、地域の一員である
という意識を持ってもらう。

山辺地区立志式実行委員会 【評価と反省】
生徒たちの進路決定の一助となり、社会
性の向上につながった。

【今後の方針】
継続開催したい。

○

みそ作り講座

2月9日 1回 趣味教養 その他 12人

【内容】
松本産の大豆を使った味噌づくり。

【ねらい】
みそ作りを通じて子どもから大人ま
で世代を超えた交流を促進するもの

農村女性員会
地区団体

【評価と反省】
小さい子から大人まで幅広い世代の方々
にご参加いただき、みそ作りを通して、
地区内外問わず、参加者同士で交流を図
ることができた。

【今後の方針】
継続開催したい。

講演会

2月19日 1回 趣味教養 成人 42人

【内容】
講演会（松本藩の忍者芥川家の情報
収集活動ー江戸時代の忍びの姿を探
るー）

【ねらい】
会員の資質向上、相互交流を図る。

老政会 【評価と反省】
会員の資質向上の一翼を担っている。ま
た、会員同士の相互交流を図ることがで
きた。

【今後の方針】
継続開催
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ひろばまつり

3月8日 1回
地域事業
（文化）

成人 96人

【内容】
ひろばサークル活動紹介、発表会、
作品展示等

【ねらい】
住民同士の交流促進を図る。

福祉ひろば事業推進協議会 【評価と反省】
ひろばサークルを多くの人に知ってもら
う機会となり、同時に多くの人が集い、
交流を深めることができた。

【今後の方針】
継続開催

しいたけコマ打ち体験と
ピザづくり講座

3月9日 1回 趣味教養 その他 33人

【内容】
入山辺里山辺財産区の山から切り出
した原木を使用ししいたけのコマ打
ちを行う。また、こんな山辺にする
じゃん会特製ピザ窯を使いピザづく
りを行う。

【ねらい】
入山辺里山辺財産区、こんな山辺に
するじゃん会を知っていただくこ
と。また、世代を越えた交流を図る
機会とするもの

子ども会育成会
入山辺里山辺財産区
こんな山辺にするじゃん会

【評価と反省】
子どもからお年寄りまで幅広い世代が集
まって交流することができた。また、地
区住民の方に入山辺里山辺財産区、こん
な山辺にするじゃん会を知っていただく
機会を作ることができた。

【今後の方針】
継続開催したい。

人権講座視察研修

3月20日 1回 人権平和 成人 33人

【内容】
富岡製糸場

【ねらい】
地区住民の人権啓発の推進を図るも
の

人権啓発推進協議会 【評価と反省】
多くの方にご参加いただき、富岡製糸場
の歴史を学び、人権について考えるとと
もに、参加者同士の交流が図れた。

【今後の方針】
継続開催したい。

山辺小学校「田んぼ」体
験学習

5月15日
9月 4日
9月18日

3回 地域文化 青少年 50人

【内容】
田植えから、刈取り、脱穀まで関わ
り、収穫したお米を味わう。

【ねらい】
お米の栽培を通じ農業と自然に親し
むことで、地区の魅力を再発見し、
世代・地域を越えた交流を図る。

こんな山辺にするじゃん会
地区住民

【評価と反省】
米栽培を通じて、地区の魅力を知っても
らうきっかけとなった。また、子どもと
地区住民の交流が図れた。

【今後の方針】
継続実施していきたい。

○

寄せ植えとフラワーアレ
ンジメント講座

 6月12日
11月 1日

2回 趣味教養 成人 31人

【内容】
花の寄せ植えと、牛乳パックを使用
したフラワーアレンジメントを実施

【ねらい】
仲間づくりや生きがいづくりの場と
する。また、松風園と連携しなが
ら、入所者と地域住民の交流促進の
場とする。

地区住民
松風園

【評価と反省】
地区住民だけでなく、松風園の入所者の
方も多くご参加いただき、相互交流が図
れた。

【今後の方針】
継続開催したい。
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みんなのそばで楽し味隊
ＳＯＢＡ講座

 7月28日
 8月10日
10月 5日
10月26日
11月24日

5回 趣味教養 成人 73人

【内容】
そばの種まきから、刈取り・脱穀ま
で関わり、収穫した新そばで蕎麦打
ちをし、そばを味わう。

【ねらい】
そば栽培を通じ農業と自然に親しむ
ことで、入山辺の魅力を再発見し、
世代・地域を越えた交流を図る。

こんな山辺にするじゃん会 【評価と反省】
そば栽培を通じて、入山辺の魅力を知っ
てもらうきっかけとなった。ただ、管理
担当の負担が大きいことが課題

【今後の方針】
今後の開催を見送る。

寺小屋入山辺

7月29日
8月 5日
8月12日
8月19日
3月24日
3月28日
3月31日

7回 子育て 青少年 121人

【内容】
夏休み及び春休み期間における学習
支援とレクリエーション

【ねらい】
地域の方が学習を支援することで
「地域の子どもは地域で育てる」と
いう循環型の取り組みを行うととも
に、レクリエーションを実施するこ
とで世代を超えた子ども達の交流を
図る。

子ども会育成会 【評価と反省】
多くの子どもに参加いただき、交流を図
ることができた。

【今後の方針】
継続開催

入山辺地区カレンダー発
行

毎月1回
全12回

1回 地域文化 成人

【内容】
地区内の行事や各種団体の会議予定
などを幅広く掲載するように努めて
いる。

【ねらい】
全戸配布して幅広く住民に周知す
る。

【評価と反省】
学校、保育園だけでなく、地区関係団体
の様々な情報を盛り込むことができ、地
区住民に対し、入山辺地区情報発信する
ことができた。

【今後の方針】
各種団体等に情報提供を呼びかけ、引き
続き掲載内容の充実化を図りたい。

公民館自習室

通年 49回 子育て 青少年 296人

【内容】
平日の開館時間（９時～17時）に自
習室として開放する。

【ねらい】
公民館が子ども達にとって身近なも
のとして利用してもらい、小中学生
の居場所づくりの一助とする。

山辺小学校
山辺中学校

【評価と反省】
長期休暇期間以外にも利用があった。

【今後の方針】
公民館をもっと身近なものとして感じて
もらえるような工夫をしながら、継続し
たい。
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福祉ひろば事業推進協議
会支援

通年
公民館委員会・
各種会議等

成人

【内容】
地区公民館長、センター長、公民館
主事が推進委員として参画してい
る。

【ねらい】
公民館活動との連携強化、地域づく
り政策の一翼を担うため継続的な支
援を行う。

福祉ひろば事業推進協議会 【評価と反省】
地域づくりセンター、公民館からの情報
伝達の機会ともなっている。

【今後の方針】
引き続き連携を密にして、支援を継続し
ていきたい。

入山辺地区の将来ビジョ
ンを考える会（こんな山
辺にするじゃん会）

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 275人

【内容】
地域の課題解決に向けて会を４グ
ループ（観光と魅力発信・食農振
興・住み易い地域づくり・ＤＩＹ）
に分けて、それぞれの課題に沿った
解決に向けて活動を展開している。

【ねらい】
将来の入山辺地区のあり方を地域住
民皆で考え、地域課題の解決に向け
て具体的に行動していくため。

町会連合会
各種団体長

【評価と反省】
入山辺の地域課題の解決に向けた取り組
みを住民主体で検討していく。

【今後の方針】
地域住民が主体的に会を進めていけるよ
う、職員の関わり方、支援のあり方を模
索していきたい。

５部門委員会支援

通年
公民館委員会・
各種会議等

成人 281人

【内容】
各委員会の自主性を大切にしなが
ら、各種事業の立案や開催のための
側面支援を行う。

【ねらい】
住民主体の地域活動の促進を図る。

運営委員会
館報編集委員会
図書委員会
体育委員会
文化委員会

【評価と反省】
各委員会の自主性、自立性をさらに促し
たい。

【今後の方針】
委員の人数が減ってきているので新たな
人材発掘を行いたい。

公民館使用団体等支援

通年
公民館委員会・
各種会議等

成人

【内容】
公民館を使用する団体やサークルを
後方支援する。

【ねらい】
各団体等の活動内容を地区内に還元
できる機会を設けながら、地区の活
性化や文化力の向上を図る。

【評価と反省】
団体やサークルの自主性を損なわないよ
う十分配慮しながら、必要に応じて支援
していきたい。

公民館だより発行

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人

【内容】
公民館講座の開催周知を図るため、
月１回の広報まつもとの配布に合わ
せて発行する。

【ねらい】
公民館活動や事業の周知

【評価と反省】
主に講座の開催周知を行っている。

【今後の方針】
読みやすい、読みたくなるような紙面と
なるよう工夫していきたい。
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図書貸し出し

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 43人

【内容】
図書室に中央図書館から貸出を受け
た本を中心に約 700冊を配架してい
る。図書委員が年２回入替作業を実
施している。

【ねらい】
子どもから高齢者まで幅広い年代層
が興味を持てる様々なジャンルの本
を備えており、読書活動の推進を
図っている。

図書委員会 【評価と反省】
周知方法を工夫して、さらなる利用促進
を図りたい。

公民館報「いりやま」発
行

通年 6回
公民館委員会・
各種会議等

成人 70人

【内容】
毎月１回編集委員会を開催し、松本
市公民館報の入山辺版として発行す
る。

【ねらい】
地区内の様々な情報提供

館報編集委員会 【評価と反省】
地区内の出来事、イベント、行事を中心
に情報を載せることができた。また、地
区住民の多くの方にご寄稿いただき、直
接的な声を館報に反映することができ
た。

【今後の方針】
・読みやすい、面白い館報を作れるよう
工夫する。
・館報編集委員会が主体的に取り組める
ようサポートしていきたい。

253



令和６年度　事業報告の概要

里山辺公民館

平和人権 健康福祉 子育て 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 5 1 1 1 6 8 2 2 32

延べ
参加人数

939 419 54 42 20 212 933 472 134 369

【地域課題】
〇里山辺地区の65歳以上の住民に占める要支援・要介護者が１割弱であり、潜在的な該当者も合わせる
と１割を超すと予想され、高齢化率も28％と高い。また、一人暮らし家庭は13％と松本市の比率は若干
下回るものの、今後は上回ることが予想される。一人暮らしで支援が必要とする家庭で一番多い問題
は、買い物、ゴミ出し、庭の雑草の除去等があり、ボランティアの登録人数では対応ができなくなって
きている。
〇小中学生の地域との関わりが希薄であり、地区の行事等への参加が低調である。

【活動方針】
１　学校、地域および保護者が子ども達をどのように育てたいかについて子どもを取り巻く状況から意
　見を交わし、そこから学校や保護者が地域に求めることを明確にする。コミュニティスクール運営委
　員会をもとにそれぞれの主体で活動を展開する。
２　町内公民館長会との研修を重ね、住民が参加しやすく、住民の生きがいづくりから住民同士のつな
　がりの創出を図る公民館活動のあり方について議論を深める。
３　専門委員会で委員同士が自らアイデアを出し合い、地域の実情に合った活動の展開を促進する。
４　多世代の住民が気軽に参加できる講座を企画し、住民の要望や意見を聴きながら実施内容を見直し
　ていく。
５　地区内の小・中学生が地域活動に参加できるきっかけをつくる。

【重点的に取り組んだ事項】
〇これまで山辺ドリーム大学をはじめ地域住民と触れ合う機会を通して、地域と学校が連携して取り組
んでいった。しかし、コロナ禍にあって活動が制限されてきたが、活動が再開できるようになってき
た。
〇コロナ禍の中で、地域住民特に高齢者が交流する機会が減ってきたことで、生き甲斐を失いそれに伴
う様々な心身への問題が生じている現状を鑑み、公民館として令和２年から取り組んできた「週一
ウォーク」は５年目となり、今では参加者も固定せず広がりを見せ、毎回30名を越す参加者がある。
〇公民館では、子育て支援、伝統文化継承事業に長年力を入れて取り組んでおり、地域への認知度も広
がり、毎年多くの参加者があり、すっかり定着している。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

〇ドリーム大学をはじめ地域住民と触れ合う機会を
通したり、地域で中学２年生の立志を祝う『立志
式』を通して、地域が安心して生活ができるように
様々な取り組みをしてくれていることを知ったり、
自分も山辺の一員で地域で成長しているという意識
を持ってくれている。

〇公民館として令和２年から取り組んできた「週一
ウォーク」は毎回多くの参加者で実施する盛況ぶり
であった。また、ただ単にウォーキングに止まるだ
けでなく、山辺の歴史・文化・自然・産業等に関わ
る『歴史・自然探訪』のコーナーを設け、山辺につ
いて知っていただけるように取り組んでいる。

〇地域では防災訓練や安否確認訓練を実施し、地域
住民に徐々に防災意識が向上し始めている機会に、
中学生を対象に国立研究開発法人土木研究所の協力
を得て、夏休み防災教室を実施した。
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第21回山辺の郷健康
ウォークラリー大会

4月20日 1回
地域事業
（体育）

その他 35人

・レクリエーション、健康づくり、
地域の魅力再発見などを目的に実施
している。
・山辺地域の名所・旧跡を結んだ
コースをめぐり、地元の歴史や文
化、地名のいわれなどに因んだ問題
を出題する。時間得点（ゴール時間
と標準時間の差）と課題得点（問題
の正答数）で順位を競う。

・実行委員会において企画・運営
を行う。
・実行委員会の構成団体は、入・
里山辺公民館、入山辺健康づくり
推進員会、入・里山辺子ども会育
成会、入・里山辺福祉ひろば、山
辺スポ－ツ少年団

今回21回の大会を実施だが、近年生活
環境の変化と共に休日でも仕事があっ
たり、子どもたちも様々な活動に関わ
る機会が多くなったことで、参加者が
年々減少してきており、例年何度も呼
びかけをしたり、直接参加を依頼して
何とか大会として運営をしてきたこと
や、広範囲にわたってウォークラリー
を実施することから交通安全上役員の
増員が課題となっていた点、初期の目
的は十分達成できた等を勘案し、本年
度をもって終了とする。

山辺小学校校庭の草刈
り作業

5月18日 1回 環境 成人 54人

小学校の運動会の２週間前に、校庭
および校舎周辺の草刈りを「地域の
子どもは地域で育てる」ための活動
として実施している。

里山辺地区町内公民館長および入
山辺地区町内公民館長の協力で、
各町会関係者等に声を掛けてもら
い、実施している。ビーバー等で
は時間がかかる芝生部分は乗用モ
アでの作業とし、若手の農業者の
方々に協力してもらっている。

歴史のある地域貢献活動である。山辺
小学校の校地は広大なため環境整備が
大変な状況であるので、毎年行われる
草刈り作業への期待度は大きく今後も
実施していきたい。

第９回里山辺地区親睦
ゴルフ大会

5月22日 1回
地域事業
（体育）

成人 79人

個人競技の地区大会として、町会の
ゴルフ同好会や一般募集で参加者を
募っている。競技終了後に、表彰式
および懇親会を公民館にて実施して
いる。

里山辺親睦ゴルフ大会実行委員会
（町会のゴルフクラブ等を中心に
各町会から１名ずつ選出）と共催

コロナ禍以降大会の開催が再開されて
２年目を迎え、参加者も以前の人数に
近づいている。参加者が楽しみにして
いた大会であり、参加者 100名を目指
している。

第55回ソフトボール・
ソフトバレーボール大
会

6月2日 1回
地域事業
（体育）

成人 200人

・地区住民相互の親睦や町会内の親
睦、健康の増進を図る目的で開催す
る町会対抗の地区体育大会
・ソフトボール競技は４月１日の満
年齢で49歳以上の男性を中心にチー
ムを編成し、２会場を使用してＡ・
Ｂブロックでのトーナメント方式で
実施
・ソフトバレーボール競技はＡブ
ロック（４月１日の満年齢で39歳以
上の男女でチーム編成）、Ｂブロッ
ク（４月１日の満年齢で38歳以下の
男女でチーム編成）の２ブロック
トーナメント方式で実施

本部体育委員会で企画・実施。町
会のチーム編成は町内体育委員が
とりまとめて町会公民館ごとに行
う。

コロナ禍後開催２年目となる地区の歴
史あるスポーツ大会の一つ、多くの町
会が参加できるように参加資格を緩和
する等工夫をしている。
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スポーツ協会東山部ブ
ロック親睦球技大会

7月14日 1回
地域事業
（体育）

成人 19人

松本市スポーツ協会第一ブロックの
５地区（本郷・岡田・入山辺・里山
辺・四賀）の親睦球技大会。今年度
は里山辺地区が計画し、里山辺体育
館において、ニュースポーツのモ
ルックとボッチャを実施

・松本市スポーツ協会第一ブロッ
クの５地区のスポーツ協会（本
郷・岡田・入山辺・里山辺・四
賀）で共催
・本年度里山辺地区が当番で企画
を行った。

例年、ニュースポーツ・ウォーキング
や球技を内容とし親睦を目的として実
施してきたが、どのスポーツ協会も参
加者の人数の確保が困難な状況があ
り、今後の在り方について協議し、書
面による表決を実施し、結果本年度を
もって終了とした。

夏休み親子魚つかみ体
験

8月8日 1回 子育て 青少年 70人

・薄川の生態や自然を観察するとと
もに、生きたニジマスを手で捕まえ
て自分の獲った魚を家で食べること
で自然の中で生きていることを感じ
る講座
・今年度も小松橋上流 200ｍ位の浅
瀬で実施した。

・入山辺公民館と共催
・両地区で参加を呼び掛け、当日
の準備や運営も連携して行ってい
る。
・エクセラン高校環境科学コース
の生徒に、参加する子ども達へ水
生生物の観察指導を行ってもらっ
ている。
・犀川漁協（河川使用の許可）、
（有）カワグチ（ニジマスの購
入）に協力してもらい実施

夏休みに近くの川で自然と触れ合える
貴重な体験となっている。また地元の
高校生が先生となり子どもたちに水棲
生物についての学習をしてくれるとい
うことで、夏休みの事業として大変好
評である。

第71回野排球大会

8月18日 1回
地域事業
（体育）

成人 250人

・地区住民相互の親睦や町会内の親
睦、健康の増進を図る目的で開催す
る町会対抗の地区体育大会
・軟式野球競技は地区居住の男性を
中心に各町会１チームを編成し、
Ａ・Ｂ・Ｃの３ブロックでのトーナ
メント方式で実施。ソフト排球競技
は地区居住の女性を中心に各町会１
チームを編成し、Ａ・Ｂの２ブロッ
ク（予選リーグと決勝トーナメン
ト）方式で実施

本部体育委員会で企画・実施。町
会のチーム編成は町内体育委員が
とりまとめて町会公民館ごとに行
う。

コロナ禍後の開催２年目を迎える里山
辺でも最も歴史あるスポーツ大会であ
る。しかし、近年の猛暑の影響を最も
受けやすい大会であるので、今年度か
ら熱中症アラートと暑さ指数で開催可
否を決定することとした。当日始めた
が野球は途中で暑さ指数が規定を超え
たため、決勝をやらずに競技を中止し
た。来年度はこの時期の開催を見合わ
せることを考えたい。

第19回マレットゴルフ
大会

8月20日 1回
地域事業
（体育）

成人 23人

・個人競技の地区大会
・中山霊園マレットゴルフ場で開催
し、今年も芝・林間・桜の全コース
で競技を実施

里山辺マレットゴルフ同好会と共
催

・個人スポーツの需要が高く、できる
だけ多く地区住民が参加でき、競技を
通じて身近なつながりづくりや競技仲
間として関係が継続することを目的
に、競技に精通する団体に大会運営を
行ってもらっている。
・全コースをめぐることが参加者に好
評であるが、高齢化により参加者が減
少してきているので、今後は参加者を
どう増やしていくかが課題である。
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町内公民館町会・里山
辺公民館合同研修会

9月24日 1回 その他 成人 9人

・里山辺地区町内公民館長会と里山
辺公民館とが連携し「両輪の輪」と
して公民館活動を推進する上で地域
に密着した公民館のあり方を模索す
る機会とする。
・今回は、「野麦街道と飛騨街道が
育んだ歴史と文化」をテーマに、高
山の歴史的建造物、高山陣屋、高山
まつりの森について研修した。

里山辺地区町内公民館長会と合同
で実施

内容については町内公民館事業での研
修に参考になる県内の歴史・文化・産
業関連の施設及び事業所等を視察先と
して選定し、相互に連携を図るためど
のようなことが必要か考える場とした
い。

第67回市民スポーツ大
会

10月13日 1回
地域事業
（体育）

成人 70人

軟式野球、卓球、ゲートボール男
女、ソフトバレーボール、マレット
ゴルフの５種目で、地区代表チーム
を選出し、他地区との対抗競技を行
う。

各種目に本部体育委員が分担して
張り付き、チームの支援や応援、
ユニホーム等の回収をお願いして
いる。

今年度は、ソフトバレーボール・ゲー
トボール男女・マレットゴルフ男女の
３競技に出場し、軟式野球優勝、女子
のゲートボール優勝、男子ゲートボー
ルで３位、ソフトバレーボール２位、
３位の成績で総合準優勝となった。

第69回大運動会

10日20日 中止
地域事業
（体育）

その他 0人

地区住民相互の親睦や町会内の親
睦、健康の増進を図る目的で開催す
る町会対抗の地区体育大会

地区関係団体（町会連合会、町内
公民館長会、交通安全協会里山辺
支部、消防団第19分団、日赤奉仕
団）と共催。本部体育委員会で開
催要項およびプログラムを策定
し、町内公民館長会との打ち合わ
せ、共催団体会議、全体会議にお
いて協議し、開催内容を決定して
いる。準備および運営は、町会等
から選任した競技役員と本部体育
委員が中心に行う。競技は町会対
抗または自由参加の形式をとる。

・町会対抗競技を通じて地区住民相互
の親睦や、町会内の親睦・連帯に寄与
している。
・松本市の体育行事が10月～11月初旬
に集中するため、現在の時期となって
いる。開催内容については、令和２年
に実施したアンケートの結果を踏ま
え、検討・改善し、コロナウィルス感
染症類型が緩和されたことで５年ぶり
の開催に向けて細心の準備を進めてき
たが、雨天中止となった。他地区では
運動会の廃止という地区が出てきてい
るので今後については、来年度の実施
状況を踏まえて検討する方向で考えて
いる。
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第50回文化祭

11月2日
11月3日

2回
地域事業
（文化）

その他 472人

・日頃から取り組む地区住民の芸術
文化活動を地区の一般の方へ発表・
展示するステージ発表会および作品
展示会を開催している。１日目は作
品展示会・体験コーナーを開催、２
日目はそれに加えてステージ発表を
開催する。
・また、大勢の方に来場してもらう
ため、地区福祉ひろば事業推進協議
会で主催する「福祉ふれあいフェス
ティバル」と合同で開催し、家族で
参加できるアトラクションを設ける
など多世代交流となるように工夫し
ている。
・作品展示では、保育園児や小学
生、中学生、高校生（エクセラン高
等学校）から町会で推薦を受けた住
民まで、多彩な作品を展示する。
・ステージ発表では、公民館・福祉
ひろばの各サークルなどが出演す
る。

・本部文化委員会で企画し、町会
ごとの作品の取りまとめは町内文
化委員が行う。
・開催要項について、実行委員会
（福祉ひろば事業推進協議会、福
祉ひろばコーディネーター、本部
文化委員会）で検討し、決定して
いる。文化祭の準備と当日の運営
については、本部文化委員および
町内文化委員で担う。
・ステージ発表の出演団体や販
売・喫茶コーナーの出店団体は公
民館で呼び掛けて、当日の分担に
ついて打ち合わせを行う。

コロナ禍後開催２年目を迎えた。今年
度は第50回の節目になる文化祭で、昨
年は会場を分散し実施したが、役員の
分担、移動等の安全上の問題があった
ので、今年度から里山辺公民館におい
て全ての催しを実施し、問題もあまり
無く実施ができたので今後も公民館に
おいて実施したい。近年、ステージ発
表団体の確保が難しい状況となってき
ているので、今後は確保していくこと
が課題となる。

親子そば打ち講習会

11月9日 1回 子育て その他 20人

親子で信州の伝統文化と食を学び、
文化の継承と食育につなげている。
地域住民をが講師となり、親子にそ
ば打ちを教える講座である。

里山辺子ども会育成会・山辺児童
センターと共催

親子でなかなか体験できない地域の文
化を体験して学び、楽しみながら文化
の継承と食育につなげている。今後も
継続して実施していきたい。

秋葉街道と塩の道

11月11日 1回 地域文化 成人 19人

塩の道の南信版として南の塩の道で
ある「秋葉街道」の歴史と文化に視
点をあてた事業

秋葉街道の歴史で国の重要無形民
俗文化財に指定されている「霜月
祭り」と日本の里 100選の『下栗
の里』の自然環境と文化を学ぶ企
画

日本のチロルと呼ばれている「日本の
里 100選」の下栗の里、遠山郷を巡
り、秘境と称される下栗の自然と歴史
を学ぶ人気の高い講座で３回目を迎え
る。今年は「霜月まつり」が行われる
正一位稲荷神社を訪れることができ好
評であった。来年度も実施の予定

第68回卓球・第45回
ゲートボール大会

11月17日 1回
地域事業
（体育）

成人 210人

地区住民相互の親睦や町会内の親
睦、健康の増進を図る目的で開催す
る町会対抗の地区体育大会

本部体育委員会で企画・実施。町
会のチーム編成は町内体育委員が
とりまとめて町会公民館ごとに行
う。

コロナ禍後開催２年目となる歴史ある
スポーツ大会の一つ、町会対抗競技を
通じて地区住民相互の親睦や、町会内
の親睦・連帯に寄与している。

餅つき大会

12月14日 1回 子育て その他 65人

・地域の伝統文化を学び、文化の継
承につなげている。
・地域のボランティアに協力いただ
き、親子を対象に杵と臼を使って餅
つきを体験する講座である。

地域ボランティアに準備および当
日のお手伝いをお願いしている。

コロナ禍以前のように、全ての住民が
参加できる餅つき大会として２年目を
迎えた。大盛況であった。もち米はわ
いわいファームで親子で育てたもち米
を使用し、希望者にきねを使って実際
に餅つきを体験してもらった。本部体
育委員や食事ボランティアの協力頂
き、ついた餅はコロナ禍以降は食べず
に持ち帰る工夫をしている。
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親子しめ縄教室

12月21日 1回 子育て その他 30人

地域の伝統文化を学び、文化の継承
につなげている。地域住民が講師と
なり、親子にしめ縄づくりを教える
講座である。

里山辺子ども会育成会・山辺児童
センターと共催

親子でなかなか体験できない地域の文
化を体験して学び、楽しみながら文化
の継承と食育につなげている。今後も
継続して実施していきたい。

山辺地区立志式

2月1日 1回
地域事業

（その他）
青少年 125人

参加者が地域の先輩の話を聴き今後
の進路決定の一助とするとともに、
地域の一員として地域活動に参加す
る契機をつくる目的で、山辺に住む
中学２年生を対象とした「立志」を
祝う式典。３／４成人式。今年度
も、嘉納雅彦・嘉納尚代ご夫婦の
チェロとピアノの演奏とトークを聴
き、佐々木第19分団長による消防団
の活動、成田連合町会長による町会
の仕組みと活動の様子を聴いた。

・実行委員会において企画・運営
を行う。
・実行委員会の構成員は、山辺中
学校長、里山辺地区町内公民館
長、里山辺公民館図書視聴覚委員
長、里山辺地区子ども会育成会
長、山辺中学校ＰＴＡ、入山辺公
民館

コロナ禍後の開催２年目を迎え、始
まってから12回目となる。学校の協力
もあり、多くの生徒が出席してくれて
いる。地域の町会長や公民館長が出席
して地域をあげて立志式を行う地区は
山辺地区のみで、地区の中学生への期
待も大きく、参加する中学生も町会の
取り組みや消防団の活動を知ることが
できるため、地域への感謝の気持ち育
まれ、地域愛を持つ機会となってい
る。来年度も入・里山辺の行事として
関係者と連携の上、継続して実施して
いきたい。

やしょうま作り教室

2月15日 1回 地域文化 青少年 27人

・地域の伝統文化を学び、文化の継
承につなげている。
・地域住民をが講師となり、親子に
「やしょうまづくり」を教える講座
である。

里山辺子ども会育成会・山辺児童
センターと共催

コロナ禍後の開催２年目となる。地域
の伝統文化が徐々に薄れてきており、
伝統文化の継承事業を実施する意義は
大きい。親子でなかなか体験できない
地域の文化を体験して学び、楽しみな
がら文化の継承と食育につなげてい
る。今後も継続して実施していきた
い。

わいわいファーム

 4月14日
 5月12日
 6月15日
 7月20日
 9月 7日
 9月28日
10月27日

7回 子育て その他 234人

・小学生以下の子ども達を対象に、
地域のボランティアの指導を受けな
がら農作業を体験し、地域の自然や
営みに関心をもってもらう講座。子
ども達には、自分たちが育てた野
菜・米の収穫まで継続して参加して
もらう。
・地域づくり推進交付金の交付金を
財源とし、地域での多世代交流を促
進する。

・まちづくり協議会と共催
・（有）ファームワーク山辺、地
域ボランティア（農作業支援、調
理支援）、ＪＡ松本ハイランド山
辺支所に協力をいただいている。

・子ども達が、食について学習すると
ともに、家族ぐるみで多くの住民（ボ
ランティアや他の参加家族）と関わる
ことで、幅広い世代の交流の場とし
て、住民同士のつながりが深まってい
る。
・これまで実施していた「さとのわ
ファーム」事業と「わいわいカレー」
事業を合体させ、両方の事業を実施で
きるように７回計画し全て実施した。
大収穫祭では自分たちで育てたお米と
野菜を使ってカレーを食べることがで
き、最後は焼き芋会も実施できた。毎
年参加している家族からは親子で農業
体験ができ、農作物が食べれて良かっ
たという感想が聞かれ、大変好評で
あった。来年度は「わいわいカレー」
事業のみで実施する。
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ガーデニング講習会

 5月13日
11月25日

2回 趣味教養 成人 42人

・春と冬の年２回開催
・季節に合った花を自分なりにプラ
ンターに敷き詰め、寄せ植えを行う
講座。春は庭先で楽しめるものを、
冬は花が少なくなる時期に向けて玄
関先で楽しめるものをテーマとし
た。
講師：塩原園芸
  　　塩原　文夫さん
　　　塩原　幸子さん

里山辺花いっぱいボランティアと
共催

自分なりの作品をつくる毎年好評の講
座。花のない冬の時期にも開催し、長
く咲き続けるための保存方法を学ぶな
どプロが教えるコツも講座の目玉と
なっている。

塩の道ウォーク

6月20日
9月 9日

2回 地域文化 成人 32人

当初は福祉ひろばと公民館の共催事
業で始まった『週一ウォーク』。歩
いた距離を意識することで、信濃の
街道を地図上で踏破する目的として
『千国街道』踏破から発展した事
業。せっかくなら『塩の道』を実際
に歩いてみようと始まった。

塩の道が整備されている白馬村か
らの出発するコースにする。全行
程を４年間かけて踏破する計画。
①千国越えコース②石坂越えコー
ス③天神道コース④大網峠越え
コース⑤養老坂コース⑥地蔵峠越
えコース⑦大峯峠越え⑧高町越え
⑨中山峠越えコースを計画

糸魚川と松本を結ぶ命の道でもある
「塩の道」を実際に歩いて見聞するこ
とで、往時の人々の暮らしや文化をガ
イドから学ぶまたとない機会となって
おり、最も人気があり好評であった。
４年間ですべてのコースを踏破したの
で、今年をもって終了とする。

夏休み防災教室

7月29日
7月30日
8月 6日
8月 9日

4回 防災 青少年 20人

これまで地域住民に対する防災訓
練、安否確認訓練、防災講演会は実
施してきており、徐々に地域住民の
防災意識は向上している。今回は更
に対象を中学生に絞った防災教室を
国立研究開発法人土木研究所の協力
を得て、「マインクラフトエデュ
ケーション」というプログラムを用
いた水害予想マップ作りを行う講座
である。

国立研究開発法人土木研究所と地
域づくりセンター、公民館の共催

中学生が参加しやすい夏休みでの開催
とし、事前に中学校と打合せをした
り、プレゼンをする等工夫した。国立
研究開発法人土木研究所の開発プログ
ラムを活用でき、より水害を想定した
水害予測マップの作成ができた。

第41回市長杯争奪球技
大会
ブロック予選・本戦

 9月 8日
11月 4日

2回
地域事業
（体育）

成人 66人

・予選では、軟式野球が決勝戦で抽
選で敗れ本戦への出場を逃す。
・本戦では、ソフトバレーボール準
優勝・第３位、ゲートボール準優
勝、卓球第４位、マレットゴルフ第
８位と好成績を残す。

・地区スポーツ協会で必要物品・
用具の準備や当日のチームの支援
を行った。
・ブロック予選については５地区
（本郷・岡田・入山辺・里山辺・
四賀）のスポーツ協会と実施日程
と競技内容を検討し、年度初めの
会議で決定する。

予選会、本戦へは全ての種目で参加す
る事ができ、市民スポーツ大会での総
合準優勝の勢いそのままで、市長杯争
奪球技大会でも好成績を収めることが
できた。
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健康講座

12月12日
 1月 9日
 1月22日
 2月26日
 3月 6日
 3月19日

6回 健康福祉 成人 73人

歌で健康力アップ講座　全３回
ポールウォーキング講座　全３回

開催日程の調整、講師への依頼、
必要な用具の準備は公民館で行
う。

冬の時期は運動不足になりがちなた
め、室内で簡単にできる講座として継
続して開催しており、今年度で12年目
となる講座。講座で学んだことを個人
で実践することから参加者へ伝えなが
らも、可能な限りでサークル活動や町
会での仲間づくりにつなげるように参
加者の傾向も見ながら内容等を検討し
ていきたい。

週一ウォーク

通年 33回 健康福祉 その他 866人

里山辺地区の65歳以上の住民に占め
る要支援・要介護者が２割弱であ
り、潜在的な該当者も合わせると２
割を超すと予想される。生活習慣に
おいても、国民保健加入者における
「１日に１時間以上の運動をしない
人」の割合は４割超である。このよ
うな状況を踏まえて、年齢を問わ
ず、住民が運動習慣を身につけても
らうために、週１回の頻度でウォー
キングをする講座を実施した。

里山辺地区福祉ひろばと共催。地
区住民誰でも参加できる方へ向け
て、公民館だよりおよび福祉ひろ
ばだよりで周知している。ウォー
キングの結果を記録できるように
『週一ウォーク手帳』を作成し
た。参加者の継続意識を高めるポ
イント制を導入し、段階的ポイン
ト達成者にプレゼントを用意し
た。

ウォーキングの習慣を身につけてもら
うための講座であり、講座に参加する
だけが目的でなく、参加者が日常生活
で運動する習慣を身に付けてもらうこ
とを目的としているが、これまで通年
で実施したことで定着してきたが、猛
暑や寒冷での体調面を考慮し、今年度
は７～８月、１～２月は休止とし、年
間33回の開催とした。口コミで広がり
毎回30名を超える参加者があり、参加
者から好評である。来年度も継続して
実施する。

公民館だよりの発行

通年 12回
地域事業
（文化）

成人 0人

・広報まつもとの配布にあわせて公
民館事業の広報として配布
・地区公民館の主催・共催行事、講
座案内等を掲載。毎月発行

・開催日までに十分な申込期間を
設定して、事業の募集について記
事を掲載している。
・公民館が立上げに関わった団体
や事業を共催する団体の活動報告
もできるだけ取り上げて掲載して
いる。

　紙面のデザインや内容について見や
すく、公民館の開催事業や住民の活動
内容に興味をもってもらえるように、
工夫をしていきたい。

体育委員会

通年 7回
公民館委員会・
各種会議等

成人 114人

・地区体育事業の企画・準備等につ
いて、協議する公民館委員会
・本部体育委員が事業の企画を行
い、町内体育委員が町会への事業内
容の周知と町会対抗競技等のチーム
編成を行う。

・本部体育委員の選出（各町会よ
り委員を選出→公民館長から委
嘱）
・体育委員会を本部体育委員長が
招集し、委員の合議で事業内容を
決定する。

・本部体育委員と町内体育委員とが一
つの目標に向かって連携・協力し合
い、地区の体育事業が開催できている
ため、一人ひとりが地域の活動と委員
の役割について理解し関わってもらう
ことが大切である。
・体育委員会の所管する事業は大がか
りで、かつ休日開催であるため、会議
の数など、できる限り役員の負担を軽
減する必要がある。また、特定の競技
に偏らずに、住民が気軽に参加でき、
楽しめる内容を企画するように委員会
で協議・運営している。
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館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 129人

隔月の奇数月の30日付けで発行して
いる「館報さとやまべ」の編集を行
う公民館委員会

・館報編集委員の選出（各町会よ
り委員を選出→公民館長から委
嘱）
・館報編集委員会を館報編集委員
長が招集し、委員の合議で館報の
掲載内容を決定し、入稿記事を整
える。記事および紙面割り付けレ
イアウトを印刷業者へ入稿し、校
正確認を行い、最終紙面を確定す
る。

・地区や町会の公民館活動の内容はも
とより、携わった関係者や参加者が活
動を通じてどんな学びや気づきを得た
のかを地区全体に向け発信している。
また、時代や環境で変化する地域の民
俗や文化、生活環境などを取り上げ、
地域の記録を残すための館報づくりを
行っている。
・館報への掲載内容は委員の意見やア
イデアをもとに委員会で決定してお
り、委員自身の学びにつながるという
効果も大切にした。

図書視聴覚委員会

通年 2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 16人

公民館の図書コーナーの整理、返却
本の管理、未返却本の督促状の送
付、図書の入れ替え作業（中央図書
館蔵書）、図書の購入（新刊本
等）、地区行事への協力を行う。

・保育園や小学校での保護者同士
のつながり、読み聞かせサークル
でのつながりを活かし、公民館の
図書視聴覚活動に興味のある方を
委員として選出し、公民館館長よ
り委嘱している。
・会の運営は委員による自主運営
を基本とする。

・子どもから高齢者まで幅広い世代の
方が自由に利用できる図書コーナーは
住民の知識の形成や学びに大いに寄与
している。
・現状、職員が常駐していないため、
委員のみで本の整理するには人手が必
要である。地域の作家や製作者の図書
視聴覚資料を地域に積極的に発信する
など公民館の図書の利活用を促すとと
もに、地区行事で図書視聴覚委員会の
活動に関心を持ってもらう機会を充実
させたい。

図書の購入

通年 3回
公民館委員会・
各種会議等

成人 24人

・新刊図書の購入（年３回程度）
・立志式でのおすすめ本の購入と紹
介
・中央図書館廃棄本の譲受け

図書視聴覚委員会で作業にあたっ
てもらっている。

今話題の新刊図書や山辺地区立志式で
紹介する「15歳のきみへ」おすすめ本
を購入。新刊図書の紹介文の作成と掲
載

図書コーナー管理

通年 36回
公民館委員会・
各種会議等

成人 150人

・返却本の整理作業
・図書の入れ替え（中央図書館所管
本、年２回）
・新刊図書の貸出準備、紹介文の掲
示
・未返却図書の返却促進の掲示

図書視聴覚委員会で分担して作業
にあたってもらっている。

・図書の返却・整理に負担がかかるた
め、間隔をあけて委員の都合の良い日
にまとめて整理する方法をとってい
る。
・未返却本ゼロを目指し、利用者に掲
示やお知らせ、催促ハガキ等の対応を
とっている。
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令和６年度　事業報告の概要

今井公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 2 6 6 1 1 4 1 3 2 1 0 5 2

延べ
参加人数

46 35 618 373 15 31 352 22 29 1706 500 0 169 377

【方針】
・地区住民の親睦を深め、交流の輪を広げる。
・地区住民が、自分達の暮らす地域や生活を見つめ直す事業を推進する。
・事業の企画運営に住民が参画する。

【地域課題】
・地区役員が１年で交代するため、継続して地域づくりを担う人材の発掘・育成が求められてい
る。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・文化祭では今井小学校の支援学級や養護学校の
児童に作品販売の協力をしてもらうなど、新たな
取り組みをおこなうとともに、幅広い世代が参加
できるよう、スタンプラリーや抽選会を企画し
た。

・いまいスポーツ健康フェスティバルでは、以前
運動会で行っていた競技を取り入れ開催した。今
後も地区住民の交流のきっかけとなる取り組みを
広げていきたい。
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春の自然観察会

5月11日 1回 環境 成人 15人

【内容】
鉢盛山今井財産区有林の散策、山菜
採取、山菜料理の試食の実施

【ねらい】
住民同士が親睦・交流を深めなが
ら、今井財産区の歴史や自然を学ぶ
機会の提供

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集

【協力】
今井財産区

【評価と反省】
住民同士が親睦交流をしながら、散
策、山菜採取を行い、今井財産区の歴
史や自然について学ぶ機会となった。

【今後の方針】
安全対策をしながら開催を続けていき
たい。

初夏のスカイパーク
ウォーキング

6月17日 1回 福祉健康 成人 11人

【内容】
ウォーキングの基礎を学び、信州ス
カイパークでウォーキングを行う。

【ねらい】
ウォーキングを行うことで、健康づ
くりに資するもの

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集

【協力】
今井地区福祉ひろば

【評価と反省】
健康づくり課の健康運動指導士に
ウォーキングの基礎を学び、バラ園ま
でウォーキングを行った。バラの見頃
で時期が良かった。

【今後の方針】
スカイパークだけでなく他会場での実
施を検討する。

支部対抗球技大会

7月7日 1回
地域事業（体

育）
成人 70人

【内容】
支部（町会）対抗の球技大会（バ
レーボール・ソフトボール）を行
う。

【ねらい】
住民同士の親睦・交流
健康増進

【準備過程】
スポーツ協会役員・支部長・各部
役員によるスポーツ協会総会で開
催可否を協議。打ち合わせ会で内
容を協議

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会

【評価と反省】
ソフトボール７支部、バレーボール３
支部で実施。マレットゴルフは別日程
で、個人参加形式で実施に変更。ゲー
トボールは休止とした。

【今後の方針】
多くの住民が参加できるよう、内容を
検討し、継続したい。

人権視察研修
（人権啓発推進事業）

7月18日 1回 人権平和 成人 20人

【内容】
石の協会内村鑑三記念館・ショー記
念礼拝堂の見学

【ねらい】
多文化共生、宗教学の視点から人権
を考える。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
の募集。視察先・ガイドとの調整

【共催団体等】
今井地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
内村鑑三記念館では、無教会主義とう
いう形態の教派について学んだ。
ショー記念礼拝堂では、司祭さんの話
を通して軽井沢最古の教会についての
経緯を学んだ。

【今後の方針】
今後も人権学習ができる視察先を選定
し継続したい。
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スポーツを語る会

7月20日 1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
地域で行われている各種スポーツの
情報共有。住民同士の交流

【ねらい】
地域で行われている各種スポーツの
魅力を共有し、新たな活動のきっか
けを創出するとともに、地区に根ざ
したスポーツ活動を通じて、住民同
士の交流、地域コミュニティの活性
化を図る。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集。会場準備

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会

【評価と反省】
会を通じ、住民同士のコミュニケー
ションが活性化された。地域でのス
ポーツに関する取り組みなど様々な情
報が交換され、新たなアイディアが生
まれた。

【今後の方針】
情報交換だけでなく、具体的な改善策
や新たな活動に結びつける取り組みを
行いたい。

ペットボトル風鈴工作
スイカ割

8月7日 1回 子育て 青少年 60人

【内容】
夏休みを利用して、小学生を対象と
してレクレーションを行う。

【ねらい】
子ども達の思い出作り

【準備過程】
図書視聴覚委員会で内容を検討。
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集。材料の調達

【共催団体等】
図書視聴覚委員会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
子どもの夏休みの思い出作りや地域コ
ミュニティの強化を図る事業の企画

今井ドンパン夏祭り

8月24日 1回
地域事業
（文化）

成人 500人

【内容】
花火の打ち上げとバンドのコラボに
よる地区の夏祭り

【ねらい】
地域の活性化
子ども達の思い出作り

【準備過程】
実行委員会で開催可否・内容を協
議
花火関係申請等

【共催団体等】
今井ドンパン夏祭り実行委員会
今井小学校
今井地区子ども会育成会
今井小学校 150周年事業実行委員
会

【評価と反省】
毎年開催している８月14日が雷雨と
なってしまったため予備日での開催と
なった。花火予備日として予定してい
たが、実行委員会にて出し物や出店等
も行うことを決定。当日は、出店に行
列ができるなど賑わいを見せた。

【今後の方針】
地域でつくる夏祭りとして今後も継続
していきたい。中止判断の策定の検討

防災講座

9月6日 1回 防災 成人 22人

【内容】
危機管理課の出前講座、消防署より
ハザードマップの読み解き方を学
ぶ。

【ねらい】
住民が自然災害に備えるための知識
と技術を習得し、災害時に適切かつ
迅速に行動できる体制を整える。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
危機管理課、芳川消防署神林出張
所と調整

【評価と反省】
多くの参加者が防災に関する基本知識
や正しい行動手順を学び、日常生活に
おける防災意識が向上した。参加が、
限定的な世代であり、全体への情報伝
達や受講促進が課題

【今後の方針】
より幅広い年代が参加できるよう、広
報を強化するとともに、各層に合わせ
た講座内容や時間帯の見直しを図る。
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未就園児親子バス遠足

9月18日 1回 子育て 青少年 11人

【内容】
未就園児の子どもと保護者を対象
に、市のバスを使用しての遠足

【ねらい】
子ども・親同士の交流を深めるとと
もに、子どもの情操教育に役立て
る。

【準備過程】
りんごサークル・視察先との調整

【共催団体等】
りんごサークル
（子育てサークル）

【評価と反省】
果樹園での体験により、子どもの成長
につながっている。

【今後の方針】
地区の子どもの数が減少傾向の中、未
就園児とその保護者の貴重な交流の場
でもあり、継続したい。

マレットゴルフ大会

9月28日 1回 スポーツ 成人 20人

【内容】
個人参加形式のマレットゴルフ大会

【ねらい】
住民同士の親睦・交流
健康増進

【準備過程】
体育委員会で大会内容の検討
スポーツ協会ニュース・公民館
ニュースで周知

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会

【評価と反省】
町会の枠を超えて、交流と親睦が深
まった。上位者のほか、全員に参加賞
を用意した。

【今後の方針】
今後も多くの参加を得て継続したい。

守り隊情報交換会

10月4日 1回 その他 成人 10人

【内容】
見守り活動の現状報告や課題の共有
と併せて、守り隊備品の更新

【ねらい】
自治体と地域、学校との協力体制の
強化

【準備過程】
日にち調整、備品整備

【評価と反省】
それぞれの活動や危険箇所の情報共有
することで、効果的な見守りの方法を
得られた。

【今後の方針】
定期的に危険エリアを確認し、必要に
応じて対応していく。

いまいスポーツ健康
フェスティバル

10月20日 1回
地域事業
（体育）

成人 106人

【内容】
ニュースポーツ、健康測定を中心と
した自由参加のイベント

【ねらい】
住民同士の親睦・交流
健康増進
子ども達の思い出づくり

【準備過程】
事前打合せ会を開催し、内容を協
議
各コーナー協力団体との調整
スポーツ協会ニュース・公民館
ニュースで周知

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会

【評価と反省】
屋外での競技を増やして実施。来場者
が少なかった。

【今後の方針】
来場者を増やすために、小学校等へ周
知を強化したい。
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今井地区文化祭

11月4日 1回
地域事業
（体育）

成人 1,600人

【内容】
地区全体の文化芸術に関する展示、
発表、出店を行う。

【ねらい】
地域の文化芸術に携わる人、団体の
活動を通して、人材発掘や諸団体等
の活動について相互理解を促す。

【準備過程】
地区内活動団体に発表、展示の希
望調査
実行委員会で内容を協議

【共催団体等】
今井地区文化祭実行委員会
今井地区福祉ひろば
今井小学校
鉢盛中学校

【評価と反省】
小・中学生の発表で文化祭を大いに盛
り上げることができた。今井小学校の
支援学級や養護学校の児童に作品販売
の協力をしてもらった。幅広い世代に
来場してもらえるよう、スタンプラ
リーや抽選会を企画した。昨年度から
の課題として、午後の集客があった
が、出店やステージ発表を増やしたこ
とで最後まで賑やかな文化祭となっ
た。

【今後の方針】
幅広い住民が気軽に参加できる企画の
展開、地元団体との連携の強化

上條螘司先生特別記念
講演会

11月25日 1回 人権平和 成人 14人

【内容】
・上条螘司先生公聴会会長講演
・信濃史学会会長講演

【ねらい】
松本の自由民権運動について学ぶ。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
の募集

【共催団体等】
今井地区人権啓発推進協議会
文化財委員会

【評価と反省】
松本の自由民権運動につて参加者の貴
重な学びの場となった。

文化資産巡り
（バスウォーキング）

12月3日 1回 趣味教養 成人 31人

【内容】
松代焼陶芸体験、善光寺御戒壇巡り

【ねらい】
松代焼陶芸体験や善光寺の見学を通
じて、県内の文化資源への関心を高
める。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
視察先との調整

【共催団体等】
福祉ひろば

【評価と反省】
地域固有の文化資源に触れ、歴史的・
芸術的価値に対する関心を深めること
ができた。

【今後の方針】
文化資源への理解と関心を高めるため
の企画を進める。

しめ縄・正月飾りづく
り

12月14日 1回 地域文化 成人 10人

【内容】
しめ縄・正月飾りづくり体験

【ねらい】
・文化の維持・向上を図る。
・講座を通じ、地域住民や家族での
参加を促し、世代を超えた交流と伝
統の級友を目指す。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
講師との調整

【共催団体等】
福祉ひろば

【評価と反省】
多くの参加者から「自分で作る楽しさ
が実感できた」との評価が寄せられ
た。
講師の丁寧な説明により、初心者にも
分かりやすく、雰囲気も和やかであっ
た。

【今後の方針】
各作業工程に十分な時間を確保し、段
階的な指導を取り入れて実施したい。

267



令和６年度　事業報告

今井公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

中華料理教室
（人権啓発推進事業）

1月14日 1回 人権平和 成人 12人

【内容】
中国出身で市内在住の講師から、そ
の国の伝統、家庭料理などの作り方
を教わる。

【ねらい】
異国の料理を学びながら、多文化共
生の理解を深める。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
講師との調整

【共催団体等】
今井地区人権啓発推進協議会
多文化共生プラザ

【評価と反省】
同じアジア圏である中国の伝統的な食
文化を学べた。参加者からとても好評
だった。

【今後の方針】
今後も文化、習慣の違いを学ぶ機会を
設け、多文化共生を目指したい。

公民館居酒屋

1月31日 1回 福祉健康 成人 24人

【内容】
お酒やおつまみを地区の有志の方に
用意していただき、交流する。

【ねらい】
気軽に公民館に足を運んでもらう
きっかけづくりをする。
地区住民の交流の機会を設ける。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知

【共催団体等】
なし

【評価と反省】
楽しく交流できる場となった。

【今後の方針】
有志が主導となってくれているが、参
加者が固定化しないように、開催して
いきたい。

親子コンサート

2月5日 1回 子育て 青少年 50人

【内容】
未就園児対象にコンサートを開催
出演：松本マザーズアンサンブル
　　　あっぷる

【ねらい】
ともに楽しむ経験を提供し、親子間
のコミュニケーションを促進を目指
す。音楽に触れる機会を創出し、幼
少期から文化・芸術に対する興味関
心を育む。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
出演者との調整

【共催団体等】
今井福祉協議会子ども部会

【評価と反省】
コンサートを通じて、未就園児の感性
やリズム感、聴覚の発達を促すことが
できた。参加者の中から、新たに松本
マザーズアンサンブルあっぷるへの入
団希望があり、繋がりができた。

【今後の方針】
地区の子どもの数が減少傾向の中、未
就園児とその保護者の貴重な交流の場
でもあり、継続したい。保護者の方の
意見を取り入れ、事業を開催していき
たい。

文化系委員会合同視察

3月4日 1回 地域文化 成人 10人

【内容】
文化系委員会で岡谷蚕糸博物館、イ
ルフ童画館、諏訪北澤美術館等を視
察する。

【ねらい】
他市の文化施設を学び、今井地区の
文化振興に寄与する。

【準備過程】
参加者募集
視察先との調整

【共催団体等】
館報編集委員会
文化委員会
図書視聴覚委員会

【評価と反省】
委員に視察先の希望を提案してもらっ
た。視察先では、ガイドによる説明を
お願いし、教養を深めることができ
た。委員同士の交流を深めることがで
きた。

【今後の方針】
委員から要望を踏まえ、視察先を選定
していきたい。
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今井っ子わくわく体験

3月19日 1回 子育て 青少年 40人

【内容】
core塩尻で今話題の電子機器を使っ
たｅスポーツ体験、平出遺跡で土器
づくり体験を行う。

【ねらい】
ｅスポーツは、目、耳、体を使って
脳の活性化を目指す。
子ども達に伝統文化への理解と継承
意識を高める。

【準備過程】
小学校へ周知
ボランティアの募集

【共催団体等】
今井福祉協議会子ども部会

【評価と反省】
人数が多かったため、２グループに分
かれて、ｅスポーツ、土器づくり体
験。ｅスポーツは適度に体を動かせ、
脳トレもできた。土器づくり体験で
は、個々の感性やアイディアを活かし
ながらオリジナルの土器を作ること
で、創造力や表現力の向上を促すこと
ができた。

【今後の方針】
今後も子どもの健やかな成長につなが
る事業を企画したい。

マレットゴルフ教室

4月～11月 12回 スポーツ 成人 106人

【内容】
鎖川親水公園マレットゴルフ場でマ
レットゴルフ教室を行う。
ルール、技術は参加者同士で教え合
う。

【ねらい】
高齢者同士の親睦・交流、仲間づく
り
健康増進、閉じこもり予防

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
飲料の準備

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会

【評価と反省】
雨天、熱中症対策として６月の１回、
８月の２回を中止としたが、それ以外
は開催できた。

【今後の方針】
高齢者の健康増進のため、今後も参加
促進を図りたい。

小学校米作り
（ＣＳ事業）

5月～10月 5回 地域文化 青少年 100人

【内容】
道の駅今井恵みの里に講師を依頼
し、今井小学校５年生が米作りを体
験する。

【ねらい】
児童と地域の方が交流する貴重な機
会とする。

【準備過程】
小学校・道の駅との連絡

【共催団体等】
道の駅今井恵みの里
今井小学校

【評価と反省】
田植え、稲刈り等を行い、今井地区の
特色である農業に親しんでもらった。

【今後の方針】
今後も引き続き実施したい。

○

親子すくすく教室

5月～3月 9回 子育て 家庭教育 180人

【内容】
未就園児の子どもと保護者を対象
に、健康運動指導士に講師を依頼
し、親子体操等のレクレーションを
行う。

【ねらい】
子どもの健やかな成長を促すため、
親子で楽しく体を動かせる親子体操
を学ぶ。
子ども・親同士の交流を深める。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集

【共催団体等】
りんごサークル
（子育てサークル）

【評価と反省】
ねらいのとおり事業を実施できた。

【今後の方針】
地区の子どもの数が減少傾向の中、未
就園児とその保護者の貴重な交流の場
でもあり、継続したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

卓球教室

6月～10月 21回 スポーツ 成人 209人

【内容】
卓球教室を開催し、参加者同士で技
術を高めあう。

【ねらい】
住民同士の親睦・交流
市民体育大会への参加を目標とす
る。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
開催時の飲料の準備
講師との調整

【共催団体等】
今井地区スポーツ協会
今井卓球クラブ

【評価と反省】
今井卓球クラブの協力もあり、開催で
きた。講師からの指導によって、参加
者のモチベーションや技術が向上し
た。

【今後の方針】
今後も引き続き実施し、幅広い年代に
周知したい。

小学校クラブ活動支援
（ＣＳ事業）

6月～10月 4回 子育て 青少年 277人

【内容】
児童たちがクラブ活動としてやって
みたいことを地域の方々に支援して
いただく。

【ねらい】
児童と地域の住民が交流する貴重な
機会とする。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、支援者
を募集
小学校・支援者との調整

【共催団体等】
今井小学校

【評価と反省】
バスケット、ジャンプロープ、将棋、
昔の遊び、ペーパークラフト、ものづ
くり、イラスト全てのクラブに支援者
を依頼できた。

【今後の方針】
学校と連携し、児童の希望に沿ったク
ラブ活動支援に協力できる方を募集し
たい。

○

こだわりのそば打ち講
座（日曜開催）

1月～3月 4回 地域文化 成人 36人

【内容】
地区のそば打ち名人から、そば打ち
の技術を学ぶ。（日曜）

【ねらい】
今井地区の文化であるそば打ちを継
承していく。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
講師との調整

【評価と反省】
地区外からも参加してもらえた。

【今後の方針】
来年度も継続して行いたい。

夏休み・春休みは公民
館で勉強しよう 7月末

～8月末

3月中旬
～4月初旬

2回 その他 青少年 19人

【内容】
長期休み期間中に公民館の会議室を
学習室として開放し、自由に勉強で
きる場を提供する。

【ねらい】
子ども達の居場所づくり

【準備過程】
公民館ニュースにて周知
学校へチラシの配布依頼

【共催団体等】
今井小学校
鉢盛中学校

【評価と反省】
ねらいのとおり事業が実施できた。

【今後の方針】
継続して開催したい。

郷土の先人から学ぶ近
代史

通年 12回 地域文化 成人 133人

【内容】
文化委員達が講師を務め、近代史を
学ぶ。

【ねらい】
近代史を学び、今井地区の文化振興
に寄与する。

【準備過程】
公民館ニュースにて周知、参加者
を募集
講師との調整

【共催団体等】
文化委員会

【評価と反省】
参加者は積極的に意見・質問を行い、
意欲的に学べた。講座を周知するた
め、市民タイムスへ掲載を依頼した。

【今後の方針】
来年度は「郷土の先人から学ぶ近代
史」を開催予定（文化委員会主催では
なく、公民館主催）
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

今井地区文化財委員会

通年 10回 地域文化 成人 84人

【内容】
地区内の文化財の案内板建替、設置
作業
地区内の歴史に関する学習会
文化財ニュース（会報）の発行
文化財活用事業の実施

【ねらい】
今井地区の歴史文化の伝承者の人材
育成
地区内の文化財の保存、活用

【準備過程】
毎月の会議開催通知

【共催団体等】
今井ふるさと歌留多の会
松本市文化財課

【評価と反省】
全１２回を予定していたが、熱中症防
止のため８月、体調不良者が多かった
ため１月は休会とした。委員同士が親
睦、交流しながら地区内の文化財の案
内板建替を行うことができた。

【今後の方針】
老朽化した案内板の立替えを継続した
い。学習会など文化財活用事業を行っ
ていきたい。

運営委員会

4月24日
3月26日

2回
公民館委員会・
各種会議等

成人 35人

【内容】
公民館事業計画、事業報告、予算、
決算の審議

【準備過程】
会議通知
資料作成事務
公民館ニュースでの委員募集

【共催団体等】
館報編集委員会
図書視聴覚委員会
文化委員会
体育委員会

【評価と反省】
コロナ禍で前年まで書面会議としてい
たが、対面での開催ができた。

【今後の方針】
引き続き開催したい。

館報編集委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 74人

【内容】
隔月発行の館報いまい版の取材、編
集
文化祭での展示

【準備過程】
資料作成事務
公民館ニュースでの委員募集

【評価と反省】
委員がアイディアを出しあい、工夫し
ながら紙面構成をした。文化祭では、
コーヒーの販売を行った。

【今後の方針】
人材を確保しながら、引き続き積極的
な委員会活動を促していきたい。

体育委員会

通年 4回
公民館委員会・
各種会議等

成人 24人

【内容】
スポーツ事業の企画運営
文化祭での出店
スポーツ協会ニュース発行

【準備過程】
会議通知
資料作成事務
公民館ニュースでの委員募集

【評価と反省】
委員がアイディアを出しあい、工夫し
ながら、支部対抗球技大会・スポーツ
健康フェスティバルを行うことができ
た。文化祭では、焼きそばの出店をし
た。スポーツを語る会・新春ボウリン
グ大会・ボッチャ交流会等を開催し
た。

【今後の方針】
人材を確保しながら、引き続き積極的
な委員会活動を促していきたい。
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文化委員会

通年 12回
公民館委員会・
各種会議等

成人 15人

【内容】
文化祭での展示
講座「郷土の先人から学ぶ近代史」
の開催

【準備過程】
会議連絡
資料作成事務
公民館ニュースでの委員募集

【評価と反省】
文化祭では、聖徳記念絵画館の壁画を
展示した。文化祭での展示は、今年度
で終了とする。

【今後の方針】
来年度は専門委員を設けず、町内公民
館長が文化委員を兼ねるようにする。

図書視聴覚委員会

通年 3回
公民館委員会・
各種会議等

成人 21人

【内容】
図書入替（年２回）
子ども向けイベントの開催
今井ドンパン夏祭りでの放送
文化祭でのステージ発表司会・おす
すめ図書の展示

【準備過程】
会議連絡
資料作成事務
公民館ニュースでの委員募集

【評価と反省】
図書入替は協力して行った。子ども向
けにストーンアート・スイカ割りを企
画し、多くの子ども達に楽しんでもら
えた。今井ドンパン夏祭りや文化祭で
放送等を行った。

【今後の方針】
ストーンアート・スイカ割りは好評
だったため、来年度も実施したい。人
材を確保しながら、引き続き積極的な
委員会活動を促していきたい。

公民館ニュース発行

通年 12回 その他 成人 全戸

【内容】
毎月の市広報誌の配布に合わせ、全
戸に公民館事業等を周知

【ねらい】
公民館事業の周知、募集

【準備過程】
編集、印刷

【評価と反省】
紙面内容を工夫しながら発行すること
ができた。ＨＰへの掲載も行った。

【今後の方針】
多くの方に周知できるように、紙面を
工夫する。
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令和６年度　事業報告の概要

内田公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 2 1 0 3 3 2 3 1 3 4 1 1 2 4

延べ
参加人数

37 50 0 115 99 33 96 50 327 685 467 350 364 1332

【方針・地域課題】
・学習講座には、地域で活躍する人材の育成や学習したことを実生活に活かせるような内容を取り
入れる。

・関係部局、関係団体と連携し地域の資源を活用した学習活動を実施する。

・公民館活動へのＩＣＴ導入

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員
会

・各種会議
等

ＣＳ

・昨年度に引き続き、子ども防災合宿、ササラ
まつり、東南ブロック球技大会、内田地区大運
動会を実施した。景品や種目の変更などの微調
整を行いながら、参加した人が楽しめるものを
目指した。

・明善中学校のＣＳ事業では日頃の感謝を込め
て開催した音の花束開催した。本年度は、長野
県警察音楽隊を呼び、生徒たちへ本物の音楽に
触れてもらうことができた。また、交通、闇バ
イト、ＳＮＳの危険性についても講演してもら
い、理解を深めることができた。

・新規事業を二つ行なった。
ｅスポーツ交流会については、インスタグラ
ム、児童センター、育成会等を利用したが人が
集まらなかった。来年度は日取りを変えるなど
別の方法を検討したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

「地球の宝石箱」見
学・体験と「たつの
パーク

4月19日 1回 環境 成人 25人

【事業内容】
地球の宝石箱で地学について学び、
その後、たつのパークの周辺を散策
した。

【ねらい】
自然環境への理解を深めるととも
に、住民同士の交流を促進すること
により町会や公民館活動の活性化を
図る。

【準備過程】
公民館役員とひろば職員と内容の
検討を行い、公民館だよりで周知

【評価と反省】
自然環境への理解、住民同士の仲をよ
り深めることができた。

【今後の方針】
単なるサービスに終わらないよう、毎
年手法を検討していきたい。

内田スポーツＤａｙ

5月12日 1回 スポーツ 家庭教育 31人

【事業内容】
クイズラリー、ニュースポーツの体
験

【ねらい】
スポーツを通じて地域住民の交流を
図る。

【準備過程】
体協役員と内容の検討を行い、公
民館だよりで周知

【共催団体等】
内田地区体育協会

【評価と反省】
スポーツを通じて交流を深めることが
できた。

【今後の方針】
内容と手法を検討し、参加者を増やし
たい。

みんなでボッチャ

5月15日 1回 スポーツ 成人 39人

【事業内容】
ふれあい健康教室と合わせて地区に
ボッチャを参加者で行う。

【ねらい】
球技大会に向けてボッチャを地区に
向けて周知徹底を図る。

【準備過程】
公民館役員とひろば職員と内容の
検討を行い、公民館だよりで周知

【評価と反省】
参加者はボッチャを楽しみ、競技を理
解することができた。しかし、参加者
がふれあい健康教室に参加するメン
バーしかおらず、公民館側からの新た
な参加者がいなかった。

【今後の方針】
球技大会への参加ハードルを下げるた
め、定期的に行なっていきたい。

街めぐりウォーキング

6月16日 1回 趣味教養 成人 11人

【事業内容】
路線バスで市街地まで出掛け、松本
城を見学し、市街地を歩いて巡る。

【ねらい】
１日１往復の内田線を利用すること
で、地域の交通について考えるきっ
かけとする。

【準備過程】
公民館役員と内容の検討を行い、
公民館だよりで周知

【評価と反省】
普段市街地へ出掛けない方の参加があ
り、評判も良かった。地域交通を考え
るきっかけにもなった。男性の参加者
がいた。

【今後の方針】
内容次第では、男性の参加も見込める
ため見学場所を検討したい。

ホタル学習と観察会

6月21日 1回 環境 家庭教育 39人

【事業内容】
信州大学教授を講師にホタルと環境
について学習した後、地区内を流れ
る塩沢川でホタルを観察

【ねらい】
ホタルを切り口に自然環境を考える
機会とする。

【準備過程】
講師と内容の検討を行い、公民館
だよりで周知

【共催団体等】
松原地区公民館、松本ホタル学
会、内田児童館

【評価と反省】
ホタルを通して自然環境を考える良い
きっかけとなった。

【今後の方針】
子どもの参加が多く、参加者の評判も
良いので継続したい。また、夜の散歩
自体を楽しんでいる参加者も多かった
ので、今後の講座の参考にしたい。

274



令和６年度　事業報告

内田公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

内田親睦ゴルフコンペ

6月25日 1回 スポーツ 成人 26人

【事業内容】
個人対抗による親睦ゴルフ大会。会
場は地区内の松本カントリークラブ

【ねらい】
スポーツを通じて地域住民の交流を
図る。新規の参加者の発掘

【準備過程】
町会連合会役員と内容の検討を行
い、公民館だよりで周知

【共催団体等】
内田地区町会連合会

【評価と反省】
ゴルフを通じて交流を深めることがで
きた。また、普段あまり公民館事業に
参加しない方の参加もあった。

【今後の方針】
住民の交流を深める機会となっている
ため、継続して実施したい。

内田地区球技大会

7月9日 1回
地域事業
（体育）

成人 172人

【事業内容】
町会対抗による軟式野球、ゲート
ボール、ソフトバレー、ボッチャの
大会

【ねらい】
スポーツを通じて地域住民の交流を
図る。

【準備過程】
実行委員会（町内公民館長、主
事、町会長、体協役員等）で内容
の検討を行い、公民館だよりで周
知

【共催団体等】
内田地区体育協会

【評価と反省】
軟式野球、ソフトバレー、ゲートボー
ルを参加希望町会対抗で実施。大変盛
り上がり住民の交流が深まった。昨年
度から追加したボッチャも盛況だっ
た。子どもや高齢者も選手として出場
できた。

【今後の方針】
子ども、高齢者もスポーツに参加する
貴重な機会となっているため継続した
い。また、ボッチャについては来年度
に向けて要項を検討していく。

子ども防災合宿

7月26日
7月27日

1回 防災 家庭教育 50人

【事業内容】
非常食作り、防災について、避難所
生活と避難所の学習、防災クイズ、
ダンボールベッド組立体験

【ねらい】
子ども達や実行委員の大人が防災に
ついて考えるきっかけとする。

【準備過程】
実行委員会役員（町内公民館長、
町会長、子ども会育成会役員、民
生・児童委員等）で内容の検討を
行い、公民館だよりで周知

【共催団体等】
南部保健センター

【評価と反省】
今年度は、大鍋を使い一度にハイゼッ
クス料理を作った。子ども達はもちろ
ん、町会長達も初めての経験となった
ので良かった。

【今後の方針】
子どもと地区の役員が防災について考
える機会となっているため継続した
い。

水生昆虫観察会

8月1日 1回 環境 家庭教育 35人

【事業内容】
信州大学の先生を講師に水辺環境に
ついて学習した後、地区内を流れる
塩沢川で水生昆虫を採取し公民館で
観察

【ねらい】
水生昆虫の採取を通して自然環境を
考える機会とする。

【準備過程】
講師と内容の検討を行い、公民館
だよりで周知

【共催団体等】
松本ホタル学会、明善児童セン
ター

【評価と反省】
水生生物採取を通して自然環境を考え
るきっかけとなった。講師との質疑応
答の中で子どもの考える力を養えた。

【今後の方針】
今後も連携して実施したい。
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内田ササラまつり

8月14日 1回
地域事業

（その他）
家庭教育 350人

【事業内容】
子ども向けのイベント、打ち上げ花
火、屋台、参加者によるササラ踊り
など。

【ねらい】
地域の伝統文化であるササラ踊りの
継承と子どもから高齢者まで楽しめ
る行事として実施

【準備過程】
実行委員会（公民館役員、町会
長、子ども会育成会役員、等）で
内容の検討を行い、公民館だより
で周知

【評価と反省】
公民館委員が主体的に運営することが
できている。今年はお祭り中、音楽を
流すなどの試みをしたが、雨の影響で
効果がわからなかった。

【今後の方針】
ササラ踊りの継承と地域の交流の場と
して定着していることから継続して実
施したい。

○

第47回東南ブロック球
技大会

8月27日 1回
地域事業
（体育）

成人 35人

【事業内容】
バレー、バトミントン、卓球、ソフ
トバレー、マレットゴルフ、軟式野
球の６種目による６地区対抗競技

【ねらい】
他地区住民との親睦を目的とするも
の

【主管】
東南ブロック球技大会実行委員会

【準備過程】
実行委員会で企画、準備、実施

【評価と反省】
各地区の交流の場として実施できてい
る。運営面での人員不足等課題がある
ため、各地区協力をしていきたい。

【今後の方針】
東南ブロックでの主催となる数少ない
体育行事として他地区との交流の推進
を図る。

第60回内田地区大運動
会

9月10日 1回
地域事業
（体育）

その他 447人

【事業内容】
町会対抗によるリレーや、自由参加
の個人競技など。

【ねらい】
地区住民が一堂に会し、伝統にも
なっている競技を通じて、子どもか
ら高齢者まで参加できる行事として
開催

【準備過程】
実行委員会役員（公民館役員、町
会長、子ども会育成会役員、健康
づくり推進員等）と実施の可否を
検討し、中止を決定

【評価と反省】
好天に恵まれ、全ての競技を事故なく
終えることができた。子どもから高齢
者まで幅広い世代の参加があった。

【今後の方針】
子どもから高齢者まで参加できる貴重
な機会となっているため継続したい。
暑い時期の開催のため、熱中症対策に
気を配りたい。

○

第47回内田地区文化
祭・第26回内田地区福
祉ひろばまつり

11月3日 1回
地域事業
（文化）

その他 467人

【事業内容】
サークルによるステージ発表や個人
作品などの展示、豚汁・おにぎりの
提供、くじびき、農産物の直売

【ねらい】
子どもから高齢者まで楽しむことが
できる行事として開催

【準備過程】
実行委員会（公民館役員、町会
長、子ども会育成会役員、等）で
内容を検討。プログラムを作成し
て周知

【共催団体等】
内田地区福祉ひろば、実行委員会

【評価と反省】
４年ぶりの豚汁・おにぎりの提供がで
き、飲食を通した交流ができた。個人
作品の展示が減少傾向にある。作品が
増えるような手法を検討したい。

【今後の方針】
文化・芸術活動の貴重な発表の機会と
なっており、また、子どもから高齢者
まで参加する機会にもなっているため
継続したい。

○
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文化芸術視察研修

11月3日 1回 趣味教養 成人 22人

【事業内容】
山梨県立美術館と桔梗屋を見学

【ねらい】
落穂ひろいなど、本物を見る機会を
通して美術への関心を高める。
また、桔梗屋を見学し、企業として
の工夫を学ぶことを狙いとした。

【準備過程】
公民館役員と内容の検討を行い、
公民館だよりで周知

【評価と反省】
地区に通ずる歴史の学習と優れた作品
の鑑賞で得る感動を共有することで、
住民同士の交流を深めることができ
た。

【今後の方針】
芸術作品に触れることができる貴重な
機会であることから今後も継続した
い。

音の花束コンサート

11月28日 1回 その他 青少年 300人

【事業内容】
明善中学校の体育館にプロの演奏者
を招いてのコンサート。今年度は警
察音楽隊を呼んだ。

【ねらい】
生徒の地区行事等への参加のお礼と
して開催。公民館活動について、生
徒の理解を深める。【趣味教養、地
域文化】

【準備過程】
公民館と中学校が連携して準備を
進めた。

【共催団体等】
寿台公民館、松原地区公民館

【評価と反省】
普段触れる機会の少ないプロの演奏を
聴ける貴重な機会となった。中学生の
公民館に対する認識を広げることがで
きた。

【今後の方針】
ＣＳ運営委員会に中山公民館も出席し
ていることから、同館を加えての開催
を検討したい。

しめ縄・ふかし饅頭づ
くり

12月7日 1回 地域文化 家庭教育 13人

【事業内容】
しめ縄づくりとふかし饅頭の調理

【ねらい】
地区在住の講師から作り方を教わり
ながら世代間交流を図るとともに、
伝統文化を学ぶ。

【準備過程】
講師と内容の検討を行い、公民館
だよりで周知

【共催団体等】
子ども会育成会

【評価】
地区在住の講師ということもあり、世
代間交流をより深めるとともに伝統文
化に対する理解を深めることができ
た。子ども会育成会のクリスマス会と
同日で開催したこともあり、育成会役
員の協力を得られた。昨年度は、人数
が多くなりすぎたので、今年度は児童
センターには協力を仰がなかった。

【今後の方針】
今年度同様、子ども会育成会と連携し
て実施したい。

ｅスポーツ大会

12月25日 1回 その他 その他 6人

【事業内容】
・ｅスポーツ交流会として、ぷよテ
ト２を参加者でプレイしてもらっ
た。

【ねらい】
・内田へ帰省した孫や子どもと遊べ
るようにまずは、入門として触れて
もらう。
・世代にかかわらず交流できるよう
にする。

【準備過程】
ゲーム会社と調整を行い、公民館
だよりで周知

【共催団体等】
子ども会育成会

【評価】
馴染みがないこともあり、参加者が少
なかった。しかし、参加者は楽しそう
にしていたことから、来年は日程を変
えながら、行いたい。

【今後の方針】
まずは、子どもを対象に絞って来年度
の様子を見たい。
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人権啓発講座

1月20日 1回 人権平和 成人 16人

【事業内容】
社協から講師を招き、視覚障害の方
の体験をした。

【ねらい】
視覚障がいのある方への理解を体感
し、地域にあるろう学校への関心を
高める。

【準備過程】
講師と内容の検討を行い、公民館
だよりで周知

【共催団体等】
内田地区人権啓発推進連絡協議会

【評価と反省】
ジェスチャーゲームで声を出せないも
どかしさを体験し、他者への理解促進
につなげることができた。

【今後の方針】
人権について考える貴重な機会である
ことから継続して実施したい。

明善小学校３年生ササ
ラ踊り学習講座

1月24日 1回 地域文化 家庭教育 68人

【事業内容】
市の重要無形民俗文化財である「内
田のササラ踊り」の学習及び体験

【ねらい】
子どもの頃からササラ踊りに親しむ
ことで伝統文化の継承を図る。

【準備過程】
学校から要請があり、授業の中で
実施

【共催団体等】
ササラ踊り保存会

【評価と反省】
地区内の子どもだけでなく、他地区の
子どもにもササラ踊りを知ってもらう
機会となった。

【今後の方針】
ササラ踊りに親しむ貴重な機会となっ
ているため、学校と連携して実施した
い。

○

ニュースポーツ体験会

1月26日 1回
地域事業
（体育）

家庭教育 31人

【内容】
ボッチャ、モルックの体験

【ねらい】
ニュースポーツを通して冬場の運動
不足解消と世代間交流を図る。

【準備過程】
体協役員と内容の検討を行い、公
民館だよりで周知

【共催団体等】
内田地区体育協会

【評価と反省】
子どもから高齢者まで一緒に楽しみ、
世代間交流が深まった。
また、今年度購入したボッチャコート
のおかげで、コート作りの手間が省
け、負担軽減につながった。

【今後の方針】
体育館から公民館に会場を移し、参加
者が増加したため、冬場は公民館で実
施したい。

人権啓発視察研修

2月19日 1回 人権平和 成人 21人

【事業内容】
盲導犬里富士ハーネスの視察

【ねらい】
人権尊重の理念に関する理解と普
及・高揚を図るとともに、住民同士
の交流を深めることにより町会や公
民館活動の活性化を図るもの。

【準備過程】
公民館役員と内容の検討を行い、
公民館だよりで周知

【共催団体等】
内田地区人権啓発推進連絡協議会

【評価と反省】
盲導犬について説明を受け理解を共有
することで、住民同士の交流を深める
ことができた。

【今後の方針】
人権について考える貴重な機会である
ことから継続して実施したい。
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内田地区ウォーキング

3月1日 1回 地域文化 その他 34人

【事業内容】
地区内の神社仏閣や旧跡などを歩い
て巡る。内田かるたも使用

【ねらい】
内田かるたの活用、地区の文化財等
への理解を深めるとともに、健康づ
くりを通して住民同士の親睦を深め
る。

【準備過程】
福祉ひろば、馬場家住宅と内容の
検討を行い、公民館だよりで周
知。内田児童館へチラシの配布を
依頼。また、今年度は、塩尻市の
片丘公民館にも宣伝をかけた。

【共催団体等】
内田地区福祉ひろば、馬場家住
宅、明善児童センター

【評価と反省】
講師の解説から昔を振り返り、住民同
士の親睦を深めることができた。
ウォーキングで健康づくりにつながっ
た。多世代交流の機会となった。ま
た、片丘地区からもたくさんの参加者
が訪れ盛況となった。

【今後の方針】
内田かるたの活用のため来年度も実施
したい。片丘地区とは今後も交流を続
けていきたい。

自習室開放

7月29日
～8月16日
3月21日

～4月 3日

20回 その他 青少年 27人

【事業内容】
夏休み・冬休み期間に公民館の会議
室を自習室として開放し、地区の住
民が勉強できる場を提供

【ねらい】
市民への学習場所の提供、公民館へ
の来館機会の増進を図る。

【準備過程】
公民館だよりを全戸配布、小中学
校で配布し周知

【評価と反省】
学区外の学校へ通学している地区児童
の利用があり、公民館利用の機会を創
出できた。
利用者同士の交流の場にもなってい
る。

【今後の方針】
利用があるため今後も継続したい。春
休み中の開放も検討したい。

健康づくり講座「ＰＰ
Ｋスクール」

12月～3月 3回 福祉健康 成人 50人

【事業内容】
理学療法士による健康に関するミニ
講座と筋トレと有酸素運動を組み合
わせた運動の実施。介護施設の方か
らリビングウィルの講座ともしバナ
ゲームの実施

【ねらい】
介護予防の啓発と運動習慣のきっか
けづくり。

【準備過程】
講師、共催団体と内容の検討を行
い、公民館だよりで周知

【共催団体等】
南東部地域包括支援センター、地
区生活支援員、介護事業所、整骨
院

【評価と反省】
介護予防の知識を深めるとともに運動
習慣のきっかけとすることができた。
参加者が運動を習慣化できるよう健康
ビンゴを作成、配布した。第４回目で
ビンゴ達成者を表彰し、健康習慣が継
続された。

【今後の方針】
引き続き、専門職の講師を招いて実施
したい。

公民館委員会・各種地
区事業実行委員会

通年 26回
公民館委員会・
各種会議等

成人 320人

【事業内容】
公民館事業、地区事業の企画運営

【ねらい】
公民館事業、地区事業を効果的に行
う。

【準備過程】
年度の始め、事業の前後等に随時
開催

【評価と反省】
各委員会、実行委員会で事業の企画運
営が行われ、効果的な活動を行うこと
ができた。

【今後の方針】
住民主体で事業が行われるよう、継続
して支援したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

公民館報「はちぶせ」

通年 7回
公民館委員会・
各種会議等

成人 44人

【事業内容】
公民館事業や地区・町会行事等の記
録、地区の出来事や課題等の記録

【ねらい】
公民館事業や地区のでき事、課題等
の周知

【準備過程】
館報編集委員会において、記事の
検討、推敲

【評価と反省】
公民館事業や地区事業等を住民の視点
で記録することができた。一度も行事
に参加したことがない委員の行事参加
につながった。

【今後の方針】
事業の記録だけでなく、地区の事に興
味を持ってもらえる記事を掲載した
い。
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令和６年度　事業報告の概要

本郷公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 3 0 1 1 3 5 6 0 2 1 5 0 7 1

延べ
参加人数

96 0 66 5 37 76 99 0 44 0 1071 0 422 66

【方針・地域課題】
１　本郷地区松本市合併50周年を記念した各事業の推進
地区のあゆみを顕彰し、合併50年の歴史が地域住民同士の交流と連携をより活発なものにするよう
各種事業を展開した。文化委員会主催の文化祭における記念展示や記念パフォーマンスの開催、館
報編集委員による特集記事の展開、図書委員会による記念文化講演会等、各委員会の立場で事業を
実施した。

２　本郷地区ならではの体験の提供
山間部や農村部、観光地、住宅地など多彩な要素を持つ本郷地区が育んできた自然や文化の他、こ
の地区に住む多様な人材を活用し、本郷地区ならではの体験の提供を心掛けた。

３　住民による委員会活動の自主的な運営
委員の意見や考えを重視し、地区公民館主導ではなく自主的な活動となるよう取り組んだ。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　合併50周年事業の推進
合併50周年というテーマを軸に、各委員会活動と
公民館講座を結びつけながら事業計画を組み立
て、実施した。一つのテーマをもとに多角的な事
業を行ったことで、単独の委員会活動ではなしえ
ない広がりのある取り組みが展開できたと感じて
いている。

２　本郷ならではの体験の提供
本郷に関連する内容の講演会・講座を多数実施し
たほか、ウォーキング講座事業に地域の文化財見
学を加える、料理教室の講師を公民館活動団体に
優先して依頼するなど、本郷地区の要素を随所に
加えることができた。

３　文化委員会では、合併50周年の文化祭が盛り
上がるものになるよう飲食ブースの出店やイベン
ト会場の変更など、積極的な提案がなされた。館
報編集委員会では、地区公民館から誌面案を示す
のではなく、各委員毎に扱う内容を決めるなど、
各委員会それぞれに工夫を加え事業を実施した。
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令和６年度　事業報告

本郷公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

図書委員会主催視察研
修（塩尻市えんぱーく
及び松本市立博物館）

5月24日 1回 趣味教養 成人 5人

【内容】
塩尻市えんぱーく及び松本市立博物
館の見学

【ねらい】
文化施設における図書事業を見学
し、地区の図書活動振興に生かす。

【共催団体等】
本郷公民館図書委員会

【評価と反省】
テーマや展示と関連した図書が配架さ
れており、興味を広げる工夫が見られ
た。後述の「松本城と世界遺産講座」
で本郷図書館と協力し、同様の手法で
事業を展開するなど視察内容を生かせ
た。

【今後の方針】
公民館と図書館が一緒の建物にあり事
業連携がしやすいため、視察を継続し
より効果的な事業展開を学んでいく。

人権啓発推進協議会講
演会
「知ることから始めよ
う、知ることから広げ
よう～見えない、見え
にくい殻の挑戦～」 6月26日 1回 人権平和 成人 29人

【内容】
松本盲学校の教諭を講師に招いた講
演会

【ねらい】
視覚に障がいがある方との接し方や
注意点を座学・体験から学ぶ。

【共催団体等】
本郷地区人権啓発推進協議会

【協力】
松本盲学校

【評価と反省】
聴講だけでなく手拭いで目を隠し、目
が見えない体験や手引きを行うなど、
体験から学ぶ機会を設けた。実際に体
験したことで理解が深まったとの感想
が聞かれた。

【今後の方針】
今後も体験を事業に組み込めるよう検
討していく。

親子でホタルを見よう

6月28日 1回 環境 青少年 20人

【内容】
浅間温泉内にあるホタル生育場所で
ホタルの観察会を行う。

【ねらい】
観察を通して、ホタルの生態やホタ
ルが生きる自然環境について学ぶ。

【共催団体等】
浅間温泉ホタルの里づくりの会

【評価と反省】
ホタルの雌雄に関わる資料や図書館書
籍の紹介を掲載した。

【今後の方針】
図書館との連携については、早めに
行っておくと講座の充実につながる。

美鈴湖親子ディスカバ
リー（アウトドアアク
ティビティ講座）

7月6日 1回 スポーツ 青少年 22人

【内容】
中学生以下を対象に本郷地区内の
オートキャンプ場で焚火起しとＳＵ
Ｐを体験

【ねらい】
健康づくり、地区住民の交流、本郷
地区内にある自然と触れることによ
る地域への親しみを育む。

【共催団体等】
本郷地区子ども会育成会、柳沢林
業

【評価と反省】
スタッフが充実しており、内容に富ん
だ体験会につながった。継続を希望す
る声も多く聞かれた。

【今後の方針】
身近な自然や運動施設を活用した体験
事業を検討する。
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令和６年度　事業報告

本郷公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

プラネタリウムと浮世
絵で科学体験

7月24日 1回 環境 青少年 10人

【内容】
８月23日に行う星空観察の事前学習
をプラネタリウムで行う。合わせて
教文センター職員による科学講座を
開催

【ねらい】
夏休みに入った子ども達に学びの機
会を提供する。

【共催団体等】
松本市教育文化センター

【評価と反省】
本物の浮世絵を使い、浮世絵に使われ
る技法や素材を顕微鏡などを使って考
察した。子ども達に観察など体験の機
会を提供できた一方、参加人数は少数
であった。

【今後の方針】
学校や地域に広報協力を仰ぐなど、周
知を強化する。

伝統的建造物群保存地
区視察

7月30日 1回
地域事業
（文化）

その他 28人

【内容】
南木曽町妻籠宿及び塩尻市奈良井宿
のバス視察

【ねらい】
文化財保護への関心の向上、地域資
源の再発見

【共催団体等】
本郷公民館文化委員会

【評価と反省】
それぞれの保存地区で行われている営
みを知り、地域文化財がいかに守ら
れ、活用されいるかを知ることができ
た。

【今後の方針】
バスでの視察機会が限られることか
ら、近隣の視察等別事業への転換を進
める。

美ヶ原トレッキング

8月6日 1回 スポーツ その他 8人

【内容】
美ヶ原（美しの丘～王ヶ頭）を歩
く。

【ねらい】
本郷地区ともゆかりが深い美ヶ原を
歩き、地域への理解を深めながら健
康増進を図る。

【共催団体等】
食と旅を愛する会（地元登山愛好
家団体）

【評価と反省】
景観が良く風景を楽しみながら歩けた
ため、本郷地区への愛着と自身の健康
増進が両立できた事業となった。バス
でないと台上まで上がれないことが課
題

【今後の方針】
市のバスによらない事業展開を検討

親子星空観察

8月23日 1回 環境 青少年 7人

【内容】
梓川ふるさと公園において星空観
察。肉眼の他、講師手配の望遠鏡を
用いて観察を行った。

【ねらい】
子どもの自然科学への関心を高め
る。

【共催団体等】
スターウォッチングクラブ北斗

【評価と反省】
天体の他、人工衛星や星雲（ガス）な
どを観察。夜空には星以外のものが多
く存在することを知り夜空を眺める楽
しさを提供できた。観察場所が本郷か
ら遠かったこともあり、参加者は少人
数であった。

【今後の方針】
本郷地区での観察会実施を検討する。
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令和６年度　事業報告

本郷公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

自然講座１　松本市立
博物館見学

8月28日 1回 趣味教養 成人 8人

【内容】
特別展「生物多様性と松本」および
常設展見学

【ねらい】
本郷地区の生物と松本市の温泉につ
いて学び、本郷地区の自然への関心
を高める。

【評価と反省】
学芸員やボランティアの案内を手配し
たことで、本郷地区周辺の自然環境に
ついて詳しく学ぶ機会を提供できた。
連続講座の第一回目という位置づけ
だったが、他に比べ参加者が伸び悩ん
だ。各講座との関連性を事前に示すこ
とができればよかった。

自然講座２　鷲鷹の渡
りと白骨温泉見学会

9月25日 1回 趣味教養 成人 17人

【内容】
奈川地区白樺峠と安曇地区白骨温泉
を見学し、生物と温泉について学
ぶ。

【ねらい】
自然講座１の内容をベースに、他地
域を見学することで、松本市や本郷
地区の自然に関する理解を深める。

【評価と反省】
事業の成否が天候に左右されたが、多
くの渡り鳥が見られた。また、白骨温
泉では、まち歩きだけでなく実際に入
浴するなど、本郷地区の生物や浅間温
泉との違いを知識と体験で感じる機会
を作ることができた。

浅間温泉と芸者文化６

10月22日 1回
地域事業
（文化）

成人 18人

【内容】
浅間温泉の旅館等で披露されていた
三味線・端唄の発表と地域在住の講
師による講演

【ねらい】
自塗んの住む地域に関する造詣を深
め、地域への愛着と関心を育む。

【共催団体等】
本郷公民館図書委員会

【評価と反省】
参加者から音楽を通してかつての浅間
温泉を思い出したという声が聞かれ、
地域への関心を高められた。

【今後の方針】
浅間温泉で活動されていた芸者の方が
体調不良により活動できなくなったた
め、今後も事業を継続するか検討が必
要

親子ニュースポーツ教
室

10月26日 中止
地域事業
（体育）

青少年 0人

【内容】
７種類ほどのニュースポーツを行う
体験会

【ねらい】
世代を問わず取り組めるスポーツを
通して、健康の増進と世代間交流を
図る。

【共催団体等】
本郷公民館体育委員会、本郷地区
スポーツ協会、本郷地区子ども育
成会

【評価と反省】
参加者不足により中止。事前周知不足
やタイトルから何を行う講座なのかわ
かりにくかったことが一因であると考
える。

【今後の方針】
共催団体との連携の他、周知媒体や周
知のタイミング、体験するスポーツの
数などを整理し、参加者増につなげ
る。
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令和６年度　事業報告

本郷公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

合併50周年　本郷地区
文化祭

11月 9日
11月10日

2回
地域事業
（文化）

その他 1,000人

【内容】
本郷公民館利用団体及び本郷地区活
動団体による展示・発表・出店な
ど。

【ねらい】
各団体活動成果の発表による地域住
民の交流と文化事業を促進する。

【準備過程】
文化委員会を核とし、文化祭検討
委員会・実行委員会をそれぞれ組
織。計５回の会議を行い、具体化
させた。

【共催団体等】
本郷公民館文化委員会

【評価と反省】
本郷地区松本市50周年という節目の年
であったため、地区のあゆみを振り返
る記念行事を開催。出展・出店数も増
やした結果、昨年以上に来館者が訪
れ、賑わいを作ることができた。

【今後の方針】
高齢化や共働き世帯の増加により、実
行委員の負担が大きくなっているた
め、人員動員方法など多くの点で工夫
が必要である。

人権啓発視察「松本盲
学校」

11月25日 1回 人権平和 成人 17人

【内容】
松本盲学校を訪問。教室などの施設
を見学したほか、教諭から説明を受
けた。

【ねらい】
視覚に障がいがある方への配慮や工
夫を学ぶ。

【共催団体等】
本郷地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
教諭による案内・講義を受けた。物を
廊下に置かない事や障がいの度合いに
応じた授業方法など、盲学校ならでは
工夫について知ることができた。

【今後の方針】
アンケートをとりながら、必要かつタ
イムリーな内容で実施する。

三九郎づくり講習会

12月1日 1回 地域文化 青少年 5人

【内容】
三九郎の柱の立て方を学ぶ。

【ねらい】
三九郎の由来を知り、子ども達主体
での立て方を学ぶことで、事業の継
承につなげる。

【共催団体等】
本郷地区子ども会育成会

【評価と反省】
三九郎の由来に関する資料を用意し、
後日学び直しができるようにした。参
加者が少なく、子ども主体で建てる内
容にすることができなかった。

【今後の方針】
公民館事業として担うべき役割につい
て整理する。本郷小学校児童の参加の
みとなっているため、他の小学校児童
も含めた講座としていく必要がある。

人権コンサート
大月裕夫氏ピアノリサ
イタル

12月7日 1回 人権平和 その他 50人

【内容】
視覚・聴覚に障がいがあるプロピア
ニストによるリサイタル

【ねらい】
演奏を通して人権や共生社会につい
て考える機会とする。

【共催団体等】
本郷地区人権啓発推進協議会

【評価と反省】
毎年演奏いただいていた団体と別の方
に依頼し、リサイタルを行った。音楽
の内容だけでなく、障がいについても
例年と違う視点で考える機会となっ
た。

【今後の方針】
会の活動方針をもと、招く講師につい
ても検討する。
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令和６年度　事業報告

本郷公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

親子そば打ち教室

12月14日 1回 その他 青少年 18人

【内容】
親子でそばづくりを体験。生地をこ
ねるところから始め、麺にして持ち
帰る。

【ねらい】
伝統食を作ることで食べ物への関心
を高めるとともに、親子のコミュニ
ケーション向上を図る。

【共催団体等】
本郷地区子ども会育成会、浅間そ
ば打ち倶楽部

【評価と反省】
定員いっぱいとなり、毎年人気を博し
ている。公民館活動団体から講師を招
いており、地域交流の場にもなった。
コロナ禍で食事を制限してきたが、次
年度以降、実際に食べるところまで進
めおいしいそばの茹で方など講座内容
を深める。

書き初め講座

1月8日 1回
地域事業
（文化）

青少年 10人

【内容】
書道講師を招いた書き初め指導。冬
休みの宿題や新聞社のコンクール出
展作を作る。

【ねらい】
伝統文化の継承、技術の向上のほ
か、子どもの学習支援につなげる。

【評価と反省】
本格的に書を習う子や宿題を仕上げる
子、初めて筆を握る子など、広い年齢
の子どもが集まる機会となった。実施
時期が３学期開始のギリギリになって
しまい、参加できない子もいたため参
加しやすい日程・方法を考えていく。

児童センター交流事業
ｅスポーツ＆ボッチャ

1月17日 1回 スポーツ 青少年 18人

【内容】
浅間児童センターで過ごす児童を招
き、体感型テレビゲームとボッチャ
で運動する。

【ねらい】
冬季の運動不足解消、協力や対決を
通したコミュニケーションの促進

【共催団体等】
浅間児童センター

【評価と反省】
比較的省スペースで行え、また公民館
の会議室で行える無いようであったた
め、参加しやすい環境を作ることがで
きた。

【今後の方針】
児童センターに限らず、地区児童を対
象とする事業を目指す。

公民館利用者説明会

2月14日 2回
公民館委員会・
各種会議等

その他 73人

【内容】
令和７年度利用希望者に向けた団体
登録方法の説明会及び利用者との意
見交換

【ねらい】
公民館利用における基本事項の共
有、公民館へのニーズの把握

【評価と反省】
午後・夜間の２回開催。いずれもＺＯ
ＯＭによるオンライン会議を併用し
た。オンラインでの参加者が全体の約
30％もあり、来館できない利用者から
好評である。引き続きオンラインとの
併用を進めていく。

合併50周年浅間温泉よ
もやま話12

2月18日 1回
地域事業
（文化）

成人 15人

【内容】
浅間温泉や本郷地区の歴史文化につ
いて、地元在住の講師を招き講演。
今回は、合併50周年を記念し、合併
後の50年間を軸に様々な話題を扱っ
た。

【ねらい】
地域への造詣を深め、愛着を育む。

【共催団体等】
本郷公民館図書委員会

【評価と反省】
講師の多方面にわたる話題と知識によ
り、浅間温泉を中心にかつての地域の
姿を知る機会となった。参加者から毎
回好評を得ており、引き続き開催した
い。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

あなたの知らない松本
城と世界遺産講座

2月21日
2月28日

2回 趣味教養 成人 15人

【内容】
松本城及び松本城の世界遺産登録に
向けた取り組みに関する講演会及び
現地見学会

【ねらい】
松本城と世界遺産をテーマに学びの
機会を提供し、松本城の良さや価
値・文化財の重要性について学ぶ。

【共催団体等】
・文化振興課
・「国宝松本城を世界遺産に」推
進実行委員会

【評価と反省】
公民館が運営・募集を担当し、文化振
興課等が講演内容を請け負ったためス
ムーズに事業を進めることができた。
本事業と合わせて本郷公民館に「松本
城と世界遺産」をテーマとした選書を
実施。他部所との連携による学習機会
の幅を広げることができた。

スノーシュー講座

3月1日 1回 スポーツ その他 6人

【内容】
奈川地区の野麦峠スキー場でスノー
シュー・輪かんじきの体験講座

【ねらい】
ウィンタースポーツによる冬季の健
康増進と共に、松本市が持つ地域資
源（自然・観光）への理解を高め
る。

【共催団体等】
本郷公民館体育委員会

【評価と反省】
比較的参加費が高額になったことや、
遠方での開催となったこともあり、参
加人数が伸び悩んだ。

【今後の方針】
西山地区の自然・魅力を満喫できる機
会となり、同様のものを本郷地区で開
催できないか検討を行う。

里山ウォーキング

3月15日 1回 スポーツ 成人 11人

【内容】
浅間温泉御射神社春宮から三才山御
社神社秋宮までを歩く。

【ねらい】
ウォーキングで体を動かし、春シー
ズンの運動開始のきっかけとする。
ウォーキングと史跡巡りを組み合わ
せ、健康増進と地域文化財への理解
を促す。

【共催団体等】
食と旅を愛する会（地元登山愛好
家団体）

【評価と反省】
例年ウォーキング主体としていた事業
に文化財巡りの要素を加えたことで、
本郷地区ならではの体験を提供するこ
とができた。

【今後の方針】
参加者の固定化による減数が課題だ
が、文化財巡りなど新しい要素を盛り
込むことで、新規参加を促していく。

みそ作り講座

3月22日 1回 その他 その他 26人

【内容】
大豆と麹・塩を用いた味噌作り。

【ねらい】
伝統食品を手作りすることで食への
関心を高める。

【共催団体等】
本郷地区女性３団体（ＪＡ本郷女
性部、農村女性協議会本郷、食
改）

【評価と反省】
講師には公民館で活動する団体を招
き、活動機会の創出につながった。手
動の機械を使った大豆つぶしや講師が
作ったみその試食など、みそ作りを通
して調理の楽しさや大変さに気づく機
会を作ることができた。

【今後の方針】
食育や健康講座に関わり事業の発展を
検討する。
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自然講座３　大塚勉氏
講演会・現地見学会

3月30日 1回 趣味教養 成人 31人

【内容】
信州大学名誉教授大塚勉氏を招いた
浅間温泉と地質に関する講演会

【ねらい】
浅間温泉を特徴付ける「温泉」を
テーマに、そのメカニズムを講演と
見学を通して学び、地域への理解を
深める。

【評価と反省】
聴講だけでなく、浅間温泉の地層見学
を講座に盛り込んだことで、浅間温泉
ならではの学習機会を提供することが
できた。また、３回の連続講座で、自
然と温泉を様々な視点から扱うことが
できた。

親睦マレットゴルフ大
会

 7月10日
 8月31日
11月19日

2回 スポーツ 成人 34人

【内容】
アルプス公園マレットゴルフ場にお
いて、個人戦形式の大会を開く。今
年は、第２回目が台風のため中止

【ねらい】
スポーツ事業を通した地域住民の健
康増進と親睦を図る。

【共催団体等】
本郷公民館体育委員会

【評価と反省】
愛好家内では認知度が高く、毎回一定
の参加者が交流と運動を楽しんでい
る。一方で参加者が固定化（特に高齢
者）している。

【今後の方針】
休日開催や若年層が参加しやすい大会
運営を検討し、多世代交流の場とす
る。

コミュニティスクール
事業

通年 1回 子育て 青少年 66人

【内容】
地域全体で子どもを育てることを目
的に地元住民によるクラブ活動指
導、授業指導、読み聞かせボラン
ティア、緑化事業ボランティア、学
校登山サポートを行った。

【共催団体等】
地元ボランティアなど

【評価と反省】
子どもへの学習内容は、学校主体で決
まっている部分があるため、地域とし
ての意見を反映させていく。

○

町内公民館長会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 100人

【内容】
各町会の公民館行事の共有を行い、
親睦と結束の向上、事業協力を図
る。全員が文化祭実行委員となり、
文化祭運営を担う。

【評価と反省】
町会を越えて交流を持ち、自分の公民
館活動の参考としている町会がある。
一方で、新任館長のなかでどのように
事業を進めてよいかわからないという
声があるなど、館長間での交流に差が
あり、フォロー方法が課題になってい
る。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 78人

【内容】
公民館報の作成に向けた取材・原稿
作成・編集を行う。

【評価と反省】
地区行事だけでなく、地域の交通事情
に関する記事など、自身の関心事項や
課題意識を出発点にした内容が見られ
た。記事内容の多様化を進められるよ
う計画していく。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 25人

【内容】
各種体育行事の企画・運営。地域住
民の健康増進と交流の促進を図る。

【評価と反省】
参加者不足による中止や変更を余儀な
くされた事業が見られた。様々な周知
の方法を活用し、募集を促していく。
実施事業について委員の希望を反映で
きる仕組みを作り、自主的な運営を推
進する。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 97人

【内容】
文化施設視察、文化祭の企画・運営
などを行い、地区の文化向上と住民
の交流・親睦を図る。

【評価と反省】
バスを使った視察研修の機会が限られ
ることから、運営方法の変更もしくは
公用バスによらない視察方法の検討が
必要。文化祭は、合併50周年を記念し
盛大に開催できた。引き続き訪れたく
なる文化祭を企画していく。

図書委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 33人

【内容】
年４回の図書だより発行による読書
の啓蒙と本郷図書館の活動協力。地
域文化伝承をめざした年２回の講演
会開催

【評価と反省】
事業計画に沿って、自主的に会を運営
している。令和７年度は、構成員の変
更があり少人数での運営となるため、
必要に応じて事業の見直しを行ってい
く。

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 16人

【内容】
本郷公民館の事業計画、予算案、決
算報告などについて協議し、本郷公
民館の活動方針について審議する。

【評価と反省】
各委員長の他、町会や学校の代表が集
まる機会である。様々な立場から意見
を募ることができる貴重な機会である
ので、率直に課題や要望が出るよう運
営方法を検討していく。
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令和６年度　事業報告の概要

四賀公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 4 1 0 2 1 9 6 2 5 9 6 2 8 21

延べ
参加人数

83 18 0 15 80 183 239 145 384 737 3456 5540 495 4620

【方針・地域課題】
○感染防止には十分気を付けながら、コロナ以前と同じように事業を開催し、地域コミュニティー
の推進を図る。

〇昨年度まで行ったことのない事業を企画・実施し、地域住民に新たな体験の機会を提供する。

○ＣＳ事業については、四賀小学校、会田中学校と地域住民とのパイプ役として、相互の交流とな
るようなコミュニティスクール事業の展開、課題の共有、解決策の模索を行う。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

○計画した事業を予定どおりに開催でき、住民の
交流を行えた。

〇今年度新たに企画した複数の事業（グラウンド
ゴルフ・防災デイキャンプ・ｅスポーツ等）にも
多くの住民が参加いただき、直接「またやってほ
しい。」等の高評価をいただいた。
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四賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

公共交通機関を利用し
て大手公民館で交流会

4月19日 1回 その他 成人 13人

【内容】
公共交通機関を利用し、大手地区の
活動を体験する。

【ねらい】
・他地区の活動を体験し、四賀地区
の活動に取り入れる。
・地区間の交流を図るもの

【準備過程】
広報活動

【共催団体等】
・大手公民館
・生活支援員

【評価と反省】
・ウィンナー作りや居酒屋公民館等の
活動を視察し、参加者からも地区で行
いたいとの要望があり、新規事業とし
て検討するきっかけとなる等の住民の
意欲向上につながった。
・大手地区との交流のきっかけとなっ
た。

【今後の方針等】
地区間の交流を継続し、新たな地区と
の交流を検討する。

チャレンジ！諏訪湖一
周ウォーキング

4月22日 1回
地域事業
（体育）

成人 23人

【内容】
諏訪湖や周辺の山々を眺めながら、
ウォーキングコースを自分の体力に
合わせマイペースで歩く。

【ねらい】
諏訪湖周辺の自然環境に触れなが
ら、体力づくりのためウォーキング
を行う。

【準備過程】
広報等資料作成

【評価と反省】
・参加者全員がそれぞれの距離を完歩
し、「諏訪湖でまたウォーキングした
い」といった要望を受けた。
・完歩された方が自分自身に自信を持
つきっかけとなり好評だった。

【今後の方針等】
今後もウォーキングを企画し、企画時
には参加者それぞれの体力にも合わせ
たコースの選定を検討する。

ヤギ写生

4月27日 1回 趣味教養 青少年 50人

【内容】
ヤギを見てヤギの絵を描く。

【ねらい】
家で飼うことの少なくなったヤギを
見たり触ったりしながら、絵を描く
ことの楽しさを学ぶ。

【準備過程】
会場準備（テント張）

【評価と反省】
・親子で参加した家族が多くいた。
・描いた絵をパウチして渡し好評で
あった。

【今後の方針等】
今後も機会を見て開催していきたい。

○

インドカレーの作り方
教室

5月19日 1回 人権平和 その他 25人

【内容】
本場のインドカレーの作り方や、イ
ンドの文化等を教えてもらう。

【ねらい】
講座を通じ多文化へ興味を持っても
らう。

【準備過程】
・関係者との打合せ
・広報等の資料作成

【評価と反省】
・調理方法に関するわかりやすい説明
やインドの文化に関する事柄を教えて
もらい、好評だった。
・参加者のイメージと実際のインドと
の差異に驚かれる方も多く、多文化へ
の興味を持つきっかけにつながった。

【今後の方針等】
好評であったため、再度の実施を検討
する。

○
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延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第20回四賀地区球技大
会

5月26日 1回
地域事業
（体育）

その他 370人

【内容】
町会対抗でソフトボール、ゲート
ボール、マレットゴルフ、ソフトバ
レーボール（女子）、ラージボール
卓球の５競技を行う。

【ねらい】
地区住民がスポーツを通じて、親
睦・体力向上・スポーツ人口の底辺
拡大、活気ある地域づくりを図る。

【準備過程】
競技団体に役員を依頼して、要綱
を検討し、町会体育部長に参加依
頼する。

【協力】
・四賀スポーツ協会
・町内公民館長会
・町内体育部長会

【評価と反省】
多くの競技で昨年度と同程度以上の参
加者となり、スポーツ人口の拡大につ
ながった。

【今後の方針等】
より多くの人が参加できるよう競技内
容含め検討する。

○

ペタンク・モルック体
験・交流会

5月26日 1回 スポーツ 成人 50人

【内容】
ニュースポーツ（ペタンク・モルッ
ク）の体験を行う。

【ねらい】
ニュースポーツを体験することによ
り、普及を深める。

【準備過程】
・関係者と打合せ
・広報

【協力】
板場ペタンク会員

【評価と反省】
身体的にスポーツを行うのが難しい方
にも楽しめるニュースポーツを行うこ
とで、多くの方に体を動かす楽しさに
触れてもらえた。参加者同士の交流に
もつながった。

【今後の方針等】
継続して行い、ニュースポーツ人口の
拡大を目指す。

グラウンドゴルフ体験
会

6月 6日
6月13日
6月20日

3回 スポーツ 成人 41人

【内容】
グラウンドゴルフの体験会

【ねらい】
地域の球場を利用し、ニュースポー
ツの普及を目指す。

【準備過程】
・広報
・物品準備

【協力】
・（株）信州グリーン
・四賀地区社会福祉協議会

【評価と反省】
普段なかなか入ることができない球場
を利用し、グラウンドゴルフを行った
ことは好評だった。秋までにまた体験
会を行いたいとの意見も見られた。

【今後の方針等】
好評であったため、再度のニュース
ポーツをより多くの人に体験してもら
う企画を検討する。

苔玉・苔ぼっくり作り
講座

6月7日 1回 趣味教養 成人 19人

【内容】
家の中でも緑を楽しめ、比較的管理
もしやすい、見ているだけで癒され
る苔玉、かわいい苔ぼっくりを作
る。

【ねらい】
物を作る楽しさに触れてもらう。

【準備過程】
・講師側と講座に関する調整
・広報

【評価と反省】
参加者がはじめて作る苔玉・苔ぼっく
り作りに夢中になっていた。自身で
作った作品を長持ちさせるための方法
を講師に確認する等の物づくりに関心
が深まった。

【今後の方針等】
クラフト系の講座を今後も企画する。
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図書室談義
「四賀に生きるホタル
に学ぶ‘24」

6月22日 1回 環境 その他 80人

【内容】
四賀小学校児童と共に研究してきた
四賀のホタルについての講演

【ねらい】
四賀のホタルの様子を学び、環境に
ついて考える。

【準備過程】
・公民館からのお知らせで全戸周
知
・会場の準備

【共催団体等】
図書視聴覚委員会

【評価と反省】
講座を通じ、今の環境を未来につなげ
守っていきたいという意見も出た為、
地域環境保護の意識向上につながっ
た。

【今後の方針等】
今後も四賀地区の自然環境を守る意識
の向上につながる機会の提供を検討す
る。

○

ひろばいきいきウォー
キング～白馬五竜高山
植物園

6月28日 1回
地域事業
（体育）

成人 29人

【内容】
高山植物園を見学するウォーキング

【ねらい】
健康増進につながる習慣を促す。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
四賀地区福祉ひろば

【評価と反省】
・参加者から今後もウォーキングを行
いたいといった発言があり、健康のた
めの習慣作りのきっかけになった。
・参加者同士の親睦にもつながり、好
評だった。

【今後の方針等】
今後も健康増進のため、ウォーキング
が楽しめる場所を選定した企画をす
る。

サマーチャレンジボラ
ンティアスクール（防
災デイキャンプ）

7月6日 1回 防災 青少年 45人

【内容】
防災を学びながらデイキャンプを行
う。

【ねらい】
・防災について学ぶきっかけ作り。
・夏季の子ども達の居場所や日常生
活ではできない体験を提供する。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報
・会場安全確認

【協力】
四賀地区社会福祉協議会

【評価と反省】
・開催以前から保護者からの見学依頼
がある等興味関心が高かった。
・参加した子ども達がシェルター作り
や火のつけ方を真剣に学び、『どうし
たら上手くいくか』を真剣に考え意見
を出し協力しながら体験をしていた。

【今後の方針等】
体験内容をより緊急時に役立つ内容に
スライドさせながら、継続して防災・
アウトドアについて学ぶ機会の提供を
検討したい。

○
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第31回四賀夏まつり
2024

7月20日 1回
地域事業
（文化）

その他 2,500人

【内容】
「ふるさと四賀」の伝統・文化を伝
え、広くＰＲする夏まつりを開催す
る。

【ねらい】
「ふるさと四賀」の地域住民相互の
交流・都市と農村、海と山の交流を
深めることにより、住民のパワー
アップを図り、活力あるふるさとを
創生する。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報
・許可申請手続き
・会場設営対応

【協力】
四賀夏まつり実行委員会、四賀観
光協会、町会連合会、商工会議
所、四賀元気プロジェクト、Ｊ
Ａ、町内公民館長会、社会福祉協
議会、消防団、地域づくり協議会
等

【評価と反省】
概算で2500人程の参加となり、昨年よ
りも盛大なイベントになった。参加者
からも遠方も含めた家族や友人との交
流の機会となったとの意見を伺い、地
域の活性化につながった。

【今後の方針等】
実行委員会で今後に向けた意見や課題
も出ているため、地域住民の意見を取
り入れて事業の発展・継続を検討す
る。

○

星を見る観察会（夏の
星座と天の川）

8月10日 1回 その他 その他 31人

【内容】
天体観測

【ねらい】
地区の地域特性を活用し、自然環境
の良さを感じてもらい、天体観測へ
の興味関心を促進させる。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
当日は珍しい天体現象もあり、講師の
説明を受けた子ども達が驚いた様子で
望遠鏡をのぞく等天体観測への興味関
心が高まった。

【今後の方針等】
より多くの参加者が見込めるよう広報
活動の工夫を検討する。

○

南アフリカ共和国の文
化と食を体験しよう！

8月24日 1回 人権平和 その他 25人

【内容】
南アフリカ共和国の文化と食の体験
会

【ねらい】
地域住民の多文化への興味関心を促
進させる。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
参加された方から同様の企画をまた開
催してほしいと高評価をいただき、多
文化への興味関心が高まった。

【今後の方針等】
他国を含め、同様の企画を検討する。

○

四賀公民館図書視聴覚
視察研修

9月2日 1回
地域事業
（文化）

成人 8人

【内容】
小布施町図書館「まちとしょテラ
ソ」視察

【ねらい】
「まちとしょテラソ」を視察するこ
とで、現在の公民館図書室を住民に
より使いやすい図書室作りを目指
す。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・日程調整
・広報

【協力】
四賀公民館図書視聴覚委員会

【評価と反省】
委員の方から小布施町図書館の方に多
くの質問がなされ、視察により図書室
のレイアウトイメージが話し合われる
等使いやすい図書室作りの一助となっ
た。

【今後の方針等】
必要に応じ、新たな視察を検討した
い。
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鷹狩山トレッキング

9月3日 1回
地域事業
（体育）

成人 9人

【内容】
鷹狩山へのトレッキング

【ねらい】
自然の中で体を動かすことの楽しさ
に触れながら、健康増進を目指す。

【準備過程】
・下見
・広報

【評価と反省】
参加者の健康増進につながったが、参
加者からは「コースがきつかった」と
の意見を伺った。

【今後の方針等】
より大勢の参加者が申し込めるコース
を検討したい。

第20回四賀地区ソフト
バレーボール大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

その他 155人

【内容】
町会を中心とした一般の部、40歳以
上の部に分けたソフトバレーボール
大会

【ねらい】
幅広い年齢層の住民が参加し、親睦
と友情を深め、活気ある地域づくり
と運動不足解消を図る。

【準備過程】
ソフトバレーボール競技の２団体
に役員を依頼し、企画・運営を行
う。

【協力】
・四賀スポーツ協会
・四賀ソフトバレーボールクラブ
・刈谷原町ソフトバレーボールク
ラブ

【評価と反省】
昨年よりも多くの方が参加し、運動の
習慣化や地域間交流の活性化につな
がった。

【今後の方針等】
より参加チーム、観戦者等が増えるよ
うな広報を心がける。

○

グラウンドゴルフ体験
会

10月16日
10月23日
10月30日

3回 スポーツ 成人 50人

【内容】
上半期に行い、好評であったグラウ
ンドゴルフの体験会を実施

【ねらい】
ニュースポーツの楽しさに触れても
らい、健康増進につなげるもの

【準備過程】
・広報
・関係者との打ち合わせ

【協力】
（株）信州グリーン

【評価と反省】
「普段利用する機会が少ない球場を利
用しグラウンドゴルフが体験できた」
と参加者から高評価をいただき、楽し
みながら健康増進につながった。

【今後の方針等】
来年度以降の継続について検討する。

第16回四賀マレットゴ
ルフオープン大会

10月20日 1回 スポーツ 成人 38人

【内容】
マレットゴルフ大会

【ねらい】
高齢化で会員が減少する中ではある
が連盟会員以外も参加でき、地域間
の交流活性化につなげるもの

【準備過程】
会員以外も参加できるので、公民
館からのお知らせで参加募集等を
行った。

【共催団体等】
四賀マレットゴルフ連盟

【評価と反省】
連盟参加者以外の方も参加する等交流
の活性化につながった。

【今後の方針等】
マレットゴルフ競技人口を増やすため
今後も協力して、開催していきたい。
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第36回四賀コンサート

10月26日 1回
地域事業
（文化）

その他 411人

【内容】
・四賀小学校体育館を会場に開催
・松本交響楽団、会田中学校生徒、
四賀小学校４～６年生、四賀鼓龍会
虚空蔵太鼓、四賀混成合唱団が出演

【ねらい】
四賀の生涯学習推進の基盤として、
地区住民総参加のもとに、心の豊か
さ、潤い、やすらぎのある生活、情
操豊かな文化を創造する。

【準備過程】
・実行委員会を結成し、企画、運
営を行う。
・広報

【共催団体等】
・主催：松本市
　　　　松本市教育委員会
・主管：四賀コンサート実行委員
　　　　会

【評価と反省】
・今回から地元の中学生がポスター作
製に参加し、地域の関心が高まった。
・寒さ対策のため開催日を11月中旬か
ら移動して開催したため、会場が寒く
無くて良かった。

【今後の方針等】
チケットの購入数、当日の出席者数の
増加を目指す。

○

ハロウィンの歴史と
ホーンテッドフード

10月27日 1回 人権平和 その他 20人

【内容】
ヨーロッパ出身の方を講師として、
本場のハロウィンの文化や食等の面
から教えてもらう。

【ねらい】
講座を通じ多文化への興味関心を深
める。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
・ハロウィンの成り立ち等の文化面や
本場ヨーロッパで食べられるお菓子作
り等参加された方々が協力しながら体
験をしていた。
・参加者も積極的に質問する等多文化
への興味関心深まった。

【今後の方針等】
より多くの参加が見込めるよう広報を
工夫する。

○

ジャック・オー・ラン
タン作り講座

10月27日 1回 趣味教養 その他 12人

【内容】
オレンジ南瓜からジャックオーラン
タンを作る。

【ねらい】
物づくりの楽しさに触れてもらう。

【準備過程】
・広報
・物品準備

【評価と反省】
・参加者が持参された南瓜を思い思い
のデザインで切り抜くのに時間を忘れ
て取り組んでいた。
・親子で笑いながらランタン作りを行
い、物作りの楽しさに触れる体験と
なった。

【今後の方針等】
好評であったため、来年度も開催を検
討する。

○

第65回四賀一周駅伝競
技大会

11月3日 1回
地域事業
（体育）

成人 94人

【内容】
地区内を６区間14．２km（６人～９
人）のコースで駅伝大会開催

【ねらい】
コロナ禍によりで減少したスポーツ
競技を復興し地区住民のスポーツ人
口の拡大と明日への活力を養い、健
康で充実した生活を送り、活気ある
地域づくりを図る。

【準備過程】
実行委員会をつくり、要項の検
討、準備、大会運営を行う。

【共催団体等】
・四賀スポーツ協会
・町内公民館町会

【評価と反省】
昨年より１チーム参加が増え９チーム
となり、地域の活性化や健康増進につ
ながった。

【今後の方針等】
参加チーム、観戦者の増加を目指す。

○
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もみじ湖ウォーキング

11月6日 1回
地域事業
（体育）

成人 21人

【内容】
もみじ湖周辺のウォーキング

【ねらい】
体を動かす楽しさを感じてもらい、
体力づくりを行う。

【準備過程】
・下見
・広報

【評価と反省】
・途中でギブアップされた方も出てし
まったが、多くの方がコースを踏破し
たため、健康や体力増強につながっ
た。
・気温などの影響で紅葉があまり進ん
でいない状況であった。

【今後の方針等】
より多くの方が踏破できるコースの選
定や行う時期を調整する。

四賀地区文化祭・生涯
学習フェスティバル

11月16日
11月17日

1回
地域事業
（文化）

その他 450人

【内容】
・保育園児、小中学生、各クラブ、
団体、サークル等文科系団体の作品
展示や発表を行う。
・四賀新そば祭り実行委員会主催の
「そばまつり」、社協主催のバザー
を開催する。
・写真コンクールの発表を実施す
る。

【ねらい】
・地区で活動する団体が一堂に会
し、文化活動の発展と交流を図る。
・地区住民の文化活動を推進する。
・生涯学習の大切さを認識し、同じ
趣味を持つ仲間が集い、学習し、得
たことに対する喜びを推進するため
に開催する。

【準備過程】
・文化関係団体・個人に通知し、
出展者を募る。
・出展者により運営、準備、片付
けを行う。

【共催団体等】
福祉ひろば・社会福祉協議会・福
寿草倶楽部・四賀小学校・会田中
学校・双葉保育園他

【評価と反省】
・今年度から文化祭とフェスティバル
を同時開催し、スタンプラリー等で会
場全体を回ってもらう工夫を行い、今
まで少なかった若年層の参加が増え、
地域の交流につながった。
・同時開催したフェスティバルの参加
者があまり増えなかったのが残念であ
る。

【今後の方針等】
より多くの参加が来場するように広報
などを工夫する。

○

第３回　四賀の里　写
真コンクール

11月16日
11月17日

1回
地域事業
（文化）

その他 4人

【内容】
テーマに沿った写真を撮って応募し
てもらう。１人３点まで。Ａ４サイ
ズプリントで応募する。秋の文化祭
で発表展示し、投票により評価す
る。

【ねらい】
四賀地区の知らない魅力を発見して
もらい、広く周知して観光や活性化
に寄与する。

【準備過程】
「公民館からのお知らせ」に募集
掲載し、周知を図った。

【評価と反省】
文化祭会場で投票してもらったことで
より多くの方に地区の魅力を発信する
機会となった。

【今後の方針等】
作品を応募する方の増加やコンクール
事態の知名度アップを目指す。
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大手・四賀交流会

12月6日 1回 その他 成人 30人

【内容】
大手地区との交流のため、野沢菜の
収穫体験や手打ちそばの実食を行
う。

【ねらい】
地区間の交流促進

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
上半期に行った交流会に引き続き多く
の方が参加され、地区間の交流の促進
につながった。

【今後の方針等】
相互交流の継続を望む声が多く、来年
度以降の継続を検討する。

しめ飾り体験学習会

12月14日 1回 地域文化 その他 15人

【内容】
しめ飾りの作り方を学ぶ。

【ねらい】
伝統文化の理解を深める。

【準備過程】
・公民館からのお知らせで全戸に
告知
・大結ぶ市と共同で開催

【評価と反省】
大結ぶ市と同時に開催したことで、飛
び入り参加の方が出るなど、多くの方
に伝統文化の体験による理解向上につ
ながった。

【今後の方針等】
より多くの参加者が見込めるように周
知する。

○

クリスマスツリー飾り

12月 2日
～12月26日

1回
地域事業

（その他）
青少年 40人

【内容】
支所玄関ロビーに地域の方から提供
いただいた高さ４．５ｍのもみの木
を設置し、クリスマスツリーの飾り
付けを行った。

【ねらい】
クリスマスツリーを見て、いろいろ
話をしてもらう。

【準備過程】
モミの木を用意して、職員で飾り
付けをした。

【評価と反省】
保育園児童や小中学生等に飾りつけを
してもらい、訪れた来庁者が飾りつけ
の様子や飾りつけを見ながら話す交流
の場になった。

【今後の方針等】
・好評のため、来年度も企画検討す
る。
・ツリーに対し、飾りつけが少ないと
の意見もあり、飾りつけについて今後
の方針を検討する。

年越しそばを打ってみ
よう

12月21日 1回 趣味教養 成人 10人

【内容】
蕎麦打ちの体験

【ねらい】
蕎麦打ちの楽しさに触れてもらう。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
四賀地区マレットゴルフ連盟

【評価と反省】
実際に打った蕎麦を実食し、笑顔を浮
かべ感想を言い合うなど料理の楽しさ
や交流の場を深める機会となり好評
だった。

【今後の方針等】
より多くの参加者が見込めるよう周知
方法を検討したい。
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書初め教室

1月5日 2回 趣味教養 青少年 13人

【内容】
書初めの体験教室

【ねらい】
伝統文化への関心を深める。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
例年より参加者が減少したが１人１人
の指導時間が多くなり、参加者が伝統
文化への関心を深める良い機会となり
好評だった。

【今後の方針等】
参加者増加のため、周知方法を検討し
たい。

○

バラ冬季剪定講習会

2月9日 1回 趣味教養 成人 21人

【内容】
冬季間に行うバラの剪定方法を学
ぶ。

【ねらい】
園芸の楽しさを知ってもらう。

【準備過程】
広報

【協力】
（株）信州グリーン

【評価と反省】
参加者が園芸について学ぶ機会とな
り、園芸を楽しむきっかけとなった。

【今後の方針等】
今後も他団体等と連携し、新たな事業
を企画する。

ウォーキングサッカー
体験会

2月12日 1回 スポーツ その他 25人

【内容】
ウォーキングサッカーを体験する。

【ねらい】
老若男女、子どもから高齢者まで誰
でもできる緩やかな歩くサッカーを
体験してみる。

【準備過程】
広報、講師依頼

【協力】
放課後児童クラブ

【評価と反省】
初めての歩くサッカーだったが、子ど
もから高齢者まで一緒に楽しめた。

【今後の方針等】
機会を作りシニア世代の体験会を企画
したい。

○

五郎山ハイキング

2月17日 1回
地域事業
（体育）

成人 15人

【内容】
五郎山のハイキング

【ねらい】
冬場の運動不足解消

【準備過程】
・下見
・広報

【評価と反省】
コースやハイキング時間共に好評で運
動不足解消の一助となった。

【今後の方針等】
多くの方が参加いただけるよう広報活
動を行う。

“人生会議”知ってい
ますか？－人生 100年
時代の生き（逝き）方
を考えてみましょうー

2月18日 1回 福祉健康 高齢者 18人

【内容】
「人生会議」の意味を説明し、参加
者が最後までどう生きていたいかを
考える。

【ねらい】
終活についての重要性を伝え、自分
らしく生き抜くことを考えてもら
う。

【準備過程】
・関係団体との打ち合わせ
・広報

【協力】
・生活支援員
・北部地域包括支援センター

【評価と反省】
・人生の最終段階における医療・ケア
について、本人が家族と話し合いを
持っておくことの大切さを考えるきっ
かけとなった。
・夫婦での参加が２組あってとても良
かった。男性の参加を増やしていくよ
うにしたい。

【今後の方針等】
男性の参加者増加を目指し、今後も同
じような趣旨の講座を企画する。
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わら細工でつくるひん
めり講座

2月22日 2回 趣味教養 その他 14人

【内容】
ライ麦で立方体オブジェを作成す
る。

【ねらい】
クラフトの楽しさを体験してもら
う。

【準備過程】
広報

【協力】
（株）信州グリーン

【評価と反省】
・信州グリーンと共催で麦藁を使って
の新しい講座。今後も共催でできる講
座があれば続けていきたい。
・講座は、和気あいあいとおしゃべり
をしたりして、好評をいただいた。

【今後の方針等】
・麦藁があれば基本形のひんめりは作
れるので、麦の栽培を検討する。
・来年度も開催できるか検討する。

○

星を見る観察会（冬の
星座とオリオン大星
雲）

2月22日 1回 その他 成人 10人

【内容】
冬の星座やオリオン大星雲の観察会

【ねらい】
地域環境を活かした観察会を実施
し、天体観測に興味関心を深めても
らう。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
（株）信州グリーン

【評価と反省】
・天候が不安定ではあったが、観察に
は問題ない状況のまま最後まで終わっ
た。
・講座の中で、「またやってほし
い。」「今度は知り合いにも声をかけ
るね。」とのご意見をいただいた。

【今後の方針等】
・今後も継続しての講座を企画する。
・冬季等の寒冷時の防寒対策を検討す
る。

○

ひろば早春演奏会

3月11日 1回
地域事業
（文化）

その他 83人

【内容】
ヴァイオリンとチェロの演奏会

【ねらい】
音楽の楽しさを体験してもらう。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
・四賀地区福祉ひろば
・北部保険センター
・生活支援員

【評価と反省】
多くの方が参加し、演奏会中も笑い声
が響くなど参加者が音楽を楽しむ時間
となった。

【今後の方針等】
来年度も同様な事業を企画検討する。

映画上映会
まつもと日和２

3月15日 1回 地域文化 その他 34人

【内容】
1960年代から80年代を中心に松本市
で撮影された８mmフィルムから、市
民、地元アーティストと協働しなが
ら制作した地域映画（２回上映）

【ねらい】
懐かしいい映像を見ながらおしゃべ
りしてもらい、思い出したこと気づ
いたことを喋る。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
図書視聴覚委員会

【評価と反省】
・大変いい映画であった。映像を見て
思い出話を参加者にしていただいた。
・参加者が少なくて残念であった。

【今後の方針等】
次回は、参加者が増えるようにＰＲ等
に努めたい。

○
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イランの食事と文化の
日

3月23日 1回 人権平和 その他 13人

【内容】
イラン出身の方を講師として、イラ
ンの文化を料理やダンス等を通じて
体験する。

【ねらい】
講座を通じ多文化への興味関心を深
める。

【準備過程】
・会計者との打ち合わせ
・広報

【評価と反省】
参加者から「またこのような企画で講
座を行ってほしい。」と高評価いただ
いた。多文化への興味関心が高まっ
た。

【今後の方針等】
次年度も多文化に関わる講座の実施を
検討する。

能登半島地震チャリ
ティー上映会

5月12日
6月30日

2回 防災 その他 100人

【内容】
震災を受けた能登半島の震災前の映
像が映されている映画を上映する。

【ねらい】
地域の方主催の事業であり、事業に
協力することで住民の主体性や積極
的な活動を促進する。

【準備過程】
広報ならびに運営協力

【事業運営状況】
主催：四賀にきましょ！実行委員
　　　会
協力：四賀公民館

【評価と反省】
・地域の方が能登半島地震以前の状況
を知り、震災被害の甚大さを振り返る
機会となった。
・地域の方主体の活動であり、地区施
設の活発な利用を目指すきっかけと
なった。

【今後の方針等】
今後も住民主催の事業に協力してい
く。

「楽しい絵本の世界」
講座

6月21日
7月 1日

2回 趣味教養 成人 11人

【内容】
読み聞かせの基本を学ぶ。

【ねらい】
絵本の面白さを学びつつ絵本の世界
を体験してもらう。

【準備過程】
・関係者との打ち合わせ
・広報

【協力】
夢おはなしの会

【評価と反省】
参加者から「教えてもらったことを気
を付けて（子どもに）読み聞かせる
ね」とも伺い、絵本の楽しさを実感し
た講座となった。

【今後の方針等】
今後も地域の団体と連携・協力しなが
ら、新たな企画を検討する。

松本ペタンク連盟会員
との交流会・体験会

12月～3月 4回 スポーツ 成人 60人

【内容】
ペタンクの体験会

【ねらい】
ニュースポーツの楽しさを知っても
らい、健康増進につなげるもの

【準備過程】
広報

【協力】
板場ペタンク会員

【評価と反省】
体験会を通じ、多くの方にニュース
ポーツの楽しさを知ってもらい健康増
進につながるきっかけを提供できた。

【今後の方針等】
来年度以降も体験会の継続を検討す
る。

301



令和６年度　事業報告

四賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ｅスポーツ体験会

1月～2月 3回
地域事業
（体育）

高齢者 21人

【内容】
ｅスポーツを体験
（太鼓の達人、ボーリング、ゴルフ
他）

【ねらい】
ｅスポーツの楽しさを知ってもら
い、健康増進や交流促進につなげる
もの

【準備過程】
広報

【評価と反省】
体験された方がリピーターとなり、友
人知人に声を欠けるなどの広がりが見
られ、健康増進や交流促進につながっ
た。

【今後の方針等】
参加者増加のため、周知方法を検討し
たい。

スマホサークル

通年 11回 趣味教養 高齢者 33人

【内容】
スマートフォンの基礎と操作方法を
学ぶ。

【ねらい】
スマートホンの操作を学び、使いこ
なせるようにする。

【準備過程】
・スマホをある程度使える方に
サークルでの指導を依頼
・公民館からのお知らせで全戸周
知

【評価と反省】
住民の要望に応え、質問形式の講座か
つ定期的な開催のため、リピーターと
なる人が出ており、スマートフォンの
操作を少しずつ習得し始めている。
サークルが交流の場所としても機能し
ている。

【今後の方針等】
次年度以降も質問形式の講座を検討す
る。

コミュニティスクール
事業

通年 その他 青少年 300人

【内容】
・地域住民による四賀小学校児童・
会田中学校生徒への指導
　＜四賀小学校＞
　・遠足付添い
　・ゲートボールクラブ
　・冒険クラブ・ダンスクラブ
　・米づくり・しめ縄づくり
　・書き初め
　＜会田中学校＞
　・部活動支援（野球部週１回）
　・乗鞍登山付添い

【ねらい】
・地域住民やコーディネーターによ
るクラブ活動や授業の支援や交流
・地域特性を学ぶ。

【準備過程】
・小中学校からの依頼に応じ、協
力できる方や地元講師を探し、小
中学校と調整する。

【協力】
地域住民

【評価と反省】
・地元住民から普段の授業では学習で
きない事を学び、交流を深めることが
できた。
・地域の特徴や資源の活用を考えるこ
とができた。

【今後の方針等】
・仕事や趣味で特技のある地元の方を
探し、学校と連携してコミュニティス
クール事業を推進していきたい。
・地域資源を活用する学習を続けた
い。

○
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公民館図書室

通年
地域事業

（その他）
成人 5,500人

【内容】
・図書の貸出、整理
・開館　平日10：00～18：00
　　　　土日祝日10：00～17：00
・休館　毎週月曜日
　　　　（祝日の場合は次の日）
　　　　12月29日～１月３日

【ねらい】
地域の方が気軽に本を借り、知識を
深める。

【準備過程】
・会計年度職員６名で勤務表を作
り、図書室の運営を行う。
・新刊本にパソコンで管理するた
めのバーコードを貼り、カバーを
する。
・古くなった書籍等を除籍し、整
理整頓を行う。

【評価と反省】
・勉強スペースも兼ねており、学生を
中心に知識を深め、学ぶ場所となって
いる。
・図書購入予算が限られるため、購入
本の選定に苦労している。

【今後の方針等】
・色々な分野の蔵書の充実を図り利用
を拡大していく。
・図書室スペースが限られ入れ替え本
の選択に苦労しているため、定期的に
書籍の整理を行う。

町内公民館長会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 40人

【内容】
・四賀公民館事業について協力を依
頼する。
・公民館振興業務委託料、町内公民
館町会費の依頼をする。

【ねらい】
地域の活発的な活動を助成する。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
事業等について、各町内公民館長から
直接相談を受けるなど連携を取り合
い、お互いの活動の助けとなってい
る。

【今後の方針等】
今後も連絡を密にし、協力して公民館
事業を開催していきたい。

体育部長会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 45人

【内容】
四賀公民館事業について協力を依頼
する。

【ねらい】
体育的な事業を町会にも関与しても
らうため、連携が取れるようにす
る。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
必要に応じ、連携を取り合って協力で
きる関係性を維持できた。

【今後の方針等】
今後も連絡を密にし、協力して公民館
事業を開催していきたい。

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 12人

【内容】
四賀公民館の全体計画を検討する。

【ねらい】
公民館の活動に地域の方の意見を取
り入れる。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
当初委員会で決まった予定通り行事を
実施できた。

【今後の方針等】
より地域の意見を反映しやすいように
必要に応じ臨時で委員会を実施する。

303



令和６年度　事業報告

四賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 92人

【内容】
「公民館報しが」の取材、編集す
る。

【ねらい】
地区内の情報を地区内外問わず発信
する。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
活動の中で委員の方からも今後の内容
について意見が出るなど情報発信の場
所として有効に利用されている。

【今後の方針等】
委員数の減少が懸念されるため、委員
の確保を検討したい。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 109人

【内容】
四賀公民館体育事業の企画、運営す
る。

【ねらい】
既存の行事に地域の実態に合わせた
形に調整し、新しい意見を取り入れ
た事業にする。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
体育事業の多くで様々な意見が出さ
れ、検討された。要項などの簡略化や
わかりやすい表現への改良につながる
等事業の改善となった。

【今後の方針等】
次年度以降の活動に対す意見も出た
為、今後の活動に意見の反映を検討す
る。

図書視聴覚委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 77人

【内容】
・四賀公民館図書室の運営を検討す
る。
・図書だよりの発行
・図書室談義計画

【ねらい】
地域の方に図書や映像等の楽しさや
興味関心を深める一助とするもの

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備
・図書室談義内容計画

【評価と反省】
昨年と比較し、より多く活動が行え、
図書視聴覚に関する住民の関心を向上
させることができた。

【今後の方針等】
今後も図書等の興味関心を深める内容
を中心に活動を行う。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 70人

【内容】
四賀公民館文化事業の企画、運営す
る。

【ねらい】
地域の文化活動を活性化させる。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
・当初決まった文化事業を実施するこ
とができた。
・「より活発的な活動が必要では？」
との意見も出た。

【今後の方針等】
文化事業への委員会の関りや役割につ
いて検討する。
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令和６年度　事業報告

四賀公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

四賀地区スポーツ推進
委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 50人

【内容】
四賀地区のスポーツの推進を図る。

【ねらい】
地区内のスポーツ活動の活性化を図
る。

【準備過程】
・会議通知の送付
・会議資料の準備

【評価と反省】
昨年と比較し、多くの事業で参加者や
チームが増え、地区内のスポーツ活動
が活性化された。

【今後の方針等】
参加者がより増加するように委員会と
の連携・協力を深める。
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令和６年度　事業報告の概要

安曇公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 0 1 0 0 0 5 1 0 0 2 3 3 0

延べ
参加人数

61 0 152 0 0 0 61 20 0 0 95 187 128 0

【方針・地域課題】
１　学都松本を目指して、市民が生涯にわたって学び続けるまち、地域や行政が協働して共に学ぶ
　まち、市民一人ひとりが学んだ知識、技術を社会に活かし、次代に引き継ぐまちを目指し、安曇
　地区の課題、特性を踏まえた公民館事業を展開する。

２　広大な面積に小集落が点在しているため、地区全体が一体感を持った地域活動を進めることが
　困難

３　少子高齢化が進み、児童・生徒の減少が顕著

４　特定健診受診率が低く、閉じこもり者割合が多い。　※ＪＡＧＥＳより

【重点的に取り組んだ事項等】
１　日本を代表する山岳観光地である安曇地区の魅力を発見・認識し、この財産を守り、後世に
　伝えていく意識を醸成（白骨温泉現地見学会、西穂独標登山等）

２　安曇地区の様々な課題を、各種団体と共有したうえで、解決に向けた一助となるような事業
　を実施（まつもと　お山ですくすく子育てサロン、ちょっとよっていきましょ等）

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

１　安曇地区の魅力を再発見できるよう事業を行
　なった。

２　「白骨温泉現地見学会」では、文化財課と共
　催し、全市を対象とした事業を行なったこと
　で、安曇地区にある財産を学習する機会を提供
　した。

３　「まつもと　お山ですくすく子育てサロン」
　では、子育て中の親の育児への不安感や育児の
　孤立化の解消を目指し、地元団体との共催によ
　り事業を行なうことができた。

４　日常から、地区の課題、特性を住民と共有し
　つつ、事業を検討する段階から、住民の声を集
　め、進めていくことを心掛けたい。
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令和６年度　事業報告

安曇公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ウェストン祭記念山行
及びウェストン祭参加
児童引率

6月1日
6月2日

1回
地域事業
（文化）

青少年 43人

【内容】
安曇村時代から行われている伝統行
事である徳本峠越えの登山を行う。
また、一部児童及び教員は２日目の
ウェストン祭に参加し、献花と合唱
を行うもの

【ねらい】
日本アルプスを世界に発信したウォ
ルター・ウェストンの足跡を辿り、
地域への理解を深める。【地域事業
（体育）】

【準備過程】
・山行ルートの下見
・安曇地区子ども会育成連合会総
会で、記念山行の実施可否を協議

【共催団体等】
・安曇地区子ども会育成連合会
・安曇小中学校
・大野川小中学校

【評価・反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
伝統行事として継続したい。

そうだ！
上高地へ行こう＋ａ

6月6日 1回 スポーツ 成人 17人

【内容】
上高地＋白骨温泉をウォーキングす
るもの

【ねらい】
・「市民歩こう運動」の一環として
行うもの
・公用バスを活用した外出機会を創
出することで、移動手段を確保しな
がら、安曇地区の課題（閉じこもり
者及び認知機能低下者割合が多い）
解決に向けた一助とするもの【福祉
健康】

【準備過程】
・共催団体等との調整
・地区内回覧等で周知

【共催団体等】
安曇地区福祉ひろば

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、行先等を変更し
ながら、事業を継続したい。

初めての沢歩き

7月21日 1回 スポーツ 成人 4人

【内容】
乗鞍岳の岐阜県側（岐阜県高山市）
にある「沢上谷」を散策するもの

【ねらい】
・沢歩きの基本技術の習得を通し
て、自然の中で体を動かすことの楽
しさを感じていただくと同時に、健
康増進に資するもの
・安曇山岳会と共催することで、会
の認知度を高めるとともに活性化を
図るもの

【準備過程】
・共催団体等との調整
・地区内回覧等で周知

【共催団体等】
安曇山岳会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。
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令和６年度　事業報告

安曇公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

乗鞍サマーセミナー

10月5日 1回
地域事業

（その他）
成人 42人

【内容】
・東京大学のＯＢ・ＯＧ会が主催
の、乗鞍にまつわる講演会を開催
・山本正嘉氏より、「山歩きを活用
した健康・体力づくり」と題し、講
演をいただくものもの

【ねらい】
乗鞍に有用なテーマについて、学
び、新たな魅力等の発見を行う。

【共催団体等】
・東京大学乗鞍寮ＶＳＡの会
・大野川小中学校同窓会
・ふれあいパーク乗鞍管理委員会
・松本市教育委員会
・大野川区町会
・のりくら地区町会連絡会
・のりくら観光協会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
・地域と東京大学ＯＢ・ＯＧ会と連携
を取り、今後も継続して地域学習を進
めたい。
・住民と協議をする中で、声を拾い、
地域に合ったテーマを相手方に提案し
ていく。

地域を守る砂防防災
セミナー

10月8日 1回 防災 成人 20人

【内容】
天竜川水系太田切川床固工群等の学
習及び見学

【ねらい】
梓川流域に暮らす安曇・奈川地区住
民を対象に、砂防防災や災害に対す
る防災知識を高める。

【準備過程】
・共催団体等との調整
・視察先との調整

【共催団体等】
・奈川公民館
・ＮＰＯ法人梓川流域を守る会
・国土交通省北陸地方整備局松本
砂防事務所
・（一社）北陸地域づくり協会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

西穂独標登山

10月10日 1回 スポーツ 成人 6人

【内容】
上高地にある「西穂高岳独標」を目
指して登山をするもの

【ねらい】
・安曇地区の学校登山の行先であっ
た西穂高岳を登山することで、自然
の中で身体を動かすことの楽しさを
感じながら、健康づくりを目指すと
ともに、地域の歴史を学習するもの
・地域学習・体験を通して、安曇地
区の魅力を再発見するもの
・新穂高ロープウェイを使用しなが
ら、山頂より手前の西穂独標を目的
地とすることで、登山初心者の参加
しやすさを狙うもの
・安曇山岳会の協力を得ながら開催
することで、会の認知度を高めると
ともに活性化を図るもの

【準備過程】
・共催団体等との調整
・周知チラシ（案）の作成

【共催団体等】
安曇山岳会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、行先等を変更し
ながら、事業を継続したい。
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令和６年度　事業報告

安曇公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

神工鬼斧

12月8日 1回
地域事業
（文化）

成人 52人

【内容】
・毎年１回、地域の文化活動発表
と、地区全体の住民交流のため、安
曇地区文化祭を開催している。
・開催予定日が選挙の投票日と重
なったことから、日にちを変えてそ
れに代わる催しを開催
・安曇村開村 120周年記念事業の一
環として埋めたタイムカプセルの開
封式を同時開催した。

【ねらい】
普段会う機会が少ない住民同士が交
流し、地区内の名産品や文化活動を
知る機会として開催

【準備過程】
・地区内全戸配布
・文化祭企画・検討委員会及び実
行委員会で内容を検討
・地区内企業等に協賛依頼

【共催団体等】
・安曇地区文化祭実行委員会
・地区内企業等

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
これまで同様、内容は住民等と協働で
検討し、継続性のあるものを作ってい
きたい。

冬の奈川をスノー
シューで歩こう！

2月19日 1回 スポーツ 成人 18人

【内容】
冬の奈川をスノーシューで歩く。

【ねらい】
・「市民歩こう運動」の一環として
行うもの
・スノーシューの基本技術の習得を
目指すもの
・山に囲まれた地区の特性を生かし
た講座を行うことで、地域の魅力を
発見・認識してもらうもの
・一定程度整備されたスキー場を会
場に、散策を半日とすることで、未
経験者の参加しやすさを狙うもの
【福祉健康】

【準備過程】
地区内回覧等で周知

【共催団体等】
なし

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
事業を継続したい。

氷瀑した三本滝を
目指そう！

3月4日 1回 スポーツ 成人 16人

【内容】
冬の乗鞍高原をスノーシューで歩
き、氷瀑した三本滝を目指すもの

【ねらい】
・「市民歩こう運動」の一環として
行うもの
・スノーシューの基本技術の習得を
目指すもの
・山に囲まれた地区の特性を生かし
た講座を行うことで、地域の魅力を
発見・認識してもらうもの【福祉健
康】

【準備過程】
地区内回覧等で周知

【共催団体等】
なし

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
事業を継続したい。
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令和６年度　事業報告

安曇公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

まつもと お山ですくす
く子育てサロン  4月15日

 5月18日
 6月16日
 7月 3日
 8月 5日
 9月 4日
10月 7日
11月17日
12月 2日
 1月 8日
 2月 3日
 3月 9日

12回 子育て 成人 152人

【内容】
中山間地域で子育て中の親子が、気
軽に集える場をつくるもの

【ねらい】
・親の孤独感の解消
・地域の魅力、山暮らしの楽しさを
味わってもらうもの
・地域住民及び保健師とのつながり
づくり

【準備過程】
地区内回覧等で周知

【共催団体等】
のりくら自然保育 木のこ

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
・事業を継続したい。
・運営に関われる人材を確保しなが
ら、実施回数を増やしていきたい。
・共催団体等と連携し、移住推進の取
り組みと合わせてＰＲしていきたい。

ちょっと
よっていきましょ

 5月15日
 6月19日
 7月17日
 8月21日
 9月18日
10月16日

6回
地域事業

（その他）
成人 92人

【内容】
関係団体（町会等）とともに新たな
通いの場をつくるもの

【ねらい】
健康とくらしの調査結果から見る安
曇地区の課題解決を目指す。

【準備過程】
・共催団体等との調整
・一部長会への全戸配布にて周知

【共催団体等】
・大野川区町会
・のりくら観光協会
・乗鞍うまいもの工房
・大野川区町会民生委員
・安曇地区地域づくりセンター
・安曇地区福祉ひろば
・西部地域包括支援センター
・西部保健センター
・松本市社協安曇事業所

【評価と反省】
・ねらいどおり事業が実施できた。
・関係団体から、事業継続の意向が示
された。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

人権学習

11月5日 AM
11月5日 PM

2回 人権平和 青少年 61人

【内容】
人権とＳＤＧｓは互いに密接な関係
にあることから、障がい者スポーツ
の体験をとおして社会格差や世界の
情勢に目を向け、人権と持続可能な
社会のあり方について学習するもの

【ねらい】
人権啓発推進事業の推進

【準備過程】
・共催団体等との調整
・地区内回覧等で周知

【共催団体等】
・安曇地区人権啓発推進協議会
・安曇小中学校
・大野川小中学校

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。
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令和６年度　事業報告

安曇公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

松崎町・松本市安曇地
区中学生交流事業

7月 9日
～7月11日
8月20日

～8月22日

2回
地域事業

（その他）
青少年 53人

【内容】
・旧姉妹都市松崎町と中学生同士の
交流を行う。（７月に松崎町への訪
問、８月に松崎町からの受入）
・令和元年度から、松崎町への訪問
を隔年実施、松崎町からの受入を毎
年実施としているもの

【ねらい】
双方の中学生が普段行くことのない
山や海の環境に触れ、知見と交流の
輪を広げる。

【準備過程】
共催団体等との調整

【共催団体等】
・松崎町教育委員会
・安曇地区子ども会育成連合会
・安曇中学校
・大野川中学校

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
共催団体等と連携し、事業を継続した
い。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 62人

【内容】
地域住民協力のもと、公民館活動の
円滑な運営と企画検討等を行う。

【ねらい】
館報の刊行を通した地域づくりの推
進や意識の高揚を図る。

【評価と反省】
・ねらいどおり事業が実施できた。
・安曇地区の中学生の執筆が定着して
きた。

【今後の方針】
地区の様々な出来事を的確に伝えるよ
うに心がけたい。

図書委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 20人

【内容】
地域住民協力のもと、公民館活動の
円滑な運営と企画検討等を行う。

【ねらい】
図書に接する機会を増やし、地域づ
くりの推進や意識の高揚を図る。

【評価と反省】
・ねらいどおり事業が実施できた。
・例年どおりふれあいパーク乗鞍の図
書を年２回、入れ替えた。

【今後の方針】
大野川区の身近な図書館としてより多
くの本に接する機会を提供したい。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 46人

【内容】
地域住民協力のもと、公民館活動の
円滑な運営と企画検討等を行う。

【ねらい】
文化祭開催を通した地域づくりの推
進や意識の高揚を図る。

【共催団体等】
安曇地区文化祭実行委員会

【評価と反省】
ねらいどおり事業が実施できた。

【今後の方針】
今後も安曇の各地区の特徴を活かした
文化祭を目指し、地域の一体感を醸成
していきたい。
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令和６年度　事業報告の概要

奈川公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 1 1 3 0 9 0 1 3 1 1 2 4 4

延べ
参加人数

16 15 539 90 0 177 0 10 554 100 200 73 48 56

【方針・地域課題】
・安全対策に配慮しながら事業を計画し、地域住民の学びと参加の機会の創出に心がけた。

・参加者同士の交流を図る講座を企画・開催した。

・参加者の運動不足の解消や、健康増進を図った。

・各事業において、地区内外の関係機関、団体と連携を図り、事業を開催した。
　関係機関：地域づくりセンター、福祉ひろば、奈川小中学校、奈川地区子ども会育成連合会、
　　　　　　奈川地区人権啓発推進協議会、町内公民館等

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・史跡巡りとウォーキングを組み合わせた講座を
開催し、住民の健康増進と交流が図られた。

・新たに夢の森カフェを開催し、住民の居場所づ
くりを提供した。

・運動会では奈川小中学校と町内公民館と合同で
開催し、児童、生徒と地区住民が一緒に参加する
種目を取り入れ児童、生徒と地区住民の交流が図
られた。
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令和６年度　事業報告

奈川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ふるさと学習
（小学生　奈川地区内
巡り)

6月8日 1回 地域文化 青少年 10人

【内容】
奈川地区内巡り

【ねらい】
川の砂防ダム工事の見学、水力発電
所の見学を通して、地域に関心をも
つ。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川小中学校

【評価と反省】
砂防ダム工事の見学、水力発電所の見
学を行い、自分の住んでいる地区につ
いて関心を持ってもらえた。

【今後の方針等】
共催団体と連携を図りながら、継続し
て開催したい。

○

ふるさと学習
（中学生　ベンチ作り)

6月13日 1回 地域文化 青少年 10人

【内容】
ベンチ作り

【ねらい】
奈川の産業である木工を体験し、地
域の優れた文化にふれる。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川小中学校

【評価と反省】
奈川の木工について理解を深めること
ができた。

【今後の方針等】
共催団体と連携を図りながら、継続し
て開催したい。

○

人権視察研修
「松代城跡・真田邸・
文武学校・松代象山地
下壕を訪ねる」

6月27日 1回 人権平和 成人 16人

【内容】
松代象山地下壕等の見学

【ねらい】
松代象山地下壕等の見学を行い戦争
と平和について考える。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【評価と反省】
松代象山地下壕の見学によって、戦争
の悲惨を改めて学習し、平和について
理解を深めることができた。

【今後の方針等】
共催団体連携を図りながら、継続して
開催したい。

すこやかウォーキング

7月5日 1回 福祉健康 成人 15人

【内容】
奈川地区内の史跡を巡りながら
ウォーキング

【ねらい】
市民歩こう運動の一環として実施

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
史跡についての学習とウォーキングに
より参加者の健康増進が図れた。

阿寺渓谷散策＆歴史探
訪

7月25日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
阿寺渓谷散策と妙覚寺マリア観音見
学

【ねらい】
他地区の自然と歴史（文化財）につ
いて学ぶ

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
他地区の自然や歴史（文化財）につい
て知識を深めることができた。

居酒屋公民館

8月2日 1回 その他 成人 9人

【内容】
飲み物や料理を持ち寄り住民同士の
交流を図る。

【ねらい】
普段、公民館を利用する機会が少な
い世代の交流を図る。

【準備過程】
公民館主催事業として実施

【評価と反省】
普段公民館を利用する機会のない世代
の交流が図れた。
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令和６年度　事業報告

奈川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

木曽おもちゃ美術館探
検

8月8日 1回 趣味教養 成人 17人

【内容】
木曽おもちゃ美術館見学

【ねらい】
多様なおもちゃと遊びを体験する。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
館内の内装やおもちゃには木曽町産の
「ヒノキ」が使われてあり、木の香り
をふんだんに感じながら木育について
学習できた。見学を通して、参加者同
士の交流が図れた。

第21回
奈川地区秋の大運動会

9月14日 1回
地域事業
（体育）

成人 100人

【内容】
学校、公民館共催で運動会を実施

【ねらい】
地域住民の体力向上を図るととも
に、日頃の運動不足解消と地域住民
の親睦を図る。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川小中学校

【評価と反省】
地域住民の運動不足解消と子どもから
大人まで幅広い年齢層の交流が図れ
た。

【今後の方針等】
関係団体と種目を検討して来年度も継
続して開催したい。

地域を守る砂防防災セ
ミナー

10月8日 1回 防災 成人 10人

【内容】
大田切川流路工の見学

【ねらい】
梓川流域に暮らす安曇・奈川地区住
民を対象に、砂防施設や災害に対す
る知識を高める。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
・安曇公民館
・ＮＰＯ法人梓川流域を守る会
・国土交通省北陸地方整備局松本
砂防事務所
・一般社団法人北陸地域づくり協
会

【評価と反省】
大田切川の見学を通して砂防施設や災
害に対する知識を深めることができ
た。

【今後の方針等】
関係団体と連携し、事業を継続した
い。

秋の苔玉盆景作り講座

10月25日 1回 趣味教養 成人 9人

【内容】
苔玉づくり

【ねらい】
秋らしい植物を組み合わせた苔玉を
作りを通して、参加者の交流を図
る。

【準備過程】
講師との綿密な打ち合わせのうえ
実施

【評価と反省】
住民から要望があった苔玉づくりを開
催し、参加者に好評だった。参加者同
士の交流が図れた。

第65回
奈川地区文化祭

11月2日
11月3日

1回
地域事業
（文化）

成人 200人

【内容】
農産物展、文化展、出店、芸能祭

【ねらい】
住民の交流と文化振興を図る。

【準備過程】
・文化委員との打合せ
・展示品、農産物を地区内から
募った。
・出店者との打ち合わせ
・芸能祭出演者の募集

【評価と反省】
地区外からのオーケストラ団体の出演
やお抹茶体験など開催し、大勢の住民
が参加した。
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令和６年度　事業報告

奈川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

もみじ湖散策

11月11日 1回 趣味教養 成人 24人

【内容】
もみじ湖散策

【ねらい】
秋のもみじ湖散策を通して、四季の
移ろいを感じながら参加者同士の交
流を図る。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
紅葉真っ盛りのもみじ湖を散策を通し
て参加者同士の交流が図れた。

奈川地区世代間交流事
業

12月7日 1回 地域文化 成人 70人

【内容】
子どもと一緒にしめ縄づくり、餅つ
き体験

【ねらい】
高齢者・小学生の世代間交流を図
る。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
・奈川地区福祉ひろば
・奈川地区社会福祉協議会

【評価と反省】
しめ縄づくり、餅つき体験を通して子
どもと高齢者との交流が図れた。

【今後の方針等】
継続して開催したい。

わかんじきで雪山散歩

1月31日 1回 趣味教養 成人 8人

【内容】
わかんじきの初心者向け体験講座

【ねらい】
昔ながらのわかんじきで深い雪の上
を歩き、先人の知恵を学ぶ。

【準備過程】
講師との綿密な打合せのうえ実施

【評価と反省】
・参加者はわかんじきを履くのが初め
ての人ばかりだったが、ケガもなく実
施できた。
・靴では沈んで歩きにくい雪の上でも
わかんじきなら沈まずに歩くことがで
き、改めて先人の知恵の偉大さに気づ
かされた。

大人の社会見学

3月7日 1回 趣味教養 成人 27人

【内容】
養命酒駒ケ根工場の見学

【ねらい】
養命酒駒ケ根工場の見学を行い、健
康との関わりを学ぶ。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
工場見学を通して、養命酒の歴史など
について知識を深めることができた。
参加者同士の交流を図れた。 ○

男しょの体力講座
 4月 8日
 8月 5日
12月 2日
 1月20日
 2月10日
 3月 3日

6回 趣味教養 成人 34人

【内容】
男性を対象としたストレッチ、体操

【ねらい】
普段、公民館を利用する機会が少な
い男性同士の交流を図る。

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
普段、公民館を利用する機会が少ない
男性同士の交流と健康増進が図れた。

【今後の方針等】
共催団体と連携を図りながら、継続し
て開催したい。

夢の森カフェ

7月 9日
9月24日

2回 その他 成人 36人

【内容】
夢の森のロビーを活用した住民の居
場所づくり

【ねらい】
住民同士の交流と買い物弱者対策

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
参加者からは奈川地区には喫茶店や衣
料品などのお店がないので、こういう
事業をやってもらうとありがたいとの
声が聞かれた。
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令和６年度　事業報告

奈川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

夏休みこどもひろば

7月22日
～8月22日

19回
地域事業

（その他）
青少年 64人

【内容】
スポーツ、勉強、体験活動等

【ねらい】
長期休暇中の子ども達への居場所の
提供

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
今年度は、参加した児童、生徒たちが
自分達で内容を企画する日を設定し積
極的に事業に関わった。その他に福祉
ひろばの利用者と 100歳体操を一緒に
行い交流を図った。

そば打ち講習会

12月16日
 1月21日
 2月17日

3回 趣味教養 成人 25人

【内容】
そば打ち講習会

【ねらい】
奈川伝統の丸打ちを覚える。そば打
ちを通して参加者同士の交流を図
る。

【準備過程】
講師との綿密な打合せのうえ実施

【評価と反省】
奈川伝統の丸打ちを覚えることができ
た。参加者同士の交流も図れた。

【今後の方針等】
継続して開催したい。

野麦街道の歴史勉強会
の開催

1月17日
2月28日

2回 趣味教養 成人 17人

【内容】
野麦街道の歴史や史跡の勉強会

【ねらい】
野麦街道の歴史や史跡を案内できる
人材を育てる。

【準備過程】
講師、関係者との綿密な打合せの
うえ実施

【協力】
ふるさと奈川観光交流部

【評価と反省】
野麦街道の歴史や史跡について知識を
深めることができた。

春休みこどもひろば

3月21日
～4月 3日

5回
地域事業

（その他）
青少年 9人

【内容】
スポーツ、勉強、体験活動等

【ねらい】
長期休暇中の子ども達への居場所の
提供

【準備過程】
関係者との綿密な打合せのうえ実
施

【協力】
奈川地区福祉ひろば

【評価と反省】
今年度は、参加した児童、生徒たちが
自分達で内容を企画する日を設定し積
極的に事業に関わった。その他に福祉
ひろばの利用者と 100歳体操を一緒に
行い交流を図った。

○

公民館運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 21人

【内容】
公民館事業、地区事業の企画、運営
を行う。

【評価と反省】
委員会で委員同士の連携が図られた。

【今後の方針等】
住民の要望に応える活動を展開してい
きたい。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 12人

【内容】
公民館報の作成、編集を行う。

【評価と反省】
公民館事業や地区事業等記録すること
ができた。

【今後の方針等】
住民の要望に応える活動を展開してい
きたい。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 8人

【内容】
公民館事業、地区事業の企画、運営
を行う。

【評価と反省】
委員会で委員同士の連携が図られた。

【今後の方針等】
住民の要望に応える活動を展開してい
きたい。

316



令和６年度　事業報告

奈川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 7人

【内容】
公民館事業、地区事業の企画、運営
を行う。

【評価と反省】
委員会で委員同士の連携が図られた。

【今後の方針等】
住民の要望に応える活動を展開してい
きたい。

放課後子ども教室の支
援

通年 192回 子育て 青少年 539人

【内容】
小学生、中学生が安心、安全に放課
後の時間を過ごせるように支援

【準備過程】
放課後子ども教室コーディネー
ターとの綿密な打合せのうえ実施

【評価と反省】
放課後子ども教室コーディネーターと
連携を図りながら実施できた。

【今後の方針等】
利用者の意見を取り入れながら開催し
たい。

夢の森図書室

通年 324回 その他 成人 509人

【内容】
夢の森図書室の管理運営

【準備過程】
図書室職員と連携を図りながら運
営

【評価と反省】
幅広い年齢層の利用があった。

【今後の方針等】
利用者の希望を取り入れながら書籍を
購入したい。
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令和６年度　事業報告の概要

梓川公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 0 1 4 1 2 8 2 0 0 0 2 0 7 1

延べ
参加人数

0 110 81 40 46 158 42 0 0 0 1128 0 270 13

【方針・地域課題】
・コロナ禍により中止していた事業を実施するにあたり、前回の反省点や改善点をもとに内容を見
直し、企画・実施した。また、福祉ひろばやまちづくり協議会等の多様な関係団体と連携しなが
ら、講座や教室のより一層の充実を図った。

・文化祭などの地区事業の開催にあたっては、地区内関係団体が実行委員会を組織し、公民館委員
と連携を図りながら、実施内容の見直しや運営方法の改善を図った。

・地区内の学校（梓川小学校、梓川中学校）と住民とが連携・協働し、地域全体で未来を担う子ど
も達の成長を支えていくための仕組み、松本版コミュニティスクール「あずさっ子応援隊」及び通
学時の見守り活動を行う「あずさっ子見守り隊」の活動支援と地域への浸透を図った。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・廃止となった地区運動会の代わりとなるスポー
ツ振興事業として、ニュースポーツの交流会を令
和７年度に実施することを地区スポーツ委員やス
ポーツ協会と協議し、実行委員会を立ち上げた。

・文化祭は、多くの住民が来場し、公民館利用団
体等が日頃の活動の成果を発表する良い機会と
なった。当日までの準備や会場設営、期間中の運
営を出演団体・文化委員と連携して行うことがで
きた。

・「あずさっ子応援隊」は多くの住民がボラン
ティアで学校の活動を支援した。今後も地域と学
校の良好な関係が継続できるよう支援したい。
「あずさっ子みまもり隊」は、活動を通して子ど
もと住民との間で良い関係が築かれており、やり
がいを感じている隊員も多い。人材確保を呼び掛
けると同時に地域全体に浸透させる取り組みを行
いたい。
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令和６年度　事業報告

梓川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

上高地ウォーキング

6月3日 1回 趣味教養 成人 30人

【内容】
上高地（大正池からバスターミナ
ル）を散策し、植物等を観察する。

【ねらい】
上高地の自然や歴史について学び、
自然に親しむとともに、自然環境に
ついて関心を高める。

【準備過程】
地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
ねらい通り学習や自然に親しむことが
できた。

【今後の方針等】
今後も継続的に開催していきたい。

梓川地区リーダー研修
会

6月 2回 子育て 青少年 12人

【内容】
１回目はネイチャーゲーム、２回目
は地区の散策・歴史学習を行う。

【ねらい】
子ども会活動のリーダーとして、各
町会の５・６年生が参加し、団体生
活で活動を共にすることで、町会や
学年をこえた交流を深め、仲間づく
りを行いながら、自分たちの力で活
動を進める研修会とする。

【準備過程】
梓川小学校を通じて参加者を募集
した。

【共催団体】
・地区子ども会育成会
・地区まちづくり協議会

１回目講師
　信州やがいたいけん楽校ぷらす
２回目講師
　ＮＰＯ法人安曇野ふるさとづく
　り応援団

【今後の方針等】
今後も御浜町との交流会の事前学習に
位置付け、リーダー研修会を実施し、
御浜町の児童との仲間づくりや自分た
ちの力で活動を進める能力を身につけ
ていきたい。

苔玉づくり講座

7月7日 2回 趣味教養 成人 23人

【内容】
苔玉づくりをおこなう。

【ねらい】
植物の潤いと季節感を感ずる苔玉づ
くりにより、地域住民の交流を図
り、趣味教養を高める。

【準備過程】
・講師と内容・日程調整を行っ
た。
・地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
定員を超える申込みがあり、２部制で
実施した。

【今後の方針】
参加者から好評であったため、今後も
開催を検討する。

めだかの学校観察会

8月 2回 環境 青少年 16人

【内容】
小学生を対象に梓川矢橋にあるビオ
トープの観察会を行う。

【ねらい】
環境学習を通じて、地域の自然や生
物にふれる機会を創出する。

【共催団体】
梓川児童センター

【評価と反省】
公民館職員が講師として解説を行った
が、ねらい通り自然に親しむ機会を作
ることができた。

【今後の方針】
毎年の開催を検討したい。

梓川図書館
夏のスペシャルお話会

8月10日 1回 環境 青少年 30人

【内容】
児童を対象とした読み聞かせ・ヤギ
とのふれあいを実施する。

【ねらい】
公民館図書委員による読み聞かせや
ふれあい体験を通じて、本や図書館
に親しむ機会とする。

【準備過程】
図書館や公民館図書委員と協議の
うえ、企画・実施した。

【共催団体】
梓川図書館

【今後の方針】
今後も図書委員に協力してもらい実施
していきたい。
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令和６年度　事業報告

梓川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

米粉でつくるパン講座

9月27日 1回 趣味教養 成人 24人

【内容】
米粉を使ったピザやマフィンを作成

【ねらい】
年々減少している米消費への取り組
みの一環として、米粉の活用方法、
おいしさを広く知ってもらう。

【準備過程】
・講師と内容・日程調整を行っ
た。
・地区内全戸配布チラシにて周知

【評価と反省】
昨年度とは異なるパン作りを実施。
米粉代は公民館で負担するなどできる
限り材料費を抑え実施した。

【今後の方針】
多くの申込みがあり参加者から好評で
あったため、今後も開催を検討する。

市民講演会（梓弓）

10月12日 1回 地域文化 成人 40人

【内容】
松本平及び梓川地区の歴史を学ぶ。

【ねらい】
住民が自分たちの地区の歴史を学習
する機会とする。

【準備過程】
梓弓研究会と企画実施した。

【共催団体】
梓弓研究会

【評価と反省】
今後地区の文化財等に関心を持っても
らうよう考えていく必要がある。

【今後の方針等】
住民にとって地区の歴史を学ぶ良い機
会となっているため、今後も共催して
講演会を開催していきたい。

梓川ウォークラリー
2024

10月13日 1回 スポーツ 青少年 24人

【内容】
家族や友人などのグループごとに、
コマ図を使い梓川地区内を歩き、途
中で地区に関連する問題を解いた
り、輪投げなどのゲームゾーンも設
ける。

【ねらい】
家族や友人などの参加者が、地域の
再発見や健康づくり・体力づくりを
行う機会とする。

【準備過程】
コースや時間設定などスポーツ推
進委員と事前に調整した。

【共催団体】
・スポーツ推進委員協議会梓川地
区担当
・まちづくり協議会
・福祉ひろば

【評価と反省】
小学生の家族を中心に７チームが参加

【今後の方針等】
地域の魅力を発見したり、健康づく
り・体力づくりを行う機会として、出
発点やコースを変えながら、継続的に
開催していく。

洋ナシのビン詰め加工
講座

10月21日 1回 趣味教養 成人 13人

【内容】
農村生活マイスターを講師に洋梨の
瓶詰めを行う。

【ねらい】
梓川農村女性協議会の活動を支援
し、住民交流と趣味教養を高める。

【準備過程】
講師と内容・日程調整を行った。

【協力】
梓川農村女性協議会

【評価と反省】
福祉ひろばと共催し開催。男性の参加
が多く普段行わない料理にふれる機会
となった。

【今後の方針】
農村女性協議会と連携しながら開催を
検討する。
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令和６年度　事業報告

梓川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

第38回梓川地区文化祭
（美術展）

11月 7日
～11月10日

1回
地域事業
（文化）

成人 790人

【内容】
芸術文化活動団体の発表の機会とし
て、梓川アカデミア館で作品を展示
する。

【ねらい】
梓川地区の芸術文化活動を行う住民
が、日常活動の成果を発表する機会
を作り、地域住民相互が親睦と交流
を深めることにより、芸術文化の振
興・発展を図る。

【準備過程】
出展者が参画した実行委員会を組
織し、企画・運営について協議し
た。

【共催団体】
・まちづくり協議会
・梓川アカデミア館

【評価と反省】
準備や運営を出演団体が中心になり行
い、自立した活動になっている。年々
出展者が減少しているため、引き続
き、小・中学校に作品の展示を依頼す
るほか、個人の出展など増やしていき
たい。

【今後の方針等】
昨年同様小中学校にも参加を呼びか
け、多くの作品を展示したため好評で
あった。梓川の特産品であるりんごの
収穫時期とも重なるため、出展者や参
加者の意見を聴取しながら検討してい
きたい。

第38回梓川地区文化祭
（芸能祭・音楽祭）

11月10日 1回
地域事業
（文化）

成人 338人

【内容】
芸術文化活動団体の発表の機会とし
て、音楽祭、芸能祭の２部制で開催
する。

【ねらい】
梓川地区の芸術文化活動を行う住民
が、日常活動の成果を発表する機会
を作り、地域住民相互が親睦と交流
を深めることにより、芸術文化の振
興・発展を図る。

【準備過程】
実行委員会（公民館文化委員、ま
ちづくり協議会役員等）で内容を
検討。プログラムを作成して周知

【共催団体】
まちづくり協議会

【評価と反省】
御浜町のみかんや地区商工会など飲食
の出店、食生活改善推進協議会による
みそ汁の炊き出しなどを出すことがで
き、幅広い年代に来場いただいた。

【今後の方針】
文化・芸術活動の貴重な発表の機会と
なっている。出演団体の減少が課題

食生活改善 調理実習講
座

11月14日 1回 健康福祉 成人 13人

【内容】
減塩をテーマに生活習慣病予防を目
的とした調理を学ぶ。

【ねらい】
住民の食生活の改善と健康増進を目
指す。

【準備過程】
講師と内容・日程を調整

【評価と反省】
福祉ひろばと共催し開催。男性の参加
が多く普段行わない料理にふれる機会
となった。

【今後の方針】
参加者から好評であったため、今後も
開催を検討する。

福寄せお飾りと賑やか
多肉植物の寄せ植えづ
くり

12月13日 1回 趣味教養 成人 24人

【内容】
新年に向け、縁起植物で寄せ植えを
行う。

【ねらい】
地域住民の交流を図り、趣味教養を
高める。

【準備過程】
講師と内容・日程を調整

【評価と反省】
できる限り材料費を抑え参加者の負担
が大きくならないよう講師と打ち合わ
せを重ね実施できた。

【今後の方針】
参加者から好評であったため、今後も
開催を検討する。
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令和６年度　事業報告

梓川公民館

事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

木彫り講座

1月 2回 趣味教養 成人 7人

【内容】
地域住民を講師に木彫り作品の製作
を行う。

【ねらい】
地域住民の交流を図り、趣味教養を
高める。

【準備過程】
講師と内容・日程を調整

【評価と反省】
初めて実施した講座であったが、参加
者の満足度は高かった。

【今後の方針】
参加者から好評であったため、今後も
開催を検討する。

家庭教育学級支援
「ストレッチ講座」

12月1日 1回 趣味教養 成人 16人

【内容】
単独の町会住民を対象に、町内公民
館を会場に、講座を開催した。

【ねらい】
身近な場での公民館活動の推進を図
り、地域の活性化を目指す。

【準備過程】
地区公民館と町内公民館と連携を
図り、企画・実施した。

【共催団体】
上立田町内公民館

【評価と反省】
身近な場所での講座開設を通じて、公
民館活動の推進が図られた。

【今後の方針】
今後も町内公民館と連携を図り、町会
単位で行われる学習を支援していきた
い。

ファミリースキー教室

1月19日 1回 スポーツ 青少年 18人

【内容】
乗鞍スキー場を会場にして、初心
者、初級者の親子を対象としたス
キー教室

【ねらい】
スキーに親しむ機会の提供をし、参
加者の技術習得や参加者同士の親睦
を目的とする。

【準備過程】
開催内容や方法等についてスポー
ツ推進委員と事前に調整を図っ
た。

【共催団体】
スポーツ推進委員協議会梓川地区
担当

【評価と反省】
初めて乗鞍で開催。初心者・初級者で
チームを分け講習を行い、技術の向上
に繋がった。
　
【今後の方針】
今後も継続的に開催し、地域住民がス
キーに親しむ機会を提供し、参加者の
技術習得や参加者同士の親睦を図って
いく。

家庭教育学級支援
「歌の教室」

2月16日 1回 趣味教養 成人 21人

【内容】
単独の町会住民を対象として、町内
公民館を会場に講座を開催した。

【ねらい】
身近な場での公民館活動の推進を図
り、地域の活性化を目指す。

【準備過程】
地区公民館と町内公民館と連携を
図り、企画・実施した。

【共催団体】
八景山町内公民館

【評価と反省】
身近な場所での講座開設を通じて、公
民館活動の推進が図られた。

【今後の方針】
今後も町内公民館と連携を図り、町会
単位で行われる学習を支援していきた
い。

福祉のつどい
松本市立病院の出前講
座「リラックス体操」
梓川小学校６年生制作
映画上映会

3月1日 1回 福祉健康 成人 110人

【内容】
出前講座のリラックス体操を行い、
その後梓川小学校で製作した映画の
上映会を行う。

【ねらい】
住民の健康増進につなげる。また、
小学校の活動を知ってもらうほか、
児童との交流の場とする。

【準備過程】
共催団体や小学校と協議のうえ企
画・実施した。

【共催団体】
・梓川地区社会福祉協議会
・まちづくり協議会

【評価と反省】
ねらい通り、住民の健康増進と小学校
と地域の連携の強化につながった。
　
【今後の方針】
今後関係団体と共催し継続的に開催し
ていきたい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

ママのリフレッシュ講
座

6月～11月 3回 子育て 成人 44人

【内容】
未就園児の子をもつ親を対象に、ア
ロマの虫よけスプレー作りや、入園
グッズを制作する。

【ねらい】
子育て中の親が気軽に集い、語り
合って子育ての不安の解消や仲間づ
くりを行う場を提供する。

【準備過程】
公民館・児童センター・社会福祉
協議会の三者により、企画運営し
た。

【共催団体】
・梓川児童センター
・地区社会福祉協議会

【評価と反省】
子育て中の親が気軽に参加できる講座
として、楽しみながら育児に対する不
安などを相談し、仲間づくりを行う場
を提供することができた。

【今後の方針等】
今後も子育て中の親が親しみやすい講
座を企画し、継続的に開催していきた
い。

歌ごえ公民館

5月～3月 22回 健康福祉 高齢者 513人

【内容】
講師の伴奏に合わせて、童謡唱歌等
の16曲を、１時間30分程度合唱す
る。

【ねらい】
歌の経験や技量に関係なく、とにか
く楽しく歌い、健康増進、ストレス
解消や参加者同士の交流を深める機
会とする。

【準備過程】
講師と連絡をとりあい、歌詞カー
ドの作成等を行った。

【評価と反省】
皆楽しく歌い、健康増進、ストレス解
消や参加者同士の交流を深めることが
できた。

【今後の方針】
高齢者を中心に参加者が増加傾向にあ
る。本講座を楽しみにしている方も多
いことから、次年度も継続的に開催し
たい。また、やりがいづくりとして文
化祭等での発表の機会をつくれないか
検討する。

梓川地区・御浜町ふれ
あい交流会

8月7日
～8月9日

1回 子育て 青少年 12人

【内容】
毎年交互にお互いの地を行き来し交
流を図る。

【ねらい】
友好親善提携都市の三重県御浜町と
の交流により、海と山、みかんとり
んご等、互いの地域の自然、伝統及
び文化の違いを学びあい、友情を育
む。また、集団生活を通して相互理
解を深め、子ども会リーダーとして
の自覚と資質を養う。

【準備過程】
事前にリーダー研修会を実施し
た。リーダーとしての自覚を養わ
せること、また自主決定させるこ
とに重きをおいて企画した。

【共催団体】
・地区子ども会育成会
・まちづくり協議会
・御浜町教育委員会

【評価と反省】
６年ぶりに梓川地区での受け入れと
なったが、計画通りに実施することが
できた。児童も積極的に交流してお
り、次年度以降の交流につながる活動
ができた。

【今後の方針】
次年度は御浜町に訪問するため、引き
続き共催団体と協議のうえ実施する。
なお、本事業は梓川村当時に友好親善
提供が結ばれ、毎年交流会を開催して
きている経過からも、今後も継続して
いく必要がある。
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参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

あずさっ子みまもり隊

通年 子育て 成人 13人

【内容】
子ども達の登下校を中心に通学路や
交差点などで見守り隊活動を実施

【ねらい】
「子どもは地域の宝」として、小・
中学生の安全な登下校に努める。

【準備過程】
隊員から登下校時の児童の様子
や、道路の危険個所など意見を聞
き、小学校に報告するとともに、
警察署等にも出された意見を伝え
改善を図った。

【評価と反省】
「あずさっ子みまもり隊」は現在13人
の隊員で見守り隊活動を行っている
が、まだまだ地域全体には浸透してい
ない部分もある。日々の見守り活動を
通して子どもと隊員の良い関係ができ
つつあり、やりがいを感じている隊員
も多い。

【今後の方針等】
梓川小中学校は、他地区に比べて児
童・生徒数が多いが、隊員数は13人と
少ない。町会などを通じ人材確保を呼
び掛け、地域全体に浸透させていく必
要がある。

○

町内公民館長会の運営

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 42人

【内容】
公民館事業の運営協力依頼や町内公
民館事業の支援を行った。

【構成団体】
梓川地区の21町内公民館長

【今後の方針等】
今後も町内公民館長会と連携し、ス
ポーツ祭や文化祭を始め、各町内公民
館で実施されている事業を相互協力し
あいながら、展開していきたい。

運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 14人

【内容】
公民館事業の企画・実施について検
討し、助言を受けた。（書面開催）

【準備過程】
特別な諮問事項が無いため書面開
催とした。

【評価と反省】
公民館事業の企画・実施について承認
を得た。

【今後の方針等】
公民館運営の本質的な事柄に対して、
議論を深めることができるよう内容や
進め方等を工夫して開催していきた
い。

広報委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 42人

【内容】
梓川公民館報の企画・編集等を行っ
た。また、全市版の館報編集員を講
師に館報の作り方等について学ん
だ。

【準備過程】
公民館報の発行に合わせ、委員会
を招集した。

【評価と反省】
取材、原稿の作成、編集までの一連の
作業を、委員と協働し作り上げること
ができた。

【今後の方針等】
館報を読んでいる住民が少ないため、
多くの住民に読まれるような紙面づく
りを考えていく必要がある。
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文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 84人

【内容】
梓川文化祭（梓秋祭）の企画、運営
等を行う。

【準備過程】
文化祭の実行に合わせて委員会を
招集した。

【評価と反省】
委員それぞれが役割を理解し、企画・
運営することができた。

【今後の方針等】
実行委員会と連携を図りながら、公民
館事業の開催に合わせて、委員会を開
催する。

体育委員会

通年 中止
公民館委員会・
各種会議等

成人 0人

【内容】
スポーツ祭と運動会の企画、運営等
を行う。

【準備過程】 【評価と反省】
地区スポーツ行事が中止となったた
め、会議は未開催となった。

【今後の方針等】
実行委員会等と連携を図りながら、公
民館事業の開催に合わせて、委員会を
開催する。

図書委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 8人

【内容】
公民館談話室の本の入替え作業を年
２回行い、秋のお楽しみ会（人形劇
等）を企画する。

【準備過程】
公民館事業の開催に合わせ、委員
会を招集した。

【評価と反省】
図書館と共催しおはなし会を開催し
た。

【今後の方針等】
本の入替作業や、梓川図書館との共催
事業を実施する。

地域関係団体の運営・
支援

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

成人 80人

【内容】
・子ども会育成会：会議の開催(２
回）、子ども会安全共済会事務､各
種子ども会育成事業の取りまとめ等
・スポーツ推進委員会の運営､支
援：会議の開催（２回）、地区内体
育事業の企画・運営等
・地区スポーツ協会の支援：常任理
事会への出席（１回）、市スポーツ
協会との連絡調整､相談等

【準備過程】
適切な時期に会議を開催し、協力
依頼や事業について協議した。

【評価と反省】
各団体と連携・協力を図りながら、事
業の実施や取りまとめを行うことがで
きた。また、各団体と活発な意見交換
を行うことができた。

【今後の方針等】
公民館にも関わりの深い団体であるた
め、継続的に育成、支援を行う必要が
ある。

325



令和６年度　事業報告の概要

波田公民館

人権平和 福祉健康 子育て 地域文化 環境 趣味教養 スポーツ 防災 その他 体育 文化 その他

事業数 1 4 2 5 3 4 2 0 0 4 1 0 9 2

延べ
参加人数

35 291 3049 120 65 130 122 0 0 551 2797 0 1078 250

【方針・地域課題】
・体育事業や文化事業などの地区事業の企画・運営等にあたっては、公民館委員（運営・体育・文
化・館報編集）と連携しながら、地区住民主体により、多くの方が公民館活動に関わり、関心を
持って参加していただけるよう実施内容の見直しや運営方法の改善等を図る。

・地区内の関係機関、各種団体等と連携を図った事業を開催する。前年度の反省や地域住民からの
声を踏まえ、講座の充実を図るとともに、公民館の利用者団体、地区関係団体との共催や利用者団
体の方をを講師に講座を開催するなど、学習の成果を還元できる場を設ける。

・小中学生向けの講座を企画し、青少年教育の推進を図る。

方針・地域課題・重点的に取り組んだ事項等 評価・反省等

学級講座・学習会等 地域事業
項目

公民館委員会
・各種会議等 ＣＳ

・体育事業については運営方法等を協議し、コロ
ナ禍の間中止となっていた町内公民館対抗の行事
を全て開催することができた。文化祭について
は、今年度新たな試みをしたが、体制の整理、運
営方法を見直すことで、委員各々の負担を減ら
し、事業も無事開催することができた。今後もよ
り多くの方が参加いただけるよう委員の方々と協
議、検討していきたい。

・地域の様々な団体と連携しながら、様々な事業
を開催することができた。利用団体の方を講師と
した講座では、講座後に団体に加入した受講者も
おり、利用団体の活性化につなげることができ
た。

・小中学生向けの講座をいくつか開催したことに
より、例年より多くの小中学生に公民館を利用す
る機会を提供することができた。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

自然散策バスウォーキ
ング「姫川源流でちい
さな春さがし」

4月26日 1回 環境 成人 19人

【内容】
姫川源流と親見湿原を散策する。

【ねらい】
自然散策と健康づくり、リフレッ
シュを目的とする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
天候にも恵まれ、ゆっくりと植物の観
察やウオーキングを楽しむことがで
き、健康づくりやリフレッシュにつな
がった。

【今後の方針等】
ウォーキング事業は継続予定

町内公民館対抗ソフト
ボール大会

5月26日 1回
地域事業
（体育）

その他 197人

【内容】
町内公民館対抗でソフトボール大会
を行う。

【ねらい】
地区住民の親睦を深めることを目的
とする。

【準備過程】

【協力】
・体育委員会
・波田スポーツ協会

【評価と反省】
13チーム参加。参加条件を緩和し、多
くの方に参加いただくことで、住民同
士の親睦を深めることにつながった。

【今後の方針等】
町会ごとに競技力に差があり、危険も
伴うため、対戦カード等については検
討したい。

波田堰散策ウォーク

6月19日 1回 福祉健康 成人 7人

【内容】
波田堰沿いを野鳥や植物を観察しな
がら散策する。

ねらい】
　散策を通じて波田堰の役割や歴史
を学ぶ。

【準備過程】

【協力】
福祉ひろば

【評価と反省】
歩きながら傾聴できる場所が限られて
いたため、波田堰の役割や歴史につい
て、説明を聞く時間を十分に設けられ
なかったことが課題として残った。

【今後の方針等】
ウォーキング事業は継続予定

健康バスウォーク「阿
寺渓谷ウォーキング」

7月5日 1回 環境 成人 15人

【内容】
阿寺渓谷を散策する。

【ねらい】
健康増進と地形や植物の学ぶことを
目的とする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
アップダウンが多い遊歩道であったこ
ともあって、歩くのに苦慮する方がお
り、どの程度のコースか事前に情報を
伝えることが不足していた。

【今後の方針等】
ウォーキング事業は継続予定

親子給食試食見学ＤＡ
Ｙ

7月27日 1回 趣味教養 青少年 15人

【内容】
給食調理の流れを学んだ後、給食セ
ンターの内部を見学する。

【ねらい】
夏休み中の小中学生とその親子を対
象に、給食ができるまでの過程を学
ぶ機会とする。

【準備過程】
波田小・中学校でチラシを配布し
周知

【協力】
波田給食センター

【評価と反省】
普段入ることのできない給食センター
内を見学することができ、給食調理の
実情を学ぶ良い機会となった。

【今後の方針等】
担当課と協議し検討したい。
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事業名 期日 回数 項目 対象
延べ

参加人数 事業内容・ねらい 準備過程・共催団体等 評価と反省・今後の方針等 ＣＳ

若澤寺親子・おとなの
遠足

7月28日 1回 地域文化 青少年 9人

【内容】
波多神社から若澤寺史跡まで散策
し、現地で保存活動の体験をする。

【ねらい】
波田の歴史に触れ、保存活動を理解
していただくことを目的とする。

【準備過程】

【協力】
若澤寺史跡保存会

【評価と反省】
現地での礎石の発掘体験では、土に埋
もれた礎石を掘り出す作業を行った。
体験を通じて、より一層保存活動に理
解を得られたものと感じる。

【今後の方針等】
内容を協議し、若澤寺関連の事業は継
続していく。

はたっこ塾「決めろス
マッシュ！卓球教室」

8月1日
8月2日

2回 スポーツ 青少年 35人

【内容】
ラケットの持ち方、フォア、バック
の打ち方を学ぶ。

【ねらい】
卓球の基本を学び、夏休み中の子ど
も達が体を動かす機会とする。

【準備過程】

【協力】
波田中学校卓球部

【評価と反省】
はじめて卓球をする参加者もいたが、
２日間通じ卓球の基本を学ぶことがで
きた。波田中学校卓球部の協力もあ
り、多くの参加者を一度に指導するこ
とができた。

【今後の方針等】
今後も継続予定

○

水沢山若澤寺の七ふし
ぎを謎解く

8月23日 1回 地域文化 成人 41人

【内容】
若澤寺に関する七ふしぎを講師の視
点から紹介する。

【ねらい】
若澤寺を知らない方に興味を持って
いただくことを目的とする。

【準備過程】

【協力】
若澤寺史跡保存会

【評価と反省】
資料の実物、講義内容に関する歴代住
職の拓本を展示したこともあり、より
理解を深めていただくことができた。

【今後の方針等】
今後のために講師の講演要旨を記録と
して残していくことも必要である。

旧国鉄篠ノ井線廃線敷
きウォーキング

9月4日 1回 福祉健康 成人 12人

【内容】
旧国鉄篠ノ井線廃線敷きをウォーキ
ングする。

【ねらい】
歴史を学びながら、ウォーキングを
することで心身の健康増進を図る。

【準備過程】

【協力】
福祉ひろば

【評価と反省】
ガイドを安曇野案内人クラブへお願い
し、現地の説明をしていただくこと
で、ウォーキングしながら歴史を学ぶ
ことができた。

【今後の方針等】
ウォーキング事業は継続予定

町内公民館対抗バレー
ボール大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

その他 142人

【内容】
町内公民館対抗のバレーボール大会
を行う。

【ねらい】
地区住民の親睦を深めることを目的
とする。

【準備過程】

【協力】
・体育委員会
・波田スポーツ協会

【評価と反省】
10チーム参加。参加条件の緩和を図っ
たが参加人数は大きく変わらなかっ
た。参加した町会は大会後に懇親会を
行うなど、親睦を深めるきっかけと
なった。

【今後の方針等】
継続予定
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町内公民館対抗マレッ
トゴルフ大会

9月8日 1回
地域事業
（体育）

その他 60人

【内容】
町内公民館対抗のマレットゴルフ大
会を行う。

【ねらい】
地区住民の親睦を深めることを目的
とする。

【準備過程】

【協力】
・体育委員会
・波田スポーツ協会

【評価と反省】
バレーボール大会に出れないが、マ
レットゴルフ大会には参加できるとい
う町会もあり、多くの町会が町内公民
館対抗に出場できる機会となった。

【今後の方針等】
継続予定

モルタル造形に寄せ植
えを！

10月 2日
10月16日

2回 趣味教養 成人 12人

【内容】
アート用のモルタルでオリジナルプ
レートを作成する。

【ねらい】
普段と異なる形での寄せ植えを体験
してもらう機会とする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
参加者は、それぞれ思いおもいにデザ
インや色決め、非常に楽しみながら作
品を制作していた。

【今後の方針等】
開催を検討したい。

波田文化祭

10月26日
10月27日

1回
地域事業
（文化）

その他 2,797人

【内容】
作品の展示、販売、舞台発表を行
う。

【ねらい】
地域住民の日頃の活動の成果を発表
する場、文化・芸術を鑑賞する機会
を創出することを目的とする。

【準備過程】

【協力】
・文化祭実行委員会
・町会連合会
・町内公民館長会

【評価と反省】
41団体参加。今年度は昨年度まで別
日・別会場で開催していた福祉ひろば
まつりも同会場で開催した。

【今後の方針等】
継続予定

町内公民館対抗ソフト
バレーボール大会

11月10日 1回
地域事業
（体育）

その他 152人

【内容】
町内公民館対抗のソフトバレーボー
ル大会を行う。

【ねらい】
地区住民の親睦を深めることを目的
とする。

【準備過程】

【協力】
・体育委員会
・波田スポーツ協会

【評価と反省】
17チーム参加。男女混合と女子の部に
分けて開催。昨年度は怪我人が多く出
てしまったが、今年度は怪我無く開催
することができた。

【今後の方針等】
継続予定

ここまでわかった真光
寺遺跡

11月28日 1回 地域文化 成人 46人

【内容】
４年間の発掘調査の結果からわかっ
たこと等について講演する。

【ねらい】
近隣遺跡との関係、その時代の土地
の使われ方について学ぶ機会とす
る。

【準備過程】

【協力】
波田まちづくり協議会

【評価と反省】
４年間の発掘調査のまとめということ
もあり、興味関心のある方に多く参加
いただいた。

【今後の方針等】
来年度は調査報告が出来上がる予定と
のことのため、最終報告会を開催する
方向で調整
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わくわく★クリスマス
会

12月6日 1回 子育て 青少年 42人

【内容】
未就学児とその保護者を対象に、ク
リスマス会を行う。

【ねらい】
次年度竹の子教室の参加者募集前
に、雰囲気を知ってもらうことを目
的とする。

【準備過程】

【協力】
中央図書館（出前講座）

【評価と反省】
本年度竹の子教室の参加者が多かった
が、初めての方も参加していただけた
ため、来年度に向けて雰囲気を知って
もらうことができた。

【今後の方針等】
講師と協議のうえ、開催について検討
したい。

お正月のしめ縄飾り

12月20日 1回 地域文化 成人 2人

【内容】
しめ縄をベースに縁起物を添えて、
お正月飾りを作成する。

【ねらい】
自身でお正月飾りを作成し、気持ち
よく新年を迎える準備をする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
材料費が高くなってしまったこともあ
り、参加者が少なかった。

【今後の方針等】
物価高騰や材料を多く使うこともあ
り、致し方ない部分もあるが、価格設
定については検討していきたい。

たまには書道を楽しも
う

12月26日 1回 趣味教養 青少年 19人

【内容】
書初めの練習として課題に挑戦す
る。

【ねらい】
書道を行う機会の創出、小学生への
宿題支援を目的とする。

【準備過程】

【協力】
公民館利用団体

【評価と反省】
講師がお手本を書いたり、ポイントを
丁寧に教えていただいたおかげで、小
学生も冬休みの課題を講座内で作成す
ることができた。

【今後の方針等】
継続予定

正月飾りに挑戦

12月26日 1回 地域文化 青少年 22人

【内容】
正月飾りを保護者とともに自身で作
り上げる。

【ねらい】
作成することを通じて、正月飾りの
意味を学ぶことを目的とする。

【準備過程】

【協力】
若澤寺史跡保存会

【評価と反省】
２人１組のグループに、講師が１人ず
つ指導に入れるように実施したため、
参加者に丁寧に説明することができ、
スムーズに作成できた。

【今後の方針等】
開催については検討したい。

松本平の小さな生き物
たち

3月8日 1回 環境 成人 31人

【内容】
松本平に生息するホタル・両生類
（蛙）・チョウの生態についての講
演を行う。

【ねらい】
松本平に生息する生物の生態を学ぶ
ことを目的とする。

【準備過程】

【協力】
波田希少動植物保存会

【評価と反省】
会場の雰囲気も明るさが見られ、参加
者は興味、関心を持って講演を聞いて
いた。

【今後の方針等】
講演が３部構成で計２時間30分程度擁
したため、少し長いと感じる参加者も
見受けられた。講演の時間設定を検討
したい。
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ムリしないチェアーヨ
ガ

2月20日
2月27日
3月 6日
3月13日

4回 福祉健康 成人 36人

【内容】
ひざや腰に負担をかけないチェアー
ヨガを行う。

【ねらい】
自宅でもできる運動を体験し、自身
の健康増進につなげることを目的と
する。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
通常のヨガを行うと普段運動をしてい
ない方は、膝や腰を痛めてしまうこと
から椅子を使ったヨガを実施

【今後の方針等】
内容を協議し継続予定

チャレンジフェス　ｉ
ｎ　ＨＡＴＡ

3月20日 1回 スポーツ 青少年 87人

【内容】
　
【ねらい】
健康づくりやスポーツを体験する機
会を提供することを目的とする。

【準備過程】

【協力】
・波田スポーツ協会
・ＣＦＭ実行委員会

【評価と反省】
怪我等なく運営することができ、多く
の方に様々なスポーツを体験していた
だく機会を提供することができた。

【今後の方針等】
今後はより多くの団体に協力していた
だくことも検討したい。

竹の子教室

5月下旬
～11月下旬

44回 子育て 青少年 3,007人

【内容】
１歳半からの未就園児とその保護者
を対象に、運動やあそび、工作、読
み聞かせなどを行う。

【ねらい】
身体を動かしながら親子の絆をより
深め、子どもの体力づくり、情操の
発達を支援する。

【準備過程】

【協力】
社会福祉協議会子育て応援ボラン
ティア

【評価と反省】
コロナ禍以降参加者の減少が続いてい
たが、１歳６か月検診で募集チラシを
配布したこともあり、今年度は46組の
参加があった。１年を通じて参加者の
成長が見受けられた。

【今後の方針等】
継続予定

遊ＹＯＵ大学
 6月13日
 7月11日
 8月20日
 9月20日
 9月26日
10月31日
11月21日
12月10日

8回 福祉健康 高齢者 236人

【内容】
65歳以上の方を対象に運動や体験な
ど多彩なプログラムを行う。

【ねらい】
高齢者の心と体の健康及び同世代の
交流の場を提供する。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
毎年多くの高齢者が参加してくださ
り、様々なプログラムを通じて心と体
の健康を保つための機会を創出でき
た。参加者同士も交流を深めることに
もつながった。

【今後の方針等】
継続予定

みんなで楽しく手話講
座

7月19日
7月26日
8月 2日
8月 9日

4回 人権平和 青少年 35人

【内容】
楽しみながら手話を学ぶ。

【ねらい】
差別のない社会を目指して、手話を
学びながら、ろう者に対する理解を
深める。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
子どもに限らす誰でも参加できるよう
講座を開催したが、一般参加者が初回
のみで参加しなくなってしまった。

【今後の方針等】
子ども向けの内容になってしまったた
め、今後は対象を分けることも検討し
たい。
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歌声いっぱい公民館

 8月 7日
 9月11日
10月 9日
11月13日
12月11日

5回 趣味教養 成人 84人

【内容】
楽しく童謡唱歌を歌う。

【ねらい】
音楽を通じ、ストレス解消や楽しむ
機会を創出することを目的とする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
昨年度歌唱指導を増やしてほしいと要
望があったため、今年度は講師と調整
し参加者の要望に応える形で実施し
た。

【今後の方針等】
継続予定

町内公民館長会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他

【内容】
地区公民館からの連絡事項や地区事
業のお知らせ、町内公民館長同士の
意見交換を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
地区の文化祭や、波田まちづくり協議
会事業へ積極的に参加・協力いただい
た。

公民館運営委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 8人

【内容】
公民館の事業計画等についての検討
や提言を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
公民館活動についての検討や提言をい
ただける場となっている。

体育委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 176人

【内容】
町内公民館対抗スポーツ事業の企
画、運営を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
町内公民館対抗事業の運営について、
各町会ごとの事情等を鑑みた意見交換
がなされ、改善を図りながら事業運営
ができた。

文化委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 118人

【内容】
波田文化祭の企画・運営を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
役員の負担軽減のため、今年度より文
化祭の運営のみという形に体制を変更
した。文化祭当日も１人１人の負担が
軽減され、スムーズな文化祭運営がで
きた。

館報編集委員会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 67人

【内容】
館報はたの作成を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
計６回の館報発行を各月ごと担当を決
め原稿の作成を行った。

波田まちづくり協議会
（地域連携部会）

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 374人

【内容】
地区の課題解決へ向けて、事業の企
画検討を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
防災事業や文化財保護、除草作業な
ど、多岐に渡る事業を多くの地区住民
に協力いただき、実施することができ
た。

地区担当職員連絡会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 120人

【内容】
地区関係機関の情報共有、課題解決
に向けた検討を行う。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
各部署での取り組みや事業内容、地区
の課題などについて広い視野での話し
合いができる場となっている。
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学校応援団

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 215人

【内容】
波田小学校・中学校を地域住民がサ
ポートする。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
波田小学校１年生の下校見守り及び、
今年度から始めた給食配膳ボランティ
アにも多くの方ご協力いただいた。

【今後の方針等】
今後も学校からの要望等について協議
しながら協力していきたい。

○

人権啓発推進協議会

通年 1回
公民館委員会・
各種会議等

その他 0人

【内容】
人権啓発に向けての検討、講座等の
開催を企画する。

【準備過程】

【協力】

【評価と反省】
会員の負担軽減のために書面決議で開
催

【今後の方針等】
会の存続を含め、検討が必要
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